
第五章幕末の社会
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第一節幕末期の兵庫

第二節村落社会の趨勢

第三節幕末期の農業と鉱工業

第四節幕末期の酒造業

第五節幕末期の海運

第六節陵上交通の変貌

第七節幕末から維新へ



第
一
節

幕
末
期
の
兵
庫

幕
末
期
の
兵
庫
津
商
業

株
仲
間
再

興
令

天
保
十
一
一

ご
八
四
二
）
の
株
仲
間
停
止
令
で
、
流
通
統
制
が
緩
め
ら
れ
る
と
、
勢
い
商
人
は
そ
の
商
品
を
、

し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
江

価
格
や
経
費
の
間
か
ら
み
て
有
利
な
地
点
で
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

幕
府
は
、

つ
い
に
嘉
、
氷
四
年
（
一
八

五
一
）
か
え
っ
て
不
融
通
な
株
仲
間
停
止
令
を
廃
し
、

仲
間
の

戸
や
大
坂
に
商
品
が
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
価
格
も
下
が
ら
な
か
っ
た
。

再
興
を
命
じ
た
が
、
見
加
金
上
納
は
免
じ
、
仲
間
の
人
数
も
制

限
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
株
仲
間
再
開
問
後
、
嘉
、
氷
五
年
の
調
査

と
推
定
さ
れ
る
兵
庫
津
の
株
仲
間
は
表
山
の
通
り
で
あ
る
。

」
の
再
興
令
は
、
新
規
商
人
の
活
動
を
制
限
す
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
ら
、
株
仲
間
の
再
興
後
も
取
引
を
め
ぐ
る
新
出
向

、、円ノふせい工
2
1色

1
山
ム
エ
k
r
じ
、
こ
o

l
ノ
庁
い
ム
メ

1
証平
i

h
百あ

L
T

た
と
え
ば
仲
間
停
止
期
の
新
規
尚

株仲間再興後の兵）！ド

津の~ミイ91間

表 183

数

人
37 

94 

122 

（言己z除なし）
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人
で
あ
る
泊
康
仁
兵
衛
の
諮
問
何
度
加
入
申
請
を
め
ぐ
る
対
立
も
そ
の

例
で
あ
ろ
う
。
讃
岐
の
泊
康
仁
兵
衛
は
、
兵
庫
津
の
淡

路
屋
庄
三
郎
に
入
家
し
、
仲
間
停
止
時
よ
り
讃
岐
の
産
物
と
く
に
和
製
砂
糖
を
取
り
扱
っ
た
の
で
、
一
間
以
般
か
ら
の
船
も
こ
の
仁

兵
衛
と
取
引
す
る
よ
う
に
な
り
、
間
仲
間
の
う
ち
に
は
取
引
に
影
響
を
受
け
る
者
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
株
仲
間
が
再
開
門
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の

五
年
、
仁
氏
（
絡
が
、
仲
間
に
入
っ
て
い
る
淡
路
毘
定
三
郎
と
結
ん
で
、
諮
問
屋
仲
間
へ
の
加
入
を

申
請
し
た
時
、
出
来
か
ら
の
仲
間
で
取
引
商
船
を
奪
わ
れ
た
米
屋
利
兵
衛
、
新
阻
伸
一
清
右
衛
門
、
鍋
屋
八
兵
衛
、
網
屋
台
治
郎
ら

は
、
こ
れ
に
反
発
し
、
庄
一
一
一
郎
・
仁
兵
衛
の
結
ん
だ
商
取
引
を
禁
止
す
る
よ
う
仲
間
年
寄
ら
に
願
い
出
て
い
る
。

ま
た
肥
前
美
々
津
の
井
手
菩
兵
衛
の
手
船
は
、
仲
間
停
止
後
術
部
屋
治
郎
兵
衛
か
ら
指
康
安
兵
衛
に
取
引
先
を
変
え
て
い
た

が
、
金
銭
上
の
紛
争
も
あ
っ
て
嘉
、
氷
五
布
十
一
月
、
さ
ら
に
松
原
治
郎
兵
衛
と
取
引
を
始
め
た
。
そ
こ
で
塩
屋
安
兵
衛
は
、

衛
へ
の
融
資
の
件
を
も
っ
て
取
引
先
を
変
更
し
な
い
よ
う
、
諮
問
屋
仲
間
に
出
版
し
た
が
、
松
監
は
元
々
の
取
引
先
備
前
監
か

ら
引
き
受
け
た
と
し
て
こ
れ
に
対
立
し
た
。
仲
間
で
は
、
再
興
後
は
元
来
の
取
引
先
備
前
麗
の
意
向
し
だ
い
と
し
て
、
備
前
毘

へ
熟
談
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

間
五
年
二
月
、
車
屋
五
兵
衛
の
答
で
あ
る
尾
張
知
多
郡
小
野
浦
の
前
野
定
次
郎
手
船
が
、
関
東
の
干
鰯
や
し
め
粕
を
積
ん
で

幕末期の兵降

き
て
柴
鹿
伊
左
衛
門
と
取
引
を
し
た
時
も
、

は
諸
問
屋
仲
間
の
年
寄
・
年
行
可
に
訴
え
、
仲
間
で
は
旧
慣
を
守
る
よ
う
指

示
し
た
が
、
今
回
は
荷
主
で
あ
る
江
戸
の
水
戸
屋
の
指
簡
に
よ
る
も
の
と
し
て
特
別
に
扱
い
、
以
後
柴
屋
は
車
患
の
容
九
年
取
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
決
着
さ
せ
て
い
る
。

第一節

さ
ら
に
同
五
年
八
月
に
は
、
子
鰯
監
仲
間
の
年
寄
が
、
東
出
町
の
浜
で
夜
毎
に
肥
料
を
水
揚
げ
す
る
船
が
あ
る
と
い
う
風
間

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
水
揚
げ
し
て
い
た
の
は
小
宿
の
煎
屋
与
右
衛
門
の
荷
物
で
あ
り
、
子
鰯
仲
間
外
の
近
江
屋
新
助
が
灘

n－
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間
宮
・
尼
崎
辺
へ
販
売
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
、

そ
の
取
締
り
な
諸
問
屋
会
所
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
株
仲
間
再
興
令
以
後
は
、
新
規
営
業
や
商
船
と
問
屋
と
の
新
規
取
引
の
影
響
が
残
っ
た
が
、
従
来
の
取
引
関
係
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
問
毘
を
中
心
に
、
仲
間
の
共
同
体
的
規
制
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
も
強
ま
っ
た
。

大
坂
と
兵
庫
と
の
関
係
で
も
、
大
坂
問
屋
が
従
来
の
優
先
的
権
利
を
主
張
し
始
め
た
。
兵
庫
津
で
は
元
来
和
製
砂
糖
を
売
買

す
る
こ
と
は
叶
訂
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
仲
間
停
止
後
は
和
製
砂
糖
を
売
買
し
始
め
て
い
た
。
こ
れ
も
再
興
令
後
の
嘉
、
氷
寸
九
年

秋
、
大
坂
の
庶
砂
糊
・
紅
毛
砂
糖
（
以
上
中
間
・
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
輸
入
砂
糖
）
・
和
製
砂
糖
を
取
り
扱
う

の
商
人
か
ら
、
砂
糖

を
売
買
し
て
い
た
兵
踏
の
網
屋
三
太
夫
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
諮
問
屋
仲
間
も
大
坂
商
人
の
や
り
方
に
抗
議
し
よ
う
と
し
て
名

主
網
屋
新
九
郎
に
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
新
九
郎
は
、
そ
う
し
た
場
で
元
来
兵
庫
は
砂
糖
を
売
買
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
抗
議
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
不
利
を
招
く
と
諭
し
た
の
で
、
兵
庫
側
は
大
坂
商
人
に
謝
罪
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
こ
の

よ
う
に
兵
庫
商
人
は
一
限
度
大
坂
商
人
の
優
位
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

務
館
産
物

会
所

悶
悶
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
幕
府
は
、
再
び
東
西
蝦
一
奥
地
を
直
轄
領
と
し
、
同
去
年
に
は
箱
館
産
物
会
所

を
大
坂
と
兵
庫
に
置
き
、
蝦
夷
地
産
物
の
専
売
に
よ
る
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
。
兵
庫
津
で
は
用
速
を
命
ぜ
ら

れ
た
北
風
荘
右
衛
門
が
、
そ
の
所
有
す
る
屋
敷
と
建
家
一
カ
所
を
仮
会
所
に
、
さ
ら
に
他
の
一
カ
所
を
定
役
人
の
宿
所
に
提
供

し
、
雑
費
な
ど
も
負
担
し
て
発
足
し
て
い
る
。

ま
た
蝦
一
拠
地
産
物
の
依
物
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
干
鰯
仲
間
只
・
境
魚
子
魚
仲

買
や
新
仲
間
只
な
ど
の
仲
間
も
、
同
年
六
月
規
定
書
を
作
り
、
抜
畏
い
の
禁
止
、

日
銭
の
一
分
五
鹿
減
額
、
産
物
質
話
代
銀
の
期

月
完
納
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。

そ
の
後
入
船
数
も
次
第
に
増
加
し
た
が
、
こ
の
蝦
夷
地
産
物
取
扱
は
兵
感
商
人
に
と
っ
て
、
有
利
な
取
引
で
は
な
か
っ
た
よ
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う
で
あ
る
。

日
銭
は
会
所
開
設
以
前
に
は
千
魚
出
魚
の
類
は
問
屋
・
仲
良
両
方
合
わ
せ
て
七
分
六
一
服
、
千
鰯
な
ど
の
肥
料
は
六

i丘

分
ム
ハ
鹿
の
定
め
で
あ
っ
た
が
、
開
設
後
は
こ
の
う
ち
二
分
六
鹿
ず
つ
を
会
所
に
上
納
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
問
屋
・
仲
買
の

収
入
減
は
免
れ
な
か
っ
た
。

隠9:.前首班

万
延
元
年
（
…
八
六

O
）
幕
府
は
永
続
仕
法
を
定
め
る
た
め
、
新
藤
鉛
蔵
を
大
坂
及
び
兵
路
に
派
遣
し
、
兵
時
郎
会
所
に
諮
問
さ

せ
た
が
、
兵
庫
で
は
用
達
兼
会
所
付
仲
間
氏
北
風
荘
右
衛
門
が
答
申
書
を
ま
と
め
、
会
所
付
仲
間
尺
で
あ
る
干
鰯
仲
間
氏
仲
間
・
滋
魚

そ
の
内
容
は
、
会
所
は
新
築
せ
ず
当
分
従
来

一
十
魚
仲
買
仲
間
も
同
意
し
て
い
る
こ
と
な
付
記
し
て
、
同
年
十
一
月
提
出
し
た
。

ど
お
り
と
す
る
、
た
だ
北
風
ゆ
が
で
負
担
し
て
い
る
会
所
で
の
筆
墨
な
ど
の
事
務
授
は
今
後
給
付
さ
れ
る
こ
と
、
阿
川
毘
・
仲
買
日

幕
府
は
今
ま
で
の
北
風
家
の
出
践
に
対
す
る
手
当
と
し
て
金

銭
か
ら
の
上
納
金
は
回
路
引
き
下
、
げ
ら
れ
た
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

。
。
附
を
交
付
し
、

れ
銭
に
つ
い
て
は
、
肥
料
の
場
合
は
こ

幕末期の兵庫第一節

兵隊靴箱館建物会所設立
につき内存取調子良（苦笑紋〕

写真 152

れ
を
認
め
、
残
る
四
分
間
箆
の
う
ち
問
屋
に
一
分

－
 

V
A
は
Z
，sq
l
 

山
氏
に
二
分
一
一
一
一
胞
を
分
配
し
、
残
額
八
箆
は
用
途
に
渡
し
て
仕

切
金
支
払
い
の
繰
替
え
費
用
に
充
て
さ
せ
た
。
子
魚
寝
魚
の

場
合
は
肥
料
に
比
べ
て
問
屋
の
所
得
は
一
分
多
か
っ
た
。

想
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
兵
庫
で
の
仕
切
高
は
、

li 

二
一
七
入
賞
七

O
O匁
九
分
間
庄
で
、
そ
の
う
ち
下
半
期
の

分

4
1
J
＼
 

一Iノ
J
t
／

質
九
八
九
匁
五
鹿
を
前
年
下
半
期
分
と
比
較

す
れ
ば
、

円
七

O
武
二
六
匁
問
分
五
箆
の
増
加
と
な
っ
て

713 



万
延
元
年
会
所
か
ら
こ
の
こ
と
を
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
、
そ
の
禁
止
を
嘆
願
し
た

が
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
揺
磨
室
津
の
関
口
肢
は
、
備
前
・
備
後
辺
ま
で
引
船
と
い
う
小
船
を
出
し
て
臨
船
を
誘
引

蝦災地産 f線←！のi111i

格J二男

代 jj~f~~たり iilii
匁

約35

36～37 

38～39 

43～44 
47～48 

66～67 

表 184

安政 5(1858) 

グ 6(1859) 

7j延 1(1860) 

文久 1(1861) 

か 2(1862) 

か 3(1863) 

、

｝

c

luv
マf
nし

か
し
会
所
で
の
取
引
に
は
、
願
締
な
手
続
き
な
ど
も
あ
り
、
出
入
船
の
場
合
は

資料.＇神戸市史」資料 2

次
第
に
会
所
以
外
の
諸
港
で
杭
荷
を
売
り
さ
ば
く
よ
う
に
な
っ
た
。
安
政
六
年
に
は
、

こ
れ
ま
で
干
鰯
仲
買
の
売
り
込
み
先
で
あ
っ
た
揺
際
の
一
一
見
・
窓
津
・
飾
磨
・
和
泉

佐
野
・
貝
塚
・
堺
な
ど
の
浦
々
で
も
、
前
年
か
ら
直
接
の
売
り
込
み
が
あ
っ
て
、
E

産

物
会
所
か
ら
一
十
鰯
を
送
っ
て
も
返
品
さ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

つ
い
に

鯨
し
め
粕
類
約
二
万
依
に
述
し
た
と
い
う
。

し
、
万
延
一
克
年
七
月
下
旬
か
ら
九
月
末
ま
で
の
間
に
そ
の
数
は
問
、

刀

O
搬
に
及
び
、
そ
の
荷
JmM
も
羽
紙
約
二
一
一
、
f
一
一
三
万
束
、

永
続
仕
法
の
制
定
の
際
に
も
、
北
風
荘
右
衛
円
か
ら
こ
の
禁
制
な
厳
し
く
す
る
よ
う
出
願
し
て
い
た
が
、
効
果
は
な
く
む
し

六
七
匁
に
ま
で
述
し
て
い
る
（
表
似
て

ろ
蝦
一
災
地
産
物
の
価
格
は
上
昇
し
て
い
っ
た
。
安
政
去
年
一
ニ
？
な
匁
で
あ
っ
た
鰍
一

O
禁
匁
の
代
銀
は
、
文
久
…
一
一
住
ー
に
は
六
六
J

玉、

Z
〉－
A

川
相
判
市
叩
1
M
J

’rnr
叫
り
ご
土
、

に
い
一
ノ
同
問
。
一
一
イ
自
勺
f
S
I
K
A
H
v
f

る
よ
う
大
坂
町
奉
行
所
に
再
願
し
た
が
、
説
得
さ
れ
て
願
書
を
取
り
下
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
府
の
た
め
の
箱
師
産
物

肥
料
の
高
騰
は
米
作
に
悪
影
響
な
及
ぼ
す
と
し
て
、
会
所
の
な
い
訪
港
で
の
売
買
を
厳
禁
す

会
所
の
設
躍
は
、
兵
隊
津
商
業
に
と
っ
て
あ
ま
り
有
利
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
以
後
幕
末
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
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物
価
の
騰
貴
と
打
ち
こ
わ
し

困
窮
人
の

救
済

」
の
時
期
は
世
情
不
安
な
う
え
、
物
価
上
昇
も
顕
著
で
あ
リ

特
に
米
怖
が
上
昇
す
る
と
生
活
不
安
が
高
ま

り
、
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
町
民
に
も
救
助
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。

戸
川
（
防
で
は
、
五
、
氷
三
年
（
一
八
五
C
）
七
月
下
旬
か
ら
米
・
士
一
久
側
と
も
に
勝
投
し
、

同
年
十
‘
月
粥
の
施
行
を
思
い
立
っ
た
北

官
内
町
の
伊
勢
屋
藤
兵
衛
以
下
二
六
名
が
世
話
人
と
な
っ
て
、
有
力
者
か
ら
寄
付
を
募
つ

」
の
時
は

五
人
人
か
ら
白
米

一O
石
九
斗
四
升
と
、
金
五
六
両
二
朱
・
銭
三
五
貫
・
銀
札
二
ハ
匁
の
一
一
一
日
合
計
銀
換
算
で
三
賞
八
九
四
匁
七
分
間
庄
が
集
ま

っ
た
。
こ
れ
に
白
米
一
一
石
二
斗
を
助
成
陛
話
方
が
融
通
し
、
銀
二
賞
八
四
四
匁
で
白
米
一
八
石
を
買
い
足
し
て
白
米
五

O
石

一
斗
問
点
パ
を
施
行
し
た
。

い
白
、
施
行
場
修
議
費
、
泊
代
、
蝋
燭

し
か
し
白
米
買
い
足
し
分
や
薪
代
、
炊
き
出
し
手
伝
い
の

代
、
施
行
場
と
し
て
借
り
た
七
宮
前
と
関
屋
町
二
カ
所
の
借
り
家
礼
銀
な
ど
合
計
一
一
一
貫
九

O
一
匁
二
分
を
支
払
う
と
、

匁
四
分
六
鹿
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

本31ミ郊の兵路

万
延
元
年
（
一
八
六
O
）
に
な
る
と
、
米
怖
の
み
な
ら
ず
他
の
物
価
も
高
騰
し
た
。
新
穀
収
穫
期
に
な
っ
て
も
、
兵
庫
津
へ
の

米
の
入
荷
量
は
少
な
く
、
九
月
下
旬
か
ら
米
備
は
急
上
昇
し
た
。
こ
の
時
は
一
…
一
方
名
主
が
助
成
方
枇
話
人
を
得
麗
五
兵
衛
以
下

一
名
に
申
し
付
け
、

い
わ
ば
町
ぐ
る
み
で
助
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。
寄
付
は
、
諮
問
屋
仲
間
の
余
一
二

O
O部
、
北
風
荘
右
衛

第一節

門
の
金
一
一
一

O
O両
を
筆
頭
に
四
間
六
人
か
ら
合
計
金
二
九
六
九
雨

二
朱
・
銀
四
二
賞
五
八

O
匁
・
銭
七
入
賞
文
が
集
め
ら

こ
れ
で
米
八
一
四
石
凶
斗
六
升
二
合
を
購
入
し
（
平
均
米
側
は
一
石
に
つ
き
一
一

O
二
匁
八
分
七
一
腹
四
モ
）
、

そ
の
う
ち
八

0
0

uμ

一
i
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7J延元年（1860)11月
14日の兵庫浮米相場

表 185

一
七
八
斗
ム
ハ
升
二
合
は
施
行
米
と
し
て
泡
接
町
々
へ
渡
し
、
さ
ら
に
問
石
間
斗
は
安
売
り
米

1 石~たり価格（銀）

匁
165～177 

156～158 

151 

153 

と
し
、
残
っ
た
米
九
石
ニ
斗
は
売
り
払
っ
て
い
る
。
残
銀
八

O
投
六
二
匁
八
分
一
一
一
原
の
う

資料：叩fl戸市史♂資料2

、

ノ

、

粛

し

飾

品

ト

3
1
、

下
五
二
で
ノ

九
一
一
匁
余
は
澗
造
仲
間
に
貸
し
付
け
、
残
る
一
一
七
貫
八
七

O
匁
余
も
そ
れ

ぞ
れ
貸
し
付
け
る
な
ど
し
て
、
後
の
助
成
に
充
て
る
た
め
の
利
航
を
し
て
い
る
。

ま
た
同
年
十
一
月
大
坂
町
奉
行
は
、
兵
庫
津
穀
物
仲
賀
仲
間
に
米
価
の
援
し
出
し
を
命

I]也前米

同新米

備前下米

備中米

米の種類

じ
、
そ
の
価
格
を
基
準
と
し
て
、
困
窮
者
に
施
行
米
を
与
え
る
た
め
、
玄
米
貿
入
方
な
ら

び
に
白
米
仕
立
て
代
と
し
て
金
一
一
一
六
両
一
一
一
分
を
穀
物
件
貿
仲
間
に
交
付
し
た
。
こ
の
時
仲

間
か
ら
提
出
さ
れ
た
兵
庫
津
の
問
月
十
四
日
の
米
相
場
は
、
ま
だ
…
石
一
五

O
匁

1
一
七

O
匁
台
で
あ
る
が
（
表
虫
、
こ
れ
は

も
ち
ろ
ん
小
売
価
絡
で
は
な
い
。
仲
間
で
は
こ
の
交
付
金
に
よ
っ
て
白
米
を
仕
入
れ
、
七
石
九
斗
八
升
九
合
を
岡
方
会
所
に
、

間
石
一
ニ
斗
八
升
一
一
一
合
を
南
浜
会
所
に
渡
し
、
残
銀
二
七
二
匁
問
分
一
一
加
を
一
一
一
方
助
成
方

一一石一
γ
斗
六
升
八
合
を
北
浜
会
所
に
、

に
引
き
継
い
だ
。
こ
う
し
て
大
坂
町
奉
行
も
兵
庫
津
の
難
渋
人
の
救
助
を
考
え
て
い
る
が
、
施
行
米
・
安
売
り
米
な
ど
は
兵
庫

津
町
人
の
寄
付
に
よ
る
所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

）
十
月
、
お
よ
び
元
治
元
年
（

翌
文
久
元
年
（
一
八
六

八
六
四
）
九
月
の
米
価
上
昇
時
に
は
、
穀
物
仲
間
政
仲
間
は
、
一
－
一
方
名

主
へ
白
米
小
売
価
格
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
出
来
る
限
り
安
値
に
売
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
し
か
し
米
価
は
元
治
一
万
年

ブL
YJ 慶

応
二
年

の
コ
ポ
チ 日
の
一
二
六
匁
か
ら
月
末
の
二
四
五
匁
ま
で
、
高
値
の
ま
ま
さ
ら
に
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

翌
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
月
に
は
、

つ
い
に
兵
路
津
や
伊
丹
町
で
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
年
の
後

半
も
米
価
は
追
々
騰
貸
し
、
叩
中
川
二
年
間
月

日
、
大
坂
で
は
肥
後
米
一
石
七

O
O匁
、
筑
前
米
六
八
八
匁
と
な

116 幕末の社会第五意



幕末期の兵庫第一節

っ
た
。

五
月
八
日
に
は
兵
庫
津
で
、
波
川
に
集
ま
っ
た
群
衆
（
千
人
と
も
二
千
人
と
も
い
う
）
が
、
夜

に
な
っ
て
湊
町
か
ら
押
し
入
り
、
町
々
の
米
屋
・
酒
農
な
ど
閉
二
戸
を
打
ち
こ
わ
し
た
。
兵
時
陣
警

衡
の
越
前
丸
岡
藩
・
明
若
藩
の
ほ
か
勤
番
所
の
役
方
も
出
て
、
実
弾
を
撃
っ
て
取
り
鎮
め
に
当
た

り
、
群
衆
に
負
傷
者
や
逮
捕
さ
れ
る
者
も
あ
っ
て
暁
前
よ
う
や
く
散
会
し
た
と
い
う
。
兵
庫
の
ほ

か
向
日
に
は
伊
丹
町
、
翌
九
日
に
は
西
宮
町
や
灘
で
も
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
り
、
十

日
に
は
池

兵庫のコボチ（「記脳之友J)

岡
町
で
米
屋
一
八
一
戸
が
壊
さ
れ
、
十
三
日
に
は
大
坂
で
八
八
五
戸
が
被
答
を
う
け
た
。

間
年
五
月
に
は
兵
庫
津
で
難
渋
者
に
対
す
る
助
成
の
寄
付
を
、
前
例
に
よ
っ
て
募
っ
た
。

そ
し

て
七
一
一
六
人
か
ら
金

二
七

O
両

分
一
朱
・
銀
五
九
貫
六
九
八
匁
・
銭
五
七
貫
文
を
集
め
、
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
八

で
施
行
し
て
い
る
。
寄
付
は
た
だ
ち
に
集
ま
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ

の
閥
、
干
鰯
屋
仲
間
は
八

の
施
行
で
尚
米
四
斗
入
り
一
二
俵
を
寄
付
し
た
。
向
年
十
二
月
に
は

写真 153

佐
比
江
町
の
難
渋
人
に
助
成
金
一
両
を
あ
た
え
て
い
る
。
こ
の
年
、
寄
付
に
よ
る
兵
庫
津
中
へ
の

施
行
米
と
安
売
り
米
の
銀
高
は
五
一

O
貫
一
七
五
匁
七
分
、
近
村
へ
の
施
行
米
は

戸七

匁
五
分
二
一
服
、
近
村
へ
の
施
銀
は

一
一
一
貫
九
一
一
一
九
匁
六
分
七
鹿
と
な
っ
た
。

翌
慶
応

一
一
月
に
は
、
兵
庫
津
で
は
平
く
か
ら
難
渋
人
へ
の
米
の
施
行
が
企
画
さ
れ
、
子
鰯

屋
仲
間
は
銀
入
賞
六

O
O匁
を
開
方
会
所
に
拠
金
し
た
。
こ
の
年
も
施
行
米
が
実
施
さ
れ
、
一
一
一
月

ま
で
こ
う
し
た
寄
付
に
よ
る
施
行
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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資
銀
値
上

げ
逮
動

物
価
が
上
昇
す
る
と
、
日
一
一
い
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
々
の
生
活
は
苦
し
く
な
る
。
幕
末
期
の
物
価
上

昇
の
も
と
で
、
兵
庫
で
は
仲
仕
た
ち
の
賃
銀
値
上
げ
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。

港
で
荷
揚
げ
作
業
な
ど
に
従
事
す
る
の
は
主
に
日
限
い
の
仲
士
で
あ
る
。
彼
ら
の
釘
金
は
低
か
っ
た
の
で
、

つ
い
に
文
久
一
ニ

年
賞
金
値
上
げ
を
願
い
出
た
。
諮
問
屋
・
穀
物
仲
間
貝
・
干
鰯
仲
買
の
仲
間
の
年
寄
・
年
行
司
ら
は
増
貨
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
諜
一
完
治
元
年
秋
以
来
、
米
穀
は
い
う
に
及
ば
ず
、
そ
の
他
諸
物
価
が
暴
騰
し
た
た
め
、
そ
の
刑
額
分
で
は
間
に
あ
わ
な

く
な
っ
て
、
再
び
明
貨
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

諮
問
屋
の
水
揚
げ
荷
物
に
つ
い
て
は
、
前
年
定
め
た
俵
物
荷
揚
げ
で
一
文
半
、
肥
料
で
一
一
一
文
の
値
上
げ
、
穀
物
件
賀
の
荷
に

つ
い
て
は
俵
物
一
文
半
、
直
結
み
の
分
二
文
ず
っ
、
一
十
鰯
屋
仲
間
の
荷
に
つ
い
て
は
一
一
一
文
ず
っ
、
そ
れ
ぞ
れ
賃
銭
の
値
上
げ
を

仲
士
総
名
代
か
ら
願
い
出
た
。
こ
の
た
め
一
一
一
仲
間
は
三
カ
年
の
澗
の
増
賃
銭
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。
一
一
一
斗
依
一

O
依
の
水
揚

げ
t土
昨
年

四
文
だ
が
、
当
年
二
割
増
で

九
文
に
改
め
、

間
斗
俵
一

O
俵
の
水
揚
げ
は
昨
年
一
一
人
文
、

一
間
一
文
と
い
う

よ
う
に
改
め
、
増
額
し
た
の
で
あ
る
。

慶
応
一
一
年
、
諸
浜
で
荷
揚
げ
な
ど
を
す
る
仲
土
の
住
む
出
在
家
向
・
新
夜
家
町
・
問
屋
町
・
浜
新
町
・
船
大
工
町
・
向
上
向
・

庇
町
・
松
鹿
町
・
鍛
冶
屋
町
・
宮
前
町
・
宮
内
町
・
北
宮
内
町
・
川
崎
町
－

m出
町
・
東
出
町
・
網
浜
・
東
川
崎
町
な
ど
一
七

浜
の
仲
士
頭
た
ち
は
、
仲
土
賃
金
も
次
第
に
上
げ
て
貰
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
物
価
上
昇
特
に
米
価
上
昇
に
犠
り
か
ね
て
、
一
ニ

仲
間
に
賃
銭
倍
増
の
申
立
て
を
行
い
、
仲
士
は
銘
々
寄
場
で
張
り
紙
を
し
て
交
渉
し
た
。
こ
の
間
体
交
渉
に
は
港
に
米
た
訪
問

廻
船
も
驚
い
た
よ
う
だ
が
、
当
時
の
一
一
一
仲
間
は
容
易
な
ら
ぬ
が
さ
つ
な
仕
方
と
舷
い
て
い
る
。

し
か
し
三
仲
間
も
乗
り
出
さ
ざ

る
を
え
ず
、
同
年
中
に
四
割
瓦
分
の
増
資
銭
を
出
す
こ
と
と
し
た
。
品
作
土
頭
は
今
後
こ
の
よ
う
な
が
さ
つ
な
事
は
し
な
い
と
哲
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約
し
て
団
体
交
渉
は
決
着
を
み
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
倒
は
他
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
一
一
一
仲
間
の
経
営
は
次
第
に
苦
し
く
な
っ
た
。

，， 
.) 

幕
末
の
兵
庫
情
勢

幕末期の兵隊ARUF 
第

！災応 2 年「御用金術語！（［~:j:f,l'}J二帳」 〈部分）

賦御
言察用
金
の

発
展
し
つ
つ
あ
る
兵
庫
商
業
は
、
幕
府
に
利
用
さ
れ
た
。
幕

府
は
財
政
難
に
な
る
と
、

し
ば
し
ば
閥
人
に
御
用
金
を
賦
課

し
て
い
る
。
天
明

（
一
七
八
五
）
・
寛
政
十
一

（一入
0
0
γ
文
化

（一八
O
六
了
間
十
年
・
天
保
九
年
（
一
八
一
一
一
八
）
に
は
御
用
金
を
大
坂
街
人
な

ど
に
命
じ
て
お
り
、
天
保
十
四
年
に
は
堺
・
兵
路
町
人
に
も
御
用
金
を
命
じ

て
い
る
。

兵
庫
町
人
の
場
合
は
、
天
保
十
四
年
に
は
一
七

O
六
賞
二
況

O
匁
の
御
用

…
五
カ
年
賦
払
い
渡
し
と
し
、

金
を

い
ま
だ
そ
の
年
賦
が
続
い
て
い
る
う
ち

に
、
さ
ら
に
万
延
年
間
・
元
治
年
間
の
二
関
御
用
金
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の

写真 154

う
え
慶
応
二
年
（

八
六
六
）
問
月
、
将
軍
の
上
洛
な
ど
引
き
続
き
臨
時
の
出

裂
が
多
い
と
し
て
ま
た
用
金
令
を
出
し
た
。
そ
れ
は
大
坂
・
兵
障
・
関
宮
町

人
中
資
産
あ
る
者
を
選
び
、
格
別
の
御
用
金
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
兵
庫
の
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北
風
荘
右
衛
門
は
こ
の
時
五

O
O
O雨
（
銀
六

O
O貫
自
余
）
を
月
割
り
で
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
幕
府
は
翌
一
一
一
年
も
御
用

金
を
命
じ
、
北
風
は
金
一
二

0
0
0両
を
献
納
と
し
、

四
O
O
O両
を
御
用
金
と
し
て
出
す
請
け
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
幕
府
は
市
刀
と
、
氷
代
一
一
一
人
扶
持
を
与
え
た
。

幕
府
の
費
用
で
築
造
す
る
こ
と
に
な
っ
た
御
台
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
完
成
時
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
、
干
鰯
仲
買
仲
間
・

穀
物
仲
買
仲
間
・
諸
問
屋
仲
間
は
そ
の
費
用
の
う
ち
に
と
銀
一

O
貫
到
の
献
納
を
申
し
出
て
い
る
。
こ
の
時
は
獄
納
を
賞
し
て
、

将
軍
は
北
風
荘
右
衛
門
に
銀
五
枚
、
神
田
兵
右
衛
門
に
も
同
様
、
諸
問
屋
仲
間
の
者
に
銭
ニ

O
貫
文
を
与
え
た
。

ま
た
大
坂
町

奉
行
が
兼
任
し
た
と
き
は
金
品
を
献
上
な
ど
し
た
よ
う
で
、
慶
応
元
年
十
月
の
奉
行
交
代
の
と
き
、
干
鰯
屋
仲
間
は
一
扇
子
料
と

し
て
金
五
百
疋
の
献
上
を
申
し
出
て
い
る
。

兵
庫
町
人
の

負
担
の
増
加

幕
末
期
と
も
な
る
と
、
家
臨
の
み
な
ら
ず
町
人
全
体
に
掛
か
る
負
担
も
増
加
し
た
。
兵
庫
の
負
担
は
間
関
街

道
宿
駅
と
し
て
の
諸
役
、
幕
府
役
人
大
名
ら
の
休
泊
の
宿
提
供
、
人
足
継
立
の
役
が
あ
り
、
浦
役
は
代
米
九

三
石
五
斗
の
上
納
の
ほ
か
、
勤
番
役
人
の
月
々
の
交
代
時
に
役
船
を
提
供
し
、
な
お
江
戸
か
ら
の
指
令
で
も
役
船
の
提
供
を
し

た
が
、
そ
れ
の
投
は
少
な
い
の
で
、
地
子
米
は
年
寅
市
中
が
高
く
、

一
カ
年
八
五

O
石
余
上
納
し
て
い
た
。

し
か
し
、
幕
末
期
に
は
幕
府
役
人
は
も
ち
ろ
ん
諸
大
名
ら
の
通
行
は
多
く
、
人
馬
継
立
の
使
用
は
増
加
し
、
第
一
に
駅
方
が

難
渋
し
た
。
安
政
年
間
外
国
船
が
渡
来
し
て
以
来
様
相
は
一
変
し
、
海
岸
防
備
の
た
め
に
役
人
の
海
岸
巡
視
は
増
加
し
、
ム
口
場

の
築
造
・
御
用
宿
な
ど
町
人
の
負
担
は
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
臨
時
の
費
用
は
、
兵
庫
津
中
の
寓
裕
な
者
が
負
担
し
、
あ
る
い

は
借
銀
枯
一
？
を
し
て
支
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
負
担
は
ま
す
ま
す
増
加
し
た
が
、
幕
府
役
人
・
大
名
ら
は
江
戸
か
ら
の
上

京
・
上
坂
や
岡
市
府
等
も
船
路
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
江
戸
大
坂
か
ら
の
御
用
荷
物
も
兵
康
津
が
移
し
替
え
の
場
所
と
な
っ

720 第五主字幕末の社会



て
、
・
一
段
一

の
臨
時
御
用
が
掛
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
山
本
持
判
人
の
高
役
諸
掛
か
り
銀
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
財
産
の
ほ
と
ん

ど
な
い
町
人
な
ど
は
家
展
敷
を
そ
の
ま
支
出
し
た
者
も
あ
っ
た
。

し
か
し
当
時
は
家
を
質
な
ど
に
と
っ
て
金
を
貸
す
者
も
い
な

い
の
で
、
融
通
の
道
も
な
く
、
地
子
も
不
納
、
津
内
の
費
用
も
出
さ
な
い
者
、
が
増
加
し
た
。

ロ
シ
ア
翠
緩
の
来

航
と
摂
海
防
衛

謀
、
水
七
年
（
一
八
五
回
）
九
月
十
八
日
、

ロ
シ
ア
軍
離
が
大
阪
湾
に
進
入
し
て
き
た
こ
と
は
、
幕
府
に
摂

海
警
備
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
紀
州
・
徳
島
・
明
石
な
ど
の
話
器
に
沿
岸
純
一
パ
備
、
的
問
ム
口
の
築
造
が
命
ぜ

ら
れ
た
。
明
石
務
で
は
、
そ
の
後
舞
子
浜
な
ど
問
カ
所
に
台
場
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
呉
国
船
騒
ぎ
の
あ
と
十
一
月

間
日
の
粉
、
今
度
は
仙
抽
出
が
人
々
を
驚
か
し
た
。
安
政
（
こ
の
月
二
十
七
日
改
元
さ
れ
る
）
の
大
地
露
で
あ
る
。
地
元
で
は
さ
し
て

大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
一
悩
れ
の
大
き
さ
と
翠
叩
九
日
夕
方
の

津
波
と
で
不
安
が
募
り
、
兵
庫
で
は
寺
社
の
境
内
や

能
川
弁
天
日
な
ど
に
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。

4

一
月
伊
勢
大
神
宮
の
御
放
や
御
幣
が
降

さ
ら
に
安
政
二
年
（
一
八
五

り

参
り
の
よ
う
な
雰
間
気
が
眼
さ
れ
た
と
も
い
う
。
他
所
で
は
こ
ん
な
貯
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
こ
の
記
録

句

i

、、，、ご

占
キ
カ
け

滋
も
書
き
添
え
て
い
る
。
幕
米
欧
情
騒
然
の
は
し
り
で
あ
る
。

安
政
問
年
一
九
月
二
十
六
日
付
、

日
米
修
好
通
商
条
約
に
調
印
し
た
幕
府
は
、
改
め
て
沿
岸
讐
備
の
処
置
を
講
じ
、
市
城
東
部
一

幕末期の兵Jilt

間
引
の
幕
府
領
沿
岸
（
東
は
い
川
崎
洛
領
武
郎
郡
平
左
衛
門
新
聞
境
か
ら
間
は
明
石
泌
領
に
接
す
る
摂
橋
境
川
ま
で
）
の
警
備
は
、
安
政
五
年
六

月
二
十
一
日
長
州
簿
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
長
州
藩
で
は
、
浜
本
停
で
あ
る
兵
療
の
絵
犀
右
近
右
衛
門
を
当
部
の
拠
点
と
し
、
打
出

村
（
芦
屋
市
）
・
篠
原
村
・
筒
井
村
・
奥
平
野
村
・
東
須
磨
村
の
五
カ
所
に
陣
屋
を
設
け
る
計
耐
を
た
て
て
、
幕
府
に
申
請
し
た

第一節

が
、
結
局
は
打
出
村
・
東
須
磨
村
の
ご
カ
所
が
引
き
渡
さ
れ
、
陣
屋
が
設
営
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
後
に
は
、

五
毛
村
に
「
若
殿

様
御
出
張
仮
陣
屋
し
が
程
か
れ
て
い
る
。
長
州
藩
で
は
こ
れ
ら
持
場
を
兵
庫
御
備
場
と
称
し
、
惣
奉
行
・
大
組
頭
・
番
頭
以
下

世近｝松長：帝京llll72r 



総
勢
お
よ
そ
一
一
一

O
O人
、
抱
一

0
0挺
と
い
う
編
成
を
た
て
た
が
、
惣
十
本
行
は
ほ
と
ん
ど
現
地
へ
は
出
張
せ
ず
、
務
士
の
交
替

制
な
ど
も
あ
っ
て
、
人
数
・
胞
と
も
に
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
少
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
兵
庫
に
は
銃
器
の
置
き
場
が
設
け
ら

れ
、
利
回
川
町
付
近
な
訓
練
場
と
し
て
い

安
政
六
年
一
一
一
月
十
八
日
、
来
上
途
中
の
長
州
藩
主
は
和
田
川
の
海
岸
を
巡
見
し
、
兵
庫
在
陣
葎
公
の
剣
槍
試
合
稽
討
を
親
し

く
見
て
、
そ
の
夜
は
本
陣
右
近
布
衛
門
に
術
的
、
よ
だ
っ
た
滞
土
役
付
を
引
見
し
て
諸
士
に
取
肴
一
穏
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。

そ
し
て
政
治
情
勢
が
様
夷
論
に
傾
き
、
効
能
に
こ
た
え
て
将
軍
家
茂
が
上
洛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
文
久
二
年
三
八
六
一
一
て

上
洛
に
先
立
っ
て
、
在
中
絡
小
性
原
長
行
、
が
限
海
防
備
の
た
め
の
検
分
を
命
ぜ
ら
れ
、
米
収
し
て
米
た
の
は
そ
の
年
も
哀
れ
に

辿
っ
た
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
り

こ
の
頃
に
は
す
で
に
幕
府
も
阿
洋
型
の
航
船
を
所
有
し
て
お
り
、
本
紙
奉
行
放
と
な
っ
た
勝
海
舟
の
指
揮
す
る
脈
動
丸
が
、

小
笠
原
ら

行
の
采
般
と
な
っ
た
。
米
坂
し
た
小
笠
原
ら
は
、
十
二
月
二
十
九
日
夕
刻
兵
庫
に
到
着
、
現
文
久
一
二
年

月

Fl 

初
、
和
田
崎
か
ら
検
分
を
始
め

予
定
で
は
一
一
日
へ
か
け
て
東
須
磨
村
の
長
州
藩
陣
原
・
明
石
ム
日
間
切
な
ど
を
問
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、

日
商
び
兵
庫
に
術
泊
し
て
い
る
。

一
行
の
宿
に
は
浜
本
州
仰
が
多
く
用
い
ら
れ
、
名
主
・
惣
代
が
見
回
っ
て
、
道

紡
に
突
き
出
た
り
日
開
り
と
な
る
も
の
は
取
り
除
く
よ
う
指
示
し
た
と
い
う
。
三
日
は
楠
木
正
成
仰
に
立
わ
寄
っ
て
帰
坂
し
た
。

作
れ
も
正
月
も
な
い
幕
府
高
官
の
動
き
は
、
幕
府
の

mmか
れ
た
状
況
の
厳
し
さ
の
反
映
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
て
大
阪
湾

を
め
ぐ
る
海
防
計
附
が
繰
ら
れ
、
和
田
崎
・
淡
川
・
間
宮
な
ど
で
の
砲
台
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
問
月

日
昼
ご
ろ
、
摂
海
巡
見
中
の
将
家
山
本
茂
は
制
動
丸
で
兵
路
に
入
津
、
和
問
的
へ
上
降
、
憐
松
院
で
休
思

し
た
う
え
旧
び
采
舵
し
て
神
戸
村
へ
向
か
っ
て
い
る
。

こ
の
同
神
戸
海
軍
操
練
所
説
明
れ
の
惜
惣
が
附
め
ら
れ
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つ
い
で
四
月
二
十
五
日
に
は
、
勅
使
姉
小
路
公
知
が
問
じ
く
限
海
を
巡
読
し
、
般
か
ら
新
在
中
本
町
の
浜
に
よ
降
、
総
本
陣
に

泊
し
た
。
こ
の
時
は
道
筋
に
あ
た
る
町
は
二
階
窓
閉
め
切
り
、
町
役
人
は
羽
織
袴
で
辻
阻
め
を
す
る
ほ
か
、
不
節
が
ら
の
五

け
バ
織
も
止
め
ら
れ
て
い
る
ο

同
じ
こ
ろ
明
石
藩
は
、
幕
府
か
ら
橋
淡
海
峡
に
商
す
る
砲
台
の
堅
牢
化
を
指
示
さ
れ
、
そ
の
た
め
一
万
両
の
資
金
が
貸
し
付

け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
舞
子
砲
台
の
強
化
策
が
計
題
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
の
五
月
間
日
、
将
軍
家
茂
が
舞
子
砲
台
を
訪
れ

て
い
る
。
夜
間
中
の
務
七
怯
平
底
窓
は
、
午
前

4
0時
過
ぎ
ご
ろ
艇
か
ら
上
践
す
る
将
市
を
迎
え
て
、
大
胞
の
試
射
を
実
路
し

4--
／」。

次
に
み
る
仮
台
場
の
建
設
費
用
を
、
兵
庫
津
中
の
町
人
が
申
請
し
て
拠
出
し
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
慌
た
だ
し

い
動
き
が
、
人
々
に
対
外
関
係
に
お
け
る
緊
張
の
高
ま
り
を
感
づ
か
せ
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

幕
府
の
こ
の
時
の
ム
口
限
切
計
画
で
は
、
大
阪
湾
か
ら
紀
淡
・
嬬
淡
海
峡
に
及
ぶ

借
に
一
一

O
カ
所
の
砲
ム
口
を
設

会
場
の
建
設

明
ね
す
る
と
い
う
も
の
で
、
大
砲
は
一
部
輸
入
、
他
は
鋳
造
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
な
か
に
市
域
の

和
田
崎
・
川
崎
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
、
ず
間
宮
・
和
田
崎
・
川
崎
の
砲
台
工
心
か
ら
着
手
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
砲
ム
口
ば

幕末期の兵隊

円
符
形
の
石
造
砲
搭
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
日
数
を
要
す
る
の
で
、
近
く
に
慨
聞
き
上
げ
仮
台
場
を
設
け
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ

た
。
約
一
当
は
大
坂
町
奉
行
で
、
奉
行
配
下
の
与
力
・
同
心
が
現
地
に
出
張
し
て
、

工
事
の
進
行
を
検
分
し
て
い
る
が
、
実
際
の

工
事
に
は
請
け
負
っ
た
嘉
納
治
郎
作
が
差
配
方
と
し
て
当
た
っ
た
。
そ
の
も
と
で
石
工
・
大
工
・
手
缶
い
な
ど
の
職
方
常
時
お

第一節

E
7
C
安二、、

ν
l
J
i
B

…ノ

に
従
事
し
た
。

七

人
ヵ：

似
合
の
建
設
は
文
久
一
一
一
年
四
月
に

ノ

n

－守、、

I
L
J
h
’刀

一
度
に
大
石
取
敏
い
の
石
仁
を
各
現
場
に
配
院
で
き
る
ほ
ど
集
め
る
こ
と

jjl: 近絞災前日i班723 
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法

尺寸

40 

35 

6 

4. 2 

6. 1 

17. 2. 5 

3. 5 

4. 2 

3.3 

3 

は
関
難
で
あ
っ
た
う
え
、
外
傷
人
も
出
た
り
し
て
工
事
が
延
引
し
た

た
め
、
和
田
崎
か
ら
重
点
的
に
進
行
さ
せ
る
方
法
が
採
ら
れ
、
ょ
う

資料： r神戸市史a資料3

ゃ
く
翌
元
治
元
年
十
二
月
に
和
田
崎
の
本
体
工
事
が
完
成
し
た
。
川

附
・
間
宮
な
ど
で
は
こ
れ
よ
り
遅
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

石
は
備
前
・
備
中
の
舟
石
、
用
材
は
付
近
幕
府
飯
の
林
か
ら
も
伐
り

出
し
て
用
い
ら
れ
た
。
内
部
に
設
け
ら
れ
た
二
階
床
間
に
大
砲
を
据

石造円筒形

内法径

高さ

年寄

入口 1カ所高さ

制

後

深さ

砲門11カ所高さ

中高

高さ

阪

え
る
構
造
で
、
火
薬
授
き
場
と
井
戸
が
付
設
さ
れ
て
い
た
（
表
山
）
。

扱
き
上
げ
仮
台
場
の
方
は
、
ム
ム
泉
と
し
、
出
さ
約
二
問
、
大
砲
を
据
え
る
上
部
の
煩
座
の
幅
三
間
半
、
長
さ
お
よ
そ
二
一
間

1:1＂·~：井戸

悠 1カ所

と
い
う
露
天
の
合
限
切
で
あ
る
。
そ
の
設
計
図
で
は
和
田
崎
の
方
は
矩
形
、
川
崎
の
方
は
ゆ
る
や
か
な
円
弧
形
と
な
っ
て
い
る
。

内

文
久
三
年
四
月
ム
ロ
場
掛
り
与
力
か
ら
、
凶
宮
・
兵
庫
の
町
役
人
が
呼
び
出
さ
れ
、
こ
の
仮
台
場
の
築
造
費
用
の
見
積
も
り
提
出

を
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
町
役
人
で
工
事
を
請
け
負
う
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
月
末
に
は
は
や
大
砲
閉
門
が
到
着
し

て
い
る
。
和
田
崎
の
方
へ
は
六

O
斤
砲
と
一
八
斤
砲
の
一
…
門
、
川
崎
の
方
は

一
斤
砲
二
門
が
、
そ
れ
ぞ
れ
付
属
品
と
と
も
に

陸
揚
げ
さ
れ
た
。
兵
庫
で
は
雨
浜
惣
代
が
中
心
と
な
っ
て
台
場
工
事
を
請
け
負
う
こ
と
に
な
り
、
付
近
の
土
砂
を
使
用
す
る
こ

と
に
し
て
工
事
に
掛
か
っ
た
。
盛
り
土
の
表
面
に
は
切
り
芝
を
惚
め
、
海
寄
り
一
一
一
方
に
は
裾
に
波
除
け
の
船
板
を
張
り
め
ぐ
ら

せ
た
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。

元
治
元
年
五
月
に
は
完
成
、
総
工
費
銀
三
一
貫
四
九
七
匁
余
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
兵
庫
の
諮
問
屋
仲
間
・
穀
物
件
買
仲
間
・

千
鰯
仲
良
仲
間
（
一

O
冊
以
匁
）
と
北
浜
名
主
北
風
荘
右
衛
門
（
一
七
支
匁
）
、

市
浜
名
主
山
刊
行
問
屋
兵
右
衛
門
（
四
賞
五
百
匁
）
が
献
納
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し
て
い
る
。

こ
れ
ら
台
場
工
事
を
日
当
て
に
人
々
が
集
ま
り
、
外
傷
人
が
戸
較
で
逆
ば
れ
る
目
撃
談
や
、

「
お
台
場
の
ム
ム
川
川
め
、
向
こ
う

っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
G

一
円
と
五
十
い
と
い
う
俗
謡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
向
付
一
食
付
き
で
日
当
二
五

O
文
と
い
う
の
が
、
人
気
の
的
で
あ

で
？
？
食
て

丘
（
路
御
備
場
の
長
州
藩
は
、
本
拠
地
で
の
按
夷
専
念
の
訪
願
に
よ
っ
て
、

tX久

ド

r

J

コ
t
L
ど
日
十
、

L

、

ノ
ー
リ

J
U
t－主
Fu
ヵ
j

終
わ
っ
て
久
間
米

藩
有
馬
氏
（
武
庫
川
J
横
川
）
・
津
山
藩
松
平
氏
（
憐
川
J
味
泥
川
）
・
段
後
間
務
中
川
氏
（
味
泥
川
J
淡
川
）
・
高
松
簿
松
平
氏
（
淡
川

こ
の
高
松
議
が
大
砲
を
引
い
て
町
中
を
巡
行
し
た
と
き
、
そ
の
槍
持

ふ
り
や
大
砲
引
き
が
、

い
も
屋
・
ど
ろ

ー
境
川
）
が
山
地
区
に
分
刻
し
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

・
七
味
と
う
が
ら
し
屋
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
臨
時
に
は
遣
い
な
い
が
、

幕末期の兵隊第一節
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幕
末
位
情
多
端
の
一
而
で
あ
っ
た
ろ
う
。

」
の
台
場
で
は
、
後
慶
応
一
冗
年
一
月
三
十
じ

ト
i
＼

1
〉
時
1
1」
〉

二

一

／

1
1
6
「

wr仁、
f
i
A

っ
て
、
高
松
藩
に
替
わ
っ
て
当
時
警
衡
に
当
た
っ
て
い
た
大
和
郡
山
藩
が
、

幕
府
の
据
え
た
大
砲
の
ほ
か
に
、
藩
独
内
に
持
ち
込
ん
だ

八
斤
砲
以
下
小

型
砲
ま
で
八
挺
を
合
め
て
、
実
聞
の
試
射
を
行
っ
て
い
る
。

さ
て
文
久
間
（
一
五
治
一
光
）
年
一
月
上
洛
し
て
い
た
将
家
家
茂
が
、
砲
台
巡
見

の
た
め
再
び
兵
路
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
、

一
八
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

写瓦 155

そ
の
臼
昼
前
、
将
軍
座
采
の
鯉
魚
門
ほ
か
老
中
方
の
長
崎
丸
、
供
回
り
方
の

初
賜
丸
の

隻
が
入
津
し
た
と
き
、
停
泊
中
の
軍
般
か
ら
は
礼
砲
が
発
射
さ

世近際~普請Ill72ラ



れ
る
と
い
う
も
の
も
の
し
さ
で
あ
っ
た
。
家
茂
は
向
上
町
へ
上
陸
し
、
造
成
中
の
川
崎
砲
台
へ
向
か
っ
た
っ
そ
の
後
和
問
崎
砲

合
へ
凶
る
と
い
う
予
定
は
変
更
さ
れ
、
般
に
戻
っ
て
一
泊
、
翌
朝
和
岡
崎
を
迂
回
す
る
よ
う
に
し
て
出
航
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

今
回
も
町
筋
の
出
っ
張
り
物
の
取
り
払
い
は
指
示
さ
れ
て
い
た
が
、
見
物
に
つ
い
て
は
「
拝
見
に
罷
り
出
候
者
は
心
妙
に
致
す

ベ
き
事
L

と
い
う
だ
け
で
禁
止
令
で
な
か
っ
た
せ
い
か
、
見
物
に
加
わ
っ
た
者
も
あ
っ
て
、
後
の
話
に
将
軍

行
は
い
ず
れ
も

陣
笠
・
陣
羽
織
の
同
じ
装
束
だ
っ
た
か
ら
わ
か
り
に
く
か
っ
た
が
、
紛
が
紫
で
「
廿
陥
ヤ
戦
」
の
紛
の
色
も
異
な
っ
て
い
た
の
が
将

軍
で
、
松
屋
町
魚
問
屋
の

に
ち
ょ
っ
と
似
て
い
た
と
い
う
評
判
だ
っ
た
と
い
う
。
二

O
歳
前
の
若
い
将
軍
に
対
す
る
市
井

の
一
挿
話
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
も
ま
た
幕
末
兵
庫
の
問
の
風
景
で
あ
っ
た
。

幕
長
の
対

立
と
兵
庫

長
州
藩
が
禁
門
の
変
（
一
若
山
元
年
七
月
十
九
日
）
で
敗
退
し
た
と
き
、
幕
府
は
西
国
へ
の
街
道
沿
い
の
小
野
戒
を
強
め

た
た
め
、
兵
庫
で
も
緊
張
し
た
向
上
気
に
包
ま
れ
た
。
ま
ず
｛
京
都
大
混
雑
、
淀
宿
よ
り
往
来
不
通
一
の
報
が
大

坂
人
足
方
よ
り
届
い
た
の
は
、
二
十
日
の
暁
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
勤
番
所
か
ら
も
津
中
役
人
へ
呼
出
し
が
あ
っ
て
、
当
津
警
備

の
高
松
藩
と
官
民
州
藩
士
と
の
衝
突
が
あ
っ
た
ら
津
中
の
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
、
そ
の
対
策
を
諮
問
さ
れ
て
い
る
。

え

げ

や

ま

兵
庫
一
一
一
方
名
主
・
惣
代
は
会
合
し
て
、
万
一
非
常
の
際
の
処
置
と
し
て
、
間
窮
者
は
会
下
山
辺
へ
避
難
さ
せ
食
料
を
補
給
す

る
、
壮
健
な
る
者
は
残
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
火
の
元
ほ
か
町
の
取
締
り
に
当
た
る
、
津
中
の
米
の
縦
保
を
図
る
、
盗
賊
そ
の
他
治
安

に
つ
い
て
は
津
中
滞
在
の
相
撲
取
り
や
素
人
で
相
撲
取
る
者
な
ど
に
依
頼
す
る
、
勤
番
所
へ
は
か
ね
て
決
め
て
あ
る
よ
う
に
非

作
山
話
め
人
口
止
を
分
指
向
か
ら
山
山
す
、
な
ど
を
ま
と
め
て
符
申
し
て
い
る
。

し
か
し
、
危
恨
さ
れ
た
よ
う
な
衝
突
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
実
際
に
は
逃
れ
て
来
た
長
州
滞
土
が
渡
海
船
な
ど
で
関
へ
向

か
っ
た
ら
し
く
、

日
に
は
勤
議
所
よ
り
そ
の
開
こ
え
あ
り
と
し
て
船
貸
し
を
差
し
止
め
る
指
示
が
あ
り
、
翌
二
卜
問
日
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付
で
渡
海
船
・
人
乗
り
船
・
廻
船
持
ち
か
ら
は
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

－
一
十
二
日
夜
勤
捺
所
は
米
協
き
水
車
持
ふ
り
五
名
を
指
名
し
て
、
京
都
変
容
で
火
災
も
あ
り
燦
渋
人
数
助
の
た
め
買
上
げ
米
一

ほ
ど
を
、
明
後
日
船
積
み
の
予
定
で
手
配
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

」
う
し
た
状
況
は
や
は
り
津
中
に
も
不
安
を
呼
び
、

部
に
は
家
財
の
持
ち
出
し
ゃ
米
の
貨
い
だ
め
が
み
ら
れ
た
ら
し
く
、

二
十
四
日
に
は
、

よ
う
や
く
京
大
坂
も
平
穏
に
つ
き
浮
説
を
禁
じ
落
ち
若
く
よ
う
各
町
へ
伝
え
ら
れ
た
。

一
方
こ
の
れ
か
ら
兵
庫
非
常
警
備
の
た
め
臨
時
な
が
ら
ま
ず
紀
州
藩
と
が
到
溝
、

つ
い
で
薩
摩
滞
・
明
石
落
も
加
わ
っ
た
。

と
く
に
薩
摩
務
で
は
一
長
州
務
士
の
乗
船
東
上
を
警
戒
し
、
情
報
収
集
の
た
め
津
中
の
茶
船
・
漁
船
が
動
員
さ
れ
た
。

八
凡
に
入
っ
て
、
祭
礼
・
鳴
物
を
慎
む
よ
う
に
各
町
へ
通
達
さ
れ
て
は
い
る
が
、
向
月
六
日
付
の
、

「
御
所
乱
入
の
長
州
務

と
火
方
討
ち
取
り
禁
裏
親
王
無
事
の
こ
と
江
戸
よ
り
仰
せ
渡
さ
れ
る

と
い
う
、
大
坂
町
奉
行
か
ら
兵
庫
津
名
、
と
・
庄
屋
あ
て

の
触
れ
書
、
が
届
い
た
頃
は
、
よ
う
や
く
こ
の

件
も
平
静
に
帰
し
て
い
た
。

し
か
し
続
く
長
州
征
討
の
触
出
し
と
と
も
に
慌
株
の
確
保
に
関
す
る
指
示
が
出
さ
れ
、
九
月
に
は
御
用
材
木
の
買
上
げ
、
大

成
城
二
万
川
刊
の

の
割
賦
と
立
て
続
け
に
「
御
用
」
が
課
さ
れ
た
う
え
、
十
月
こ
ろ
よ
り
下
向
す
る
軍
兵
が
次
第
に
喰
え
、

幕末期の兵)lj[

十
一
月
十
一
日
に
は
従
長
総
俊
徳
川
底
勝
が
兵
庫
に
止
宿
し
て
い
る
。
こ
の
頃
連
日
千
五
百
な
い
し
二
千
人
が
宿
泊
あ
る
い
は

休
息
し
て
通
過
す
る
繁
忙
が
続
い
た
。
巾

mwに
身
を
闘
め
、
統
悲
し
物
を
立
て
、
槍
組
・
鉄
臨
組
、
そ
れ
に
大
胞
を
引
い
て
通

る
故
列
を
、
子
供
た
ち
は
湊
川
の
川
原
で
見
物
し
た
と
い
う
。

翌
一
万
治
二

（
殴
応
と
改
一
冗
）

二
月
に
は
今
度
は
帰
還
す
る

第一自fj

軍
縁
の
通
行
で
混
雑
し
た
。
な
お
こ
の
年
九
月
条
約
勅
許
な
ど
を
求
め
て
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
問

カ
関
公
使
ら
は
八
隻
の
舵
隊
を
連
ね
て
兵
庫
に
停
泊
し
、
幕
府
と
交
渉
を
重
ね
て
い
る
。
九
月

J

日
九
一
時
、
一
的
で
芭
’
p

！

／

i

！
、
う
1
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外
国
泰
行
ら
が
米
砕
し
、
急
に
上
陸
し
た
こ
と
が
北
浜
会
所
の
記
録
に
み
え
る
。

そ
し
て
慶
応
二
年
一
一
月
か
ら
は
第
二
次
征
長
市
の
通
過
が
刑
え
始
め
た
。
そ
の
多
く
は
幕
府
軍
で
、
編
成
も
歩
兵
組
・
持
小

街
組
・
大
砲
組
・
騎
兵
組
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
兵
庫
か
ら
般
船
に
乗
る
隊
が
増
加
し
て
、
乗
船
待
ち
で
滞
在
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
り
、
従
来
の
通
過
地
と
は
異
な
っ
た
集
結
地
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
征
長
市
で
混
雑
す
る
さ
な
か
、
五
月
八
日
兵
庫
で
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
り
、
内
宮
・
大
坂
で
も
相
次
い
だ
。

そ
0) 

後
将
軍
の
死
亡
を
契
機
に
し
た
停
戦
に
よ
っ
て
、
征
自
民
療
が
撤
退
す
る
頃
は
、
批
情
の
空
気
も
大
き
く
変
化
し
始
め
た
。

「
仏
μ（

の
中
は
な
ん
と
な
く
穏
や
か
で
な
く
、
長
州
は
強
い
が
公
儀
（
幕
府
）
は
弱
い
と
い
う
人
気
で
、
庶
人
（
外
閑
人
）
に
交
易
す
る
こ

と
が
悪
い
L

（
「
記
臆
之
友
し
）
と
い
っ
た
こ
と
が
略
さ
れ
た
と
い
う
。

居
留
地
の
造
成

と
柴
函
側
中

慶
応
一
一
一
年
五
月
一
一
十
問
日
の
兵
庫
開
港
勅
許
に
先
立
つ
十
三
日
、

外
国
奉
行
兼
椛
で
大
坂
町
奉
行
に
任
ぜ

ら
れ
、
あ
わ
せ
て
大
坂
・
兵
庫
外
国
人
間
向
田
地
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
た
柴
田
問
中
は
、
開
港
場
に
付
随
す
る

旅
宿
・
と
お
川
場
・
遊
所
を
は
じ
め
、
運
上
所
・
波
止
場
・
荷
改
め
所
・
貸
戯
・
年
毘
敷
・
関
門
番
所
か
ら
間
間
性
還
付
待
え
支

で
の
諸
処
置
に
つ
い
て
幕
開
に
上
中
、
あ
ら
ま
し
の
指
示
を
受
け
た
う
え
、
六
月
二
十
六
日
江
戸
を
出
発
し
た
。

七
月
八
日
京
着
、
翌
九
日

条
城
で
さ
ら
に
兵
路
泰
行
兼
帯
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
神
戸
へ
到
着
し
た
の
は
八
月

三
日
の
こ
と
で
普
福
寺
を
街
所
と
し
た
。
そ
し
て
五
日
か
ら
早
速
居
樋
地
普
議
場
を
検
分
し
て
い
る
。
居
留
地
造
成
工
事
は
地

機
整
備
か
ら
始
め
ら
れ
、

ま
ず
八
月
二
十
一
日
よ
り
、

ω居
留
地
地
な
ら
し
、
∞
海
岸
石
眠
、
川
w波
除
け
築
き
出
し
の
仕
様
帳

を
見
せ
入
札
さ
せ
、
間
二
十
九
日
開
札
、
結
局
三
日
と
も
仰
六
万
九
八
五

O
雨
、
∞
八
二

O
O閥
、
同
九

0
0
0両
で
地
元
神

戸
村
庄
屋
四
郎
大
夫
が
落
札
し
た
。

日
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
九
月
A

一
十
日
柴
悶
は
寺
か
ら
旧
操
練
所
に
移
つ

ブL
JJ 
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て
い
る
が
、
会
所
へ
の
出
動
は
欠
か
し
て
い
な
い
。

つ
い
で
付
躍
建
物
の
工
事
入
札
が
行
わ
れ
た
。
間
二
十
六
日
の
運
上
一
併
の

入
札
で
は
一
万
一
九
八
五
両
で
大
坂
島
屋
久
次
郎
が
落
札
し
、
さ
ら
に
十
月
四
日
に
は
貸
蔵
一
一
一
棟
・
税
署
一
様
も
同
じ
く
島
屋

久
次
郎
が
一
万
一
一
一

O
O両
で
落
札
し
て
い
る
。

十
一
月
十
七
日
イ
ギ
ワ
ス
外
交
官
サ
ト
ウ
と
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
が
来
て
柴
田
に
会
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
柴
田
が
、
賠
留
地

地
な
ら
し
の
砂
持
ち
が
緋
縮
締
の
装
い
で
に
ぎ
わ
し
く
行
わ
れ
た
と
語
っ
た
こ
と
を
サ
ト
ウ
は
記
録
し
て
い
る
。
間
十
九
日
運

上
所
の
棟
上
げ
が
挙
行
さ
れ
、
翌
日
上
棟
の
併
が
柴
悶
の
家
来
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
当
日
祝
い
の
餅

が
ま
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ト

長
州
審
公
千
人
程
が
蒸
気
船
か
ら
上
醸
し
、
打
出
村
元
同
藩
陣
屋
に
入
っ
た
と
い
う
情
報
を
得
た
柴
聞
は
、

夜
ち
に
「
京
坂
御
軍
艦
」
に
通
報
し
て
い
る
。

し
か
し
柴
田
の
方
は
開
港
日
を
目
前
に
し
て
多
忙
だ
っ
た
。
十
二
月

日
に
は

イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
同
道
外
国
人
墓
所
を
検
分
、
途
中
ア
メ
リ
カ
公
使
と
出
会
い
、
そ
の
後
は
イ
ギ
リ
ノ
ス
公
使
と
会
談

の
た
め
入
浴
中
の
イ
ギ
リ
ス
般
に
赴
き
、
十
二
月
六
日
に
は
運
上
所
・
貸
蔵
・
内
摘
の
波
探
な
ど
の
た
め
、
夜
も
松
明
を
焚
い

て
作
業
を
指
揮
し
て
い
る
。

幕末期の兵隊

十
一
一
月
七
日
は
開
港
の
当
日
で
あ
る
。
柴
田
は
こ
の
日
朝
、
運
上
所
を
開
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
領
事
と
ア
メ
リ
カ
領
事
が
祝
賀

に
来
て
、
柴
田
も
答
礼
の
た
め
両
領
事
を
訪
問
し
名
刺
を
渡
し
た
と
い
う
。
正
午
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
両
国
軍
艇
で
は
祝
砲

の
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
停
泊
中
の
幕
府
方
軍
韓
関
陽
丸

山
丸
・
幡
龍
丸
の
一
一
一
般
も
応
砲
を
放
っ
て
い
る
。

第一節

お
か
げ
腐
り

の
乱
舞

さ
て
、
こ
の
年
の
夏
は
日
照
り
が
続
き
、
兵
庫
津
で
は
八
月
十
一
、
二
日
に
雨
乞
い
が
行
わ
れ
た
。
暮
れ
方

か
ら
松
明
に
銃
・
太
政
の
行
列
が
湊
川
の
池
へ
向
か
い
、
街
な
か
で
も
緋
縮
繭
の
装
い
で
雨
乞
い
踊
り
を
行

位近j援火事選問729 



先
へ
張
り
出
す
、

っ
た
と
い
う
け
そ
し
て
十
一
月
十
日
ご
ろ
よ
り
、
有
馬
郡
吉
尾
村
・
道
場
川
原
村
で
御
政
い
の
札

が
降
っ
た
と
し
て
、
お
か
げ
踊
り
が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

二
口
イ
ジ
↓
ナ
イ
カ
、

ヨ
J
e
uリ
J

ャ
ナ
イ
カ
L

と
は
や
し
た
て
る
こ
の
お
か
げ
踊
り
は
、
京
大
坂
を
は
じ
め
伊
丹
・
西
宮
・
兵
庫
・

おかげ提灯（「記自立之友J)

明
石
・
加
合
川
方
出
に
も
流
行
し
た
。

兵
庫
で
は
十

月
十
五
日
ご
ろ
か
ら
お
札
が
降
っ
た
と
い
っ
て
店
先
に
張
り
出
し
、
泊
を
出
し

た
り
、

で
ん
が
く
や
餅
を
与
え
た
り
、
近
所
か
ら
も
酒
や
餅
が
届
け
ら
れ
る
と
い
う
具
合
で
、
J

十ナ

お
か
げ
じ
ゃ
、

拭
い
・
提
灯
に
は
「
お
か
げ
L

と
書
い
て
、

「
お
か
げ
じ
ゃ
、

お
か
げ
じ
ゃ
、

か
げ
踊
り
を
せ
ぬ
者
は
」
に
は
じ
ま
っ
て
、
途
中
は
例
え
ば
「
防
人
屋
敷
を
打
ち
払
い
、
跡
は
菜

写反 156

磁
の
花
政
り
」
な
ど
と
い
っ
た
替
え
言
葉
、
が
あ
っ
て
「
日
イ
ジ
ャ
ナ
イ
ヵ
、

ヨ
イ
ジ
ャ
ナ
イ
ヵ
、

ヨ
イ
ジ
ャ
ナ
イ
カ
L

と
は
や
し
た
て
た
よ
う
で
、
三
味
線
太
政
で
踊
り
ま
わ
っ
た
。

「

市
仁ド
I~ 
ら

ざ
る
処
な
き
有
り
様
に
て
、
宅
に
も
天
照
皇
太
神
宮
の
お
札
が
し
ゅ
ろ
竹
の
葉
に
お
降
り
あ
り
て
、

朝
こ
れ
を
発
見
し
て
か
ら
、
近
所
よ
り
祝
い
の
御
泊
ま
た
は
お
供
え
3

と
し
て
鏡
餅
の
到
来
あ
り
、

そ
の
儲
に
で
き
ず
、

荒
菰
（
溺
）
を
貰
っ
て
米
て
店
先
へ
奉
る
、
そ
れ
よ
り
捉
灯
を
注
文
す
る
、
店

ふ
つ
ふ
つ
踊
り
始
ま
る
、

か
く
の
如
き
神
々
天
下
り
あ

平
気
の
沙
汰
の
限
り
に
あ
ら
ず
L

（
「
記
臆
之
友
」
）
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
こ
れ
に
は
っ
天
子
の
お
差
し
関
に
従
う
者
は
長
州
で
、
人
目
万
神
が
お
手
伝
い
な
下
さ
れ
、

り
L

と
い
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
年
が
あ
け
て
も
、
三
味
線
太
鼓
で
歩
く
人
々
が
あ
っ
て
、
昨
日
悩
の
騒
が
し
さ
が
続
く
う
ち
、
大
坂
の
方
で
一
一
、
一
一

730 
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幕末期の兵隊第一節

日
も
煙
が
見
え
て
、
内
戦
の
起
こ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
、

人
々
は
「
長
州
さ
ん
は
え
ら
い
し

H
一

津
一
ツ
橋
は
わ
る
い
し
と
い
っ
た
噂
話
が
交
わ
さ
れ
た
と
も
い
う
。

お
か
げ
踊
り
の
乱
鉾
の
う
ち
に

近

LX
・
大
坂
の
幕
府
方
は
敗
退
し
た
。

際且：縦Ill

「
も
は
や
外
関
公
使
を
警
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
公
伎
は
各
自
の
国
旗
を
守
る
た
め
に

大坂炎上の遠望（「詔！白之友」）

適
切
な
方
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
し
と
幕
府
か
ら
通
告
さ
れ
た
外
関
公
使
ら
は
、
難
を
避
け
て
問

港
後
間
も
な
い
神
戸
へ
移
っ
て
来
た
。

一月一

日
い
っ
た
ん
兵
隊
に
入
っ
て
い
た
幕
府
軍
撤
兵
方
・
砲
兵
方
も
六
日
に
は
撤
退
し
、
戸
以
（
旅

奉
行
柴
沼
剛
中
は
配
下
と
と
も
に
大
坂
丸
に
投
じ
て
東
帰
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
、
内
心
家
と
な
っ
た

道
上
所
に
は
、

プ
メ
リ
ソ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
五
回
の
代
表
、
が
入
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
代
表

は
柴
回
の
い
た
旧
操
練
所
を
利
用
し
た
。
な
お
柴
回
は
「
日
裁
」
と
題
す
る
日
記
を
残
し
て
い
る
。

細
字
の
簡
潔
な
文
体
で
丁
寧
に
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、

一
年
か
ら
明
治
六
年
に
ま
で
及
ん
で
い

！手蕊 157

る
（
口
絵
6
）。

「
政
府
郎
北
風
山
本
の
記
録
に
も
勺
当
浮
動
番
な
ら
び
に
地
付
同
心
一
統
離
散
致
さ
れ
候
に
つ
き
、
市
中

甚
だ
不
穏
L

「
御
支
配
向
き
御
役
々
も
何
万
へ
か
御
退
散
L

一
段
情
の
風
評
に
て
は
的
行
易
な
ら
ざ
る
御

儀
の
み
区
々
に
候
て
、
取
り
止
め
候
犠
は
御
座
な
く
候
L

T

／
｝
、
こ
の
時
期
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
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tグ・
り防

安
政
の
綿
国
訴

と
商
摂
の
村
々

,..,,. 
；良IJ

村
務
社
会
の
趨
勢

幕
末
に
お
け
る
村
々
の
動
向

嘉
永
七
（
安
政
一
冗
）
年
（
一
八
五
四
）
六
月
、
大
坂
町
奉
行
よ
り
一
二
郷
隣
接
村
々
に
、
仲
間
外
の
者
が
綿
を
取

り
扱
う
た
め
綿
屋
仲
間
が
衰
徴
、
難
渋
し
て
い
る
と
し
て
今
後
、
兼
務
一
市
の
者
で
も
か
な
ら
ず
綿
屋
仲
間
に

加
入
す
る
こ
と
を
命
じ
る
旨
が
触
れ
出
さ
れ
た
。
文
政
六
年
（
一
八
三
一
一
）
の
大
閤
訴
と
天
保
十
一
一
一
年
（

八
四
二
）
の
株
仲
間
停

止
令
に
よ
っ
て
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
中
綿
間
農
た
ち
が
、
嘉
永
閉
年
の
株
仲
間
再
興
令
を
機
に
、
再
び
そ
の
宿
願
を
巣

た
そ
う
と
動
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
文
政
関
訴
に
よ
っ
て
確
保
し
た
農
民
の
販
売
権
が
、
台
な
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
自
に
見
え
て
い
る
。
農
民
が
即
座
に
、
対
応
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

「
急
談
」
を
告
げ
る
廻
状
が
各
地
の
組
合
村

に
発
せ
ら
れ
た
。

同
年
間
七
月
二
日
、
谷
町
・
鈴
木
町
前
代
官
所
の
郡
山
ヤ
惣
代
六
名
の
連
名
で
、

い
ま
も
そ
の
急
廻
状
は
南
河
内
や
悶
摂
の
農
村
に
広
く
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
花
熊
村
で
も
写
し
取
ら
れ

て
い
る
。
文
政
六
年
の
一

O
O七
村
訴
願
に
よ
っ
て
実
綿
・
繰
綿
販
売
の
自
由
を
実
現
さ
せ
た
の
に
、
こ
の
た
び
願
人
が
あ
り
、

認
め
ら
れ
れ
ば
ま
た
ま
た
手
狭
に
な
る
と
し
て
六
日
の
参
会
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
六
日
、
大
坂
の
郷
宿
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亀
屋
喜
兵
衛
方
に
て
摂
河
蹄
闘
の
つ
大
参
会
」
が
関
か
れ
、
難
渋
の
始
末
を
嘆
願
す
る
こ
と
に

決
、
す
ぐ
に
訴
願
組
織
作
り

に
取
り
掛
か
っ
た
。
例
え
ば
河
内
錦
部
部
で
は
、
当
日
大
坂
に
出
勤
し
た
同
部
の
商
代
村
庄
麗
仁
兵
衛
の
も
と
、
郡
山
叩

円
に

廻
状
が
廻
さ
れ
、

日
の
都
中
会
合
が
計
附
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
部
中
村
々
の
参
加
意
思
が
縦
か
め
ら
れ
る
の
だ
が
、

そ
の
折
実
綿
・
繰
綿
の
み
な
ら
ず
、
菜
種
販
売
や
肥
料
価
格
高
騰
に
つ
い
て
も
協
議
す
る
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
参
加
意

思
の
篠
認
さ
れ
た
問
郡
で
は
、
西
代
村
庄
箆
仁
兵
衡
を
惣
代
に
き
め
、
彼
と
の
問
で
「
炉
、
1
4
証
文
」
を
交
わ
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に

J
駅
み
証
文
」
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
七
月
中
旬
、
河
内
や
北
疫
の
村
々
で
は
訴
願
の
組
織
作
り
は
大
き
く

進
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
市
域
を
含
む
西
摂
の
武
庫
・
菟
原
・
入
部
の
三
郡
村
々
で
は
、
事
情
が
大
き
く
違
っ
て
い
た
。
一
一
一
郡
か
ら
も
惣
代

が
六
日
の
大
坂
で
の
参
会
に
加
わ
り
、
そ
れ
を
受
げ
さ
ら
に
十
日
、
一
一
一
部
の
御
料
・
私
領
惣
代
が
河
原
村
魚
農
新
七
方
に
集
ま

り
協
議
し
て
い
る
。

そ
こ
で
の
結
論
は
、
入
部
・
菟
原
二
郎
は

JJJ時
差
し
支
え
も
無
い
」
た
め
不
参
加
、
武
庫
郡
は
再
度
協

議
の
上
参
加
の
一
吋
一
合
な
返
答
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

お
そ
ら
く
八
部
・
菟
原
二
部
は
菜
種
作
地
帯
で
あ
っ
て
、
綿
作
や
繰
り

綿
加
工
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
問
答
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
う
な
れ
ば
地
域
事
情
の

村落社会の趨勢

違
い
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
鰐
い
た
の
は
谷
町
邸
中
惣
代
で
彼
ら
は
十
三
日
、
一
得
考
を
促
す
廼
状
を
送
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
似
現
状
で
は
さ

し
て
故
障
な
く
と
も
、
七
年
六
月
の
奉
行
所
触
れ
書
の
文
商
か
ら
考
え
れ
ば
、
問
屋
は
「

本
二
本
の
綿
に
て
も
無
株
の
取
り

第二節

遣
わ
し
〕
と
申
し
立
て
る
だ
ろ
う
か
ら
、
百
姓
の
難
渋
は
自
に
見
え
て
い
る
、
∞
文
政
国
訴
の
折
、
今
後
問
題
が
起
こ
れ
ば
天

λ

令
官
・
勝
間
一
一
一
カ
村
よ
り
駆
け
引
き
す
る
よ
う

0
0七
村
よ
り
「
頼
み
…
札
L

し
入
れ
た
事
情
が
あ
る
、
向
、
も
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し
両
郡
が
不
参
加
で
あ
れ
ば
、
谷
町
代
官
所
村
々
は
じ
め
「
諦
ガ
請
持
之
内
き
一
よ
り
不
人
情
と
中
し
立
て
ら
れ
、
他
部
に
対

し
て
も
不
都
合
な
こ
と
だ
、
だ
か
ら
い
ま

度
再
考
し
て
ほ
し
い
、
判
ま
た
綿
だ
け
で
な
く
菜
種
・
肥
料
の
境
問
も
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
返
答
が
な
い
の
で
あ
わ
せ
て
回
答
を
求
む
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
両
郡
で
は
十
六
日
再
会
、

協
議
し
て
い
る
が
、
結
論
は
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
間
接
の
諾
郡
を
欠
い
た
ま
ま
実
綿
・
繰
綿
販
売
に
関
す
る
訴
師
、
は
、
間
七
月

三
十
七
日
間
判
奉
行
所
へ
出
願
さ
れ
た
。
彼
ら
の
主
張
は
株
仲
間
再
興
令
に
よ
っ
て
綿
屋
仲

間
が
再
興
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
活
動
は
市
中
に
限
ら
れ
、
在
方
に
あ
っ
て
は
文
政
ぃ
伎
の

趣
旨
に
変
更
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
こ
の
主
張
は
符
れ
ら
れ
、
仲
間
再
興
に

か
か
わ
ら
ず
ム
仕
方
に
は
綿
鹿
株
は
な
く
、
以
後
農
民
や
夜
方
商
人
が
遠
近
他
国
の
綿
買
い
答

へ
、
直
売
り
・
庇
船
積
み
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
大
坂
市
中
の
水
隙
路
を
通
っ
て
政
船
積

み
し
て
も
勝
手
次
第
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
文
政
大
関
訴
の
成
果
は
堅
持
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
嘉
、
氷
七
年
の
綿
悶
訴
は
、
八
月
十
三
日
、
惣
代
ら
が
出
願
を
取
り
下

りの念、廻文写

げ
て
終
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
菜
種
と
油
に
つ
い
て
い
え
ば
天
保
三
年
の
仕
法
改
正
に
よ
っ
て
、

慶
応
元
年
の

菜
種
国
訴

油
を
在
地
の
油
屋
か
ら
応
援
購
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
種
物
に
つ
い
て

も
若
干
販
路
は
広
が
っ
て
い
た
が
、
絞
り
油
患
と
の
対
立
は
依
然
続
い
て
い
た
。
そ
こ
で
綿

よ

一
株
願
に
ひ
き
つ
づ
い
て
菜
種
訴
阪
が
起
こ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
｝
）
の
問
日
本
全

734 幕末の社会第IJ.1~ニ



村務社会の協勢

悶訴惣 f~

土
を
揺
る
が
し
た
ベ
リ
！
の
米
航
と
日
米
和
親
条
約
の
締
結
（
来
永
七
年
一
一
一
月
）
が
あ
り
、
出

訴
に
及
ん
だ
の
は
翌
安
政
一
一
年
で
あ
る
。
同
年
六
月
二
日
、
摂
河
一
一
悶
一

O
八
六
村
を
代
表

し
て
惣
代
間
五
人
が
、
大
坂
町
奉
行
所
に
出
訴
し
た
が
、
こ
の
時
の
訴
願
は
与
力
槌

びコ
敏

写~i 158 

腕
山
本
内
山
彦
次
郎
の
前
に
脅
し
す
か
さ
れ
て
ほ
頭
蛇
尾
に
終
わ
っ
た
。
再
起
を
期
し
た
農
民

A

a

＼
 

一J
ノ

カ
村
を
集
め
て
存
度
菜
種
訴

た
ち
は
一
一
年
後
の
慶
応
一
五
年
（
一
八
六
五
）
、

摂
M 

願
を
起
こ
し
て
い
る
。
安
政
二
年
の
訴
願
に
は
菟
原
・
八
部
二
郡
の
名
が
見
え
な
い
が
、
こ

の
時
は
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
訴
願
に
農
民
た
ち
は
っ
何
酪
ま
で
も
出
願
し
、
願
意
を
貫
き
た
い
い
と
の
強
い
決
意

を
示
し
て
い
る
が
、
訴
状
で
は
絞
り
油
屋
が
江
戸
へ
の
供
給
油
で
あ
る
「
御
用
油
調
達
ー
一
を

盾
に
、
菜
種
の
賀
入
価
絡
や
貿
い
場
を
協
定
す
る
現
状
を
良
筑
間
窮
の
奴
悶
と
し
て
批
判
し
、

そ
の
改
変
の
た
め
に
御
用
油
を
農
民
が
請
け
負
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

い
い
か
え
れ
ば

十
化
地
の
絞
り
油
産
の
果
た
す
投
割
を
内
分
た
ち
が
代
わ
っ
て
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
穏

の
拡
大
を
願
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
要
求
と
比
べ
る
と
、
今
回
の
主
張
の
画
期
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
主

物
流
通
に
有
利
な
条
件
を
築
こ
う
と
い
う
の
で
あ
り
、
前
貸
し
銀
の
形
で
の
販
売
や
、
販
路

張
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
ほ
ぼ
農
民
の
主
張
を
採
り
い
れ
た
形
で
示
談
が
成
立
し
て
い
る
コ
げ
て
の
主
な
点
を
拾

第二節

え
ば
、

ω摂
一
階
在
々
か
ら
産
出
さ
れ
る
菜
種
は
時
々
の
景
況
、
尚
一
品
開
問
の
区
別
に
し
た
が
い
、
出
合
い
相
場
で
売
買
す
る
こ
と
、

∞
「
御
用
池
」
の
名
目
は
な
い
の
だ
か
ら
、
菜
種
値
段
の
買
入
協
定
は
し
な
い
、

ω油
産
が
自
分
の
賠
村
を
中
心
に
独
占
的
営

1仕近E震災編邸73ラ



業
問
を
設
け
る
こ
と
は
版
絡
を
狭
め
る
の
で
し
な
い
、
同
油
粕
も
民
間
・
口
川

質
を
公
正
に
し
、
値
段
に
法
外
な
迷
い
の
な
い
よ
う
に
す
る
、
川
w
油
稼
ぎ
に

余
分
な
負
担
が
掛
か
っ
た
と
き
は
、
菜
級
値
段
に
粋
く
だ
ろ
う
か
ら
、
段
民

八f'i滞日中諮鋭化取締り掛札

惣
代
、
を
通
じ
て
段
河
一
同
へ
披
露
す
る
、
川
w油
屋
が
便
利
の
た
め
通
路
所
や

年
行
事
を
mmく
の
は
菜
磁
の
売
れ
行
き
に
関
係
す
る
の
で
、
農
民
か
ら
も
代

支
を
出
す
、
な
ど
と
い
っ
た
内
特
で
あ
る
。
農
民
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る
。

地
域
を
巡
る
人
々
に
つ
い
て
村
々
は
、
共
同
で
対
処
す
る
よ

地
域
管
理

す
る
村
々

う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
が
、
一
犬
保
十
年
間
刀
、

/¥. 
f't1) 
WI 
111 
出
EE 

a

カ
村
で
は
兵
庫
の
座
元
鷲
の
市
と
の
問
で
、

コ
」
の
ほ

写手〔 159

ど
双
方
が
相
対
し
て
、
山
間
庄
内
の
前
祝
儀
と
し
て
座
頭
仲
間
に
、

ヶ
Sf. 

に
銀
百
匁
を
渡
す
し
と
の
規
定
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
座
頭
が
村
の
中
を

廻
り
家
ご
と
に
祝
儀
を
取
り
集
め
る
の
を
や
め
て
、

一
括
納
入
し
よ
う
と
い

、
J
〉
戸
」
レ
め
ヘ
d
o

、．

κ
ν
v
Jバ
ド
マ
バ

と
こ
ろ
が
十

汁
J

こ
キ
Jh

代、m山
町
巾
b
t
4サパ
h
y

、

j
f
f
ノ

1
1
I
f－
－

つ
ぎ
の
よ
う
に
申
し
合
わ

な
ど
へ
の
応
対
に
手
間
取
り
、

せ
て
い
る
。
近
年
、
諮
問
の
村
々
を
廼
十
代
す
る
勧
化
や
況
札
人
、
公
山
本
に
伝
わ
る
秘
伝
な
ど
と
す
る
薬
弘
め
人
、
座
頭
、
浪
人

い
つ
も
農
業
や
役
向
き
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
ば
か
り
か
、
自
然
と
村
の
経
費
も
多
く
か
か
り
、

郡
中
不
取
締
り
の
も
と
で
あ
る
と
し
て
、
今
後
幕
府
公
認
の
御
免
勧
化
を
除
、
会
＼

そ
の
他
の
廻
在
者
を
幕
府
領
私
領
の
別
な
く

736 千；·~51ミの社会Zfni•~t 



月
付
で
そ
の
旨
を
板

い
う
な
れ
ば
地
域
で
管
理
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
嘉
永
元
年
十
一

郡
中
あ
げ
て
神
戸
村
に
て
取
り
扱
う
と
決
め
て
い
る
。

つ
け
た
も
の
が
、
播
際
美
麗
郡
に
通
じ
る
街
道
の
入
口
に
あ
た
る
下
街
原
に
残
さ
れ
て
い

閉
山
は
神
戸
村
で
一
予
に
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
後
の
八
部
郡
の
動
化
取
締
授
の
明
細
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
廻
夜
者
へ
の

祝
儀
銭
、
宿
泊
料
と
世
話
料
が
勧
化
の
経
費
で
あ
る
が
、
こ
の
年
は
動
化
に
対
す
る
取
締
り
の
出
願
が
行
わ
れ
た
た
め
に
、
そ

れ
に
要
し
た
経
費
が
加
わ
っ
て
い
る
。
先
に
中
灘
組
と
し
て
み
た
シ
ス
テ
ム
が
、
領
、
主
関
係
の
異
同
を
越
え
て
入
部
郡
全
体
で

村吉5主i：会の趨勢第二節

作
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
表
山
は
そ
の
経
費
の
負
担
方
法
を
示
し
て
お
り
、
間
郡
で
は
石
高
・

山
本
・
村
に
一
一
一
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
を
石
高
・
軒
数
・
村
数
に
応
じ

入部郡の諸勧化II浦fl't'(
（ぷ;i)(3年(1850))

袈f 日 3良在~i 比率

諸勧化・自波己す札・2徒手l、 匁 。〆／υ 

めほかに
408.8 

勧化人mり宿料 1. 65 

言j- 410.45 34.6 

苦B1：~1取締7~1' 36.0 

勧化取締りLI¥搬 254. 57 

三（菟郡原参・会武入庫用・入部） 117.0 

郡中参会入j羽 153.09 

560.66 47. 2 

役話料 200‘。
対E ~；i: 15.82 

215.82 18. 2 

｛》1、 計e 1, 186. 93 100.。

表 187

資料： r村i二家文古j （神戸大学所絞）

it附ヨ取締設の割賦仕法表 188

考

家割り分

M
仙
川

部のl記i合計 15, 180:{"i236 
高100石当たり 3匁432

郡の家数 4, 060!肝

1ij汗当たり 0. 1283匁

520. 9 i t郊の村数 42f寸

l村当たり 12匁4

領5良

匁
1, 562. 7 

520.9 

520. 9 

総在ft

l潟割り分

r、
ノJ区

村割り分

（注） 追加］経'l'lを含むため．表187と総額は災lなる。

資料：「村上家)z:~む（事11戸大午所蔵〕

件
処近甘iI!!Iミ縦獄737 



て
訓
り
掛
け
て
い
る
。
従
っ
て
各
村
に
は
、
村
割
り
分
に
付
高
・
山
本
数
を
勘
案
し
た
も
の
が
掛
か
っ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
北

野
村
を
例
に
取
る
と
高
割
り
が
八
匁
二
分
九
盟
、
家
制
り
が
九
匁
一
一
一
分
七
躍
、
村
割
り
が

二
匁
凶
分
合
わ
せ
て
一
一
一

O
匁
六
厩

で
あ
る
。
本
米
こ
の
よ
う
な
廻
夜
は
、
家
ご
と
に
門
付
け
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
L
ス
様
相
は

変
し
て
い
る
。

vyコ決川

？

j
A
A

，
 

祝
儀
銭
は
減
り
、
ま
た
応
対
す
る
手
間
も
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
村
を
巡
る
人
々
に
関
し
て
地
域
的
な
管
理
制
が
発
迷
し
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ

つ
御
免
勧
化
だ
け
が
、
こ
の

対
象
外
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
村
々
が
次
に
そ
の
打
聞
を
関
る
の
は
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
っ
た
。
阿
部
で
は
嘉
、
水
七
年

二
月
、
京
都
の
続
服
役
人
の
羽
村
を
控
え
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
郡
中
挙
げ
て
対
処
す
る
と
し
て
神
戸
村
に
振
り
向
け
る
用
怠
を

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

「
幕
倣
六
分
」
と
い
う
当
時
の
い
ハ
つ
の
代
官
一
昨
支
配
の
村
々
が
連
合
し
て
当
た

る
こ
と
に
な
り
、
大
波
で
校
地
の
役
人
と
六
分
惣
代
と
の
開
で
話
が
つ
い
た
。
六
分
と
い
え
ば
谷
町
・
鈴
木
町
代
官
所
を
は
じ

め
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
幕
府
領
す
べ
て
で
あ
る
か
ら
、
入
部
部
よ
り
広
域
的
な
対
応
が
廻
在
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
惣
代
た
も
の
手
紙
の
中
で
「
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
利
分
に
も
な
る
L

と
い
っ
て
い
る
が
、
経
費
と
手
間
の

節
約
が
そ
の
狙
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
措
慣
を
踏
ま
え
て
、
も
っ
と
も
手
強
い
御
免
勧
化
に
つ
い
て
も
六
分
一
括
の
取
扱
い
が
実
現
す
る
。
向
年
五
月
の
こ
と

で
占
め
る
。

そ
れ
を
受
け
て
村
々
に
は
、
次
の
廻
状
が
因
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
御
免
勧
化
に
つ
い
て
六
分
一
手
に
引
き
合
い
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
い
て
は
そ
の
旨
を
よ
く
御
承
知
さ
れ

て
、
も
し
趨
村
す
る
も
の
が
い
れ
ば
断
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
心
得
違
い
が
な
い
よ
う
に
「
頼
み
一
札
」
を
閉
す
の
で
そ
れ
に
調

印
し
て
ほ
し
い
。

738 f；~31ミのよi会第五主主



は
代
官
一
仇
に
願
い
出
、

こ
の
後
す
ぐ
に
今
度
は
寺
社
の
名
目
貸
付
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
不
正
が
あ
る
と
し
て
問
摂
の

近

さ
ら
に
摂
河
村
々
に
広
げ
る
計
闘
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
農
民
は
、
利
害
関
係
の
一
致
す
る
諮
問
題
を
手
が
か
り
に

地
域
的
な
連
合
を
広
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

み
よ
う
。

地
域
社
会
に

働
く
人
々

こ
の
よ
う
な
村
々
の
連
合
が
地
域
的
に
規
制
、

職
種
の
人
々
が
い
た
。
次
に
菟
原
・
八
部
郡
の
協
定
常
一
仰
を
通
じ
て
、
地
減
社
会
に
働
く
人
々
の
姿
を
眺
め
て

し
て
い
こ
う
と
し
た
も
の
に
農
民
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

底火器品m

入
部
部
で
は
天
保
十

ち
ょ
う
ど
幕
府
の
天
保
改
本
の
さ
な
か
で
あ
る
が
、
幕
府
の
諸
物
価
一
一
潜
引
下
げ
令
を
受

け
て
、
次
の
よ
う
に
職
人
、
奉
公
人
な
ど
の
労
賃
引
下
げ
を
決
め
て
い
る
。

ま
ず
奉
公
人
に
つ
い
て
は
近
年
給
銀
が
上
昇
す
る
一
方
、
勤
務
状
態
が
良
く
な
い
の
で
、
今
後
郡
山
ヤ
で
奉
公
人
の
口
入
れ
屋

村落社会の趨勢第二節

入部郡における労伎の協定

（天｛来日年（1842)) （問主：匁）

表 189

3良

150～160 

120～140 

100～50 

i主

下 5月上
（男子泰公人）中

下

種験

70～ 

40～ 

20～ 

下女 J::.
(fl:子奉公人）中

下

5月日程
河 l~I 分j約い

1. 0 

1. 5 

0. 7 

1. 0 

女と｜鹿

i苛1g1分賄い

1. 0 

1. 7 

手伝い

問自分納い

（注） 奉公人は半期の賃金晃。｛訟は lFl分。
自分紛いは交感が付かないもの。

資料.r1.l!任！家：：）（fftJ

を
人
選
し
た
上
で
悶
き
、
奉
公
人
空
路
用
は
そ
こ
を

通
す
こ
と
と
す
る
と
し
て
給
銀
を
三
段
階
で
決
め
て

い
る
。
当
然
口
入
れ
屋
へ
の
昨
話
料
が
要
る
こ
と
と

な
る
が
そ
れ
は
一
服
用
主
か
ら
二
匁
、
奉
公
人
か
ら

匁
合
わ
せ
て
一
一
一
匁
と
す
る
。
ま
た
下
女
は
洗
濯
休
み
、

出
代
わ
り
な
ど
と
い
っ
て
よ
く
休
む
が
、
今
後
は
半

期
（
半
年
）
に
五
日
か
ぎ
り
と
す
る
。
つ
ぎ
に
間
揃
え

収
穫
な
ど
の
繁
忙
時
に
能
わ
れ
る
旦
服
い
の
労
賃
も

739 



定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
賃
金
の
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
拾
う
と
表
山
の
通
り
で
あ
る
。

奉
公
人
の
場
合
、
こ
の
頃
の
大
波
市
中
肥
後
米
価
格
が
一
石
八

O
匁
で
あ
る
か
ら
、
商
設
金
の
上
級
者
で
半
年
分
の
賃
銀
が

ほ
ぼ
二
石
分
、
下
級
者
で
は
一
石
程
度
に
相
当
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
女
子
は
上
級
者
で
男
子
の
四
回
、
，
，
zt

間
七
%
、
中

級
者
で
は
一
一
九
）
（
一
二
三
%
で
、
半
分
に
も
満
た
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
日
一
履
い
の
場
合
、
男
女
格
差
は
小
さ
い
。
女
旦
履
い

に
は
洗
濯
、
草
引
き
な
ど
と
脅
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
男
子
が
農
作
業
に
本
格
的
に
か
か
わ
る
の
に
比
べ
、
女
子
は
主
に
家
事

労
働
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
格
差
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
手
伝
い
は
家
裁
日
請
の
時
大
工
、
左
官
を
手
伝
う

労
働
者
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
賃
金
の
ほ
か
勤
務
時
間
を
大
工
並
み
に
す
る
と
決
め
て
い
る
。

そ
の
大
工
や
左
官
・
石
工
な
ど
の
職
人
に
つ
い
て
は
、
作
料
・
賃
金
を
二
割
下
げ
に
さ
れ
て
は
悶
る
と
い
う
職
人
の
嘆
願
が

的
行
れ
ら
れ
、
そ
の
代
わ
り
二
割
増
し
働
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

つ
ま
り
朝
は
六
つ
半
（
午
前
七
）
時
に
仕
事
に
か
か
り
、
昼
食
時

に
小
休
憩
し
、
九
つ
半
（
午
後
二
時
よ
り
暮
れ
六
つ
（
午
後
六
）
時
ま
で
精
な
出
す
。

ま
た
こ
れ
ま
で
四
つ
時
（
午
前
一

O
持）、

七
つ
時
（
午
後
四
時
）
に
煙
草
休
み
を
し
て
い
た
が
そ
れ
を
や
め
、
喫
煙
し
た
ま
ま
す
ぐ
に
仕
事
に
取
り
掛
か
る
。
も
ち
ろ
ん
職

人
の
棟
梁
は
常
に
現
場
に
出
向
き
、
弟
子
や
下
職
の
者
が
怠
ら
な
い
よ
う
に
耽
督
す
る
。

ま
た
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
職
人
と
施
主

と
の
得
意
先
関
係
も
な
く
し
、
こ
れ
か
ら
は
施
主
の
判
断
に
よ
っ
て
職
人
を
変
え
て
も
文
句
を
い
わ
な
い
。
屋
根
葺
き
・

職
・
鍛
冶
－

m一
一
鍬
の
賃
金
、
州
側
屋
・
張
り
屋
の
値
段
、
綿
打
ち
貨
も
二
割
下
げ
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
市
域
農
村
の
重
要
産
業
で
あ
る
酒
造
業
や
水
車
業
、
素
麹
業
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て
も
厳
し
い
規
制
が
示
さ
れ

て
い
る
。
共
通
し
て
近
年
、
労
働
者
の
賃
金
が
上
昇
し
、
ま
た
賃
金
は
先
取
り
し
な
が
ら
途
中
で
勝
手
に
や
め
、
他
所
で
働
く

な
ど
不
作
法
が
自
に
余
る
と
指
摘
さ
れ
、
と
く
に
ひ
ど
い
者
は
郡
中
で
は
働
か
せ
な
い
こ
と
と
し
、
非
人
番
に
預
け
る
と
さ
れ

740 幕末の社会第五主主



て
い
る
。

ま
た
素
擁
壁
の
下
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て
は
対
策
と
し
て
、
今
後
新
た
に
口
入
れ
悶
肢
を
設
け
、
必
ず
そ
こ
を
通
し
て
挺
う

」
と
と
す
る
と
し
て
い
る
が
、
一
一
一
年
後
の
弘
化

（
一
八
四
五
）
に
は
武
郎
・
菟
原
・
入
部
一
一
一
郡
が
共
同
し
て
、
素
極
陸
の
下

職
・
労
働
者
の
勤
務
状
態
に
つ
い
て
協
定
し
て
い
る
。
労
働
者
の
地
域
管
理
も
、
廻
在
者
と
同
様
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ツ
心
。

こ
の
ほ
か
入
部
郡
の
協
定
書
で
は
卒
履
商
い
や
雪
駄
直
し
を
す
る
皮
多
に
つ
い
て
は
、
今
後
決
し
て
家
々
の
門
よ
り
内
に
入

れ
な
い
、
酒
造
場
や
水
車
場
に
も
近
づ
か
せ
な
い
、
ま
た
山
林
に
立
ち
入
り
木
を
伐
っ
て
い
る
の
を
見
付
け
れ
ば
訴
え
出
る
と

し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
村
々
の
地
域
管
理
は
、
き
わ
め
て
排
他
的
で
差
別
的
な
性
質
を
露
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

後
述
の
よ
う
に
市
域
に
は
、
酒
造
業
や
素
翻
業
と
い
っ
た
産
業
が
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
た
。
そ
れ
に
連
れ
て
労
働
市
場
も
拡

大
さ
れ
、

ま
た
労
働
者
の
賃
金
も
全
体
に
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
新
た
な
矛
届
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
村
自
体
も
好
景
気
で
あ
れ
ば
矛
盾
は
顕
在
化
し
な
い
の
だ
が
、
飢
箆
な
ど
に
よ
っ
て
良
村
の
状
態
が
悪
化
す
れ
ば
、
そ
れ
は

政
ち
に
地
域
に
働
く
人
々
へ
の
圧
力
、
規
制
強
化
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
協
定
舎
は
有
効
期
間
持
年
と
決
め
て

村落社会の趨勢

い
な
く
と
も
、
再
び
同
様
な
事
態
に
な
る
と
そ
れ
は
繰
り
返
さ
れ
る
。
嘉
、
氷
一
一
ア
年
間
郡
で
は
再
び
協
定
舎
が
作
ら
れ
る
が
、
天

保
十
三
年
に
立
て
た
も
の
が
年
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
た
の
で
再
度
決
め
る
と
し
て
、
天
保
期
の
問
額
を
定
め
て
い
る
。

近
世
は
、
対
外
戦
争
が
な
か
っ
た
と
い
う
怠
味
に
お
い
て
、
平
和
な
時
代
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
戦
士
身
分
と

紡
長
戦
争

と
村
々

し
て
武
士
が
体
制
的
に
存
在
し
、
時
折
軍
事
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
文
化
期
以
降
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
・

第二節

ロ
シ
ア
の
船
が
臼
木
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
り
、

よ
う
や
く
海
防
の
必
要
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
世
の

t企i!i E霊'ii:誠司m74I 



写真 160 「明石務京

都合j{/J郷人足
ぉ；i内閣付11長」
（表110

「
泰
平
」
を
絞
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
嘉
永
七
年
九
月
、

ロ
シ
ア
箪
蹴
デ
ィ

ア
ナ
号
が
大
阪
湾
に
進
入
し
天
保
山
神
に
停
泊
似
す

る
に
及
ん
で
に
わ
か
に
「
摂
海
防
衛
」
が
日
程
に

の
ぼ
り
始
め
る
。
こ
の
時
の
騒
然
と
し
た
様
子
を

る
。
ベ
リ
l
の
浦
賀
来
航
か
ら
数
え
て
、

「
近
来
年
代
記
」
は
っ
御
公
儀
に
は
上
を
下
へ
と
お
お
そ
う
ど
う
に
し
て
、
槍
よ
鉄
砲
と
て
お
お
さ
わ
ぎ
な
り
」
と
記
し
て
い

い
そ
ぎ
尼
崎
藩
や
明
石
滞
も
沿
岸
防
備
の
た
め
動

カ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。

員
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
市
域
の
村
々
で
は
昨
っ
て
わ
い
た
よ
う
に
御
用
金
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
石
藩
で
は
悶
年
「
奥
田
船

渡
米
に
つ
き
御
用
金
L

を
領
内
村
々
に
賦
課
し
て
い
る
し
、
幕
府
領
村
々
で
は
「
海
岸
制
御
備
向
御
入
用
」
と
い
う
名
目
で
拠
金

形
で
時
代
の
流
れ
は
村
々
に
及
ん
で
い
っ
た
。

が
命
ぜ
ら
れ
、
例
え
ば
入
部
都
中
村
で
は
安
政
一
一
一
年
に
村
内
一
六
名
の
連
名
で
金
二

O
閥
を
上
納
し
て
い
る
。

ま
ず
こ
う
し
た

こ
れ
を
機
に
、
国
内
で
は
幕
府
の
開
悶
政
策
に
対
決
す
る
按
夷
派
の
動
き
が
活
発
と
な
り
、
完
治
元
年
（
一
八
六
四
）
そ
の
中

心
で
あ
っ
た
長
州
帯
が
禁
門
の
変
を
起
こ
す
と
、
滞
士
の
退
路
に
あ
た
る
京
・
兵
時
間
の
緊
張
は
一
挙
に
高
ま
っ
た
。
明
石
器

は
こ
の
時
も
京
都
労
街
を
命
ぜ
ら
れ
て
出
動
し
、
領
内
村
々
に
人
足
を
割
り
掛
け
て
い
る
。

つ
い
で
、
幕
府
に
よ
る
長
州
征
伐
が
一
克
治
元
年
八
月
に
始
ま
っ
た
。
翌
一

一
月
停
戦
を
み
た
が
、

L
！
こ
土
己
H
H
長
主
在

日

f
F
b
v
t本山
W
A
ノ？
3
1
ν

川
茂
承
を
総
替
に
在
じ
て
第
二
次
征
設
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
丘
（
鴎
津
で
は
進
発
に
伴
い
お
び
た
だ
し
い
人
足
が
必
要
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と
な
る
と
し
て
、
助
郷
五
人
カ
村
、
加
劫
郷
九
カ
村
あ
わ
せ
て
六
七
カ
村
に
七

0
0
0人
の
正
人
足
の
提
供
を
申
し
出
て
い
る
。

正
人
足
と
は
金
銭
で
納
め
て
人
足
立
総
う
の
で
は
な
く
、
村
々
か
ら
直
接
人
足
を
出
す
こ
と
を
い
う
が
、
七

0
0
0人
と
は
当

い
か
に
多
数
の
本
聞
が

時
の
兵
庫
浮
の
人
口
が
約
二
万
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
一
一
一
五
%
に
当
た
る
数
字
で
あ
る
。

村落社会の趨勢

数

板翁村のf獄どな

「
松
の
木
の
間
か
ら
職
や
ら
赤
色
其
外
い
ろ
い
ろ
の
衣

通
過
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

服
き
ら
き
ら
と
光
る
甲
山
内
も
見
へ
」
祭
礼
の
よ
う
で
、
昔
の
太
閤
記
の
軍
装
と
少
し
も
変
ら
な
か

征；長率 （「言i3Il道之友J)

っ
た
と
「
記
臆
之
友
｝
の
作
者
は
少
年
の
頃
の
印
象
を
記
し
て
い
る
。

助
長
戦
争
に
伴
っ
て
求
め
ら
れ
た
人
足
は
、
宿
駅
の
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
兵
賦
」
と
よ

ば
れ
る
現
地
派
遣
の
歩
兵
人
足
が
、
幕
府
鎖
で
は
一

0
0
0お
に
一
人
を
基
準
に
割
り
当
て
ら
れ

た
。
も
ち
ろ
ん
強
壮
な
男
子
、
が
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
正
人
足
で
あ
り
、
高
給
で
日
憾
な
ど
を

写真 161

坂
本
村
で
は
百
姓
助
放
の
伴
銀
政
（
一
二
歳
）

雇
っ
て
村
人
に
代
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

月
に
長
州
へ
向
け

と
、
徳
右
衛
門
体
善
之
助
の
二
人
が
選
ば
れ
、
善
之
助
で
い
え
ば
慶
応
二
年

て
出
立
し
て
い
る
。
彼
に
対
し
村
で
は
前
年
十
一
月
四
日
一

O
阿
を
払
い
、
出
発
当
日
さ
ら
に
銀

人

人
t
i
1
L
4
i

噌

tゐ
宅

A

H

3

0

A

U

Jrri 

今

，

“

今

，

“

今

，

，

“

今

，

“

．

．

．

．

 

戸

3
4
B
勾

δ

今、
υ

司
J

u

t

－

第二節

表 190

玉条

凶
匁
（
一
一
内
一

O
一
…
匁
間
分
耕
甘
え
で
一

O
問
分
）
止
を
渡
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
二

O

一貫一

資料： r武jj・.5

間
に
な
る
が
、

一
O
珂
は
幕
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
正
規
の
給
金
（
年
間
）
で
、
残
る

O
両
は
村
方
か
ら
の
増
給
金
で
あ
ろ
う
。
所
に
よ
っ
て
は
五

O
問、

八

O
両
と
い
っ

た
増
給
金
を
出
し
て
い
る
地
方
も
あ
る
が
、
給
金
な
上
乗
せ
し
な
い
と
兵
賦
人
の
確

保
は
難
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
増
給
分
は
、
村
人
が
割

近日をll:.議fi¥III743 



り
合
っ
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

あ
わ
せ
て
村
々
に
は
軍
資
金
の
献
金
が
求
め
ら
れ

鹿
ぃ
比
二
年
五
月
幕
府
は
、
第
二
次
征
長
を
控
え
て
江
戸
・
大
坂
・
兵

障
の
一
日
後
商
と
汲
ん
で
幕
府
領
の
農
民
に
対
し
て
も
征
長
授
の
献
金
を
命
じ
て
い
る
が
、
入
部
郡
板
宿
村
が
殺
し
出
し
た
献
金
額

は
m
m
五
時
で
、
そ
の
内
訳
は
表
山
の
通
り
で
あ
る
。
同
年
よ
り
五
年
賦
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
一
年
自
の
慶
応
一
一
一

年
末
に
は
幕
府
は
も
は
や
な
い
。

2 

近
世
後
期
の
人
口
動
態

村
の
人
口
と

人
口
支
持
力

人
口
の
変
動
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
地
域
の
経
済
的
環
境
や
住
民
の
生
活
意
識
な
ど
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け

る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
位
後
半
期
に
お
け
る
市
域
農
村
で
は
、
商
業
的
良
業
が
進
展
し
、
と
く
に
灘
地
域
で

は
醸
造
業
・
絞
油
業
な
ど
の
工
業
も
興
っ
て
、

そ
の
経
済
的
環
境
も
か
な
り
変
貌
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
環
境
を
ふ
ま
え

て
各
村
々
の
人
口
変
動
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
各
村
々
の
人
目
を
、
農
業
生
産
高
と
り
わ
け
主
食
で
あ
る
米
の
収
楼
高
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
し
た
の
が
表
山
で
あ
る
。

村
の
米
政
高
が
わ
か
る
史
料
に
乏
し
い
の
で
、
年
に
よ
る
差
も
生
じ
る
が
、
便
宜
的
に
村
の
石
高
を
も
っ
て
人
口
と
対
比
し

て
み
た
も
の
で
、

一
人
当
た
り
の
石
高
を
縦
軸
に
と
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
村
高
が
実
際
の
収
穫
高
を
示
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
さ
ら
に
年
賀
納
付
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
て
単
純
に
は
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
農
業
生
産
と
人
口
を
大
ま
か
に
把
握

す
る
方
法
と
し
て
利
用
し
た
い
。

744 幕末の社会第五主主



村草寺社会の趨勢第二節

1人当たワ石高からみた村の配置表 191

淡

業

i ~世

山
氏
・
余
業
製

・＊尻池1.86 

. gg代1.81 

－板宿1.78 

．大手1.68 

• j翁｛白尾1.81 

・ l!'司ド1.70 

2. 0 

計一近歴史編ill74ラ



い
ま
一
人
年
間
消
技
量
一
一
ね
と
い
う
法
却
を
取
っ
て
、
そ
れ
よ
り
石
高
の
大
き
い
村
は
民
業
生
産
だ
け
で
人
れ
支
持
カ
が
あ

る、

つ
ま
り
そ
れ
だ
け
の
人
々
の
食
績
が
賄
え
る
と
し
、
逆
に
一
よ
り
小
さ
い
村
は
そ
の
支
持
力
が
な
い
と
考
え
て
み
る
。
こ

れ
で
み
る
と
、
明
石
部
の
繁
田
・
大
畑
村
、
有
馬
郡
の
市
中
大
沢
・
上
浮
上
村
、
長
議
郡
の
東
下
・
市
僧
尾
村
な
ど
、
こ
の
一
一
一

部
で
は
大
部
分
の
村
が
一
よ
り
大
き
く
、
農
業
生
産
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

い
わ
ば
「
山
口
出
業
型
一
で
あ
る
。

一
方
、
八
部
郡
・
菟
原
郡
で
は
村
に
よ
る
差
が
大
き
く
、
二
石
近
い
束
尻
池
・
商
代
村
な
ど
か
ら
、

0
・
二
五
以
下
の
一

茶
屋
・
御
影
村
ま
で
、

そ
の
中
間
を
今
日
め
て
幅
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
石
高
の
方
が
小
さ
い
村
は
、

ユ
ホ
ミ
こ
L

へ二
j

t
ヵ
b
V
7
1
ノマイ

魚
崎
・
神
戸
村
な
ど
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
、
柑
造
業
や
海
運
業
の
感
ん
な
村
で
、
こ
う
し
た
農
業
以
外
の
産
業
が
支
持
力
と
な
っ

て
お
り
、
社
会
的
分
業
の
進
ん
だ
「
尚
工
業
型
」
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
同
型
の
中
間
に
当
た
る

人
ご
ね
と
い
う
什
拡
散
中
に
近
い
村
々
の
場
合
は
、
民
業
を
主
た
る
生
業
と
し
な
が

ら
も
、
な
お
か
つ
何
ら
か
の
余
業
を
も
必
要
と
す
る
「
出
・
余
業
製
」
の
村
と
み
て
よ
い
。
以
下
順
に
そ
の
変
動
を
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

各
村
の
人

口
変
動

ま
ず
農
業
型
の
村
の
幕
末
期
に
い
た
る
人
口
の
動
き
を
み
る
と
、
時
期
に
よ
っ
て
若
干
の
起
伏
を
示
し
な
が
ら

も
、
全
体
と
し
て
は
停
滞
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
型
の
例
と
し
て
入
部
郡
板
宿
村
を
と
っ
て
、
そ
の
変

選
の
要
問
を
採
っ
て
み
よ
う
（
表
問
）
。
ま
ず
出
生
数
・
死
亡
数
と
も
に
年
に
よ
る
偏
り
が
か
な
り
あ
っ
て
、
出
生
率
で
は
一

J

内
・
六
%
、
死
亡
事
で
は
一

1
一
た
・
一
二
%
の
幅
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
自
然
増
減
も
年
に
よ
っ
て
変
動
し
、
一

%
程
度
地
加

の
年
も
あ
れ
ば
、
一
一
一
・
九
%
も
減
少
す
る
年
も
あ
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。

た
だ
文
化
期
か
ら
幕
末
期
へ
か
け
て
の
時
期
を

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
不
安
定
な
が
ら
わ
ず
か
に
出
生
数
が
上
問
っ
て
お
り
自
然
増
の
型
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
民
業
を
基
本

746 
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(0. 7) 
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(1. 8) 

(0. 7) 。

(1. 7) 

t伝入
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(1. O) 

(0. 3) 

(0. 7) 

3 
(1. 0) 

(0. 4) 
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(1. 4) 
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(0. 3) 

(0. 7) 。
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勾
，
“
今
、
v

生

29ヲ

282 

280 

29号

285 

287 

人口

311 

5 (1822) 

8(1825) 

文化 4(1807)

グ 15(1815)

交政 2(1819) 

7 (1810) 

グ 11(1814) 

代手
十4d 

// 

ノア

／／ 

283 言宗永 6(1853) 

安政 4(1857) 

299 6 (1859) // 

(0. 7) (1. 0) 
女久 2(1862) 

と
す
る
社
会
で
は
飢
能
・
伝
染
病
な
ど
の

切：

影
響
を
除
け
ば
、

一
般
的
に
は
自
然
取
の

近

傾
向
を
た
ど
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合

E歪史編Ill

は
母
集
団
も
小
さ
く
小
幅
な
が
ら
変
動
の

多
い
推
移
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
社
会
的

庁
、
取
の
方
は
、
転
出
入
と
も
に
一
%
を
超

え
る
年
は

例
の
う
ち
の
一
一
一
、

四
例
で

低
く
、
小
…
帽
の
変
動
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

」
の
時
期
全
体
と
し
て
は
援
引
き
変
化
な

く
、
社
会
的
増
減
が
人
口
に
及
ぼ
す
影
響

は
少
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
う
し

て
村
人
口
は
小
幅
の
増
減
を
繰
り
返
し
な

（注） （ 〉はi主ヰ・i%o

資料：「武井線放会文；1trJ

が
ら
停
滞
状
態
で
捻
移
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
同
じ
幾
業
型
の
有
馬
郡
結
場

村
の
場
合
は
、
文
化
末
年
（
一
八
一
八
）
か

ら
天
保
期
に
明
大
局
前
が
あ
り
、
以
後
幕

小
中
小
ま
で
そ
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
こ
の

747 



(tli位．人）

十4
(3. 9) 

十4
(3. 3) 

十6
(4. 9) 

十l
(0. 8) 

結場村の人口動態

8〔6〕
(7. 8) 

12〔11〕
(9. 8) 

13〔10〕
(10. 6) 

8〔7〕
(6. 7) I 

転入自然増減死亡

(1. 0) 

2 
(1. 6) 

(1. 6) 

2 
(1. 7) 

表 193

出生

// 

変
動
の
原
悶
を
み
よ
う
と
し
た
の
が
表
山
で
あ
る
。
こ
こ
に
7

べ
ら
れ
る
文
政
九
年

（
一
八
一
一
六
）
か
ら
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
と
も
自
然
増
加
・

社
会
地
加
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
問
題
は
社
会
期
加
の
方
で
、
人
口
母
体
に
比

し
て
転
入
・
転
出
と
も
に
著
し
く
数
量
が
多
い
。
こ
れ
は
史
料
に
奉
公
人
と
し
て

注
記
さ
れ
て
い
る
人
数
の
多
さ
に
よ
っ
て
お
り
、
村
内
に
あ
る
こ
射
の
人
力
絞
油

業
へ
の
就
労
者
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
農
村
工
業
の
よ
う
な
農
外
産
業

が
存
在
す
る
場
合
は
、
そ
の
問
、
流
入
人
口
に
よ
る
社
会
地
が
あ
っ
て
人
口
の
刑

大
局
聞
が
現
れ
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
人
口
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
が
上
浮
上
村

で
、
化
政
期
の
停
滞
傾
向
か
ら
天
保
末
年
（
一
八
四
四
）
以
後
に
増
大
局
面
が
み
ら

れ
る
。そ

れ
で
は
、
社
会
的
分
業
の
進
ん
だ
商
工
業
裂
の
場
合
を
、
菟
原
郡
魚
崎
村
の

例
で
み
て
み
よ
う
。
魚
崎
村
で
は
、
文
化
期
以
後
幕
末
期
に
か
け
て
、
人
口
は
塙

（注） ( ユはうち宣告公人数。

（ ）は比率%。

大
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
な
お
同
村
沼
造
業
の
発
展
朋
に
当
た
っ
て

お
り
、

そ
の
こ
と
が
人
口
増
大
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

表
山
に
よ
っ
て
、
そ
の
増
大
の
特
質
を
採
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
社
会
的
増
減
を

み
る
と
、
天
保
末
期
以
後
転
入
率
は
ほ
と
ん
ど
の
年
で
転
出
率
を
上
ま
わ
っ
て
お

り
、
社
会
増
の
顕
向
が
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
。

ま
た
FU然
噌
減
の
方
も
、
こ
の
附

748 為：i;;tミの社会~l沼： Ij'.1:
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ロ士数減

十6
(0. 7) 

+10 
(1.。）

十17
(1. 8) 

÷3 
(0. 3) 

十5
(0. 5) 

-4 
(0. 4) 

十28
(2. 8) 

+15 
(1. 4) 

社会増減

十6
(0. 7) 

十8
(0. 8) 

十l
(0. 1) 

十4
(0. 4) 

+6 
(0. 6) 

十6
(0. 6) 

十10
(1.。）

転出

10 
(1. 1) 

8 
(0. 8) 

(0. 5) 

10 
(1.。）

8 
(0. 8) 

12 
(1. 2) 

8 
(0. 8) 

9 
(0. 9) 

転入

16 
(1. 7) 

8 
(0. 8) 

(1. 3) 

(1. 1) 

(1. 2) 

18 
(1. 8) 

14 
(1. 4) 

19 
(1. 8) 

自然域減

。
十10
(1. 0) 

+9 
(0. 9) 

十2
(0. 2) 

+1 
(0. 1) 

-10 
(1. 0) 

十22
(2. 2) 

十5
(0. 5) 

死亡

28 
(3. 1) 

13 
(1. 4) 

(2. 2) 

30 
(3.。）

28 
(2. 8) 

28 
(2. 7) 

15 
(1目5)

19 
(1. 8) 

!I¥!£ 

28 
(3. 1) 

23 
(2. 4) 

30 
(3. 1) 

(3. 2) 

29 
(2. 9) 

18 
(1. 8) 

37 
(3. 7) 

24 
(2. 3) 

1, 

グ 15(1844) 

ヲミ保13(1842) 

弘化 2(1845)

嘉永 2(1849) 

4(1847) 

4(1851) 

6 (1853) 

代年

// 

／／ 

// 

7 (1854) // 

加
は
出
生
率
が
二
%
に
達
し
な
い
年
は

例
だ
け
で
、
逆
に

一
%
を
超
え
る
例
が
半
分
あ
っ
て
、

そ
の
率
は
高
く
、
死
亡

中
和
も

一
%
と
高
い
が
、
一
一
例
を
除
い
て
他
の

年
は
い
ず
れ
も
岳
然
増
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
全
期

問
を
総
合
す
る
と
年
平
均
約
一
%
の
人
口
増
加
と
な
っ
て
い

る
。
高
工
業
活
動
の
上
昇
期
は
、
人
口
の
う
え
か
ら
み
る
と

自
然
増
型
・
流
入
型
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
同
じ
商
工
業
製
の
八
郎
郡
神
戸
村
の
場
合
を
検
討
し

て
み
た
い
。
表
山
は
神
戸
村
の
人
口
変
還
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
村
人
口
は
天
保
前
期
に
一
時
増
大
し
て
い
る
が
、

以
後
は
概
し
て
緩
や
か
な
減
少
増
大
の
波
状
を
示
し
て
い
る
。

神
戸
村
は
海
運
業
・
酒
造
業
な
ど
の
進
ん
だ
村
で
あ
る
が
、

（注） （ ）は比率%。

資料： r魚崎財産j玄文芸む

」
の
時
期
は
両
業
と
も
上
灘
に
押
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
て
、

そ
の
停
滞
が
こ
う
し
た
緩
や
か
な
動
き
に
反
映
さ
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
同
村
の
嘉
、
水
七
年
（
一
八
五
回
）
の
出
生
率
は

二・

OMP、
死
亡
率
は
一
・
五
%
で
や
は
り
rM然
増
型
を
一
部

し
、
転
入
率
は
一
・
三
%
、
転
出
率
は

・
一
一
%
で
こ
れ
も

t立・近歴史言語IIl749 



（単位：人）

年 代 人口 男 女

天和～貞苓（1681～8) 1,293 706 587 

元禄 3(1690) 1,382 764 618 

グ 14(1701) 1, 621 884 737 

宝暦10(1760) 1, 985 

交政13(1830) 2,637 1,349 1,288 

天保 3(1832) 2,640 1,357 1,283 

グ 4(1833) 2,666 1,370 1,296 

か s(1834) 2,670 1, 361 1,309 

か 8(1837) 2,624 1,337 1,287 

グ 10(1839) 2, 541 1, 293 1,248 

グ 11(1840) 2,442 1,240 1,202 

弘化 2(1845) 2,558 1,297 1, 261 

嘉永 3(1850) 2,547 1,270 1, 277 

グ s(1852) 2,522 1, 257 1,265 

グ 6(1853) 2,533 1, 261 1, 272 

安政 s(1858) 2, 605 I 1, 305 1,300 

神戸村の人口変遊表 195

流
入
型
と
な
っ
て
、
高
工
業
型
の
特
徴
を
も
っ
て
い

る
が
、
そ
の
相
は
い
ず
れ
も

0
・五
J
、
0
・
ニ
%
と

か
な
り
の
小
幅
に
止
ま
り
、
結
果
と
し
て
は
停
滞
的

資料：神戸市立中央図書3館所蔵文書

と
も
い
え
る
徴
増
局
間
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
両
型
の
中
間
に
あ
た
る
農
・
余
業

型
の
動
態
を
探
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
例
と
し
て
菟
原

郡
上
野
村
を
と
り
あ
げ
る
（
表
出
。
村
人
口
は
、
文

政
期
以
後
幕
末
期
に
か
け
て
漸
減
傾
向
を
示
し
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
出
生
率
は

O

四
J
一
一
一
・
六
%
の
間
を
、
ま
た
死

t
ふ
み
は
一
・
一
一
一
J

り
、
先
の
農
業
型
と
基
本
的
に
一
致
す
る
。

五
・
一
一

μ
の
鴎
を
上
下
し
、
年
に
よ
っ
て
一
・
八
%
ほ
ど
増
加
し
た
り
、
あ
る
い
は
ニ
・
九
%
も
減
少
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

い
る
。

し
か
し
全
体
と
し
て
み
れ
ば
や
は
り
死
亡
が
や
や
上
回
り
、
自
然
滅
型
を
示
し
て

し
か
し
社
会
増
減
の
方
は
、
転
入
率

0
・
四
J
一
・
八
%
、
転
出
率

0
・
八
J
二
・
一

%
で
、
商
工
業
型
に
比
べ
て
低
く
、

む
し
ろ
こ
れ
も
農
業
型
に
近
い
。

た
だ
農
業
型
と
違
う
の
は
、
わ
ず
か

0
・
四

J
0
・
八
%
と
い
う
小
幅
で
は
あ
る
が
、
連
年

の
よ
う
に
転
出
率
が
上
回
っ
て
お
り
、
人
口
流
出
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

向
じ
良
・
余
業
型
の
入
部
郡
花
熊
村
の
場
合
も
、
出
入
り
は
あ
る
が
村
人
口
は
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
両
村
は

750 幕末の社会第五主主
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(2. 0) 

-8 
(3. 3) 

-6 
(2. 5) 

-4 
(1. 8) 

十3
(1. 3) 

(0. 4) 

十2
(0. 9) 

社会地減

(0. 4) 

(0. 4) 

(0. 8) 

(0. 9) 

(0. 4) 。

転出

(0. 8) 

(0. 8) 

4 
(1. 7) 

(2. 2) 

(0. 9) 

4 
(1. 8) 

(2. 2) 

転入

(0. 4) 

(0. 4) : 

附；
(1. 3) : 

(0. 4) 

4 
(1. 8) 

4 
(1. 8) 

自然増減

-4 
(1. 6) 

-7 
(2. 9) 

-4 
(1. 7) 

-2 
(0. 9) 

十4
(1. 8) 

(0. 4) 

十3
(1. 3) 

死亡

13 
(5. 2) 

10 
(4. 1) 

(2. 1) 

6 
(2. 7) 

3 
(1. 3) 

5 
(2. 2) 

3 
(1.3) 

日＼ ~j::_

9 
(3. 6) 

3 
(1. 2) 

240 I 1 
! (0. 4) 

226 I 4 
(1. 8) 

7 
(3. 1) 

4 
(1. 8) 

6 
(2. 6) 

249 

227 

225 

241 

人口

か 13(1830)

天！≫ 2 (1831) 

交政12(1829)

系氷 2(1849) 

5 (1852) 

6 (1853) 

{I:; l
 

r
t
 

// 

// 

(0. 4) 
227 7 (1854) // 

六
甲
南
麓
の
灘
白
地
域
に
属
し
、
山
民
業
を
主
と
し
て
い
る
が
、
付

近
に
は
水
車
絞
油
業
・
酒
造
業
ほ
か
各
種
商
工
業
が
展
開
し
、
労

働
需
要
を
擁
し
て
い
る
こ
と
が
、
時
村
の
人
口
流
出
の
背
景
と
し

て
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
明
石
郡
の
村
々
は
多
く
農
業
型
に
腐
し
て
い
る
が
、
史

料
に
恵
ま
れ
ず
、
た
だ
木
見
村
に
つ
い
て
は
、
人
口
動
態
が
う
か

え
が
る
の
で
、
と
く
に
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
木
見
村
は
村
高
か

ら
み
る
と
、
農
・
余
業
型
に
近
い
。
村
人
口
は
、
概
し
て
停
滞
傾

向
を
一
爪
す
が
（
表
店
、
天
保
期
後
半
は
減
少
局
面
が
あ
り
、
安
政

ー
文
久
期
に
は
逆
に
増
大
局
間
に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
自
然
増

減
か
ら
み
る
と
、
出
生
率
は

0
1五
・
二
%
、
死
亡
率
は
一

1
四

一一
M
P

で
向
型
の
村
と
大
法
一
日
は
な
い
が
、
死
亡
率
の
上
問
る
時
期
と

出
生
率
の
上
回
る
時
期
が
や
や
継
起
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

（注〉 （）は比率%。

資料：「坂本家Jz:ff:FJ

そ
の
よ
う
な
変
濯
を
一
不
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
天
保
期
の
不
作
な

ど
農
業
生
産
と
の
関
連
も
想
定
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
断
定
は

で
き
な
い
。

一
方
、
転
入
本
は

0
1
二
・
C
%
、
転
山
山
中
部
O
J四
%
と
、
こ

i!!: 近歴史編直7ラ玄
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転出転入自然椴減

(2. 0) 。
4 
(2. 0) 

(1. 1) 

(0. 5) 。

。

(1. 1) 。
）
 

4
B
A

戸、υ一0

．。
（
 

(0. 5) 

(0. 5) 

-4 
(2.。）。

(0. 4) 

-6 
(2. 4) 

3 
(1.5) 

(1. 0) 

8 
(4. 0) 

(1. 0) 

4 
(1. 7) 

(2. 8) 

。

(1. 0) 

(0. 5) 

4 
(2. 0) 

(1. 0) 

(1. 3) 

(0. 4) 

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

 

l
，b
〈

7
b
ぷ

U
2
r
b
1
2
0
3
A
U
3
H
3
4
9
9
0ッ

3

2

一
位

2
．
一

3．
＋

3．
一

1．
一

L
＋

上

十

L
十

丸

十

1．

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

 

3 I 4 
CL s) I (2. o) 

ci. 6) I (4. 2) 
0 I 6 
(3. 2) 

(1.。）

(1.5) 

(3. 6) 

(1. 5) 

4 
(1. 9) 

(1. 3) 

4 
(1. 6) 

死亡生出人口代''F 

202 

189 

天保 6(1835)

// 11(1840) 

186 グ 13(1842) 

8 
(4. 2) 

(0. 5) 

4 
(2. 1) 

6 
(3. 0) 

8 
(3. 9) 

12 
(5. 2) 

(2. 8) 

192 

198 

200 

231 

193 

207 

グ 15(1844)

りよ化 2 (1845) 

4 (184 7) 

嘉永 4(1851)

7 (1854) 

安政 5(1858) 

’F 

” 

246 文久 1(1861) 

れ
も
向
型
と
大
差
な
く
、

か
つ
全
体
と
し
て
は

転
出
数
が
上
回
っ
て
流
出
型
で
あ
る
の
も
、
山
以

ん
ぷ
業
型
の
特
徴
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
同
型
・
問
傾
向
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
明

石
部
の
農
業
型
も
他
都
の
場
合
と
似
た
傾
向
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

世
帯
規
模

の
縮
小
化

次
に
位
帯
規
模
の
状
況
を
と
り

あ
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
農
業
型

の
例
と
し
て
板
稿
村
の
世
帯
規
模
を
ま
と
め
た

の
が
表
別
で
あ
る
。

世
帯
平
均
五
人
台
で
ほ

（俊） 〔）は比本%。

資料神戸市立中央図Z号館所級交；IJ

と
ん
ど
変
化
が
な
い
。

し
か
も
貞
享
コ
一
年
（

六
八
六
）
当
時
の
一
世
帯
平
均
人
数
が
五
・
五
人

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
近
散
を
通
じ
て

世
裕
規
模
は
五
人
台
で
目
立
っ
た
変
化
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
水
田
良

業
経
営
の
維
持
に
は
一
定
の
労
働
力
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
た
生
産
構
造
と
の
関
連

752 ft'~Jlミの社会第五'ltc



を
想
起
さ
せ
、
単
婚
家
族
を
基
本
に
し
た
家
族
構
成
が
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
農
業
に
立
脚
す
る
型
の
特

徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

i!t 近

そ
れ
で
は
、
農
・
余
業
型
の
場
合
は
ど
う
か
。
そ
の
例
に
上
野
村
の
世
帯
人
数
を
表
山
で
み
て
み
よ
う
。
文
政
十
一

の
平

E賢史謀議政

均
四
・
三
人
は
、
嘉
、
氷
こ
ろ
に
は
一
一
一
人
台
に
な
っ
て
、
幕
末
に
か
け
て
わ
ず
か
な
が
ら
も
減
少
額
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
村
の
場
合
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
O
）
こ
ろ
に
は
、

七
八
八
）
で
は
平
均
四
・
五
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、 二
戸
の
平
均
が
五
・
四
人
を
数
え
、

近
位
前
期
は
農
業
型
と
向
じ
五
人
台
で
あ
っ
た
も
の
が
、

次
第
に
減
少
し
て
き
た
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
下
っ
て
天
明
八
年

こ
の
一
八
世
紀
に
入
る
元
禄
期
か
ら
宝
麿
期
に
か
け
て
は
、
灘
自
で
の
在
方
商
工
業
の
進
展
が
み
ら
れ
た
時
期
に
あ
た
る
が
、

村落社会の趨勢

板宿村の世帯人数表 198

第二節

入
5. 5 

5.5 

5. 4 

5.6 

5. 4 

5. 2 

4. 9 

5.3 

5.4 

5. 1 

数

点卒 3(1686) 

文化 4(1807)

グ 7(1810) 

グ 11(1814)

交政 2(1819) 

グ 8(1825) 

築永 6(1853) 

安政 4(1857) 

// 6(1859) 

文久 2(1862)

F' 
59 

56 

55 

53 

53 

53 

57 

55 

55 

58 

戸口

人
327 

311 

2ヲ9

299 

287 

280 

283 

292 

299 

300 

人代ま下

資;j'cif：「武井幸員数会文努」，「秋宗家文芸｝J

上野村の世帯人数表 199

人
5.4 

4. 5 

4. 3 

4.2 

4. 2 

4. 1 

3.9 

3.9 

3.9 

数

寛文10(1670) 

天明 8(1788) 

文政12(182守）

// 13(1830) 

天保 2(1831) 

姦永 2(1849) 

グ 5(1852) 

グ 6(1853) 

。7(1854) 

F' 
35 

53 

57 

57 

57 

54 

57 

57 

57 

一戸口

人
191 

239 

249 

241 

240 

226 

227 

225 

227 

人ィt年

資料：「坂本家文芸む

アラ3



神戸村の世；治人数

人
5. 5 

3. 7 

3.6 

3.5 

3.5 

3. 7 

3.6 

3司6

3.6 

3. 7 

数

F' 
291 

531 

732 

735 

744 

679 

699 

706 

691 

703 

戸ロ
人
1, 621 

1,985 

2,637 

2,640 

2,670 

2,541 

2,558 

2, 547 

2, 533 

2,605 

人

表 200

代

元禄14(1701)

窓際10(1760)

文政13(1830)

天保 3(1832) 

グ 5(1834) 

グ 10(1839)

弘化 2(1845) 

嘉永 3(1850) 

グ 6(1853) 

安政 5(1858) 

和
ザ

上
野
村
で
は
人
口
の
増
加
と
、
以
刊
に
戸
数
の
増
加
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
。

て
し
て
、

幕
末
期
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
戸
数
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
は

資料：神戸市立中央図Z書館所蔵文m

な
い
が
、
村
外
へ
の
人
口
流
出
が
み
ら
れ
、
枇
市
規
模
の
縮
小
が
ゆ
る
や

か
に
進
行
し
て
ゆ
く
と
い
う
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
農
・
余
業
型

の
特
徴
と
い
え
る
。

次
に
、
農
業
以
外
の
産
業
が
進
ん
だ
商
工
業
型
の
場
合
を
神
戸
村
の
例

で
み
て
み
よ
う
（
表

m
y
神
戸
村
で
は
史
料
で
確
か
め
ら
れ
る
宝
暦
十
年

（
一
七
六
O
）
に
、
す
で
に
一
位
帯
一
平
均
人
数
は
一
一
了
七
人
で
あ
り
、
以
後

幕
末
ま
で
一
一
一
・
六
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
水
国
農
業
に
比
べ
て
、
商

規
模
の
縮
小
化
が
進
ん
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
。

工
業
の
場
合
は
、
労
働
編
成
に
家
族
の
大
き
さ
が
影
響
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
単
身
者
を
含
む
出
稼
ぎ
人
口
を
抱
え
て
、
世
帯

模
別
構
成
比
を
と
っ
て
み
よ
う
。

さ
て
こ
う
し
た
平
均
値
に
表
れ
た
世
帯
規
模
の
変
動
、
と
く
に
そ
の
縮
小
化
の
実
態
を
考
え
て
み
る
た
め
に
、
次
に
役
帯
規

国
印
A
は
ま
ず
農
業
型
の
板
宿
村
の
場
合
で
あ
る
。
六
人
家
族
が
も
っ
と
も
多
く
全
戸
数
の
約
二
八
%
、

四
分
の
一
以
上
を

従
っ
て
同
様
に
一
戸
数
は
減
り
、

占
め
て
い
る
。
そ
し
て
人
数
が
増
え
る
に
従
っ
て
戸
数
は
減
り
、
最
大
は
九
人
家
族
で
一
一
一
%
と
な
り
、
逆
に
家
族
数
が
減
る
に

一
人
位
帯
も
一
一
%
程
度
は
存
在
し
て
い
る
。
型
と
し
て
は
も
っ
と
も
標
準
的
な
姿
と
い
え
る
。

次
に
図
印

B
は
農
・
余
業
型
の
上
野
村
の
例
で
あ
る
。
家
族
数
一
一
一
J
六
人
の
一
戸
数
が
い
ず
れ
も
ニ
O
%
程
度
ず
つ
あ
り
、
こ

7ラ4芸品予iミの社会2おヨ工｝＇.~ニ
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れ
よ
り
家
族
数
が
多
い
場
合
は
戸
数
が
少
な
く
な
る
が
、

八
人
家
族
ま
で
は
存
在
し
、
ま
た
人
数
が
少
な
い
場
合
も
一
戸
数
は
減

る
が
、

一
人
世
帯
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
型
は
標
準
的
な
農
業
型
と
阿
賀
の
「
家
」
そ
の
も
の
は
な
お
存
在
し
な
が
ら
、
家
族
の

う
ち
か
ら
単
身
で
離
れ
て
行
く
出
稼
ぎ
の
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
図
叩
C
が
商
工
業
型
の
魚
崎
村
の
世
帯
構
成
で
あ
る
。
一
人
世
帯
が
全
体
の
一
七
%
、
一
一
人
世
帯
も
一
一
一
一
%
と
い
う
高

率
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
次
い
で
戸
数
と
し
て
は
少
な
い
が
一

O
人
・
一
一
人
家
族
が
存
在
し

て
い
る
の
も
他
の
型
で
は
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
一
人
位
帯
の
多
さ
は
、
農
業
型
と
は
質
の
異
な
る
「
家
し
構
成
で

あ
る
こ
と
の
端
的
な
表
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
出
稼
ぎ
の
流
入
人
口
を
抱
え
る
場
合
の
典
型
的
な
型
と
し
て
措
定
で
き
る
。

年
齢
別
人
口
構

成
の
な
一
タ
イ
プ

次
に
こ
れ
ら
一
一
一
型
の
年
齢
別
人
口
構
成
を
採
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
農
業
型
の
板
桔
村
が
留
日
A
で
あ

る
。
資
料
と
し
て
い
る
母
集
団
が
小
さ
い
た
め
、
部
分
の
煽
り
が
や
や
綴
端
に
表
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
他
の

場
合
も
同
じ
で
あ
る
）
が
、
低
年
齢
層
が
多
く
、
年
齢
が
進
む
に
従
っ
て
次
第
に
減
少
す
る
と
い
う
、
最
も
標
準
的
な
詰
士
山
型

に
通
ず
る
型
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
対
し
、
由
民
・
余
業
裂
で
あ
る
上
野
村
の
年
齢
別
構
成
（
閉
山
日
目
）
で
は
若
年
層
が
少
な
く
、
特
に
女
子
に
そ
れ
が
顕
著

で
あ
る
。

た
だ
一

O
歳
以
下
層
の
少
な
さ
（
八
%
以
下
）
は
、
過
去
一

0
年
間
ほ
ど
の
出
生
率
の
低
下
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
が
、

理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
同
じ
農
・
余
業
型
に
属
す
る
明
石
郡
の
木
見
村
や
和
国
村
で
は
、

一
O
歳
以
下
憶
が
一
一
一
%
前
後

を
占
め
て
お
り
、
こ
の
方
（
図
“
お
）
は
全
体
と
し
て
流
出
す
る
若
年
労
働
層
が
く
び
れ
た
形
の
足
型
に
比
定
で
き
る
。

最
後
に
、
商
工
業
型
の
魚
崎
村
の
場
合
が
国
内
山
C
で
あ
る
。
労
働
力
流
入
型
と
し
て
一

O
歳
以
上
五
五
歳
ま
で
の
年
齢
層
が

厚
い
型
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
単
身
者
の
世
帯
が
多
い
こ
の
型
で
は
、
人
口
総
数
に
対
す
る
出
生
数
の
比
率
が

7ラ6;f；~米の社会主（JJi'.l芋



相
対
的
に
小
さ
く
な
る
と
み
え
、
五
歳
以
下
層
の
切
れ
込
ん
だ
型
と
な
っ
て
い
る
。

板宿村（安政6(1859)) 
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第
三
節

幕
末
期
の
農
業
と
鉱
工
業

1 

農
民
の
階
層
構
成
と
地
主
小
作
関
係

南
部
諸
村
の

階
層
構
成

商
業
的
農
業
が
進
展
し
た
近
役
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
農
民
の
階
層
構
成
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
た
。

ま
ず
階
層
構
成
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。
表
加
は
花
熊
村
農
民
の
持
高
別
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
で
は
持
高
一
一
一
石
未
満
の
零
細
規
模
層
が
五
四
%
に
達
し
て
い
て
最
も
厚
い
。
こ
の
隠
の
農
民
も
、
裏
作
に

販
売
用
の
莱
穫
を
栽
培
す
る
が
そ
の
設
は
少
な
く
、
農
業
は
む
し
ろ
自
給
用
で
あ
り
、
酒
造
稼
ぎ
・
日
傭
稼
ぎ
も
し
く
は
小
商

売
な
ど
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

」
れ
に
対
し
持
高
五
石
以
上
と
い
う
層
は
二
八
%
を
占
め
、

一
部
に
は
駄
賃
稼
ぎ
な
ど
も
兼
ね
た
が
、
農
業
を
生
活
の
基
縦

に
し
た
関
で
、
代
表
的
な
商
品
作
物
で
あ
る
菜
種
作
を
も
積
極
的
に
推
進
し
、

一
O
石
を
超
え
る
中
農
以
上
の
場
合
は
一
様
用
者

を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
五
石
以
上
層
の
農
民
は
、
天
保
期
の
米
・
菜
種
師
の
上
昇
期
に
は
、
一
二
九
%
を
超
え
る

ま
で
に
増
加
傾
向
を
み
せ
て
お
り
、
持
高
を
増
や
し
て
二

O
石
以
上
を
所
有
す
る
農
民
ま
で
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の

農
業
前
進
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
う
ち
五
J
一
O
石
層
は
、
天
保
期
を
過
ぎ
る
と
わ

7ラ8;f，~）誌の社会第五竜



ず
か
な
が
ら
減
少
領
向
に
転
じ
て
ゆ
く
の
に
対
し
、

一
O
お
以
上
層
で
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
。

世t

一
方
、
五
石
未
満
一
憾
の
場
合
は
、
天
保
期
以
緯
に
減
少
傾
向
を
み
せ
、
と
く
に
五

OMPを
超
え
て
い
た
一
一
一
石
未
満
腐
は
、
天

近

保
十
五
年
（
一
八
四
凶
）
に
凹

一
・
八
%
、
安
政
ニ
年
（
一
八
五
五
）
に
は
一
一
一
七
・
一
一
一
%
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
反
煎
無
高

歴史綴Ill

層
が
増
え
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
村
外
へ
転
出
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
み
え
紘
一
戸
数
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
幕
末
期
の

花
熊
村
で
は
零
細
規
模
屑
に
変
動
が
大
き
く
、
土
地
を
手
放
し
、
税
農
化
し
て
ゆ
く
館
向
を
示
し
て
い
る
。

幕末期の設業と鉱工業

花熊村の持高構成表 201

第三節

% 
1. 7 

1. 7 

5. 1 

32. 2 

13. 5 

37.3 

安政2(1855) 

宅

i

弓

o
n
y
o
O
今，，“

1

2

 

% 
1. 6 

1. 6 

3. 2 

33.3 

15. 9 

42.8 

戸

1 

1 

2 

21 

10 

27 

4.4 

23.5 

16. 2 

54.4 

戸

ミ
υ
r
h
υ

寸

i

7
’

－

1

3

 

20石以上

15～20 

10～15 
5～10 

3～5 
3石未満

8.5 コ1. 6 ~奇長距

100.0 59 100. 0 計合

iキr封建的小差是氏の分解過程」資料：新保

ま
た
板
宿
村
の
場
合
は
（
表
剛
山
）
、
文
政
三
年
当
時
持
高
五
J
一
O
石
未
満

の
中
間
関
は
全
体
の
約
一
一
一
七
・
七
%
を
占
め
最
も
多
か
っ
た
が
、
天
保
期
を

過
ぎ
た
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
一
七
・
一
一

μ
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、

% 
3.5 

3.5 

8.6 

17. 2 

17. 2 

5. 2 

44.8 

板街村のお＝潟構成

7ラ9

100. 0 

フ
“
〈
d

ハU

ハU
弓

δ

〆白

唱

aa
ぜ
B
B
A

今ノ“

58 100.0 

資料： rji~;Jcfコ手自殺会文zg:J
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上大沢村の持高構成

天保4(1833) 
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4.8 

4.8 

20.6 

44.4 

14.3 

11. 1 

pi 

3
3
3
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J
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6.6 

3.3 
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表 203

30石以上

20～30 

15～20 

10～15 

5～10 
3～ 5 

3石未満

100.0 63 

逆に一一一

O
お
以
上
の
以
前
み
ら
れ
な
か
っ
た
上
位
層
が
現
れ
る
と
と
も
に
、

五
石
未
満
の
零
細
層
が
五

O
M
に
ま
で
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
幕
末
期
に
中
間
関
の
両
極
分
解
が
進
ん
で
い
る
。

北
部
諸
村
の

階
騒
構
成

一
方
米
以
外
に
は
商
品
作
物
が
乏
し
く
、

の
よ
う
に
は
社
会
的
分
業
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
北
部
諸

か
っ
灘
白
地
域

（注） 然高戸数は不詳。

資料．「榎本家文書J

村
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。

史
料
の
制
約
で
や
や
断
片
的

に
は
な
る
が
、
ま
ず
一
一
一
回
藩

領
の
有
馬
郡
上
大
沢
村
で
は

100.0 61 計メ〉、！こl

（
表
加
）
、
天
保
期
に
持
高
五

1
一
O
石
未
満
の
中
間
層
が
増
大
し
て
い
る
様
子

が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
は
南
部
地
域
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。

ま
た
六
甲
山
地
問

部
の
山
間
に
位
憶
す
る
西
小
部
村
で
は
（
表
似
て
文
化
十
一
年
（
一
八
一
回
）
に

八
四
七
）
に
は
減
少
し
て
、

も
最
も
厚
い
閣
で
あ
っ
た
五

1
一
O
石
の
や
は
り
中
間
瞬
間
が
、

こ
れ

弘
化
四
年
（

そ
の
上
位
腐
と
無
高
層
が
増
加
し
て
お
り
、

も
中
間
関
閣
の
両
極
分
解
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
関
東
に
本
拠
を
置
く
飯
野
藩
領
の
上
二
郎
村
で
は
、
村
規
模
も
小
さ

い
が
、
寛
政
以
後
も
一
貫
し
て
大
高
持
の
農
民
と
零
細
高
持
の
農
民
と
に
分
裂

凶小部村の持高構成表 204

% 

弘化4(1847) 

円

14.6 

41. 7 

12. 5 

22.9 

巧’ハ
U

ど

O

’i

9

A

1

1

 

% 

文化11(1814) 

4. 2 

56.3 

12. 5 

27.。

戸

内，“”’’〆
h

U

4

‘υ

4fhM

守
番
ゐ

% 
2. 1 

2. 1 

47.9 

22.9 

25.0 

卒和3(1803) 

Iコ
1 

1 

23 

11 

12 

15石以上

10～15 

5～10 
3～ 5 

3石未満

100.0 48 

；弱

計

無

A 
口

76o 

資料： rI今回家文怒」

J深刻ミの社会?ff:Jijfi: 



し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
大
高
持
農
民
の
場
合
は
、
以
前
か
ら
藩
用
に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
村
方
の
役
人
と
い
う
特
別
の
例
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

幕
末
期
の
地
主

．
小
作
関
係

こ
う
み
る
と
幕
末
期
に
は
市
域
に
お
い
て
も
、
農
民
階
穏
の
両
級
分
解
が
、

か
な
り
進
行
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
す
る
と
こ
の
新
し
い
動
き
か
ら
、
当
然

方
に
所
有
地
を
拡
大
し
た
農
民
が
、
そ
の
一
部
を

貸
し
付
け
て
地
主
化
し
、
そ
し
て
他
方
所
有
地
を
減
少
さ
せ
た
農
民
は
、
脱
炭
化
か
小
作
人
化
ず
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
量
さ
れ
る
。

前
記
花
熊
村
の
場
合
で
は
、
持
高
五
石
未
満
の
零
細
層
に
変
動
が
大
き
く
、
無
高
す
な
わ
ち
耕
地
を
持
た
な
い
層
の
増
大
と

と
も
に
脱
良
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
村
内
で
の
農
業
経
営
の
様
相
会
｝
探
る
た
め
、
こ
の
村
の
地
主
・
小
作
関
係
を
考
え
て

み
よ
う
。

た
だ
史
料
の
秘
約
で
年
賞
の
納
付
状
況
を
手
掛
か
り
と
す
る
。

表
加
は
、
弘
化
二
年
の
年
貢
納
付
者
の
う
ち
、
本
人
の
納
付
高
の
な
か
に
加
の
農
民
か
ら
の
納
入
荷
が
含
ま
れ
て
い
る
一
五

幕米期の淡業と鉱工業

名
の

覧
で
あ
る
。

例
え
ば
五
右
衛
門
の
場
合
は
、
納
付
高
一
回
石
余
の
う
ち
に
藤
次
郎
ら
五
名
か
ら
納
入
さ
れ
た
六
石
余

（約四一一一

μ）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

」
の
五
名
は
、

五
右
衛
門
の
所
有
地
を
小
作
し
て
お
り
、
そ
の
小
作
料
の
一
部
を
直
接
五
右

衛
門
の
貢
租
と
し
て
納
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
年
こ
の
村
に
は
持
高
一

O
石
以
上
の
農
民
は
五
名
い
る
が
、
そ
の
全
員
、
が
こ
の

に
み
え
、
所
有
地
の

部
、
な
小
作
に
出

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
小
作
地
以
外
に
な
お
か
な
り
の
部
分
を
残
し
て
お
り
、
先
の
五
右
衛
門
の
場
合
も
貫
租
高

第三節

八
石
余
分
を
白
か
ら
納
付
し
て
い
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
家
族
労
働
を
主
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
雇
用
労
働
を
援
用
す
る
白

作
経
営
を
行
っ
て
い
て
、
そ
の
余
を
小
作
に
出
す
と
い
う
富
山
民
的
地
主
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
五
石
未
満
の
高
持
で
小

1投近歴史編闘76r 



表 205 花熊村農民のうち他農民からの災租納入分をもっ仰j
（弘化2年（1845)) (lli位．お）

農民名 持高 主主納額 i可内訳 納入1災民名 向J守高

五右衛門 20. 750 14. 511 1. 500 藤次郎

0.500 長兵衛 5. 205 

2.500 八兵俗 4. 692 

0. 700 与次兵衛 0.608 

1. 000 干11左衛門 5.094 

五郎兵衛； 11.166 I 12. 0162 i 6.000 2.000 利左衛門 4.295 

2.500 徳左衛門 2.601 

1. 500 新兵衛 2. 116 

長左衛門； 0.900 0.900 wお衛門； 2.414 
弥右衛門 12.689 8.8823 5.900 3. 500 与次兵衛

1. 500 茂左衛門 i3.332 
七兵衛） 1. 9394 I 2.000 0. 500 茂左衛門

1. 500 儀右衛門 l0.670 
入左衛門 7.690 5.369 1. 500 1. 500 儀右fl(,Jf'~

弥次右衛門 6. 710 4.697 1. 500 1. 500 平野底、右衛門

情 ;:{5衛門 6. 702 4.6914 1. 000 1. 000 定右｛沼pgI o. 360 
卯兵衛 l 6.441 4.5087 2.800 1. 000 徳1L符~r9

0.800 定右衛門

1. 000 新兵衛

宰右衛門 5.413 3. 7891 1. 400 1. 400 利左衛門

源右衛門 3. 539 2. 4773 0.500 0.500 幸IJ左衛門

安右衛門 3.365 2.3555 0.400 0.400 入左衛門！ 7. 690 

安兵衛 3.291 2.3037 2.500 1. 500 i 茂左衛門

1. 000 喜左衛門 4. 358 

弥兵衛 2.568 1. 7976 2.000 2.000 仁兵衛 4.858 

百！？左衛門 0.875 0.6125 0.500 0.500 平野久左衛門

資料：新保博 r封建的小淡民の分m過程ll,

第五fj't 若~＊の社会 76z 



作
に
出
し
て
い
る
場
合
は
農
業
以
外
に
職
業
を
持
っ
て
い
る
な
ど
の
理
出
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
他
人
の
寅
租
を
納
入
し
て
い
る
農
民
を
ま
と
め
た
の
が
表
別
で
あ
る
。
こ
の
一
四
名
は
村
内
の
農
民
で
、
こ
の
ほ
か
に

一
一
一
名
の
村
外
か
ら
の
農
民
が
い
る
。
さ
て
こ
の
小
作
人
と
推
量
さ
れ
る
一
回
名
の
う
ち
に
は
、

八
若
以
上
の
高
持
農
民
と
然
高

の
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
持
高
で
は
七
石
台
以
下
五
若
台
、
四
石
ム
口
か
ら
一
石
米
満
の
屑
ま
で
あ
っ
て
、
特
に
零
細

層
に
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
持
高
の
少
な
い
腐
は
概
し
て
借
受
地
の
大
き
い
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
こ
の
七
石

O
若
程
度
と
な
り
、
や
は
り
家
族
労
働
に
依
拠
し

台
以
下
の
小
作
地
を
借
り
受
け
て
い
る
農
民
も
、
そ
の
経
営
規
模
は
五
J

た
小
規
筏
経
営
と
い
う
形
が
想
定
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
か
な
り
商
業
的
操
業
が
進
展
し
、
地
主
・
小
作
関
係
も
存
在
し
て
い
た
幕
末
の
花
熊
村
で
、
最
大
の
高
持
農
民

部
を
小
作
地
に
貸
し
付
け
て
は
い
る
が
、

が一一

O
石
合
と
大
規
模
化
せ
ず
、
た
し
か
に
持
高
の
多
い
農
民
は
そ
の
所
有
地
の

幕オミ期の農業と鉱工業

花熊村長E誌のうち他農民
の寅租を納入する例
(IJ.lイヒ2年（1845)) （単佼：石）
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表 206

0.400 

0.500 

1. 000 

2.000 

2.500 

1. 000 

3.900 

3. 500 

3. 500 

0.900 

2.500 

3.000 

4.200 

l. 800 

高

7.690 

5.205 

5.094 

4.858 

4.692 

4.358 

4.295 

3.332 

2.601 

2.414 

2. 116 

0.670 

0.608 

0.360 

持

入左衛門

長兵衛

計11E. 11/J 11 ~ 
仁兵 f浴
入兵衛

喜左衛門

利左衛門

茂左衛門

徳左衛門

伊右衛門

新兵衛

儀右衛門

与次兵衛

定右衛門

農民名

な
お
一

O
石
前
後
の
自
作
経
営
を
維
持
し
て
い
る
し
、

資料：新保博 r封建的小淡E乏の分解
過程a

他
方
小
高
持
の
農
民
も
小
作
地
を
借
り
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
や
は
り
小
農
経
哲
を
維
持
す
る
と
い
う

傾
向
に
あ
っ
て
、
地
主
・
小
作
関
係
が
よ
り
一
層
深

化
す
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の

傾
向
は
市
域
で
は
む
し
ろ

般
的
で
あ
っ
た
よ
う
に

み
う
け
ら
れ
る
。

た
だ
有
馬
郡
の
結
場
村
・
ニ
郎
村
な
ど
一
部
の
村

f辻近歴史編麗763 



で
五

O
石
を
趨
え
る
大
高
持
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
商
品
作
物
と
し
て
は
酒
造
米
の
需
要
を
有
す
る
米
以
外
に
は
と
く
に

な
い
米
主
作
地
に
お
い
て
、

い
ず
れ
も
遠
隔
地
領
主
の
領
地
に
属
し
、
藩
用
を
も
勤
め
て
き
た
と
い
う
家
の
特
異
な
例
で
あ
ろ

う

さ
て
、
当
時
の
地
主
・
小
作
関
係
を
考
え
る
た
め
、
小
作
証
文
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
残
さ
れ
て
い
る
小
作
証
文
は
質
地

に
か
か
わ
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
馬
場
村
に
お
け
る
安
政
六
年
の
間
五
反
七
畝
余
を
年
期
質
地
と
し
て
、
銀
一
一
一
一
貫
五

O

O
匁
を
兵
庫
の
北
風
家
か
ら
借
用
し
、
そ
の
白
地
を
小
作
す
る
と
い
う
事
例
の
場
合
は
、
そ
の
期
間
毎
年
作
徳
米
代
と
し
て
借

用
銀
の
利
息
八
一

O
匁
を
渡
し
、
な
お
貫
租
諮
役
掛
り
は
小
作
人
が
負
担
す
る
と
定
め
て
い
る
。
質
地
の
と
き
は
、
小
作
料
は

利
息
相
当
額
、
年
貢
諸
役
掛
り
は
小
作
人
負
担
と
い
う
形
が
多
か
っ
た
。
質
地
で
な
い
場
合
の
小
作
料
は
、
石
盛
一
石

上
回
で
一
石
四
斗
、
向

石
一
斗
五
升
と
い
う
記
録
も
あ
る
が
、
村
に
よ
っ
て
援
が
大
き
い
。

石
一
斗
の
中
間
で

し
か
し
当
時
の
小
作
慣
行
を
示
す
史
料
は
概
し
て
之
し
く
、
時
代
は
下
る
が
明
治
十
年
（

八
七
七
）
代
に
調
査
さ
れ
た
慣
行

な
ど
も
援
用
し
て
類
推
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

小
作
証
文
は
必
ず
し
も
差
し
入
れ
る
と
は
限
ら
ず
、

口
約
束
の
場
合
も
多
か
っ
た
。
小
作
料
は
予
め
定
め
て
お
く
と
い
う
の

が
も
ち
ろ
ん
多
い
が
、
収
穫
高
を
み
て
定
め
る
場
合
も
あ
り
、
予
め
定
め
で
あ
っ
て
も
、
水
子
害
不
作
の
時
は
減
額
さ
れ
る
の

が
む
し
ろ
一
般
的
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
そ
の
翌
年
は
肥
料
を
貸
与
す
る
慣
行
も
あ
っ
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
小
作
料
に
は

高
低
が
あ
り
、
普
通
は
正
米
納
め
で
反
当
た
り
一
石
か
ら
一
石
八
斗
ま
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
表
作
に
も
若
干
の
小
作
料
が
課

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
村
役
・
夫
役
を
小
作
人
が
勤
め
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
小
作
期
限
は
概
し
て
短
く
、

一J
五
年

を
区
切
り
と
し
て
い
た
よ
う
で
永
小
作
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
小
作
料
不
納
な
ど
の
な
い
限
り
継
続
さ
れ
る

764 
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の
が
慣
例
で
、
小
作
人
は
耕
地
の
保
全
に
注
意
し
、
小
作
米
の
納
入
は
、
地
主
の
指
示
に
よ
っ
て
地
主
方
か
村
の
年
震
を
保
管

す
る
郷
歳
へ
直
接
運
ん
だ
と
い
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
定
ま
っ
た
型
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
倒
閣
々
の
事
例
に
よ
っ
て
か
な
り
の

差
異
が
あ
っ

2 

近
世
後
期
の
諸
産
業
と
仲
間
組
織

時
倒
産
職
仲

間
の
結
成

そ
れ
で
は
農
業
以
外
の
諸
産
業
の
様
子
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
前
章
で
一
八
世
紀
後
半
の
社
会
的
分
業

の
展
開
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
後
の
推
移
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
魚
崎
村
に
は
、

「
冥
加
銀
上
納

紙
」
と
開
店
す
る

群
の
史
料
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
近
世
後
期
の
魚
崎
村
の
産
業
に
つ
い
て
、
ま
ず
酒
造
業
と
最
も
関
係

の
深
か
っ
た
持
鹿
職
か
ら
み
て
み
よ
う
。

幕末期の淡苦笑と鉱工業

表
加
は
、
文
化
一
一
一
年
（
一
八
O
六
）
以
後
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
魚
崎
村
の
樽
麗
職
人
は
一
六
？

軒
で
あ
っ
た
。
天
保
十
一
一
一
年
（
一
八
回
一
一
）
八
月
の
「
諮
御
運
上
・
御
冥
加
銀
上
約
百
細
書
上
帳
」
に
よ
れ
ば
、
享
和
三
年

八
O
一
一
一
）
か
ら
冥
加
金
を
毎
年
一
軒
に
つ
き
銀
…

0
匁
ず
つ
納
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
述
す
る
他
の
職

種
の
冥
加
金
に
比
べ
、
高
額
で
あ
っ
た
。

つ
玄
り
、
他
の
職
種
よ
り
比
較
的
経
営
規
模
が
大
き
く
、
安
定
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。
ま
た
こ
れ
が
、
陣
屋
職
の
変
遷
に
余
り
変
化
が
な
か
っ
た

困
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
倫
刊
の
最
大
の
需
要
者
は
酒
造

第三節

業
で
あ
っ
た
か
ら
、
酒
造
業
者
は
そ
の
外
業
部
と
し
て
櫓
麗
を
支
配
し
、
こ
の
た
め
、
酒
造
仲
間
に
対
応
し
て
、
各
郷
ご
と
に

樽
屋
仲
間
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
天
保
期
以
降
の

般
物
揃
体
系
の
破
綻
の
な
か
で
、
酒
造
業
も
酒
造
米
を
は
じ
め

ill・近歴史編阻76ラ
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表 207

文化 3(1806)

グ 9(1812) 

。11(1814) 
か 12(1815) 

。14(1817)
グ 15(1818) 

文政 2(1819)

弘化 2(1845) 

グ 3(1846) 

グ 4(1847)

グ 5(1848) 

嘉永 2(1849) 

グ 3(1850) 

グ 4(1851)

グ 5(1852)

グ 7(1854) 

安政 2(1855) 

グ 3(1856) 

文久 2(1862) 

代ー’々J

2 5 17 明治 3(1870)

蔵
人
賃
金
や
稀
代
な
ど
が
勝
世

し
た
。
そ
の
た
め
、
酒
造
家
は
、

酒
造
下
職
へ
の
賃
金
競
制
を
強

化
し
て
い
く
状
況
に
あ
っ
た
。

天
保
十
五
年
九
月
に
樽
屋
も
、

十
二
郷
酒
樽
屋
仲
間
を
結
成
し

て
い
る
。

資料： r松尾家文芸iJ

十
二
郷
酒
得
霞

十
二
郷
潜

檎
屋
仲
間

仲
間
は
、
安
政

年
（
一
八
五
六
）
に
仲
間
規
制

を
強
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
時

の
「
規
定
書
！
」
に
よ
っ
て
符
毘
職
の
分
布
を
示
す
と
、
表
加
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
に
は
、
摂
泉
十
一
一
郷
の
う
ち
大
坂
と
北

在
の
ニ
郷
分
が
抜
け
て
い
る
が
、
北
在
郷
に
は
樽
屋
職
が
な
く
、
大
坂
は
別
に
大
坂
三
郷
樽
屋
職
仲
間
を
結
成
し
、
こ
の
時
の

規
定
書
に
は
大
坂
行
事
ニ
軒
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
灘
白
地
方
に
二
七
四
軒
と
全
体
の
六
一
一
了
一
一
一
%
、

神
戸
市
域
の
兵
庫
津
の
二
八
軒
を
加
え
る
と
、
市
域
の
樽
屋
職
は
全
体
の
六
九
・
七
%
と
な
る
。

そ
の
中
で
最
も
あ
J

い
の
は
御

人
と
こ
の
地
域
が
占
め
て
い
る
。
御
影
村
は
、
灘
間
地
方
の
酒
樽
生
産
の
中
心
で
あ
っ
た
。

影
村
で
、
七
八
軒
（
全
体
の
一
人
・

O
ゲ
と
を
い
尚
め
一
て
い
る
。
大
行
事
と
い
う
仲
間
の
世
話
役
一
一
一
人
も
、
御
影
村
二
人
・
住
吉
村
一

766 J正米の社会tl'Di1(<: 



次
に
、
こ
の
時
の
「
規
定
書
L

の
概
略
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

）
 
噌’A（
 
）
 

q
J
h
 
（
 
幕
府
の
法
令
を
堅
く
守
る
こ
と
。

天
保
十
五
年
九
月
に
仲
間
の
取
締
り
を
行
っ
た
が
、
年
々
材
料
が
不
足
し
、
高
値
に
な
り
、
各
々
の
手
元
が
逼
迫
し
て
き

(3) 

た
の
で
、
再
度
取
締
り
を
行
う
こ
と
。

原
料
金
給
騰
の
た
め
得
意
先
に
嘆
願
し
た
が
、
こ
の
た
び
は
各
々
が
質
素
検
約
を
守
る
こ
と
。

(4) 

若
衣
類
も
木
綿
島
紬
に
か
ぎ
り
、
万

(5) 

s似
事
が
あ
っ
て
も
新
規
に
作
ら
な
い
こ
と
。

原
料
そ
の
他
す
べ
て
出
所
不
明
の
品
物
は
買
い
取
ら
な
い
こ
と
。

(6) 

印
札
の
な
い
弟
子
・
手
間
取
職
を
使
わ
な
い
こ
と
。

ま
た
、
手
間
取
職
に
借
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
新
し
く
使
う
親
方
か

ら
品
一
日
引
勘
定
す
る
こ
と
。

(7) 

樽
植
段
は
、
得
意
先
の
思
召
に
よ
る
が
、
櫓
一

O
駄
に
つ
き
銀
九
五
匁
以
下
で
は
売
ら
な
い
こ
と
。
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幕末期の農業と鉱工業

安政3，年（1856）摂泉十

二郷の酒符屋数
（単位：料）

第三節
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安政211三（1855〕
御影村の諸激

表 209ft;; 

冥加銀

匁
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168. 7 

173.6 

.n 
J且

4般 1,280石積
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53 248 

630 

11. 2 
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（主主） ~！J日銀を上納している筋線。

資料.r御影村文：；：！IJC事pp;大＇＂f:文！＇f:lfil)

こ
の
よ
う
に
七
カ
条
の
取
決
め
を
行
い
、
諸
物
価
の
い
け
川
勝
、
消
造
家
に
よ

数日

船

船

船

る
樽
の
買
い
た
た
き
に
対
処
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
安
政
一

に
、
御
影
村
で
酒
樽
職
の
其
加
金
を
納
め
た
隊
行
業

E庭

廻

石

小

者
は
ふ
ハ
一
一
一
軒
で
、
先
の
安
政
三
年
の
仲
間
に
加
入
し
て
い
る
七
八
粁
よ
り

少
な
い
（
表
川
）
。

灘
白
地
方
に
酒
造
業
が
隆
盛
し
て
く
る
と
、
当
然
瀬
の

紀
州
藩
専
売

制
の
影
響

輸
送
に
必
要
な
潤
得
の
需
要
が
高
ま
っ
て
く
る
。
酒
柵
何

（
一
八
六
七
）
に
紀
州
藩
は
、
産
物
の
炭
・
薪
、
持
丸
桶
、
椎
茸
、
椋
日
皮
、
材
木
・
丸
太
・
板
類
・
小
刻
物
等
を
西
宮

の
材
料
で
あ
る
杉
の
最
大
の
供
給
地
は
紀
伊
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
鹿

二
つ
は
、

と
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
二
つ
考
え
ら
れ
る
。

で
売
り
さ
ば
く
こ
と
と
な
り
、
間
宮
町
・
住
吉
村
・
魚
崎
村
の
人
々
が
紀
州
落
の
御
用
達
商
人
と
な
っ
て
い
る
。
御
用
達
商
人

か
っ
た
こ
と
、

と
な
っ
た
の
は
、
西
宮
町
の
矯
磨
屋
平
八
郎
・
雑
喉
屋
久
左
衛
門
・
辰
麗
悦
造
・
麻
鹿
市
右
衛
門
・
小
西
康
惣
兵
衛
、
住
吉
村

の
普
左
衛
門
・
吉
岡
高
平
次
等
と
魚
崎
村
の
松
尾
仁
兵
衛
で
あ
っ
た
。
仁
兵
衛
が
紀
州
藩
の
御
産
物
御
取
捌
所
の
御
用
述
商
人

一
つ
は
、
幕
米
期
に
魚
崎
村
に
お
い
て
酒
造
業
は
じ
め
諸
産
業
の
発
達
が
若
し

（
一
八
六
二
）
の
四
倍
の
株
高
を
有
し
、

そ
の
魚
崎
村
に
お
い
て
松
尾
家
は
、

土
着
酒
造
家
と
し
て
慶
応
二
年
に
二
ハ

O
Oお
と
文
久

一
方
、
生
地
所
持
L

高
も
慶
応
一
二
年
に
は
一
二
石
余
と
村
内
最
高
高
持
者
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
幕
末
期
に
お
け
る
松
尾
家
の
隆
盛
が
、
紀
州
葎
の
御
用
達
高
人
に
件
｛
収
用
さ
れ
る
一
閃
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
紀
州
藩
の
御
産
物
御
取
捌
所
の
運
営
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
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）
 
1
 
（
 
荷
物
受
取
の
時
に
、
代
銀
の
六
歩
を
船
頭
に
支
払
う
。

残
金
は
六

O
g限
に
仕
切
を
行
う
。

(2) 
値
以
ード
の
；場
メL
仁l

t主

役
所
。〉

指

を
バσ，
ムι
け
る

荷
物
は
入
札
・
市
建
に
て
売
り
払
う
。

し
か
し
滞
の
差

(3) 

荷
物
代
銀
の
五
分
を
冥
加
銀
と
す
る
。

そ
の
う
ち
二
分

五
躍
を
冥
加
銀
と
し
て
上
納
し
、
残
り
の
一
一
分
五
一
段
は
御

用
所
と
諸
雑
用
の
費
用
に
充
当
す
る
。

~·r 
1 

t12 

,J:-
'(I 

(5) 

か
ら
夜
接
販
売
し
な
い
。

急
入
用
の
品
物
が
あ
る
と
き
に
は
、
和
歌
山
表
の
問
屋
に
直
接
注
文
し
、
そ
の
取
扱
い
は
前
文
同
様
と
す
る
。

(4) 

尼
崎
か
ら
兵
庫
津
の
部
に
は
、

等
の
運
営
方
法
を
決
定
し
て
い
る
。

「紀産物諸~J訪日」
（号室紙）

写真 162

日
入
津
の
荷
物
は
、
杉
が

一
六
二
本
、

松
尾
家
に
は
、
慶
応
一
一
一
年
八
月
二
十
日
か
ら
翌
年
三
月
八
日
ま
で
の
勘
定
帳
、
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
開
年
八
月
一
一
十

一
八
九
匁
一
分
五
煙
、
持
丸
棉
が
一
四
七
丸
、
九
賞
五
一
六
匁
九
分
五
既
の
ニ

分
で
、
そ
の
う
ち
口
銭
が
六
六
七
匁
一
一
一
分
九
堕
で
あ
っ
た
。

幕末期の淡業と鉱工業

口
で
、
銀
古
問
の
合
計
は

一
貫
七

O
六
匁

こ
の
御
産
物
御
取
掛
所
の
そ
の
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
魚
崎
村
の
幕
末
期
に
お
け
る
繁
栄
の
一
端
を
物
語

る
事
例
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第三自白

魚
崎
村
の

素
遜
業

も
に
有
名
で
あ
る
。
こ
の
播
州
素
魁
は
、

兵
隊
県
内
の
素
鑓
と
い
え
ば
、
現
在
で
は
「
揺
州
素
麺
」
と
し
て
全
図
的
に
も
奈
良
県
の

J
一
一
輪
索
麺
」
と
と

吋品川…崎町一一一

r
に
よ
れ
ば
魚
崎
や
横
屋
に
出
稼
ぎ
に
米
て
い
た
人
々

t
 
i
 
i
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そうめん干し（大利下i三愉 T日本111海名物｜鷲｜会」）

が
技
術
開
得
の
後
帰
郷
し
、
阿
川
保
部
内
で
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
っ
そ
し
て
明
治
三
十
年
代
に
は
持
保
部
内
の
生
産
額
が
、
氏
（
時
県

一
ト
の
総
生
産
筒
、
の
七

O
M沖
合
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
魚
崎
・
横

屋
の
素
麺
業
は
表
迭
し
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
近
肢
に
お
い
て
は
、
西
摂
の
今
津
・
鳴
尾
か
ら
兵
庫
に
か
け
て

の
六
甲
山
の
南
麓
一
帯
が
一
大
生
産
地
で
、
「
灘
間
素
麺
」
「
上
方
素
麹
」
と

し
て

に
ま
で
廻
送
さ
れ
た
と
い
う
。
原
料
の
小
麦
粉
は
、
同
地
域
の
水

車
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
。

天
保
十
五
年
刊
の
大
蔵
永
常
の
『
日
本
国
産
考
』
に
、

っ
そ
う
よ
り
心
土
巽

l

’

t

d
』；

写真 163

州
菟
原
郡
灘
に
て
製
す
る
物
、
江
戸
へ
砲
し
商
う
事
お
び
た
だ
し
、
国
々
に

て
は
夏
の
み
製
し
、
秋
冬
製
す
る
容
な
し
、
同
だ
か
」
灘
、
一
一
一
輸
の
ご
と
く
、
年

中
製
せ
ば
、
産
物
と
も
な
る
べ
し
」
と
あ
り
、
素
麹
の
生
成
地
と
し
て
大
和

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

の
一
一
一
輪
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
菟
原
郡
灘
地
方
が

大
生
産
地
と
し
て
成
立
し
、
江
戸
市
場
へ
も
大
量
に
廼
送
さ

御
影
村
で
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
一
一
軒
の
素
離
陸
の
営
業
が
知
ら
れ
る
が
、
魚
崎
村
で
の
素
麺
屋
職
の
変
造
を
示
す

と
、
表
川
の
よ
う
に
な
る
。
寛
政
九
年
（

七
九
七
）
か
ら
文
政
一
一
年
（
一
八
一
九
）
ま
で
で
は
、
文
化
三
年
の
五
軒
が
最
高
で
、

数
軒
の
素
姐
屋
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
天
保
十
一
一
一
年
の
「
諸
御
運
上
・
御
冥
加
銀
上
納
巨
細
書
上
帳
」
に
は
、
党
政
七

770 :t：~米の社会t(l:I玉章



年
か
ら
魚
崎
村
で
素
麺
農
が
一
肝
（
W
A
加
銀
四
匁
一
一
一
分
）
常
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
政
二
年
か
ら
弘
化

（
一
八
四
五
）
ま
で
の
史
料
の
空
白
期
に
索
麺
屋
職
の
交
稼
が
悶
け
ん
ら
れ
る
が
、
弘
化
一
一
年
に
は
九
軒

が
営
業
し
て
お
り
、
素
麺
屋
織
が
魚
崎
村
の
主
要
産
業
の
一
つ
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
弘
化
三
年
に

…
0
折
、
弘
化
五
年
に

軒
、
安
政
二
年
に
一
回
軒
に
増
え
、
明
治

（
一
八
七
O
）
に
は

一
一
一
軒
と
軒
数
が
激
噌
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
に
は
、
弘
化
二
年
に
冥
加
銀
を
上
納
し
て
い
た
九
府
の
う
ち
m
m
軒
が
含
ま
れ
て
い
る
。

幕5iミj弱の淡君主と鉱工業第三節

以
上
の
よ
う
に
、
魚
崎
村
の
素
錘
屋
織
は
、
文
政
J
、
天
保
別
に
業
者
の
交
替
が
見
ら
れ
る
が
、
新
規
開
業
者
が
増
加
し
、
幕

金

匁
3良4.3
12.9 

21. 5 

12.9 

8.6 

8.6 

8.6 

8.6 

8.6 

魚崎村における議室重度i滋の変遷

方日円
札
h1汗数

1 

3 

5 

.) 

2 

2 

2 

2 

2 

sit.政 9(1797) 
か 12(1800) 

文化 3(1806) 

// 9 (1812) 

。11(1814) 
。12(1815) 
グ 14(1817)

// 15(1818) 

交政 2(1819)

表 210

仏、、’ti
 

官
ぃ

z

，
今
」

38. 7 

43 

43 

47.3 

47.3 

47.3 

47.3 

47.3 

47.3 

60. 2 

60.2 

60.2 

1問2分 1
永13文学

3 

1 

3 

3 3 

9
o
o
－

－

1

1

1

1

4

a

4

4

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

弘化 2(1845) 

I/ 3(1846) 

グ 4(1847)

グ 5(1848) 

嘉永 2(1849)

グ 3(1850) 

グ 4(1851) 

か 5(1852) 

グ 7(1854) 

安政 2(1855) 

グ 3(1856) 

文久 2(1862) 

明治 3(1870) I 15 

資料． q公j毛君主文RfJ

22 
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末
期
に
急
速
に
発
達
し
、
村
内
の
主
要
産
業
の

つ
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
明
治
二
十
一
年
に
は
「
摂
州
素
麺

営
業
組
合
」
の
事
務
所
が
魚
崎
村
に
置
か
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
地
方
の
素
麺
生
産
の
中
心
地
と
し
て
、
魚
崎
村
が
位
置
し
て
い

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

索
麹
屋
仲
間

の
取
決
め

こ
の
よ
う
に
武
庫
・
菟
原
・
入
部
一
二
郡
素
髄
業
が
燥
開
し
、
そ
の
仲
間
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

い
つ
ご
ろ
成

立
し
た
の
か
、
仲
間
の
運
営
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
弘
化

月

に
、
素
麺
麗
職
方
に
つ
い
て
の
改
革
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
素
麺
麗
下
職
働
人
の
賃
金
を

頭
人
二
匁
三
分

頭
代
一
匁
九
分

平
人
一
匁
七
分

習
子
供
初
年
一

J
ニ
貫
文
ま
で
見
は
か
ら
い

と
定
め
る
と
同
時
に
、
六
カ
条
の
取
締
脅
か
｝
制
定
し
て
い
る
。

）
 

－
 
（
 
下
職
の
者
が
不
当
に
賃
銭
の
増
額
や
、
先
借
り
し
て
他
の
索
麺
屋
で
働
い
た
り
し
て
、
素
極
度
が
難
渋
し
て
い
る
の
で
、

今
聞
の
取
締
り
な
行
っ
た
こ
と
。

(2) 

下
職
働
人
を
一
雇
う
時
に
は
、
身
元
を
よ
く
確
か
め
、
保
証
人
を
と
る
こ
と
。

(3) 

年
季
奉
公
で
素
麺
屋
で
働
い
て
い
る
者
が
、
他
の
素
麺
屋
に
勝
手
に
移
る
等
の
我
俄
を
し
た
り
し
た
場
合
、
所
の
役
人
に

申
し
出
る
こ
と
。

(4) 

下
職
の
者
が
等
合
を
し
た
り
、
不
法
に
休
ん
だ
り
し
た
場
合
は
、
所
の
役
人
に
届
け
出
る
こ
と
、
内
容
に
よ
っ
て
は
支
配

役
所
に
も
訴
え
出
る
こ
と
。

(5) 

賃
銭
を
先
借
り
し
た
ま
ま
、
他
の
土
地
へ
逃
げ
て
働
い
て
い
た
場
合
は
、
う
や
む
や
に
せ
ず
に
、
新
し
い
働
き
先
に
掛
け

772 幕末の社会策互主王手



合
い
、
き
ち
ん
と
取
り
計
ら
う
こ
と
。

(6) 

素
麺
箆
が
賃
銭
を
不
当
に
増
額
す
る
こ
と
や
、
先
貸
し
す
る
こ
と
を
以
後
厳
禁
す
る
こ
と
G

こ
の
よ
う
に
、
素
趣
向
底
職
の
盛
行
に
伴
い
、
入
手
不
足
と
な
り
、
働
人
の
黄
金
が
高
額
に
な
り
、
ま
た
、
入
手
不
足
を
よ
い

こ
と
に
不
当
な
働
き
を
す
る
職
人
が
増
加
し
た
た
め
、
素
麹
鹿
仲
間
が
、
下
職
働
人
の
賃
金
や
麗
い
方
等
に
つ
い
て
取
り
決
め
、

そ
れ
を
う
け
て
三
郡
村
々
が
共
同
で
取
り
締
ろ
う
と
し
て
い
る
。

魚
崎
村
の

焼
酎
屋
職

焼
酎
屋
職
に
つ
い
て
は
、
天
保
十
五
年
八
月
の
「
諸
制
州
選
上
・
御
冥
加
銀
上
納
巨
細
書
上
根
」
に
、
文
政
九
年

か
ら
一
軒
当
た
り
銀
一
一
一
匁
の
冥
加
銀
を
上
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
り
、
天
保
十
一
一
一
年
に
お
け
る
焼
酎
麗
職

の
冥
加
銀
高
は
五
一
匁
で
あ
っ
た
の
で
、
魚
崎
村
の
場
合
冥
加
銀
を
上
納
し
て
い
た
焼
酎
震
は

七
軒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る。
こ
の
一
七
軒
の
個
人
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
表
加
に
よ
る
と
、
弘
化
一
一
年
に
は
一
間
軒
に
減
少
し
、
そ
の
後
も
減
少
し
続
け
、

幕末期の燦業と鉱工業

嘉
永
五
年
に
は
最
少
の
八
軒
に
な
っ
て
い
る
。
同
七
年
に
は
九
軒
と
一
軒
増
え
、
文
久

…
軒
と
盛
り

こ
八
六
二
）
に
は

か
え
し
た
が
、
明
治
一
一
一
年
ご
八
七
O
）
に
は
蒋
び
減
少
し
て
九
軒
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
弘
化
二
年
か
ら
明
治
一
一
一
年
ま
で
の

総
軒
数
は
二
二
軒
で
、
全
期
間
営
業
し
て
い
た
の
は
圧
九
郎
・
伝
七
・
市
郎
布
衛
門
の
一
ニ
軒
だ
け
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

魚
崎
村
に
お
け
る
焼
酎
麗
職
は
、
文
政
九
年
か
ら
冥
加
銀
の
上
納
を
開
始
し
、
天
保
米
年
頃
が
最
感
期
で
、
以
後
次
第
に
衰
退

し
て
い
る
。

第三節

次
に
、
酒
造
業
・
樽
産
職
・
索
麺
毘
職
・
焼
酎
麗
職
以
外
の
諸
職
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
天
保
十
一
一
一
年
の

魚
崎
村
の
そ

の
他
の
諸
職

「
諸
御
運
上
・
御
冥
加
銀
上
納
在
翻
官
官
上
帳
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
諸
職
の
冥
加
銀
の
上
納
状
況
を
整
理

世近歴史綴蘭773 



魚崎村における焼鮒屋の変遷

弘
化
二
年

明
治
一
一
一
年

文
久
二
年

安
政
三
年

安
政
二
年

嘉
永
七
年

嘉
永
五
年

系
永
四
年

京
市
永
一
二
年

討
論
永
二
年

弘
化
五
年

弘
化
問
年

表 211

弘
化
一
一
一
年 。。

0
0
0
 

。

0
0
0
 

。

0
0
0
 

。

。。。

。

0
0
0
 

。
0
0
0
0
 

。
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

。：o

。
。。

。

0
0
0
0
 

。

0
0
0
0
 

0
0
0
0
 

。。

0
0
0
 

。

0
0
0
 

0
0
0
 

。
。。
。
。。
。
。。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
 

！± 九郎
儀左衛門

勘左衛門

王子兵衛

治郎布衛門

喜太郎

官五郎
，三二p m“今 肉W
刀コミ ニニ よ，，

f云七
店、右衛門

五郎tc.11，百円

宗四郎

市虫日：おずお F~

i＠. 兵衛

庄八

f二兵衛
孫三郎

新左衛門

六兵衛

太郎左衛門

宗左衛門

佐官

9 9 9 8 9 11 12 12 12 13 14 数軒

774 

27 27 27 24 27 33 36 36 36 

（注）＊金1分3朱，永49文6分。

資料：「総F芸家文~＃J

39 42 
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す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

州
開
罷
職

銀
弐
匁
五
分

ヱl
L
J

市
γ
／ヌ

右
は
、
文
政
二
卯
年
崎
町
借
刀
様
御
支
配
中
、
新
規
頗
い
上
げ
奉
り
、
前
告
が
の
通
り
年
々
上
納
仕
り
米
り
罷
り
在
り

1段

輸
竹
屋
職

銀
壱
匁
八
分

i¥i:l 
分

右
は
、
文
政
問
巳
年
嶋
間
帯
刀
様
御
支
配
中
、
新
規
顕
い
上
げ
奉
り
、
同
年
よ
り
前
書
の
通
り
年
々
上
納
仕
り
来
り

罷
り
在
り
伎
、

lffJ 

~f~ 

江
川
小
J

司
け

H
1
，ノ門
J

ノ

銀
弐
匁
八
分

右
は
、
天
保
七
市
中
年
池
岡
山
行
之
ゑ
様
御
支
配
中
、
新
規
願
い
上
げ
泰
り
、
同
年
よ
り
御
冥
加
銀
上
納
仕
り
米
り
罷
り

在
り
候
、

幕末期の淡業と鉱工業

引

1
1
山
間
蓑

H
e
t－
 

亥
よ
り
卯
迄
五
ヶ
年
季

銀
九
匁
五
分

右
は
、
天
保
十
亥
年
池
田
岩
心
／
～
↓
混
同
僚
御
支
配
中
、
新
規
年
季
請
け
に
て
願
い
上
げ
十
本
り
、
同
年
よ
り
年
々

付命

銀
八
分
ム
ハ
原
ツ
＼
上
納
仕
り
米
り
龍
り
在
り
校
、

ま
ず
、
紺
麗
職
に
つ
い
て
は
、
文
政

抗
引
が
奴
〈
加
銀
の
上
納
を
間
開
始
し
て
い
る
。
こ
の

肝
は
五
郎
兵
衛
で
明
治

ミ

ミ

〉

有
汁
カ
モ

年
ま
で
魚
拙
川
村
の
唯
一
の
紺
屋
職
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

第三節

次
に
、
輪
竹
農
職
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
天
保
十

の
史
料
に
よ
れ
ば
、

粁
の
輪
竹
屋
職
が
存
在
し
、
各
々
の
上
納

す
る
冥
加
銀
高
に
差
異
が
あ
っ
た
。
天
保
十

に
銀
一
匁
八
分
を
上
納
し
て
い
た
の
が
宗
左
絡
門
で
あ
り
、
文
政
四
年
か
ら

近 tま歴史綴Ill77ラ



冥
加
銀
を
上
納
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
問
様
に
、
天
保
十

に
銀
二
匁
八
分
を
上
納
し
て
い
た
の
が
孫
三
郎
で
、

天
保
七
年
か
ら
上
納
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
文
久
二
年
に
徳
次
郎
（
冥
加
銀
尚
一
ア
匁
八
分
）
が
増
え
、
そ
の
ま
ま
明
治
一
一
一
住
ー
ま
で
存

続
し
て
い
る
。
こ
の
輸
竹
屋
職
の
冥
加
銀
高
は
、
宗
左
衛
門
が
一
匁
八
分
で
、
孫
三
郎
と
徳
次
郎
が

一
匁
八
分
と
相
違
が
み
ら

れ
る
。

そ
の
相
違
が
、
上
納
の
時
期
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
、
経
営
規
模
の
差
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
、
関
油
屋
職
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
山
間
四
油
屋
職
の
冥
加
銀
の
上
納
は
、
天
保
十
一
一
一
年
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
同
十
年
か

ら
臨
池
般
造
高
一
石
に
つ
き
銀
八
分
六
鹿
ず
っ
、

五
カ
年
季
で
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
天
保
十
一
一
一
年
の
髄

造
高
は
一
一
石
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
弘
化
一
一
一
年
は
亀
兵
衛
・
五
郎
兵
衛
・
利
兵
衛
の
一
ニ
軒
の
醸
造
高
が
合
計
一
一
石
で

あ
り
、
こ
の
三
軒
が
天
保
十
年
以
来
棒
油
の
醸
造
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
嘉
、
氷
二
年
（
一
人
間
九
）
に
五
郎

兵
衛
が
休
業
し
、
一
一
軒
と
な
っ
た
が
、
年
季
明
け
に
な
る
ま
で
冥
加
銀
の
上
納
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
嘉
、
氷
七
年
に
利
兵

衛
が
新
規
に
追
加
し
て
一
一
一
石
の
、
文
久
二
年
に
龍
助
が
一
一
一
石
の
、
そ
れ
ぞ
れ
麟
造
を
始
め
た
が
い
ず
れ
も
、
氷
続
し
な
か
っ
た
。

明
治
一
一
一
年
の
業
者
は
い
ず
れ
も
文
久
二
年
冥
加
銀
上
納
時
以
後
に
開
業
し
た
業
者
で
あ
り
、
文
久
二
年
の
業
者
は
明
治
一
一
一
年
ま

で
に
休
業
し
て
い
る
ο

こ
の
よ
う
に
、
鵠
油
屋
職
の
変
遷
は
激
し
く
、

い
ず
れ
も
永
続
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
安
政
二
年
に
鍛
冶
屋
職
平
五
郎
が
、
文
久
二
年
に
段
屋
職
宗
右
衛
門
が
冥
加
銀
を
上
納
し
、
さ
ら
に
明
治
一
二
年

に
は
、
酒
小
売
・
材
木
問
屋
挽
売
・
柏
木
挽
職
・
荷
揚
屋
仙
寺
が
冥
加
銀
を
上
納
し
て
い
る
。
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
、
諸
職

の
展
開
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

水
車
業
の

転
換

西
摂
灘
間
地
方
の
水
車
業
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
絞
油
業
を
主
体
と
し
て
営
業
さ
れ
て
き
た
が
、
幕
府
に
よ
る

油
統
制
の
変
動
、
地
方
に
お
け
る
絞
油
業
の
展
開
に
よ
っ
て
絞
池
原
料
に
儲
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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そ
の
た
め
に
灘
白
地
方
の
水
車
に
よ
る
絞
油
業
は
衰
退
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
地
域
に
酒
造
業
や
素
髄
業
が
隆
盛
し
て
く
る

四
年
の
つ
中
合
和
熟
一
札
」
に
よ
れ
ば
、

と
、
絞
油
業
に
代
わ
り
、
水
車
を
利
用
し
た
精
米
や
製
粉
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三
四
灘
村
史
弘
に
み
え
る
享
和

五
毛
村
の
水
準
九
鞠
の
う
ち
、
在
民
定
右
衛
門
は
、

mm和
七
年
（
一
七
七
O
）
の
油
方

幕式ミ期の淡業と鉱工業第三節

仕
法
改
正
の
と
き
に
油
水
車
か
ら
米
携
を
水
車
に
切
り
換
え
、
そ

の
後
残
る
八
柄
も
順
次
米
稼
ぎ
に
切
り
換
え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
、
明
和
七
年
の
仕
法
改
正
に
際
し
、
兵
庫
・
灘
白
五
拾
ム
ハ
柄

仲
間
が
組
織
さ
れ
た
が
、
こ
の
仲
間
編
成
に
伴
い
冥
加
金
を
上
納

明治期の精米水王手

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
冥
加
金
の
負
担
安
嫌
い
、

よ
り
低
い

負
担
の
米
捻
き
水
準
に
切
り
換
え
て
い
る
。

ま
た
、
水
車
一
獄
図
に

お
い
て
も
、

天
間
切
六

に
五
輔
の
米
挽
き
車
が
建
て
ら
れ
て
い
る

（
の
ち
に
は
一
五
抑
制
）
。

写真 164

油
水
市
が
、
明
和
七
年
に
兵
庫
・
灘
間
五
拾
六
輔
仲
間
を
組
織

し
て
い
る
の
に
対
し
、
精
米
・
製
粉
を
行
っ
て
い
た
米
挽
き
水
車

は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
保

月
に
灘
白
粉
水
車
仲
間
は
、
水
神
識
を
組
織
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
素
麺
康
衆
中
と
挽
粉
賃
金
に
つ
い
て

交
渉
し
、
銀
七
匁
の
挽
粉
賃
金
を
受
け
取
る
こ
と
、
水
神
詳
の
寄

世i在i隆史講師直777 



ん
同
日
を
定
め
た
こ
と
、
新
規
加
入
者
は
水
神
宮
御
神

778 

泊
料
と
し
て
金
五
両
を
納
め
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
間
的
に
、
水
取
締
人
に
つ
い
て
は
、

明治前:ftllの灘137)¥.王手位置図（都賀川I・ 住王宮川！付近）

規
定
の
賃
金
で
一
版
う
こ
と
、
他
の
水
車
の
働
人
を
引

き
抜
か
な
い
こ
と
等
が
取
り
決
め
ら
れ
て
レ
る
。

さ
ら
に
同
時
に
、
仲
間
の
中
合
せ
を
行
い
、
挽
粉

賃
金
を
七
匁
と
す
る
こ
と
、
得
意
先
に
み
だ
り
に
出

入
り
し
な
い
こ
と
、
他
の
人
の
得
意
先
の
仕
事
を
し

な
い
こ
と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
約
定

に
は
、
行
司
と
し
て

五
人
、
性
古
口
七
人
、
水

卒
新
田
一
一
人
、
日
向
谷
間
人
、
向
日
原
二
人
の
合
計
二

O

人
が
署
名
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
、

」
の
水
神
講
は
、

か
ら
烏
原
村
ま
で
の
間
摂

区I52 

川
町
の
米
持
き
水
準
の
稼
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
組
織
さ

ーらはミの社会

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

市
域
内
の
水

車
の
分
布

水
車
新
田
や
灘
日
・
兵
庫
油
稼
株

書店主£1~：

に
加
入
し
て
い
た
水
卒
業
以
外
に
、



市
域
内
に
は
ど
の
よ
う
に
水
車
業
が
展
開
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
十
九
年
の
参
謀
本
部
陸
軍
部
測
量
局
の
地
図
に
よ
れ

ば
、
六
甲
山
地
に
源
を
発
し
て
い
る
住
吉
川
・
石
崖
川
等
の
各
河
川
に
沿
っ
て
、
多
数
の
水
車
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
関
口
で
は
、
住
吉
川
を
中
心
と
し
た
地
域
に
つ
い
て
水
車
の
位
肢
を
示
し
た
。
こ
の
関
な
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
山
麓

の
部
分
だ
け
で
な
く
、
下
流
の
一
千
畑
一
部
に
ま
で
水
車
が
設
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ご
ろ
か
ら
取
り
建
て
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
用
途
は
何
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
水
取
が
い

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
以
下
、

一
の
史
料
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
中
の
一
部
に
つ
い
て
は

天
保
九
年
の
巡
見
使
通
行
の
時
に
作
成
さ
れ
た
沼
崎
藩
伊
、
な
中
心
と
し
た
記
録
に
よ
っ
て
、
水
車
の
分
布
を
一
爪
す
と
表
引
の

よ
う
に
な
る
。
こ
の
記
録
は
、
尼
崎
藩
領
の
記
載
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
精
粗
が
あ
り
、
こ
の
地
域
の
全
て
の
水
車
が
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
そ
の
機
要
を
知
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
米
摘
き
水
車
が
八
人
柄
で
、
全
体
の
六
人
・
二
%
を
占
め
て
い
る
。
程

別
不
明
の
水
車
は
池
稼
水
車
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
明
八
年
と
比
較
す
る
と
、
合
計
で
一
一
一
九
輔
の
地
加
と
な
っ
て
い
る
。

幕末期の設業と鉱工業

天保9年(1838〕灘地域
における水準の分1μ

(l詳位：綴）

第三節

表 212

種7.JiJ不明
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0
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h
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名

坂本村

原 i日村

五： =e村
火活村

森村

荷際村

部主主村

水卒新任l

入 !Viii村；

高羽村；

徳ヂド村

平野村

郡家村

野谷村

i判オ£村

III i立村

キサ

41 88 引川

資料：尼崎市立地域研究史料館

r天保九年巡見使通行御用
の磁Jtー）（「地域史研究， 16 
-1・2)

129 計会メ》、
rct 

こ
の
天
保
九
年
の
記
録
に
は

住
吉
村
の
記
載
（
天
明
八
年
で

は
一
一
一
六
鞠
）
が
な
い
の
で
、

際
に
は
五
割
以
上
の
増
加
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

水
市
の
用
途
も
、
天
明
八
年

に
は
米
捻
き
水
車
と
油
稼
水

世近際災者詰謹779 
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兵庫~1！周辺にお
ける水素の分布
（単位．機）

表 213

ゥ
，
白
今
ぺ

υ

イ
坤
白
白
－
A

今

δ

1

1

1

i

－
 

25 

資料：神戸TIJ:V.IW物然所蔵
)(:{I} 

表 214 嘉永61下（1853）羽［皮

谷における水車の分布
（単位：鞠）

持Ii
線漆

性h
託1i
米協

粉

粉

ヤ…一－
n

烏原村

石井村

荒 III1寸
奥平野村

宇治野村

花熊村

A 
Iコ

車
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
の
が
、
天
保
九
年
に
は
米
揚
き
水
車

新水III

9 11 「日一一いロ

20 計

資料：「辰巳家文｛l}J

古水車

ニツ茶屋村

花熊村

宇治野村！

中宮村

北野村

事11 戸村

奥平野村

合

名村

の
で
あ
ろ
う
。

が
優
位
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
御
影
村
・
魚
崎
村
等
周
辺
に
お
け
る
酒
造
業
や
索
獅
業
の
際
援
に
よ
る

次
に
、
兵
庫
津
周
辺
の
水
車
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
明
和
八
年
に
、
兵
庫
津
と
近
在
の
村
々
と
の
間
に
水
車
荷
物

の
口
銭
を
取
り
決
め
た
史
料
に
よ
る
と
、
表
出
の
よ
う
に
、
兵
庫
津
近
辺
の
村
々
に
水
車
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
再
度
谷
に
は
、
嘉
永
六
年
に
古
水
車
、
新
水
車
の
合
計
二

O
輔
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
表
山
）
。

六
甲
山
地
の
北
側
で
も
、
水
車
道
上
を
納
め
て
い
る
村
々
が
あ
る
。
湯
山
町
で
は
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
一
一
戦
分
銀

一
O
匁
、
翌
年
に
一
一
輪
分
銀
一
二
匁
が
哨
え
、
一
一
納
分
を
上
納
し
て
い
る
。
坂
本
村
で
も
、
宝
踏
五
年
に
米

石
八
斗
、
銀
一

O
匁
の
運
上
と
、
村
に
対
し
、
水
車
屋
敷
前
の
借
受
料
と
し
て
銀
八

O
匁
を
支
払
う
留
の
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
水
車
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
部
小
部
村
で
も
、
文
政
十
年
か
ら
銀
一
一
一
匁
五
分
の
水
車
運
上
を
納
入
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
後
期
に
は
、
流
水
な
動
力
源
と
す
る
水
車
が
発
達
し
、
西
摂
の
酒
造
・
絞
泊
地
帯
に
限
ら
ず
広
範
聞
に

780 森井ミの校会iffE：ち？



分
布
し
、
各
々
の
地
域
に
お
け
る
精
米
等
の
作
業
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

3 

高
取
山
周
辺
の
炭
坑
開
発

車
村
・
奥
妙
法
寺

村
の
炭
坑
間
開
発

数
少
な
い
市
域
鉱
業
の
う
ち
で
は
、
幕
末
期
に
高
取
山
周
辺
で
採
掘
が
進
め
ら
れ
た
石
炭
が
あ
げ
ら
れ

る
。
ま
ず
安
政
問
年
（
一
八
五
七
）
に
播
磨
国
神
間
郡
森
照
一
村
（
朝
来
郡
生
野
町
）
の
石
川
八
左
衛
門
が
車

村
・
奥
妙
法
寺
村
で
そ
の
開
発
を
試
み
た
こ
と
が
「
兵
路
県
史
料
」
に
み
え
る
。

そ
の
後
、
文
久
元
年
（

八
六
二
に
勝
海
舟

が
、
神
戸
海
軍
操
練
所
（
一
冗
治
元
年
ra
月
J
底
応
元
年
一
一
一
月
）
に
い
た
時
に
、

八
左
衛
門
に
再
び
開
発
を
命
じ
た
が
、
神
戸
海
軍
操

練
所
の
閉
鎖
に
伴
っ
て
石
炭
山
の
開
発
も
中
絶
し
た
。

し
か
し
、
慶
応
一
万
年
（
一
八
六
五
）
に
両
村
を
治
め
た
大
坂
谷
町
代
官
の

斎
藤
六
歳
が
、
炭
坑
か
ら
の
運
搬
の
道
路
を
修
復
し
、
翌
箆
応
一
一
年
八
月
二
十
六
日
に
再
稼
行
の
許
可
が
お
り
、
前
述
の
若
川

幕末期の農業と鉱工業

八
左
衛
門
が
採
掘
を
再
開
し
た
。
同
年
十
一
月
に
外
国
奉
行
支
配
定
役
坂
戸
小
八
郎
と
歩
兵
議
関
役
頭
取
米
国
桂
次
郎
等
が
、

炭
坑
の
実
地
検
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
京
都
出
張
勘
定
奉
行
服
部
筑
前
守
常
純
等
が
、
こ
の
炭
坑
の
振
興
と
炭

坑
か
ら
兵
庫
ま
で
の
運
搬
道
を
修
築
す
る
こ
と
を
協
議
し
、
そ
の
回
日
を
十
二
月
に
老
中
に
上
申
し
た
。

そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

）
 

噌

E
4（
 
本
（
磁
応
ニ
）
年
八
月
の
大
風
雨
の
た
め
坑
中
が
荒
廃
し
て
い
る
が
、
石
炭
の
質
は
災
い
。

第三節

(2) 

運
送
の
道
筋
は
、
牛
潟
道
で

六
貫
目
（
ム
ハ
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
入
二
俵
で
運
ん
で
い
た
が
、
道
一
帽
を
八
尺
に
拡
幅
し
、
率
で
運

送
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

近世：｝盗史帯電随78r 
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(7) 

(3) 

石
炭
の
価
格
は
、
兵
庫
ま
で
の
運

人
、
領
主
小
笠
原
佐
渡
守
に
依
頼
し
、
呼
び
寄
せ
た
い
こ
と
。

貨
を
含
め
、
百
斤
（
六
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

に
つ
き
金
一
分
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ

関

れ
は
唐
津
と
同
水
準
の
価
格
で
あ
る

好ミ

」ル」。

i苅

(4) 

開
坑
以
来
の
総
産
出
額
は
、
お
よ

坑

そ
百
万
斤
に
な
る
こ
と
。

炭

(5) 

し
か
し
、
損
金
は
千
一
一
一
百
両
余
に

区I53 

お
よ
ん
で
い
る
こ
と
。

(6) 

器
械
購
入
や
手
代
や
掘
子
の
宿
舎

の
建
設
等
の
た
め
に
千
両
を
拝
借
し
、

五
カ
年
斌
で
石
炭
代
金
の
中
か
ら
返

伐
採
し
た
い
こ
と
。

坑
道
に
使
う
松
木
が
、
村
方
の
分
で
は
不
足
し
て
い
る
の
で
、
御
林
山
か
ら
一
一
百
本
（
長
さ
二
閥
、
口
径
二
J
一
一
一
寸
の
も
の
）

済
し
た
い
こ
と
。

(8) 

掘
子
は
従
来
は
但
馬
の
生
野
銀
山
の
者
を
使
っ
て
い
た
が
、
不
慣
れ
の
た
め
肥
前
唐
津
の
石
炭
場
所
よ
り
巧
者
な
四
J
五

782 ?fl1玉栄幕末の社会



10) (9) 
免
の
吉野

中
し
付
け
ら
れ
た

と

兵
庫
で
の
石
炭
貯
蔵
の
た
め
蔵
を
借
り
て
い
る
が
、
蔵
敷
料
（
保
管
料
）
も
か
か
る
の
で
、
石
炭
会
所
を
設
霞
し
た
い
こ
と
。

右
会
所
御
用
達
と
し
て
、
摂
海
御
ム
口
場
築
造
御
用
差
配
方
の
廻
船
伽
御
用
達
嘉
納
次
郎
作
の
名
代
勤
森
清
之
助
（
商
学
幣
刀
御

石
炭
会
所
並
び
に
納
屋
は
、
兵
庫
新
在
山
本
町
浜
手
の
約
二

O
O坪
の
空
地
に
設
援
し
た
い
こ
と
。

屋
の
建
設
費
が
か
か
る
こ
と
。

日
石
炭
産
山
山
量
の
見
積
り
は
、
年
に
約
一
一
一

O
O万
斤
で
、
代
金
は
七
五

O
O荷
（

三
七
五
両
に
な
る
。
こ
の
う
ち
の
一
部
で
道
路
修
復
費
用
、
御
用
途
勤
料
、
会
所
費
用
等
を
賂
い
た
い
こ
と
。

土
地
の
買
収
費
九

両
二
分
、
納
屋
蔵
一
一
一

O
坪
の
代
金
八

O
両
の
合
計
一
七
一
間
二
分
、
こ
の
ほ
か
に
新
規
に
会
所
と
納

0
0斤
に
つ
き
代
金

分
と
し
て
）
冥
加
金

そ
の
結
果
、
十
二
月
十
二
日
付
で
す
べ
て
伺
い
の
通
り
許
可
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
石
炭
運
搬
の
た
め
の
道
路
と
石
炭
会
所
建
築

の
事
務
は
京
郊
仮
勘
定
所
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

幕末期の淡業と鉱工業

石
炭
・
似
の

支
配

炭
坑
の
支
配
に
閲
し
て
は
、
慶
応

月
四
日
付
で
勘
定
組
頭
深
山
字
平
太
と
小
関
直
太
郎
の
両
名
か
ら
谷

町
代
官
斎
藤
六
歳
に
対
し
、
炭
坑
の
世
話
を
す
る
こ
と
を
通
達
し
て
い
る
。
同
様
に
、
六
日
付
で
大
坂
域
代
牧

野
良
間
引
か
ら
も
a

筑
藤
六
歳
に
対
し
、
平
く
当
地
に
赴
き
、
現
地
に
い
る
大
坂
鉄
砲
奉
行
佐
藤
与
之
助
と
相
談
す
る
よ
う
に
と
の

通
達
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
炭
坑
の
現
地
の
支
配
を
谷
町
代
官
斎
藤
六
歳
（
下
僚
二
名
）
が
大
坂
鉄
砲
奉
行
佐
藤
与
之
助

と
相
談
し
な
が
ら
行
い
、
そ
の
決
裁
を
京
都
仮
勘
定
所
が
行
う
と
い
う
炭
坑
の
支
把
機
構
が
整
備
さ
れ
た
。
同
月
十
日
付
で
、

第三節

そ
の
旨
を
六
肢
が
勘
定
組
頭
へ
被
告
し
て
い
る
。
慶
応
一
一
一
年
一
ニ
月
に
佐
藤
与
之
助
の
建
議
に
よ
っ
て
、
斎
藤
六
蔵
と
鈴
木
忠
次

郎
が
小
笠
原
佐
渡
守
の
出
家
米
長
谷
川
等
兵
衡
を
炭
坑
仕
様
掛
と
し
て
招
聴
し
た
い
旨
、
大
坂
城
代
に
上
申
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ill: 近歴史露首顕783 



石炭遼送道路用地の買収

かI 名 石 i高 反日I] 銀；高

石 畝歩 匁

王手 村 2.34 22. 9 10 800.00 

奥妙法寺村 4.35 36.25 18,416.66 

l:::f妙法寺村 1. 739 15. 25 7,916.67 

板宿村 0. 243 1. 12 866.67 

メ1＝込t 計 8. 672 76. 11 38,000.00 

同
年
五
月
に
一
長
谷
川
は
、
摂
海
御
台
場
築
造
御
用
の
ほ
か
に
石
炭
掘
取
御
用
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
慶
応

一
月
十
八
日
付
で
摂
海
台
場
取
建
掛
の
普
請
役
鈴
木
忠
次
郎

表 215

が
、
石
炭
道
関
坑
と
道
路
修
繕
の
事
務
を
兼
務
し
、
斎
藤
六
歳
と
相
談
す
る
こ
と
が
命
ぜ

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
一
一
一
月
に
普
請
役
井
関
叉
士
口
も
こ
の
事
業
に
加
わ
っ
て
い
る
。

七
月
に
鈴
木
忠
次
郎
・
井
関
又
吉
は
他
に
転
じ
、
堀
川
平
之
丞
が
い
た
が
奥
野
吉
郎
が
加

資料：「兵/flt）県史料J

わ
っ
た
。
十
月
に
は
奥
野
に
代
わ
り
、
朝
比
奈
藤
八
郎
が
就
任
し
た
。
採
掘
に
先
立
っ
て
、

慶
応

一
月
石
炭
運
送
道
路
用
地
（
表
出
）
お
よ
び
兵
庫
津
新
在
家
町
に
お
い
て
は
石
炭

会
所
用
地
（
六
畝
コ
一
歩
、
代
価
九
一
一
問
二
分
）
が
買
収
さ
れ
、
間
年
一
一
一
月
末
に
は
石
炭
会
所
が

ほ
ぽ
落
成
し
て
い
る
。

出
炭
状
況

そ
の
後
採
掘
が
行
わ
れ
、
問
年
四
月
ま
で
に
毎
日
六

O
人
の
鉱
員
に
よ
っ
て
一
万
斤
余
の
出
炭
が
あ
っ
た
。

の
た
め
、
石
炭
会
所
に
従
来
の
二
棟
の
ほ
か
に
増
築
す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
の
旨
を
京
都
勘
定
組
頭
へ
十
二
日

付
で
上
申
し
、
二
十
二
日
に
許
可
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
新
し
く
二
棟
の
倉
庫
が
七
月
に
完
成
し
て
い
る
。

）
 
1
 
（
 一
方
、
同
じ
く
四
月
に
石
炭
会
所
運
営
の
た
め
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。

(2) 

勤
務
時
間
は
、
朝
五
ツ
半
時
よ
り
タ
七
ツ
半
時
ま
で
。

山
方
よ
り
石
炭
会
所
ま
で
の
運
賃
は
山
方
引
請
人
で
、
会
所
納
屋
か
ら
の
運
賃
は
請
取
方
で
負
担
す
る
。

(3) 

石
炭
一

O
O斤
に
つ
き
一
割
分
入
目
、
代
金

(4) 

分

買
上
げ
代
金
は
、
一
一
一
・
五
・
七
・
九
・
十
・
十

月
の
六
カ
度
に
手
形
で
渡
す
こ
と
。

784 

そ

幕末のお：会第五君主



幕末期の農業と鉱工業第三節

(6) (5) 

買
上
げ
代
金
の
五
分
は
、
笈
〈
加
運
上
と
し
て
上
納
す
る
こ
と
。

五
分
の
笠
〈
加
運
上
の
う
ち
、

一
分
（
御
用
達
に
て
預
り
金
）

慶応3年（1867〕の石炭産出状況表 216

考備J三し
丘L数日E質

斤
2,629,800 ほかに下等品

10万斤

出炭高

668,800 （売却高
有高 1 961,000 

7,376丙 2分
永 227文5分'tc'i上げ代金

3,365阿 2分
永 90文

100斤につき
金 1分

一
分
（
石
炭
地
元
へ
、
七
・
十
二
月
に
渡
す
）

4, 011河
永 137文5分

6, 700附

676防 2分
永 227文5分

100斤につき
金l分 l朱

（支払分

未払分 12月18日渡分

代金の 5分
368肉3分

永86文3分7厘 5毛金3主力u

用途へ子長室主分

150雨

30肉

/ 7月上納分

(t 約

内｜会所諸入用

訳｜用途勤料

にお炭地元波料

30雨

60問

王手村・奥妙法寺村30問

218阿3分
永86文3分7ll立5毛残金

用途へ預霞分
43肉3分

永17文2分 7麗 5毛納／上

43f<可3分
永17文 2分 7座 5モ
87河 2分

永34女5分5康

＼石炭地元波料 1 43丙 3分
永17文2分 71夏5毛

会所諸入用

用途効料

内

訳

役近

王手村・奥妙法寺村

日査史編III

＼ 

資料： f；矢印県史料J

78ラ



二
分
（
御
用
途
勤
料
）

分
（
会
所
諸
入
用
）

と
、
定
め
ら
れ
て
い
る
。

同
年
六
月
に
は
、
石
炭
会
所
の
隣
地
、
東
山
山
町
網
浜
新
国
に
軍
鑑
方
の
石
炭
御
閉
所
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
奥
妙
法
寺

村
内
で
新
し
い
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
、
新
た
に
そ
の
炭
坑
か
ら
の
運
送
の
た
め
の
道
路
が
修
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
完
成
は

十
二
月
十
日
）
0

こ
の
時
に
は
、
毎
日
鉱
員
一
五

O
人
が
働
き
、
一
一
一
万
斤
の
産
出
高
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
石
炭
の
買
上
げ

代
金
も
百
斤
に
つ
き
一
朱
増
額
さ
れ
、

一
分
一
朱
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
炭
坑
の
盛
況
の
た
め
、
同
年
七
月
に
石
炭
会
所
御

用
達
森
清
之
助
は
、
新
た
に
東
出
町
の
網
浜
新
田
の
軍
鑑
方
用
地
に
さ
ら
に
一
一
一
棟
の
倉
庫
の
明
設
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
八
月
十
五
日
付
で
経
費
を
で
き
る
だ
け
抑
え
て
行
う
よ
う
に
と
の
条
件
つ
き
で
許
可
の
旨
が
届
い
た
。
同
月
十
八
日
か
ら

建
築
を
始
め
、
九
月
二
十
五
日
に
竣
工
し
た
。

こ
の
よ
う
な
出
炭
状
況
を
ふ
ま
え
、
十
月
に
幕
府
は
勘
定
奉
行
に
、
諸
大
名
が
率
離
お
炭
欠
乏
の
時
に
は
兵
庫
石
炭
会
所
で

石
川
氏
を
払
い
下
げ
る
、
と
令
市
泌
さ
せ
た
。
慶
応
一
一
一
年
の
出
炭
高
、
質
上
げ
代
金
、
運
上
金
等
を
示
す
と
、
表
山
の
よ
う
に
な
る
。

兵
庫
奉
行
柴
田
剛

中
の
炭
坑
開
発

前
述
の
よ
う
に
高
取
山
の
炭
坑
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
さ
な
か
、
慶
応
三
年
五
月
二
十
八
日
付
で
兵
庫

開
港
御
用
掛
に
大
日
付
松
平
信
敏
、
勘
定
奉
行
星
野
成
業
等
を
任
命
し
、
現
地
の
主
管
者
に
外
国
奉
行

の
柴
田
欄
中
が
選
ば
れ
た
。
こ
の
柴
田
は
、

五
月
十
一
一
一
日
に
大
坂
町
奉
行
・
外
国
奉
行
兼
帯
、
さ
ら
に
七
月
九
日
に
兵
庫
泰
行

・
大
坂
町
奉
行
兼
帯
を
命
ぜ
ら
れ
、
兵
庫
開
港
大
坂
居
留
地
御
用
取
扱
と
な
っ
た
。
兵
庫
奉
行
を
兼
任
し
た
柴
回
制
中
は
、
大

坂
か
ら
兵
庫
に
移
り
、
十
ニ
月
七
日
の
兵
庫
開
港
に
伴
う
外
交
諸
務
や
諸
施
設
を
主
管
す
る
こ
と
に
な
り
、
神
戸
外
国
入
居
留

地
の
建
設
や
山
陽
道
の
付
楼
工
事
い
や
に
活
躍
し
た
。

786 幕末の社会第五主主



こ
の
柴
田
が
高
歌
山
の
炭
坑
に
強
い
関
心
を
示
し
、

九
段
応
三
年
四
月
四
日

兵
庫
津
英
国
人
旅
宿
お
ゐ
て
士
官
サ
ヲ
ッ
ト

ン
ア
ス
ト
ル
江
お
炭
抜
取
方
様
械
等
之
儀
質
問
い
た
し
候
対
話
番
」
と
題
す
る
文
書
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
柴
田
側
中
が

イ
ギ
リ
ス
の
セ
l
へ
ン
ト
号
今
日
本
水
路
史
』
で
は
サ
i
ベ
ン
ト
号
）
の
溶
械
ガ
級
頭
サ
ヲ
ッ
ト
ン
日
ア
ス
ト
ル
に
対
し
、
本
村

の
石
炭
山
の
状
況
や
そ
の
開
発
の
た
め
の
機
械
に
つ
い
て
質
問
し
、

そ
の
返
答
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、

サ
ヲ
ッ
ト
ン
は
柴
田
の
依
頼
に
よ
り
準
村
の
石
炭
山
を
見
に
行
っ
た
こ
と
、
事
村
の
石
炭
は
唐
津
間

様
に
良
質
の
石
炭
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
械
を
能
用
し
て
深
く
掘
れ
ば
出
炭
量
も
塙
加
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
機
械
の

種
類
や
購
入
方
法
等
に
つ
い
て
柴
閏
が
熱
心
に
尋
ね
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。

シ
ド
ニ
ー
H

ロ
i

コ
ッ
ク
の
報
告

柴
田
剛
中
が
サ
ヲ
ッ
ト
ン
を
訪
れ
た
二
カ
月
後
の
ふ
ハ
月
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
書
記
の
シ
ド
ニ
ー
口

ロ
ー
コ
ッ
ク
が
、
商
業
報
告
書
で
、
率
村
の
お
炭
山
を
訪
問
し
た
結
果
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

ω発
見
は
、

一
O
J
一
一
一
年
前
、

ω場
所
は
、
兵
庫
か
ら
四
マ
イ
ル
（
約
六
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
山
の
中
、
川
w坑
道
は
水
平
で
、

幕末期の農業と鉱工業

長
さ
は
ニ
五
フ
ィ
ー
ト
（
七
・
六
一
一
メ
ー
ト
ル
）
以
内
、
大
半
は
一

O
J
一

一
フ
ィ
i
ト
、
例

の
男
が
、
地
聞
に
し
ゃ
が

み
こ
ん
で
尖
っ
た
ハ
ン
マ
i
で
掘
る
作
業
を
し
て
い
た
、
肋
坑
道
の
入
口
付
近
で
襖
同
然
の
数
人
が
、
石
炭
を
手
で
選
別
し
、

小
屋
の
後
の
積
出
場
に
運
ん
で
い
た
、
例
そ
こ
か
ら
兵
庫
の
市
場
ま
で
、
一
一
一
輪
車
か
、
背
中
に
か
つ
い
だ
り
、
ま
た
は
牛
に
引

か
せ
て
運
ぶ
、
の
石
炭
の
品
質
は
、
大
半
が
劣
っ
て
い
た
が
、
中
に
は
無
煙
炭
の
よ
う
な
良
い
種
類
の
物
が
含
ま
れ
て
い
た
、

同
日
本
政
府
は
、
こ
の
石
炭
山
に
も
っ
と
科
学
的
な
作
業
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
例
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
機
械
に
よ
っ
て
、

第三節

立
派
な
炭
坑
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
等
々
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
川
仰
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

UW述
の
柴

国
側
中
の
文
書
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
械
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

世近歴史編彊787 



ま
た
品
質
に
つ
い
て
は
、
慶
応
二
年
十
二
月
付
の
外
国
奉
行
平
山
図
書
頭
敬
忠
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
横
浜
に
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
ク
l
レ
！
と
い
う
者
に
炭
坑
の
石
炭
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
上
等
の
海
軍
用
の
「
ウ
ヰ
ル
」

質
で
は
な
い
が
、
中
等
の
「
サ
ニ
ッ
ト
」
質
で
、
製
鉄
・
蒸
気
車
用
の
陸
用
に
は
最
上
口
仰
の
品
質
で
あ
り
、
近
海
廻
り
の
蒸
気

船
に
使
用
し
て
も
何
ら
差
支
え
な
い
と
い
う
鑑
定
で
あ
っ
た
。

幕
府
崩
壊
後

の
炭
坑
試
掘

こ
の
よ
う
に
、
開
港
に
伴
う
お
炭
需
要
を
満
た
す
た
め
、
兵
庫
開
港
場
に
近
接
し
た
車
村
・
奥
妙
法
寺
持
で

石
炭
山
の
開
発
が
着
手
さ
れ
、
幕
府
に
よ
っ
て
慶
応
一
一
一
年
に
は
積
続
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
兵
庫

津
に
そ
の
石
炭
を
貯
蔵
す
る
石
炭
会
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
江
戸
幕
府
の
崩
壊
の
た
め
事
業
は
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
月
二
十
四
日
に
東
尻
池
村
・
商
尻
池
村
・
池
田
村
の
一
一
一
カ
村
か
ら
兵
庫
民
政
役
所
に
試

掘
願
い
が
出
さ
れ
、
二
月
か
ら
九
月
ま
で
開
発
を
行
っ
た
が
、
成
果
が
あ
が
ら
ず
中
止
さ
れ
た
。

ま
た
、
明
治
四
年
九
月
に
東
尻
池
村
の
米
正
久
左
衛
門
の
試
掘
願
な
ど
、
度
々
開
発
を
行
お
う
と
し
た
が
、
長
続
き
は
し
な

追
っ
こ
。

、
刀
チ
ー
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第
四
節

幕
末
期
の
酒
造
業

灘
酒
造
業
の
集
中
化

江
戸
入
津
樽

数
の
変
遷

天
保
改
卒
は
酒
造
業
に
と
っ
て
み
る
と
、
冥
加
金
は
従
来
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
出
造
り
・
出
稼
ぎ
は
新
た
に

規
制
さ
れ
た
も
の
の
、
株
仲
間
停
止
か
ら
も
除
外
さ
れ
て
、
実
質
的
に
は
由
来
の
制
度
と
ほ
と
ん
ど
奨
な
る

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
天
保
改
革
後
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
時
期
は
、
江
戸
積
溜
造
業
の
経
営
は
赤
字
年
が
連
続
し
、

江
戸
潜
問
屋
と
の
対
立
も
あ
っ
て
、
灘
酒
造
業
と
し
て
も
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
ず
幕
末
期
の
江
戸
入
津
棒
数
の
変
遷
か
ら
み
て
み
よ
う
（
関
口
プ
付
表
れ
）
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
十
一
一
郷
申
合
せ
に

幕末期の酒造業

よ
っ
て
、
文
政
四
年
の
入
津
得
数
を
基
準
に
し
て
生
産
の
自
主
規
制
が
な
さ
れ
て
以
来
、
そ
れ
が
基
準
と
さ
れ
て
き
た
が
、
柑
祢

末
期
に
は
、
十
二
郷
内
部
の
各
郷
に
異
な
っ
た
動
向
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

）
 
－
 
（
 
十
二
郷
の
う
ち
灘
自
の
占
め
る
割
合
は
、
文
政
四
年
の
五
九
・
六
%
か
ら
漸
次
減
少
傾
向
に
あ
り
、
慶
応
一
一
年
（

八
六
六

第四節

に
は
五

ム
ハ
・
八
%
か
ら
慶
応
二
年
に
は

%
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。
伊
丹
は
さ
ら
に
激
し
い
減
少
を
示
し
、
文
政
四
年
の

五
・
五
%
に
ま
で
激
減
し
た
。
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そ
れ
に
ひ
き
か
え
今
津
が
さ
・
五
%
か
ら
一
五
・
七
%
へ
、
間
宮

790 

は
七
・
六
%
か
ら
二
ハ
・
六
%
へ
と
そ
の
比
率
を
塙
大
さ
せ
て
い
る
。

同
じ
こ
と
は
文
政
四
年
を
一

O
Oと
す
る
指
数
を
と
っ
て
み
て
も
、

今

δ

灘
闘
が
一
時
的
に
安
政
一
二
年
に
八
五
と
回
復
し
て
い
る
が
、
慶
応
ニ

年
に
は
五
九
に
下
が
り
、
伊
丹
は
嘉
、
氷
六
年
（
一
八
五
一
二
）
に
は
概
端

に
一
一
一
五
に
ま
で
落
ち
込
み
、
慶
応
二
年
に
は
二
二
に
激
減
し
て
い
っ

て
い
る
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
西
宮
は
慶
応
二
年
に
は
一
問
問
、

今
津
は
一
一
九
五
と
急
激
な
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
入
津
樽
数
の
最
的
橋
大
を
示
し
た
文
化
・
文
政
期
の
動
向
と

は
対
照
的
な
動
き
が
、
そ
の
量
的
増
大
に
終
止
符
を
う
っ
た
幕
末
期
に

お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
文
化
・
文
政
期
に
江
戸

市
場
に
鰹
進
し
て
い
っ
た
灘
間
と
伊
丹
が
、
幕
末
期
に
は
後
退
し
、
そ

れ
に
反
し
て
文
化
・
文
政
期
に
は
そ
れ
以
前
の
宝
暦
？
安
永
期
よ
り
後

退
を
余
犠
な
く
さ
れ
て
い
た
今
津
・
西
宮
の
両
郷
が
、
幕
末
期
に
は
十

幕末の社会

二
郷
内
部
で
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
異
常
な
発
展
傾
向
を
み
せ
た
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

第五Jft



灘
呂
・
伊
丹
の
後
退
と

今
津
・
酋
宮
の
進
出

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
灘
間
と
伊
丹
両
郷
の
後
退
と
、
今
津
・
西
宮
両
郷
の
進
出
と
い
う
、
江
戸
積

十
二
郷
内
部
に
お
け
る
対
照
的
な
傾
向
を
も
た
ら
し
た
要
閣
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
灘
闘
に
関
し
て
は
、
文
化
・
文
政
期
の
勝
手
造
り
令
の
も
と
で
、

の
量
的
拡
大
が
、
潟
、
造
り
集
中
化
を
志
向
す
る

技
術
革
新
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
発
展
の
成
果
は
、
結
果
的
に
は
高
額
の
冥
加
金
を
負
担
す
る
新
規
株
の
交
付
に

よ
っ
て
幕
府
に
掌
握
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
あ
わ
せ
て
幕
末
期
に
は
委
託
販
売
方
式
に
よ
る
売
掛
金
の
増
大
が
、
酒
造
経
営
を

圧
迫
し
、
ひ
い
て
は
問
屋
の
荷
主
系
列
化
へ
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
伊
丹
の
後
退
も
、
文
化
・
文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て

故
に
酒
造
技
術
が
大
き
く
進
歩
し
、
ま
た
そ
れ
を
需
要
す

る
江
戸
市
場
の
変
化
の
な
か
で
、
も
と
も
と
秋
彼
岸
ご
ろ
よ
り
仕
込
ま
れ
た
早
造
り
の
新
酒
な
、
古
酒
蔵
切
と
新
酒
番
船
の
端

境
期
に
出
荷
し
、
莫
大
な
利
潤
を
独
占
し
て
ゆ
く
と
い
う
伊
丹
独
特
の
体
勢
が
山
則
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
天
保
期
に
突

施
さ
れ
た
領
主
近
衛
家
の
て
こ
入
れ
に
よ
る
酒
造
株
の
入
株
・
貸
付
政
策
が
失
敗
し
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の

間
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
前
官
郷
の
場
合
は
、
ま
ず
明
和
・
安
永
期
に
従
前
の
酒
造
家
が
没
落
し
、
文
化
・
文
政
期
に
新
た
な
江
戸
積

幕末期の澗造業

酒
造
家
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
天
保
十
一
年
（
一
八
四
O
）
西
宮
で
宮
水
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機

に
水
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
そ
の
宮
水
の
有
す
る
有
効
性
が
改
め
て
宣
伝
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
も
、
江
戸
市
場
に
お
け
る
「
沼
薄
造
り
の
方
を
好
み
候
」
と
い
う
需
要
隠
の
変
化
に
、
灘
の
酒
造
家
が
敏
感
に
対
応

第四節

し
た
も
の
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
官
水
の
湧
出
地
で
あ
る
西
宮
の
立
地
条
件
の
良
さ
が
発
揮
さ
れ
、

隣
接
す
る
今
津
郷
も
ま
た
そ
れ
に
結
び
つ
い
て
、
灘
一
一
一
郷
の
な
か
で
灘
間
伐
に
代
わ
っ
て
進
出
し
て
ゆ
く
条
件
が
整
っ
て
い
た
と
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い
え
よ
う
。
近
肢
に
お
い
て
領
主
の
支
配
関
係
を
異
に
し
、
都
市
酒
造
業
と
在
方
沼
造
業
の
違
い
を
み
せ
な
が
ら
、
今
津
と
西

郷
を
包
摂
し
て
近
代
の
灘
五
郷
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
契
機
も
、
そ
の
点
に
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

宮
の
再
郷
が
幕
末
期
に
は
「
西
今
津
し
と
も
い
わ
れ
る
酒
造
仲
間
の
結
合
を
示
し
、
明
治
期
に
な
っ
て
新
た
に
西
宮
郷
と
今
津

江
戸
入
津
縛
数
か
ら

み
た
灘
呂
の
変
化

さ
て
、
灘
間
口
が
入
津
稀
数
か
ら
み
て
幕
末
期
に
は
減
少
額
向
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
が
、
灘
日
間
組

（
上
灘
東
組
・
問
問
中
組
・
問
商
組
・
下
灘
）
の
あ
い
だ
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図
日
（
付
表
h
M

）
は
、
灘
間
関
組
の
各
入
津
樽
数
を
表
示
し
た
、
も
の
で
あ
る
。
灘
目
川
口
組
の
幕
末
に
か
け
て
の
入
津
樽
数
の
変
化

）
 

－
 
（
 
間
組
の
う
ち
で
基
準
年
で
あ
る
文
政
問
年
に
上
位
を
占
め
た
の
は
、
上
灘

97 京柑1

8 ケ：：：：.＿＿＿ 97 －－－～～--J..5 
~67ド時 小説l

1Jlj¥!l 

の
中
組
・
間
組
で
あ
る
が
、

こ
の
両
紐
は
幕
末
に
か
け
て
減
少
し
、
同
時

に
下
灘
も
激
し
い
落
ち
込
み
を
示
し
て
い
る
。
文
政
四
年
を
一

O
Oと
す

る
指
数
で
は
、
文
久

の
西
組
は
四
七
、
中
組
は
七
五
に
減
少
し
て
い

126 

る
(2) 

こ
の
よ
う
に
上
灘
の
中
組
・
間
組
と
下
灘
が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
東

組
だ
け
が
文
久
三
年
の
指
数
は
二
一
五
と
な
り
、
文
政
四
年
を
上
ま
わ
る
増

131 

大
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
そ
の
組
の
中
心
を
な
す
東
組
の
魚
崎
村
、
中
組
の
御
影

白

aI
 

数UH
 
J
 

100 

村
、
西
組
の
大
石
村
の
動
向
と
一
致
し
て
お
り
（
図
%
・
付
表
ね
て
上
昇
し
て
ゆ

一円江の紹

（
一
八
五
J
C

閉

山
立
政

3

臼機る
透
け
変
お
の

（一八一

J
O
）
に
数

火

保

広

期

間
米

津

森

入

戸
、
J
N

、J

減
一
（
一
八
＼
一
～
凶

J

ヌ
B
4
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滋日全体の推移(f旨数）

100 99.6 

指
数
∞

く
東
組
魚
崎
村
（
郷
）
、

（郷）、

85.2 

安
政
3

尺呆↓．
L

7
1ム
d

文
政
4

I・灘三詰iの推移（実数）万ii沼m
f脅i大：fiH
I "132. 697 
13 「

58,362 
58,051 

京総

魚崎ヲ

47,635 

現
状
維
持
的
な
中
組

i
御
影
村
（
郷
）
、

52,290 5 

（
一
八
六
三
）

文
久
3
年

（
一
八
五
六
）

安
政
3
年

（一八…一一
O
）

天
即
時
元
年

（
一
八
一
一
二

文
政
4
年

幕末期における上灘三組の江戸

入津撚数の変遷

!El 56 

そ
し
て
停
滞
し
て
ゆ
く
西
組
！
大
沼
村
（
西
郷
）
と
下
灘

と
い
う
顕
著
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

下
灘
は
脇
浜
・
一
一
ツ
茶
屋
・
神
戸
な
ど
の
諸
村
を
ふ
く
む
地
域
で
、

い
え
る
。

の
ち
明
治
期
に
入
っ
て
江
戸
積
酒
造
地
か
ら
消
え
て
ゆ
く
が
、
そ
の
徴
候
は
こ
の
幕
末
期
に
お
い
て
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と

幕末期の瀦造業

幕
末
期
の
灘
間
酒
造
業
の
動
向
は
、
こ
の
よ
う
な
変
動
を
内
包
し
な
が
ら
、
特
定
酒
造
家
へ
の
集
中
化
が

ゆ
く
の
で
あ
る
。

第四節

酒
造
株
高
か
ら
み

た
集
中
化
と
没
落

表
加
は
天
保
八
年
（
一
八
一
一
一
七
）
と
明
治

段
と
進
行
し
て

（
一
一
一
級
）
同
郷
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 （
一
八
七
O
）
の
所
有
株
高
別
酒
造
家
数
を
、
今
津
・
上
灘

た
だ
し
天
保
改
革
以
降
は
前
述
の
涌
り
、
沼
造
株
高
は

世：近日歪史書奇襲793 



所有株高別酒造家数の変動（天保8年→明治3＇.ド）表 217

淵tJ:. A 
ド1

引
引

組西組組東

今

油
伴

凶

宮

十2

今

δ
！？
V
F
3

’A1
4
v
n
u
 

n
u
i
v唱
i

2
↓
2
 

o
l
v
2
 

l万石以上

4
1
1
V
4

・

ハU
！
i
v

’i

－s
a
i
l
v
ハU

円

U
1
1
v
t
i

5,000石以上
1万石未満

士。

ハy

’n
t

l
｛

1
 

日
l
v
6

今

O
i
v
O
J

日
i
v
7

o
o
－
－

vrho 

1
1
1
 

勺
A

、1
i

内

d
1
1
V
巧，

a

3 

t
i

’A仏
T

2
d

、nvJ

1
 

n
V
9
 

得
。
’
？
“

q
，，台、今
4

-37 

O
J
i
4
 

1

、
4

咽

A
i
v
n
δ

勾‘u
i
l
v
w

、d

n
u
－
－

v
ヲ，“

－
↓
2
 

－
A
l
v
A
U
 

2
1
v
H
 

十25

4
a
i
z
b
 

ハU
l
i
v
ヲ’
u

円

U
f
f
V
1
A

？ゐ

i
e
v
n
u

1, 000石以ヒ
5,000石未満 32 

500石以上
1, 000石未満 17 

十1

－A

’？“ 

r
h
u

－－、戸、
U

1

1

 

3
1
v
o
J
 

今，h

今，“白

7
v
2
5
 

I
l
l
－
 

一勾，

4
1
v
U
十

8
j
F
1
7
 

l

i
－
－
 

9
J
7
8
 

？
“
、
今
、
υ
よ
ea

’’
4
A
 

1
1
v
L
十

3

’
5
8
 

2

、
l

－

－l
2
υ
 

9
1
v
U
十

7
’
2
5
 

ヲゐ
1
1
、
今
必
一

500石未満

計宇1誌
にI

-9 
52 

酒
造
稼
石
高
と
称
し
、
株
高
が
そ
の

ま
ま
実
際
の
造
石
高
を
表
示
し
て
い

な
い
点
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
お
よ
そ
次
の
特
徴
を
あ
げ
る

」
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

∞
株
高
一
万
石
以
上
の
酒
造
家
が
、

天
保
一
一
一
年
の
一
一
一
軒
か
ら
明
治

（注） 矢口jの」二は天保8年，下は明治3年の溜逃家ii午数。
資料．「御影酒造組合文書J，「向嘉納家文惑J

五
軒
に
増
加
し
て
い
る
、
同
一

0
0

O
在

J
五
0
0
0石
ま
で
の
灘
五
郷

に
お
け
る
中
堅
ク
ラ
ス
の
酒
造
家
は
、

二
軒
か
ら
九
四
軒
へ
と
、

軒
も
減
少
し
て
い
る
、
例
そ
れ
と
は

社
4m仙川
1mω
亡
、

j
j
t
l
 
五

O
O石
J

一0
0
0

石
の
中
小
競
技
の
酒
造
家
は
一
九
軒

か
ら
問
問
軒
に
倍
増
し
て
い
る
、
川
刊

酒
造
家
全
数
で
は
九
軒
減
少
し
て
い

る

794 
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灘
民
間
経
の
な
か
で
上
昇
し
て
ゆ
く
東
組
の
魚
崎
村
は
、
明
治
一
一
一
年
に
は
赤
穂
屋
（
雀
部
）
市
郎
右
衛
門
と
荒
牧
態
（
山
口
問
）
太

左
衛
門
の
二
軒
が
一
万
お
所
持
者
と
な
る
一
方
、
軒
数
で
は
一
一
一
一
一
軒
か
ら
…
五
軒
へ
と
減
少
し
、
灘
自
で
は
一
番
激
し
い
集
中

過
程
を
示
し
て
い
る
。

文
政
四
年
江
戸
入
津
樽
数
が
灘
目
第
一
位
の
閥
組
の
大
石
村
で
は
、
明
治
一
一
一
年
に
新
た
に
五

0
0
0石
以
上
の
酒
造
家
と
し

て
松
屋
（
松
岡
）
甚
右
衛
門
が
現
れ
て
く
る
が
、
他
方

0
0
0石
J
五

0
0
0石
の
中
擦
問
胞
の
没
落
が
目
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
中
総
の
御
影
村
で
は
、
天
保
八
年
・
明
治

に
一
万
石
以
上
の
酒
造
家
と
し
て
嘉
納
治
兵
衛
と
向
治
郎
右
衛

門
の
一
一
軒
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
五

O
O
O芯
J

軒
が
減
少
し
、
軒
数
の
増
加
は
五

O
O石
J
一
0
0
0

万
石
の
酒
造
家

石
の
小
規
模
酒
造
家
に
み
ら
れ
、
極
端
な
両
極
分
解
を
示
し
て
い
る
。
山
中
組
に
お
け
る
明
治

人
の

万
石
酒
造

の
も
う

ゆ
が
は
石
屋
村
の

（
木
村
）
喜
兵
衛
で
、
そ
の

方
で

0
0
0石
J
五

O
O
O石
ク
ラ
ス
が
半
減
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
組

の
東
明
村
で
は
、
天
保
八
年
に
一
万
石
を
所
持
し
て
い
た
酒
造
家
が
、
明
治
一
一
一
年
に
は
没
落
し
、

か
え
っ
て
酒
造
家
軒
数
が
四

軒
か
ら

軒
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
灘
協
が
一
般
的
趨
勢
と
し
て
は
、
江
戸
入
津
帯
数
が
頭
打
ち
し
て
退
潮
傾
向
に
あ
っ
た
な

幕末期の溜造業

か
で
、
酒
造
仲
間
内
部
で
は
株
高
一
万
石
以
上
所
持
者
は
か
え
っ
て
増
え
て
お
り
、
中
堅
隠
の
激
減
と
千
石
以
下
の
中
小
規
模

躍
の
倍
増
と
い
っ
た
形
で
集
中
と
没
落
が
一
段
と
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
集
中
化
の
進
行
を
、
文
化
・
文
政
期
に
は
発
展
し
な
が
ら
幕
末
期
に
は
減
退
傾
向
に
あ
っ
た
御
影

幕
末
期
の
御

影
滋
造
業

村
西
組
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
天
保

の
株
改
め
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
別
で
あ
る
。
こ
の

~関節

時
新
規
株
と
し
て
交
付
さ
れ
た
一
一
一
万
石
余
は
い
わ
ば
発
展
期
の
増
石
分
で
、
従
来
か
ら
の
御
免
定
株
・
籾
買
入
株
合
計
一
一
一
万
六

i!!• 近歴史編Ill79ラ



酒造人 ｜御吋ilm賀入＊＊Iii新規判長1借株Iii合計
1 嘉納屋治兵衛

2 // l; {'F-
3 グ治郎右衛門

4 グ 彦右衛門

5 グ保兵衛

6 。勝三郎

7 。治三郎

8 。彦凶郎

9 グ彦治郎

10 グ 治三兵衛

11 グ長兵衛

12 グ久兵衛

13 グ 治郎太夫

14 か彦三郎

計

15 材木屋利 !l)J 

16 M 藤 七

17 グ孫市郎

18 沢田屋重兵衛

19 伊勢屋七右衛門

20 グ 嘉右衛門

21 薩摩屋弥兵衛

22 西国弥兵衛

23 大和屋嘉左衛門

24 伊勢屋七郎兵衛

25 弁f海底佐兵衛
26 泊康伊佐次

メ口合、 計

（注） 石未満は切捨て。

資料：「向嘉納家文書J

第五1主 主主米の社会

石 石
500 5,882 

4,040 4 

2,328 4 

3, 112 3 

1, 600 

!50 1 500 

600 2 

954 1 

1, 827 

1,500 

900 1 

422 

15,684 20 9,831 

680 2 

800 

700 

20 1 780 

2,290 2 900 

!, 738 

1, 100 

600 

350 2 

800 

21, 124 30 15, 149 

石 石 石
3 3,000 12 40 1 9,422 

3,000 7 7,040 

3,600 9 40 1 5,968 

1, 887 4 4,999 

1, 000 3 820 2 3,420 

1 2,000 4 !, 230 1 3,880 

1,600 4 !, 000 1 3,200 

!, 400 4 320 2 2,674 

1 10 1 2, 537 

1, 000 2 20 2, 520 

1 1,000 2 200 1 2,400 

500 2 !, 400 

580 3 !, 002 

500 2 40 1 540 

8 21, 767 59 3, 720 12 51, 002 

920 2 600 2 2, 200 

1 800 2 300 1 1, 900 

500 2 !, 200 

1 2, 300 4 1, 150 2 4, 250 

1 800 3 20 1 4,010 

2 500 2 20 1 2, 258 

!, 000 2 40 1 2, 140 

600 3 1,200 

850 2 !, 200 

800 

500 2 10 1 510 

30 1 30 

14 30, 567 84 5,860 21 72, 700 

796 



第四節幕米郊の酒造業

表 219 明治元年（1868）御影村の源造稼鐙キLi高一覧

活 造 人 ；御免定株（株数）｜籾資入株（株数）I新規株（株数）［合計（株数）

嘉納屋治兵衛｜ 仰 7, 309. 5 (7) 8, 400 (24) 
1玉

(2) 16, 359. 5 (33) 

2 グ治郎右衛門 3, 128 (5) 4, 072. 8 (5) 7, 650 (23) 14, 850. 8 (33) 

3 !/ iiち ff- 2,544 (3) 800 (5) 3,344 (8) 

グ長兵衛 (1) 1, 700 (4) (5) 4 I 1, 200 2,900 

5 グ 治三兵衛 1, 500 (2) 1, 200 (3) 2, 700 (5) 

6 !/ ~丸 2: 2, 400 (8) 2,400 (8) 

7 か作之助 1, 290. 3 600 (2) 1, 890. 3 (3) 

8 。甚 立に』1 1, 600 1,600 (1) 

9 グ 治郎太夫 828.3 630 (2) 1, 458. 3 (3) 

10 。弥兵衛 1, 250 (5) 1, 250 (5) 

計 12, 582. 3 (13) 24, 630 (76) 48, 7 52. 9 (104) 

11 材木犀利 fl)J 2 643.6 3, 560 (10) 6, 203. 6 (15) 

12 グ孫 ，じ 700 800 (1); 800 (3) 2, 300 (5) 

13 ！／ 芸 助 1, 700 (6) 1, 700 (6) 

14 グ甚 助 1, 000 (2) 1, 000 (2) 

15 !/ 空宇 助 800 (1) 

16 伊勢屋泰之助 1, 533. 2 3, 933. 2 (11) 

17 グ 七右衛門 1, 790. 3 (2)1 1, 0凹 2, 790. 3 (3) 

18 グ；長 Pじ 936. 48 (1) 936.48 (1) 

19 グ手lj 助 700 (1) (1) 

20 沢田E重量兵衛 2, 388 (2) 800 (4) 3, 188 (6) 

21 水底たね 800 (t) I 2, 300 (6) ! 3, 100 (7) 

22 鈴鹿文蔵 2,090 (5) (5) 

23 河内康与八郎 1,335 (2) 600 (2) 1, 935 (4) 

24 薩摩箆弥兵衛 l，ヲ00 (4)1 1, 900 (4) 

25 米庭養四郎： 1, 800 （引 1,800 (2) 

26 鍵屋与助： 900 (3) 900 (3) 

メL
に1 計 24,923.98 029. 48(180) 

資料：「御彩澗造総合文t~J

797 E主史告訴盟 近 ii!: 



千
石
余
の
八
四
%
増
と
な
り
、

の
う
ち
一
軒
を
除
く
一
一
一
一
軒
と
、
小
説
絞
な
が
ら
ま
っ
た
く
新
規
に
一
一
一
軒
が
交
付
を
受

け
て
い
る
。
発
展
期
の
幅
広
さ
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
軒
数
で
も
半
分
以
上
を
し
め
る
嘉
納
一
族
一
四
軒
の
株

ム円刊は、

五
万
一
千
石
余
に
及
び
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

幕
末
期
の
変
化
を
み
る
た
め
に
、
こ
れ
と
明
治
元
年
御
影
村
の
踊
造
鑑
札
所
持
状
況
を
示
し
た
表
仰
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
第

に
、
総
株
高
に
お
い
て
七
万
二
七

O
O石
（
借
株
を
ふ
く
め
て
）
か
ら
八
万
四

O
二
九
石
へ
と
約
一
万
一
千
石
、

一
六
%

増
加
し
、
そ
の
集
中
化
を
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も
新
焼
株
の
移
動
は
激
し
く
、
明
治
元
年
に
は
四
万
ゴ
二
九

O
石
に
増
え
、

総
高
の
地
加
率
を
上
回
る
四
一
%
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
他
郷
他
村
よ
り
の
集
中
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
相
変
わ
ら
ず
嘉
納
一
族
へ
の
集
中
度
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
天
保
一
一
一
年
の
一
四
軒
が
明
治
元
年

に
は
一

O
軒
に
減
少
す
る
反
問
、
嘉
納
治
兵
衛
・
向
治
郎
右
衛
門
の
ニ
軒
が
計
三
万
石
以
上
を
集
中
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

,7, c 
し

に
は
、
嘉
納
家
の
別
家
筋
に
あ
た
る
材
木
監
が
、
天
保
一
一
一
年
の
一
一
一
軒
株
高
五
三

O
O石
か
ら
、
明
治
元
年
に
は

五
ii汗

万
二

0
0
0お
へ
と
、
別
家
筋
が
飛
錦
的
に
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
嘉
納
家
と
そ
の
別
家
な
除
く
と
、
伊
勢
屋

四
軒
で
八
一
一
一
五
九
石
が
目
立
つ
程
度
で
、
あ
と
は
一
ニ

0
0
0石
程
度
以
下
の
酒
造
家
が
波
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
造
石
J

一
両
の
実
質
的
内
容
を
示
す
入
体
得
数
は
、
文
化
・
文
政
期
よ
り
文
久
期
の
方
が
む
し

ろ
減
少
し
て
い
た
か
ら
（
前
掲
殴
%
）
、

御
影
村
へ
の
こ
れ
ら
株
高
の
集
中
は
、
そ
の
ま
ま
実
質
的
な
造
石
高
の
増
加
に
は
つ
な

が
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
入
津
樽
数
か
ら
み
た
販
売
最
の
増
大
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
御
影
村
の
こ
の

例
は
、
幕
末
期
の
灘
日
沼
造
業
の
経
営
不
振
の
も
と
で
、
酒
造
家
内
部
の
分
化
と
集
中
が
、
実
際
の
生
産
高
と
は
直
ち
に
結
び
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つ
か
な
い
が
、
営
業
特
権
と
し
て
の
酒
造
株
高
の
激
し
い
移
動
と
い
う
形
で
、
確
実
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

幕
末
期
の
魚

崎
村
酒
迭
業

灘
民
不
振
の
な
か
に
あ
っ
て
、
江
戸
入
津
将
数
が
上
昇
し
続
け
て
い
っ
た
の
は
上
灘
東
組
、
な
か
で
も
魚
崎

村
で
あ
っ
た
。
そ
の
魚
崎
村
の
天
保
三
年
の
株
高
は
（
表
別
）
、
従
来
の
株
主
同
（
御
定
免
株
と
籾
民
入
株
）
二
万
六

品、t
じ

1
1
3
2
寸、

J

ノ
千
／
仰
い
サ
生

増
加
分
の
新
規
株
二
万
一
二
五

O
石、

こ
れ
に
拝
借
株
を
加
え
て
約
五
万
二

0
0
0石
余
と
な
る
。

寛
政
五
年

（
一
七
九
一
一
一
）
の
酒
造
株
高
約
二
万
石
か
ら
み
る
と
、

わ
ず
か
四

0
年
間
に
約
一
一
倍
半
の
増
加
と
な
り
、

ま
た
そ
の
一
軒
当
た
り

株
高
も
一
一
一

O
O石
よ
り
二
七
五
四
石
に
増
え
、
経
営
規
模
の
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
。
も
っ
て
文
化
・
文
政
期
の
魚
崎
村
に
お

け
る
飛
躍
的
な
発
展
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
保
期
の
酒
造
株
所
持
状
況
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
化
・
文
政
期
を
中
心
に
酒
造
家
の
没
落
交
代
が
進
行
し

た
こ
と
で
、
酒
造
家
軒
数
は
ほ
ぼ

一O
軒
前
後
と
寛
政
期
の
…
瓦
軒
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
な
か
で
も
伝
法
出
身
の
赤
穂
屋
市

郎
右
衛
門
が
こ
の
時
点
で
一
万
一
ぬ
を
超
え
る
灘
五
郷
の
な
か
で
も
有
数
の
巨
大
酒
造
家
に
成
長
し
て
い
る
例
の
よ
う
に
、
魚
崎

村
の
急
成
長
の
担
い
手
は
山
路
家
や
松
尾
家
の
よ
う
な
土
着
の
酒
造
家
で
は
な
く
、
赤
穂
屋
や
荒
牧
監
の
よ
う
な
他
郷
他
村
か

幕末期の酒造業

ら
の
出
造
り
酒
造
家
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
、
機
自
の
う
ち
で
は
他
郷
に
み
ら
れ
な
い
特
設
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
天
保
一
一
一
年
の

九
軒
の
酒
造
家
の
う
ち
、

で
が
出
造
り
・
移
住
酒
造
家
で
為
っ
た
。

魚
崎
村
で
も
幕
米
に
か
け
て
は
、
特
定
的
人
へ
の
酒
造
株
の
集
中
化
が
進
み
、
最
大
株
高
と
最
小
株
高
の
格
差
も
、
天
保
期

第凶節

以
上
に
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
赤
穂
屋
は
市
郎
お
衛
門
を
本
家
に
、
次
郎
右
衛
門
・
亀
兵
衛
・
亀
吉
・
要
助
な
ど
の
同
族
を
形

成
し
、
そ
れ
と
並
ん
で
荒
牧
屋
寄
太
部
（
の
ち
大
友
配
給
問
）
が
急
速
に
酒
造
株
を
集
積
し
、
幕
末
に
は

万
石
以
上
な
所
持
す
る

近日歪J1:.綴班799 



ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
赤
穂
屋
と
荒
牧
屋
の
二
府
が
、

宮水発祥之i也me

わ
ば
天
保
期
以
降
の
魚
崎
村
澗
造
業
発
践
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
。

特
に
荒
牧
毘
喜
太
郎
は
天
保
期
に
は
間
宮
へ
も
出
造
り
し
、
こ

の
魚
崎
村
と
間
宮
双
方
で
織
成
さ
れ
る
澗
を
比
較
し
て
、
と
く
に

写真 165

究
す
る
う
ち
、

閲
宮
蔵
の
摺
質
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
原
田
を
探

つ
い
に
西
宮
の
水
質
が
酒
造
仕
込
水
と
し
て
卓
越

し
て
い
る
所
以
を
発
見
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
つ
宮
水
の
発
見
」
で
、
天
保
十
一
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、

史
実
と
し
て
も
確
認
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
あ
わ
せ
て
こ
の
時
期
に
、
原
料
米
の
精
白
度
を
高
め
、
酒
質
の
向
上
に
つ

と
め
た
の
も
喜
太
郎
で
あ
っ
て
、
天
保
年
間
の
こ
と
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

幕
末
期
に
江
戸
市
場
で
、
下
り
酒
の
需
要
が
頭
打
ち
の
状
況
で
伸
び
な
や
み
、
酒
造
家
は
販
路
拡
張
と
競
争
克
搬
の
た
め
に
、
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何
ら
か
の
打
開
策
を
議
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
に
荒
牧
慶
喜
太
郎
は
、
宮
水
の
発
見
と
原
料

米
精
白
度
の
改
良
に
よ
っ
て
、
酒
質
を
淡
白
に
し
て
芳
醇
な
慣
を
実
現
し
、
江
戸
新
川
の
潤
問
屋
を
驚
か
せ
、
荒
牧
屋
こ
と
山

口
巴
の

（
正
宗
の
元
祖
）
は
、

つ
い
に
伊
丹
の
つ
小
判
印
」
（
紙
屋
）
・
「
剣
菱
」
（
掛
仲
間
医
）
の
お
株
を
奪
っ
て
好
評
を
博
し
、

品
質
に
お
い
て
も
第
一
の
名
泊
と
さ
れ
、
灘
酒
が
名
声
を
博
し
て
ゆ
く
端
緒
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
喜
太
郎
に
よ

る
譲
造
技
術
の
改
良
進
歩
と
そ
の
企
業
家
的
手
腕
を
反
映
し
て
、
荒
牧
屋
は
天
保
一
一
一
年
の
一
一
一
千
石
合
か
ら
安
政
一
一
一
年
に
は
一
醍

八
千
石
台
に
急
速
に
上
昇
し
、
さ
ら
に
統
い
て
慶
応
期
に
入
る
と
、
当
時
灘
五
郷
全
体
で
の
一
万
石
株
高
所
持
者
五
府
の
う
ち

に
加
わ
っ
て
ゆ
く
と
い
っ
た
発
展
ぶ
り
を
示
す
の
で
あ
る
。

2 

摂
泉
十
二
郷
の
解
体
と

下
り
酒
問
屋

幕
末
期
の
十

郷
酒
造
仲
間

も
と
も
と
摂
泉
十
ニ
郷
成
立
の
根
拠
は
、
一
手
保
期
以
降
の
灘
一
一
一
郷
（
上
灘
・
下
灘
・
今
津
）
江
戸
積
酒
造
業
の

台
頭
に
対
し
て
、
伊
丹
・
池
田
・
西
宮
な
ど
の
古
規
組
H

都
市
瀬
造
仲
間
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
の
新
興

酒
造
仲
間
を
抑
え
な
が
ら
、
十
二
郷
仲
間
内
部
に
包
撰
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
積
酒
造
仲
間
の
荷
主
連

合
が
結
成
さ
れ
、
江
戸
下
り
酒
問
屋
に
対
す
る
荷
主
の
立
場
を
強
調
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
以
後
状
況
に
応
じ
て
仲

問
中
合
せ
を
行
い
、
江
戸
積
仲
間
と
し
て
の
結
束
を
は
か
り
、
均
衡
を
保
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
十
ニ
郷
成
立
の
存
立
条
件
が
あ

り
、
文
化
・
文
政
加
に
み
ら
れ
た
店
街
・
積
控
・
減
造
な
ど
の
生
産
・
流
通
規
制
も
、
十
日
競
組
に
と
っ
て
は
仲
間
申
合
せ
に
よ

っ
て
灘
三
郷
の
発
肢
を
抑
え
る
意
味
が
あ
っ
た
が
、
灘
酒
造
仲
間
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
枠
内
で
対
立
を
は
ら
み
な
が
ら
も
競
争
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し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
中
合
せ
の
有
効
性
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
天
保

（
一
八
三
二
）
の
新
規
株
交
付
と
一
連
の
天
保
改
平
に
み
ら
れ
た
溜
造
政
策
に
よ
っ
て
、
灘
一
一
一
郷
は
、

全
に
仲
間
体
制
の
枠
内
に
限
定
さ
れ
、
幕
府
に
よ
っ
て
そ
の
発
展
も
掌
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
い
か
え
る
と
、
灘
一
一
一
郷

が
こ
れ
ま
で
新
興
勢
力
と
し
て
十
二
郷
内
部
で
対
立
・
競
争
し
て
き
た
契
機
も
ま
た
消
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
新
た
な
事
情
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
大
坂
一
二
郷
が
公
平
な
調
整
者
と
し
て
十
二
郷
触
頭
と
な

り
、
仲
間
内
部
の
調
整
を
腐
る
と
い
う
意
義
も
同
時
に
解
消
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
、
改
め
て
江
戸
積
み
に
依
存
し
て
い

な
い
大
坂
が
、
江
戸
沼
間
援
と
の
取
引
交
渉
に
当
た
る
と
い
う
不
適
格
さ
が
問
題
祝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

灘
一
一
一
郷
か
ら
い
え
ば
、
大
坂
を
通
し
て
し
か
江
戸
瀬
問
屋
と
の
折
衝
が
で
き
な
い
と
い
う
不
満
で
あ
り
、
矛
盾
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
そ
の
不
満
が
、
万
延
ニ
年
（
一
八
六
二
の
「
、
酒
造
年
寄
役
一
件
L

と
し
て
表
開
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

万
延
二
年
の
酒
造

年
寄
役
新
設
要
求

酒
造
年
寄
役
新
設
一
一
件
と
い
う
の
は
、
今
津
・
上
灘
東
組
・
中
組
・
間
組
・
下
灘
の
い
わ
ゆ
る
灘
五
郷

の
酒
造
仲
間
が
、
大
坂
一
一
一
郷
の
触
頭
に
対
し
て
不
信
な
表
開
閉
し
た
出
来
事
で
あ
る
。
灘
五
郷
と
し
て
は
、

特
に
不
利
な
取
引
条
件
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
江
戸
澗
問
屋
と
の
駆
引
を
克
服
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
灘
五
郷
白
’
山
河
の
な
か

幕米；期の瀬迭さ長

か
ら
酒
造
年
寄
役
を
選
出
し
、
こ
れ
が
大
坂
一
一
一
郷
に
代
わ
っ
て
、
直
接
問
屋
と
の
折
衝
に
当
た
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
一
っ
た
。

灘
五
郷
酒
造
仲
間
は
、
そ
の
願
書
で
、
仰
近
年
江
戸
酒
問
屋
よ
り
の
酒
荷
代
金
の
支
払
い
は
滞
り
が
ち
で
、
売
掛
金
は
一
一
…
カ

第四節

年
越
し
に
た
ま
っ
て
い
る
、

ωし
か
も
江
戸
潤
問
屋
は
従
米
か
ら
の
問
屋
蔵
敷
日
銭
六
歩
の
古
法
を
守
ら
ず
、
仕
切
代
金
を
切

り
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
、

ω江
戸
酒
間
麗
が
こ
の
よ
う
に
勝
手
な
新
法
を
試
み
て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
二
郷
触
頭
と

世近E表並ミ綴目！803 



造
年
寄
役
一
一
件
を
、

酒造沼~げすまし図 c•日本山海名~図会」）

し
て
の
大
坂
一
一
一
郷
沼
造
大
行
事
は
何
ら
な
す
べ
き
術
も
打
と
う
と
し
な
い
、

の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
酒
問
屋
の
横
暴
を
許
し
て
い

る
背
景
一
に
は
、
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
弱
体
化
が
あ
り
、
そ
の
原
悶
こ
そ
江
戸

間
麗
と
の
交
渉
権
を
全
く
大
坂
一
一
一
郷
に
一
任
し
て
い
る
た
め
で
、
そ
れ
が
仲

出
の
販
売
に
対
す
る
消
極
性
と
も
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
解
決
策
と
し

て
灘
五
郷
酒
造
仲
間
に
限
り
特
別
に
「
江
戸
積
酒
造
年
寄
役
」
を
選
任
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
う
っ
た
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

灘
五
郷
酒
造
仲
間
に
し
て
み
れ
ば
、
十
二
郷
参
会
費
用
で
あ
る
仲
間
入
用

銀
の
割
賦
は
、
江
戸
入
津
樽
数
の
実
績
に
準
じ
て
い
る
た
め
、
灘
五
郷
が
全

写真 166

体
の
七
割
ま
で
を
負
担
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
酒
問
屋
と
の
問
題
解
決
の

た
め
に
反
映
し
て
い
な
い
、
と
い
う
不
満
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
十
二
郷
触
顕
で
あ
る
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
事
は
、
こ
の
澗

一
己
の
利
心
の
み
に
お
ぼ
れ
、

「
総
体
の
大
法
」
を
無
視
し
た
暴
挙
で
あ
る
と
し
て
、
強
く
反
対
し
た
。

大
坂
は
江
戸
積
専
一
の
場
所
で
は
な
い
か
ら
、
依
枯
悶
制
民
占
身
勝
手
の
な
い
取
り
計
い
が
で
き
る
が
、
灘
五
郷
は
船
持
と
酒
造
家
・

荷
主
が
一
体
で
あ
り
、
得
手
勝
手
の
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
大
坂
・
西
宮
の
雨
積
所
開
崖
（
栂
廻
船
問
屋
）
も
と
か
く
そ
の
勢

い
に
押
さ
れ
が
ち
で
、
江
戸
積
酒
造
業
は
完
全
に
灘
五
郷
に
独
占
さ
れ
て
き
て
い
る
の
に
、
こ
の
う
え
灘
五
郷
か
ら
酒
造
年
寄

ひ
い
て
は
大
坂
三
郷
の
繁
栄
に
も
影
響
し
、
や
が
て
は
十
一
一
郷
一
統
の

役
を
出
す
と
、
い
よ
い
よ
灘
五
郷
に
商
権
を
奪
わ
れ
、
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結
束
を
惑
乱
し
混
乱
に
導
い
て
ゆ
く
だ
け
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
大
坂
一
一
一
郷
の
反
論
に
対
し
、
灘
五
郷
は
翌
文
久
一
一
年
（
一
八
六
二
）
に
も
再
度
酒
造
年
寄
役
を
出
願
し
て
い
る
が
、
こ
の

結
末
に
つ
い
て
は
判
明
し
な
い
。
お
そ
ら
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
摂
泉
十
二
郷
内
部
に
は
文

化
・
文
政
期
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
不
満
が
灘
五
郷
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
幕
末
期
に
お
け
る
灘

酒
造
業
の
経
営
不
振
に
つ
な
が
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
灘
五
郷
の
要
求
す
る
酒
造
年
寄
役
が
結
局
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、

大
坂
三
郷
に
対
す
る
不
信
は
そ
の
頂
点
に
速
し
、
こ
こ
に
天
明
期
以
来
の
江
戸
積
摂
泉
十
一
一
郷
の
酒
造
家
日
荷
主
連
合
は
、
分

裂
へ
の
危
機
的
様
相
を
呈
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

入
津
美
加
金
と
問

震
口
銭
の
引
上
げ

こ
う
し
て
十
二
郷
酒
造
仲
間
内
部
が
対
立
し
、

荷
主
連
合
も
分
裂
の
情
勢
に
あ
っ
た
元
治
元
年
（

六
回
）
九
月
、

幕
府
は
下
り
酒
間
監
に
対
し
て
、
以
後
取
締
り
の
た
め
に
鑑
札
を
交
付
し
、
か
つ
入
津

樽

樽
に
つ
き
銀
六
匁
の
冥
加
金
を
賦
課
す
る
と
布
達
し
た
。

樽
に
つ
き
銀
六
匁
と
い
っ
て
も
、
当
時
一
カ
年
の
入
津
樽
は

八
O
万
樽
近
く
あ
り
、
金
に
し
て
八
万
両
に
も
達
す
る
額
で
あ
っ
た
。

幕
府
の
こ
の
措
授
に
対
し
て
酒
問
屋
は
驚
き
、
そ
の
免
除
方
念
願
い
出
た
。

し
か
し
そ
れ
が
却
下
さ
れ
る
と
、
酒
問
屋
は
こ

幕米j拐の酒造業

の
冥
加
金
を
荷
主
た
る
酒
造
家
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
し
、
沼
荷
売
上
代
金
の
中
か
ら
勝
手
に
そ
の
額
を
控
除
し
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
酒
間
雇
の
措
置
に
対
し
て
酒
造
家
は
憤
慨
し
、
摂
泉
十
一
一
郷
で
は
対
案
と
し
て
、
慶
応
一
一
一
年
（
一
八
六
七
）
六
月
以
後
は
、

第四節

酒

O
駄
に
つ
き
江
戸
表
溜
値
段

五
両
以
上
の
と
き
に
は
一
一
樽
に
つ
き
銀
六
匁
、
そ
れ
以
下
の
と
き
に
は
右
に
準
じ
て
減
額

し
、
こ
れ
を
江
戸
に
お
い
て
誌
上
納
し
た
い
と
出
願
し
た
の
で
あ
る
。
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」
の
よ
う
な
荷
主
対
問
屋
の
対
立
関
係
の
な
か
で
、
さ
ら
に

慶
応
元
年
八
月
、
下
り
酒
問
屋
二
七
人
の
連
印
に
よ
る
蔵
敷
間

屋
口
銭
の
引
上
げ
要
求
問
題
が
起
こ
っ
た
。
澗
関
原
慨
は
、
従

米
の
蔵
敷
口
銭
六
歩
を
四
歩
増
の
一
割
に
府
額
し
た
い
と
し
て
、

流行i関銘録（灘目）

そ
の
理
由
に
江
戸
で
は
大
名
屋
敷
が
空
屋
敷
悶
様
と
な
っ
て
、

金
融
も
不
融
通
と
い
う
状
況
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
に
は
十
一
一
郷

荷
主
側
に
も
強
い
反
対
が
あ
っ
て
、
結
局
八
歩
口
銭
で
落
着
し

て
い
る
。

写真 167

」
の
問
屋
蔵
敷
口
銭
引
上
げ
を
め
ぐ
る
一
件
は
、
幕
末
期
に

お
け
る
江
戸
下
り
酒
問
屋
と
荷
主
1
酒
造
家
と
の
対
立
関
係
の

雌
移
を
象
徴
的
に
表
わ
し
て
い
る
事
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
強
圧
的
な
問
屋
の
主
張
に
対
し
て
も
、
酒
造
家
側
で

一
致
し
て
荷
主
の
立
場
か
ら
反
論
し
て
ゆ
く
だ
け
の
結
束
は
み

し
た
酒
問
屋
に
対
す
る
荷
主
の
自
主
性
を
貫
徹
す
る
意
図
に
発
し
て
い
た
が
、
他
郷
の
同
意
を
得
る
こ
と
も
で
き
ず
、
大
坂
一
一
一

ら
れ
な
か
っ
た
。
前
述
の
灘
五
郷
沼
造
年
寄
役
一
件
も
、
こ
う

郷
と
灘
五
郷
と
の
対
立
の
潜
を
深
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
臨
応
元
年
の
問
屋
蔵
敷
口
銭
引
上
げ
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
灘
五
郷

と
大
坂
三
郷
と
の
対
立
を
い
よ
い
よ
決
定
的
な
も
の
と
し
た
と
い
え
る
。
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コJ
こ
，
王
町

月
大
坂
一
一
一
郷
と
商
宮
郷
の
酒
造
行
司
が
減
造
の
中
合
せ
を
決
め
、
こ
れ
を
各
郷
に
通
達
し
た
と
き
、
灘
五
郷
は

こ
の
由
工
口
せ
を
無
視
し
、
そ
の
十
二
郷
総
会
へ
の
出
席
も
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

」
う
し
て
大
坂
一
一
一
郷
と
灘
五
郷
が

一
分
し
、
大
坂
一
一
一
郷
を
触
頭
と
す
る
江
戸
積
酒
造
仲
間
の
結
束
が
動
揺
し
て
ゆ
く
状
況
下

で
、
酒
造
家
は
そ
れ
ぞ
れ
幕
末
期
の
差
し
迫
っ
た
経
営
悪
化
の
取
引
慣
行
の
な
か
に
浮
沈
を
重
ね
て
い
っ
た
。
そ
こ
か
ら
脱
出

し
て
荷
主

1
酒
造
家
の
問
屋
に
対
す
る
自
主
性
を
貫
徹
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
灘
五
郷
と
、
幕
藩
体
制
制
の
総
体
的
な
危
機
の
な
か

に
沈
滞
し
て
ゆ
く
こ
と
に
敢
え
て
甘
ん
じ
て
い
た
ほ
か
九
郷
と
の
経
営
の
援
と
対
立
を
、
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
動
静
は
、
幕
薄
体
制
確
立
期
に
江
戸
積
酒
造
業
の
主
流
を
構
成
し
た
大
坂
・
伊
丹
・
池
悶
・
間
宮
な
ど
の
古
規

組
仲
間
の
全
面
的
後
退
と
、
新
興
灘
五
郷
の
新
規
制
服
酒
造
仲
間
の
進
出
発
展
の
う
ち
に
、
幕
末
期
に
お
い
て
は
も
は
や
前
者
に

よ
る
失
地
回
復
は
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
、
以
後
十
二
郷
取
締
り
む
き
、
万
端
総
崩
れ
と
い
う
事
態
に
ま
で
深
刻
化
し
て
い
た
。

｝
れ
は
ま
さ
に
幕
滞
体
制
の
崩
壊
と
そ
の
運
命
を
共
に
す
る
摂
泉
十

郷
の
解
体
で
も
あ
っ
た
。

幕末期の酒造業第四節
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第
五
節

幕
末
期
の
海
運

幕
末
期
の
上
方
・
江
戸
間
海
運

株
仲
間
の
停
止
と

九
店
仲
間
の
結
成

幕
府
の
物
価
体
系
の
破
綻
に
端
を
発
し
た
天
保
十
ニ
年
（

八
四
二
十
二
月
の
株
仲
間
の
停
止
は
、
当

然
江
戸
・
上
方
聞
の
酪
口
間
流
通
を
独
占
し
て
い
た
江
戸
十
組
問
屋
お
よ
び
大
坂
二
十
四
組
問
屋
に
そ
の

矛
先
が
向
け
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
傘
下
に
あ
る
菱
沼
一
廻
船
関
屋
と
樽
廻
船
問
屋
も
停
止
の
や
む
な
き
に
い
た
り
、

「菱

日
…
・
樽
船
積
荷
物
の
義
、
規
定
こ
れ
あ
り
候
処
、
此
度
江
戸
問
屋
組
合
等
差
し
止
め
ら
れ
、
諸
口
問
素
人
直
売
買
勝
手
次
第
L

た

る
べ
き
旨
が
布
達
さ
れ
、
同
時
に
従
来
の
菱
垣
・
樽
両
廻
船
の
積
荷
仕
法
も
撤
廃
さ
れ
て
、

「
菱
垣
・
樽
船
積
荷
物
の
儀
、
是

迄
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
荷
主
・
船
主
相
対
次
第
運
送
致
す
べ
き
こ
と
」
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
従
来
の
姐
船
仲
間
や
荷
主

仲
間
の
山
中
合
せ
・
規
約
な
ど
も
無
効
と
な
り
、
こ
こ
に
海
運
上
の
仕
法
・
法
規
が
根
底
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
菱
一
知
一
廻
船
の
特
権
を
表
示
し
て
い
た
、

い
わ
ゆ
る
「
菱
茄
じ
も
付
け
な
く
な
り
、
ま
た
菱
誼

廻
船
と
し
て
一
躍
船
さ
れ
て
い
た
紀
州
廻
船
の
「
天
闘
印
」
も
差
し
止
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
少
な
く
と
も

外
見
上
は
菱
臨
廻
船
か
樽
廻
船
か
の
区
別
は
つ
か
な
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

808 第五主主幕末の社会



江
戸
積
荷
物
の
積
荷
と
輸
送
に
関
し
て
、
従
来
の
よ
う
に
荷
主
・
間
最
お
よ
び
廻
船
問
屋
の
明
確
な
業
務
内
容
が
規
定
さ
れ

な
く
な
る
と
、
特
に
運
賃
積
の
場
合
、
難
破
に
際
し
て
の
海
損
処
分
に
当
た
る
機
関
が
な
く
な
り
、
た
ち
ま
ち
混
乱
に
お
ち
い

る
危
険
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
天
保
十
三
年
七
月
、
と
り
あ
え
ず
幕
府
は
規
約
を
定
め
、
仕
入
荷
物
（
注
文
荷
物
）
で
も
見
込
み
積

（
委
託
荷
物
）
で
も
、
船
積
荷
主
が
す
で
に
積
送
り
に
つ
い
て
通
知
を
出
し
て
あ
る
場
合
は
江
戸
・
大
坂
の
両
損
、
全
く
送
り
先

の
な
い
見
込
み
積
の
場
合
は
荷
主
の
損
失
と
し
、
難
破
船
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
遠
江
今
切
湊
を
境
に
し
て
、

江
戸
な
い
し
大
坂
か
ら
出
張
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
実
擦
に
は
、
江
戸
の
十
組
問
屋
な
り
大
坂
の
二
十
閉
組
江
戸
詰
問
屋

と
い
っ
た
明
確
な
荷
主
仲
間
機
関
が
な
い
た
め
、
そ
の
効
力
と
適
用
に
つ
い
て
は
十
分
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
商

品
輸
送
業
務
は
必
ず
し
も
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
弘
化

（
一
八
四
六
）
に
大
風
波
に
よ
っ
て
難
破
船
が
続
発
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
そ
の
海
損
処
理
に
つ
い
て
の
紛

糾
が
起
こ
り
、
そ
の
解
決
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
こ
に
い
た
り
再
び
私
的
な
仲
間
団
体
と
し
て
、
先
の
大
坂
二
十
問
組
問
屋

の
う
ち
の
九
腐
と
、
こ
れ
に
隷
属
す
る
十
一
一
一
自
の
江
戸
積
問
屋
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
に
対
応
し
て
、
江
一
戸
に
お
い

て
も
同
じ
く
九
店
仲
間
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

幕末期の海運

大
坂
の
九
店
仲
間
と
は
、
泊
二
十
四
組
江
戸
積
問
屋
仲
間
の
う
ち
綿
・
油
・
紙
・
木
綿
・
薬
種
・
砂
糖
・

九
腐
仲
間
と
九

街
蓑
配
廻
船

鉄
・
蝋
・
鰹
節
の
九
口
聞
の
前
一
一
積
荷
物
な
取
り
扱
う
問
屋
商
人
が
連
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
九

自
以
外
の
表
店
・
瀬
戸
物
店
・
設
物
店
・
堀
川
留
陥
・
明
神
講
・
乾
物
店
・
通
町
組
・
安
、
氷
二
番
組
・
間
三
番
組
・
間
五
番
組
・

第五節

同
六
番
組
・
間
七
番
組
・
向
九
番
組
よ
り
な
る
荒
荷
（
雑
貨
）
を
取
り
扱
う
問
屋
高
人
が
十
三
店
と
称
し
、
九
店
仲
間
に
付
属
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
九
店
と
い
え
ば
荒
荷
（
紙
質
）
に
対
す
る
意
味
を
も
ち
、
そ
の
九
店
仲
間
が
十
一
一
一
店
仲
間
を
自
己
の
傘
ド
に

お
い
て
、
二
十
四
組
問
患
の
廻
送
を

に
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
大
坂
の
九
店
仲
間
に
は

に
一
名
ず
つ
推
薦
さ
れ
た
年

行
司
が
泣
か
れ
、
こ
の
年
行
司
の
な
か
か
ら

名
ず
つ
一

カ
月
ご
と
の
輸
擦
で
仲
間
の
事
務
処
叫
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
を
九
店

昨
一
話
需
と
い
っ
た
。

こ
の
大
坂
の
九
店
仲
間
に
対
応
し

に
も
九
店
仲
間
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
江
戸
九
店
は
糸
・
油
紙
・
木
綿
・
薬
種
・

砂
糖
・
鉄
・
蝋
・
鰹
節
・
乾
物
の
各
問
屋
か
ら
な
り
、
大
坂
の
九
店
仲
間
と
連
絡
し
て
、

い
わ
ゆ
る
九
店
栄
町
配
廻
船
を
そ
の
専

用
船
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
荷
主
に
依
相
似
さ
れ
て
運
送
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
九
店
廻
船
問
屋
は
、
大
坂
菱
誼
猶
船
問
屋
九
軒
（
小
郷
陸
新
兵
衛
・
日

野
屋
利
右
衛
門
・
大
津
屋
淑
之
幼
・
大
津
段
権
右
衛
門
・
ん
的
問
問
住
儀
幼
・
自
民
間
段
土
間
近
郎
・
桑
名
段
松
治
郎
・
制
制
限
一
大
治
郎
・
相
原
動
太
郎
）
に

大
坂
樽
廻
船
問
屋
八
軒
（
酋
郎
正
十
郎
・
士
ロ
mm
亀
之
助
・
毛
馬
屋
五
郎
・
小
西
新
右
衛
門
・
柴
則
正
治
郊
・
木
屋
市
政
・
木
屋
市
三
郎
・
伊
丹

同
校
半
兵
衛
）
、
西
宮
樽
廻
船
問
屋
六
軒
（
塩
原
孫
助
・
線
開
な
か
・
辰
悶
脱
線
蔵
・
万
屋
孝
太
郎
・
掛
鼠
さ
き
・
常
念
常
太
’
郎
）
が
あ
た
っ
た
。

つ
ま
り
九
店
仲
間
差
配
荷
物
は
、
も
は
や
菱
自
一
廻
船
問
屋
の
み
な
ら
ず
、
神
廼
船
問
屋
、
も
そ
の
荷
物
を
引
き
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
樽
酒
船
に
は
、
神
廻
船
問
屋
が
取
り
扱
う
酒
荷
は
も
ち
ろ
ん
、
九

店
差
配
問
屋
の
取
り
扱
う
荒
荷
を
も
積
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
九
店
差
配
問
屋
は
、

た
と
え
樽
廻
船
へ
結
み
入
れ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
酒
荷
の
取
扱
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
難
破
船
の
海
損
処
分
、
す
な
わ
ち
荷
打
・
浦
証
文
・
浦
仕
舞
な
ど
の
処
理
も
、
九
店
強
入
信
（
荷
主
）
仲
間
の
世
話
番
が
担

当
し
た
。

つ
ま
り
九
店
仲
間
と
は
従
来
の
十
組
問
屋
の
機
能
な
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
十
対
、
氷
四
年
（
一
八
五
一
）
の
株
仲
間
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再
興
後
も
、
仮
菱
沼
一
と
か
荒
菱
寝
建
と
称
し
て
、
神
廻
船
で
も
菱
短
杭
荷
物
の
運
送
を
請
け
負
っ
た
の
で
あ
る
。

九
店
差
配
廻
船

の
稼
働
状
況

こ
う
し
て
弘
化
一
一
一
年
を
契
機
に
、
九
店
仲
間
が
こ
れ
ま
で
の
江
戸
十
組
問
康
な
り
、
大
坂
一
一
十
問
組
問
屋

に
代
わ
っ
て
、
江
戸
前
荷
物
に
関
す
る
輸
送
を
責
任
を
も
っ
て
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
こ
の
時

期
の
菱
境
廻
船
の
稼
働
状
況
を
み
る
た
め
、
弘
化
四
年
の
九
店
差
配
廻
船
の
「
船
名
前
常
一
一
帳
L

を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

弘
化
問
年
一

1
五
月
の
五
カ
月
間
に
九
店
仕
建
の
延
想
船
数
は
一

O
五
般
（
延
往
復
回
数
）
と
な
り
、
こ
れ
を
船
加
に
整
即
し

た
実
数
は
六
九
般
で
あ
る
。
こ
の
六
九
綬
の
船
籍
を
表
示
し
た
の
が
、

紀
州
廻
船
は
比
井
浦
の
九
般
の
み
で
、
他
は
大
坂

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
灘
日

五
般
、
灘
隠

六
絞
と
な
り
、
灘
日
で
は
御
影
が
一
九
般
で
庄
倒
的
比
率

般
と
な
り
、
結
局
九
店
業
配
廻
船
の
主
力
は
、

一
六
般
に
間
宮
・
今
津
・
鳴
尾
を
加
え
る
と

大
坂
・
灘
自
の
廻
船
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

加
で
あ
る
。
弘
化
四
年
に
菱
垣
廼
船
長
限
船
さ
れ
た

ま
た
そ
の
仕
建
廻
船
問
屋
は
、
本
来
の
菱
恒
廻
船
問
屋
た
る
顕
屋
武
右
衛
門
・
毛
馬
巌
彦
太
郎
・

（
日
野
屋
）
科
右
衛
門

－
小
堀
毘
新
兵
衛
の
ほ
か
、
樽
廻
船
問
屋
で
あ
る
大
坂
の
小
間
新
右
衛
門
・
柴
屋
叉
兵
衛
・
障
問
正
十
部
・
木
屋
市
政
・
吉
田

幕末期の海運

店、化4年（1847〕九

店主皇配廻船数

第五節

表 221

廻船数

" 
1 

2 

2 

26 

2 

1 

19 

3 

1 

9 

1 

坂

法

官

ドド

）毛

｛災！日

去 I1~f If三
内！
〈御影

；沢I:r:!i 明
＼大石

市立fJfi七JI二i市
江戸

船籍地

大
伝
間
関
λ

円
／
鳴
灘

ff 号｜‘： 69

(/:).') 釘し！J'Iより 5月までの5
カ月i問。

資料：弘イヒ 4 主l'-r総名前；f~ij長J

（＇続海:rj~史料：怨む 5)

亀
之
助
、
西
宮
の
銭
関
源
七
・
常
念
屋
常
太
郎

出
展
藤
十
郎
と
な
っ
て
い
て
、
九
店
差
配
廻
船

会
｝
仕
建
て
る
廻
船
問
屋
も
、
多
く
は
倫
問
題
船
出

屋
が
中
心
と
な
っ
て
稼
働
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。さ

ら
に
こ
の
九
店
差
配
廻
船
六
九
般
の
う
ち

i
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で
、
上
方
・
江
戸
間
を
こ
の
五
カ
月
間
に
二
回
以
上
往
復
し
た
廻
船
（
一
一
四
般
）
を
摘
出
し
て
、
船
名
・
船
主
・
船
籍
地
・
硝
石

の
順
風
丸

数
・
乗
組
人
員
・
新
造
後
の
年
数
な
ど
を
表
示
し
た
の
が
、
表

mで
あ
る
。
最
高
は
間
仕
建
・
な
し
た
御
影
村
の
嘉
納
治
作
所
有
ま
た

ムハ

O
O石
棋
の
廻
船
と
、
東
明
村
柴
屋
又
左
衛
門
所
有
の
四
社
丸
一
双

O
O石
載
の
廼
船
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
的
に
は
灘
自
の
廻
船
の
多
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
積
石
数
は
優
に
一

0
0
0石
を
超
え
て
一
五

O

。
右
か
ら
一
七

O
O石
と
大
型
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
梁
組
人
数
も
一
六
人
が
平
均
で
、

い
ず
れ
も
新
造
な
い
し
新
造
後
一
一
一
、

四
年
ま
で
の
廻
船
が
多
く
、

せ
い
ぜ
い
入
、
九
年
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
仕
建
回
数
も
年
間
に
な
お
し

て
考
え
て
み
る
と
、
最
高
は
八
仕
建
（
往
復
）
な
い
し
そ
れ
以
上
で
、
平
均
で
も
五
、
六
仕
建
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

株
仲
間
停
止
を
契
機
に
、
従
来
の
菱
極
・
格
問
廻
船
の
積
方
仕
法
が
崩
れ
始
め
、
弘
化
一
一
一
年
の
九
店
仲
間
の
結
成
は
、
菱
垣

積
仲
間
を
復
活
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
廻
船
の
主
力
は
酒
造
家
所
有
の
廻
船
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
。
す
、
持
廻

船
問
屋
が
菱
痕
積
荷
物
を
九
店
議
配
廼
船
に
積
み
込
ん
で
仕
建
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
樽
廻
船
に
と
っ
て
の
荒

月
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第五節幕末期の海運

表 222 九店主を配廻船名とイ土建回数〔弘化4年1月～5月）

住 所 船 主 廻船関箆 l船名｜船頭；絞石数｛
l! 

摂津御影 嘉納治作 常；；念髭常太郎 ll!fl!ml丸 作太郎 1, 600 

’F 策関 柴屋又左衛門 柴 E霊又兵衛 四社丸 弥人 1, 500 

大坂北浜 池E!:lg主義三郎 ？者念E芝常太郎 利！'l?;;J.1 喜 1－郎 1,600 

// 中之島 中堅三郎兵衛 藤田 i原七 真力丸秀十郎 1,550 

// 際｝事期 商村民愛幼 // 大古：丸 迷之助 !, 200 

摂津御影 嘉納治作 常；念段常太郎 順吉メL 保太郎 1, 500 

// E夜明 柴鹿又左衛門 柴鹿又兵符 大神丸 力議 1,600 

,, 御彩 嘉納議官 塩屋内I1)f;'.:li;J.1 問 1,600 

" " 沢E!:lg重重兵衛 毛馬鹿彦太郎明'.:liメL 徳太郎 1, 600 

大 i反安治川 小西新お衛門 小西新お衛門事11通丸市三郎 1, 500 

／／ 今 橋 松坂屋新三郎 E員屋 j)J:-;{:jjlfj門 大福丸 系十虫［I !, 600 

" 淡路町 錫 E塁庄兵衛 凶 EEi 正十郎 寿通話L "I三友符:jflう 1, 700 
" 11¥ Ji); 小西辰之以j 炭産手lj右衛門 住久丸 ＇~十郎 1,800 

／／ ／／ " " 住菜子主L ’蕗蔵 1, 700 

’F " " 古 E!:l iQ,之助 村l栄メL 正太郎 1, 500 

" 淡路町 間妊I jf-r!l!B 商問 JI十郎 明徳丸 JI十虫［I 1, 700 

" 下福島 木屋市十郎 木段市十郎 住総主L ！±九郎 1,600 

" 安治川 兵刻展兵 Jl)J す m iU之助 '.:lin雪丸 悦ト郎 1,600 

摂 ~jt 御影 嘉納治八郎 四 EEi JI十郎 1);';1'包丸 三｜土左衛門 1, 600 ~ 
，， ,, 問問弥王子治；台関 fむ之日』 事11カ丸 正十郎 1, 600 I 

" // l沢問屋設兵衛 " 定1言語L 徳太郎
" ／／ 網屋仁左衛門 反盤手lj右衛門 明カヨL 市太郎 1, 700 

// 青木寺岡市良［l右衛門 常念、屋 111；太郎 関連丸 吉之助 1, 500 

紀伊比ヲ｜二平井久右衛門 顕E主 立た右衛門 大通話L 久互玉虫［I 1, 500 

資料 官、イヒヰ年「船名前irl・Q長J c•n史詩益事史料議：＇！J, 5〕
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荷
仕
建
と
か
仮
菱
箆
仕
建
と
い
わ
れ
る
廻
船
運
営
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
澗
碕
は
積
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
九
店
義
配

問
屋
仕
建
の
場
合
も
、
船
主
が
酒
造
家
で
荒
袴
不
足
の
と
き
に
は
、
一
一
一

O
O駄
に
限
っ
て
酒
荷
を
結
み
入
れ
る
例
外
規
定
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
い
間
の
菱
…
知
了
降
雨
廻
船
の
都
荷
を
め
ぐ
る
海
運
競
争
の
な
か
で
、
こ
れ
が
最
後
に
到
着
し
た

解
決
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

か
く
し
て
九
店
差
配
廻
船
に
つ
い
て
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
四
五
般
の
船
株
が
設
定
さ
れ
、
九
店
仲
間
山
中
合
せ
と
し

て
、
こ
の
四
五
般
に
限
っ
て
九
店
定
世
話
差
配
廻
船
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
翌
安
政
七
年
に
、
総
船
株
四
五
般

を
再
度
確
認
し
、
新
造
興
行
や
船
主
談
渡
の
と
き
の
届
出
方
式
を
定
め
、
と
く
に
桜
み
方
は
諸
荷
物
平
等
の
積
入
仕
法
を
顕
守

え
り
づ
み

し
、
船
頭
に
対
し
て
も
同
様
に
撰
積
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
漸
次
廻
船
が
大
型
化
し
て
く
る
傾
向

に
対
し
て
は
、
今
後
新
造
や
造
替
に
際
し
て
、

一八

O
O右
積
を
限
度
と
し
、

で
き
る
だ
け
廼
船
の
大
き
さ
を
揃
え
よ
う
と
い

う
方
針
を
注
記
し
て
い
る
。

い
ま
安
政
末
期
に
お
け
る
九
店
差
配
廻
船
四
五
般
の
う
ち
四

O
般
の
稼
働
廻
船
に
つ
い
て
ま
と
め

た
の
が
表
別
で
あ
る
。

株
仲
間
再
興

と
檎
廻
船

先
の
株
仲
間
停
止
に
よ
っ
て
、
樽
廻
船
の
側
に
お
い
て
も
積
荷
を
め
ぐ
り
混
乱
の
事
態
を
招
い
た
。
弘
化
ニ

年
十
二
月
に
、
江
戸
積
酒
造
仲
間
た
る
娯
泉
十
二
郷
の
名
で
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
か
ら
そ
の
実
情

を
み
て
み
よ
う
。

こ
の
段
階
で
は
す
で
に
株
仲
間
が
停
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
従
来
の
隣
組
船
問
屋
を
「
樽
船
荷
請
屋
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、

廻
船
仲
間
は
こ
の
荷
詰
屋
の
指
図
を
受
け
な
い
で
、

「
白
鑑
の
積
方
」
を
し
て
適
当
に
「
撰
稜
」
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
積

遅
れ
や
変
調
の
原
悶
と
な
っ
て
、
荷
主
た
る
酒
造
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
十
二
郷
酒
造
仲
間
と
し
て
は
、
こ

8工4幕末の社会ti'fliij't 



第五節幕末期の綴運

表 223 九店主を況怒！船一覧（！）

船名 船主名 f中船頭 lf主 国

小猟l!il芝新兵衛定イ；l：主主（大坂菱趨）

成光量LII, 
寿光虫L

稲荷新造

大忍メL I, 

寿悦メL 1, 

I挺 1＇首r')L 1, 

日野屋利~'i衛門定仕建（大坂姿箆）

｛主光丸！ 1 

事11i護丸I1, 
神淡メLI1, 
金古丸I1, 
{:j: j守メLI 1, 

釘店メLI1, 

大津屋淑之助定住建（大坂姿塩）

…ー …ーァ…一一一寸 ' 
住栄丸

事fl反主L
：／ ~l 徳丸

大挙丸i1, 
大津屋機右衛門定仕建（大坂菱垣）
一一一……一一γ一一…一一…γ一一一一一一一一γ…一一一……一一一一一

洋御影i嘉納治作
材木皮清助

線底土手兵衛

小娘~：庄左衛門伴左衛門j讃｜技小主主島｜銭屋

グ ITIJ太郎l !/ ！。
i江競伝兵衛1久治郎防芸能美良iグ
八お衛門比三郎i議i波小豆島iグ
松屋宅兵 jl/Ji徳 助！大坂安治Jill グ

治郎i祖七郎i安芸能美島｜ グ

E塁
// 

／

y

y

f

 

J

J

／

J
 

宮町庭儀助定住建（大坂

航栄

西沼正十郎定仕建（大坂樽）

明徳丸I1, 9001安政4.sl大坂安治JlllimEE IE十郎｜正十郎院議関ノ鳥海IJ倉屋
開通丸I1, 7001店、化4. 6；摂津御影IV.:百回弥平治！徳太郎i讃iii皮小支島i!/ 

度

815 燈5た編混近 i!t



表 223 九店主主配廻船一覧（2)

船主名

明旋

ブL耀丸 1, 坂

得）

沢IHg重重兵衛

伊勢屋清左衛門

明宝メL 1, 

万宝主L 1, 

事j！通話L 1, 

小限

住吉丸 1,

明限主L 1, 

柴岡正治虫［I定イ土建（大波栂）

聞社員L 1, 伊勢民清左衛門

事11力丸 1, 伊勢屋七左衛門

木鹿市蔵定住建（大坂符）

住証丸 1, 堺屋庄之助

塩屋藤十郎定住建（西宮

嘉宝丸 1, 嘉納姦古

系政手L 1, ノア

燦回伊三郎定仕建（西宮栂）

住 J沙
和光丸 1,

際展仙助定仕建（西宮櫛）

辰吉学丸 1, E芝屋イ~I D)J 

辰福チL 1, 松坂屋新三郎

資料：「九店差配廻船i児'R'.」 c•海事史料波書」 2)

if）万3江幕末の社会 816 



れ
ま
で
通
り
に
廻
船
は
必
ず
荷
請
毘
へ
付
総
し
て
、
荷
請
展
の
手
で
勺
一
千
順
の

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

株
仲
間
の
停
止
に
よ
っ
て
、
積
荷
仕
法
に
混
乱
を
き
た
し
て
い
る
様
子
が
露
間
一
心
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
株
仲
間
再
興
後
の
嘉
、
氷
六
年
（
一
八
五
一
一
一
）
、
渋
来
十
一
一
郷
の
酒
造
仲
間
は
評
議
の
う
え
、
改
め
て
大
坂
・
西
宮
両
積

問
患
と
の
間
で
、
次
の
諸
点
を
確
認
し
て
い
る
。

川

w菱
一
知
一
廻
船
同
様
に
荒
荷
を
引
き
受
け
て
、
江
戸
較
を
行
う
持
廻
船
に
は
、
酒
・
味
献
は
積
み
込
ま
な
い
、
仰
荷
支
え
の
た

め
臨
時
に
一
腹
船
た
す
る
と
き
に
は
、
船
籍
・
船
名
・
船
齢
等
、
を
積
所
極
印
元
に
届
け
出
て
検
査
を
受
け
、
許
可
さ
れ
た
な
ら
ば

船
頭
・
船
宿
・
問
屋
連
印
の
一
札
を
出
し
、
万
一
不
正
の
ふ
や
が
説
顕
す
れ
ば
、
損
害
は
連
名
の
者
で
弁
償
す
る
、
ゆ
大
坂
そ
の

ほ
か
他
陣
よ
り
増
船
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
持
廻
船
間
慮
中
立
会
い
の
う
え
で
見
分
し
、
版
印
一
万
に
届
け
出
て
、
そ
の
検

査
に
合
格
し
て
桜
印
板
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、

さ
ら
に
積
所
大
行
可
に
申
し
出
て
そ
の
披
露
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
船
付
を
す

る
、
例
運
賃
の
決
定
は
、
そ
の
年
の
船
数
名
前
帳
（
崎
将
廻
船
名
前
様
）
を
提
出
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
協
議
し
、

一
度
決
め
た
逮

賃
以
外
は
一
切
増
運
賃
を
払
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
十
二
郷
酒
造
仲
間
で
は
持
組
船
を
学
援
し
、
酒
荷
を
め
ぐ
る
持
・
菱
寝
両
廻
船
の
鞍
荷
区
分
を
明
確
に
し

幕末期の海運

た
う
え
で
、
持
廼
船
と
し
て
仕
建
て
る
廻
船
に
つ
い
て
は
む
所
極
印
一
五
で
吟
味
し
た
。
こ
う
し
て
毎
年
樽
廻
船
に
つ
い
て
は
十

分
な
点
検
の
う
え
で
一
得
廻
船
名
前
帳
」
が
提
出
さ
れ
、
;' 7c: 
の

に
稼
働
す
る
符
廻
船
、
が
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

幕
末
期
の
「
降
廻
船
名
前
娠
し
は
、
現
在
謡
、
水
凶
年
・
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
・
尚
一

一
克
治
元
年
（
一
入
六

幕
末
期
の

檎
溜
船

間
）
・
鹿
応
一
一

（
一
八
六
七
）
の
五
冊
が

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
持
廻
船
間
際
別
に

J

n

一、ノぞいけ、

1
L
J
J
／

ν
ふ
ん

221 
で

第五節

L
丸
山
ツ
心
。

（

i

枠
廻
船
名
前
娠
し
に
は
仕
建
問
屋
別
に
、
船
主
・
一
船
名
・
沖
船
頭
名
、
場
合
に
よ
っ
て
は
船
印
も
明
記
さ
れ
て
い
る
コ

ー近！経）！：：綴Ill817 



(lji｛立：叡）樽廻船問屋差配の檎廻船数

9 

15 

11 

’古’Zヱ3

36 33 39 一一一日

87 86 80 i
 

,,,,.. 
ド4

当
時
樽
廻
船
問
屋
は
、
大
坂
に
ふ
ハ
軒
（
も
と
も
と
は

入
株
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
二
株
は
空
株
）
、
西
宮
に

ハ
前
別
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
樽
廻
船
閑
髭
は
、

ず
れ
も
弘
化
期
以
降
に
は
荒
荷
仕
建
と
し
て
の
九

店
差
配
廻
船
の
仕
建
問
屋
を
も
兼
ね
て
い
た
が
、

」
こ
で
は
樽
廻
船
問
屋
と
し
て
付
船
さ
れ
て
い
る

持
廻
搬
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
よ
う
。

次
に
問
じ
樽
廻
船
名
前
帳
を
船
主
・
船
籍
地
別

資料：「魚崎潤治組合文謎」

に
表
示
し
た
の
が
、
表
別
で
あ
る
。
そ
の
船
主

船
籍
地
は
灘
酒
造
地
に
集
中
し
、

凶
年
の
場

51 53 

7 

11 

14 

合
で
も
全
八

O
般
の
う
ち
、
灘
自
の
凶
七
般
を
摂

頭
に
、
西
宮
・
鳴
尾
・
今
津
の
各
五
般
を
加
え
る

と
合
計
六
二
般
と
な
り
、
全
体
の
突
に
七
八
%
を

41 

勾

J
H
D
O
J
4・
ハ
U

4
盆

イ
ー
ム

占
め
て
い
る
。
兵
庫
は
七
般
か
ら
二
般
で
、
例
え
ば
文
久
二
年
の
七
般
は
、
山
田
屋
治
助
の
神
吉
丸
、
淡
路
屋
普
右
衛
門
の
航

表 224

吉匠lt~ 之助

毛馬隆五郎

木鼠市政

小西新右衛門

西出正十郎

柴医又兵衛

辰産権蔵

常念恒太郎

藤田なか

耕屋似l太郎

万屋栄蔵

塩屋王子兵衛

栄
丸
と
明
宝
丸
、
日
向
屋
義
右
衛
門
の
正
士
口
丸
、
瓜
屋
彦
兵
衛
の
神
栄
丸
、
鍛
冶
監
善
兵
衛
の
住
力
丸
、
和
泉
監
弥
兵
衛
の
万

大

坂

在耳

徳
丸
で
あ
っ
た
。

8r8 

、
I
V
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灘
間
の
う
ち
と
く
に
注

目
さ
れ
る
の
は
御
影
村
で
、

二
四
般
か
ら
一
八
般
を
占

め
て
い
る
。
こ
こ
は
江
戸

積
酒
造
地
と
し
て
も
上
灘

中
組
の
中
心
を
な
し
、
廼

船
に
つ
い
て
は
、
嘉
納
間

族
の
な
か
で
も
嘉
納
治
作

同
治
郎
作
・
同
作
之
助

間
弥
兵
衛
の
名
義
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
で
は
大
坂

幕末期の海遂

伝
法
・
池
悶
・
伊
丹
な
ど
い
ず
れ
も
摂
泉
十
二
郷
に
属
し
、
そ
の
船
主
は
問
時
に
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
積
酒
造
家
で
も
あ
っ
た
。
ま
た

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

一年

2

9
T
J
U
一

イ
ベ
一
応
同
一

4

3

7

7

凶
濃
川
「
；

μ

（
一
年
）
一

4

0

1

一
－
必
仏

τ
一

今

，

“

一巴ヨ’
h
u
一

一治時一

5

i

数
一
元
（
一

1

3

ま
一
年
）
一

2

8

1

2

；

ー

悌
一
応
尚
一

4

3

7

3

口
刀

C
J～
／
＼
一

1
L

今。

主計
i
i

十：；
l
i
l
i
－

－

殺

一

～

ー

）

一

3

0

リ

2

治
一

1
t
一

お一叶〈凶一
4

4

1

7

船
内
一
；
l

い川

i
l
i
l
i－
－
；

一年）一

4

2

6

9

4

2

戸、JM
叩

l
r

，A
一

一4
h
u
一

今
，
“
一

4

戸、υ
一

2

一永山同一

5

5

5

7

2

表
議
川
一

j
i
l
l
j
j
…

尾
津
｛
立
向
日
松
町
彩
段
明
石
一
戸
他
陣

の

魚
制
御
石
東
大
神
そ

内

訳

ヲ白

o
o
t
i

l
 

4

1

1

 4 

尼 附； 2
大 坂 9 13 12 9 I 4 

伝 法 7 7 7 3 

I冶 閃 2 2 1 

伊丹 1 1 

紀伊比チド I1 2 

伊豆下街 2 

遠江掛塚 1 

江 i司 1 

不 明

令 80 86 87 82 53 

r
h
v
今
，
z
u
q，“

4

5

3

 

戸、d
H

、d

今、υ

船主船籍地

鳴

今

西

灘

4 7 5 兵

第五節

ゆ
く
の
で
あ
る
。

摂
津
以
外
で
は
紀
伊
比
井
浦
、
伊
豆
下
回
、
遠
江
掛
塚
の
他
国
廻
船
も
み
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
次
第
に
樽
廻
船
か
ら
消
え
て

な
お
個
別
的
に
文
久

の
樽
廻
船
八
七
般
の
内
訳
を
、
仕
建
廻
船
問
屋
別
に
一
覧
し
た
の
が
、

間
で
占
め
る
。

世近歴史総延

資料： F絞海4Jf..）！：＇.＊斗i援護if~ 2 
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{3：神丸i常 八！小沢屋兵蔵j神戸II万徳丸吉太郎和泉屋弥兵衛i兵隊
伎社丸暗五郎｜洋限度仁兵衛i伝法II福増丸幸1 1千 利作｜今津

田村主Li喜太郎｜悶村又兵衛｜ グ II宝寿丸秀兵者百松屋五郎兵衛！神戸
住吉丸i松太郎i絵展亦左衛門i大判｜街膨丸松五郎伊勢屋嘉右fl百円i御影
王宮差是丸i為 蔵l堺原皮之助i大坂〓金栄丸徳十郎 ゲ I 

「持遜丸徳之助鍵屋 l子 B!JI 
m:力丸重 造山路震兵衛｜魚崎

;:;1; ~ ;,1：：.，：；：~！~；回型2恒り士郎？竺
神祐丸lr!I三郎l // i 
住宝丸［弥三郎 1 " i " II神宝メLj秀 蔵i赤穂際安比IJi魚崎
事11力丸｜秀之助｜角度宗五郎l新在家；！住徳丸Im右衛門｜嘉納作之助；御影
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力
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衡

郎

郎

郎

兵

十
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次

松

機

米

権

丸

丸

丸

丸

竜
福
悦
士
山

栄
↓
札
制
禁
制
加

檎
廻
船
の
発
展

と
海
上
輸
送
力

ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み

820 

る
に
、
灘
酒
造
業
の
台
頭

三戸 r近｛止海運史の研究a

則
に
あ
た
る
明
和
・
安
永
別
（
一
入
役
紀
後
半
）

に
は
、
得
廼
船
の
船
主
は
大
坂
・
伝
法
・
西
宮

今
津
・
御
影
・
大
石
・
二
ツ
茶
屋
・
神
戸
・
兵

障
の
大
型
弼
船
の
船
持
ち
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か

資料：約木

紀
伊
の
比
井
浦
・
日
行
川
浦
の
廻
船
を
付
船
し
て

、h
g
O

L
t
 
そ
れ
が
発
展
期
の
文
化
・
文
政
則
（

九
枇
紀
初
頭
）
に
は
、
樽
廻
船
仲
間
が
地
域
ご
と

に
結
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
神
廻
船
中

伝
法
持
廻
船
中
・
灘
日
樽
廻
船
中
・
旦
両
得
廻

船
中
・
比
井
持
組
船
中
か
ら
な
っ
て
お
り
、
大

坂
お
よ
び
四
宮
の
樽
廻
船
問
屋
の
差
配
の
も
と

に
運
営
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
天
保
期
（
一
入

~，＇i；米の11:会

一O
J四
回
）
に
入
る
と
、
紀
州
廻
船
は
紀
州
藩

の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
全
面
的
に
菱
垣
廻
船

第五主主

仕
建
に
移
っ
て
い
っ
た
の
を
契
機
に
、
そ
れ
以
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後
は
灘
酒
造
家
自
身
で
お
駆
的
に
樽
廻
船
を
新
造
し
、
手
船
を
も
っ
て
樽
廻
船
の
補
強
に
努
め
て
き
た
。
嘉
、
氷
凶
年
か
ら
幕
末

に
か
け
て
、
持
廻
船
八

O
般
の
う
も
、
灘
澗
造
家
で
そ
の
八

O
%を
所
有
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
九
店
差
配
廻
船
は
文
久
二
年
に
船
株
四
五
般
と
同
定
さ
れ
、
往
時
の
遊
山
一
廻
船
二
ハ

O
般
に
比
べ
れ
ば
は
る

か
に
少
な
く
、
そ
の
低
落
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
を
栂
廻
船
が
側
商
か
ら
補
強
し
て
い
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
檎
廻
船
に
し
ろ
、
菱
府
一
廻
船
に
し
ろ
、
幕
末
期
と
も
な
れ
ば
、
酒
船
の
大
型
化
と
仕
建
問
数
の
頻
繁
化
に
伴
い
、
交

通
輸
送
力
と
商
品
積
載
能
力
の
点
で
は
、
そ
れ
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
輸
送
生
産
性
の
向
上
が
は
か
ら
れ
た
点
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
時
期
の
大
型
廻
船
は
一

0
0
0石
を
は
る
か
に
超
え
、
平
均

六
O
O石
積
前
後
、

最
大
は
一
八

O
O石
積
も
あ
り
、
廻
船
の
大
型
化
は
一
般
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
程
度
に
な
れ
ば
積
載
し
得
る
酒
待
は

一一一

0
0
0樟
に
も
達
し
、

か
り
に
一
般
で
溜
惜
仰
の
み
を
積
荷
と
し
、

一
年
に
五
往
復
す
る
と
す
れ
ば

（
実
際
に
は
将
仕
建
以
外
に
、

荒
荷
仕
建
や
御
城
米
・
廻
米
仕
建
も
し
て
い
た
が
ご
般
で
延
べ
一
万
符
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
八

O
娘
あ
れ
ば
約
八

O
万
樽
の
輸
送
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
事
実
安
政
問
年
の
江
戸
入
津
樽
数
は
七
九
万
樽
で
あ
っ
て
、

ほ
ぽ
廼
船
数
に
適
し
た

入
津
得
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

兵
庫
津
の
江
戸
穣
問

屋
株
取
立
て
申
請

大
坂
二
十
回
総
江
戸
積
問
屋
仲
間
が
動
揺
し
、
菱
垣
廻
船
問
屋
株
が
空
株
と
な
る
幕
末
期
に
、
兵
庫
津

に
も
そ
の
江
戸
積
株
を
新
規
に
取
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
要
請
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
慶
応
一
一

の
こ
と
で
、
兵
庫
津
名
主
安
田
惣
兵
衛
・
藤
田
議
右
衛
門
・
北
風
荘
布
衛
門
と
、
惣
代
大
橋
克
輔
・
石
原
嘉
左
衛
門
・
槙
並
直

志
郎
の
六
名
が
、
大
阪
二
十
四
組
行
可
に
対
し
出
願
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
兵
庫
津
が
西
国
街
道
の
宿
駅
所
で
あ
り
、
諸
役
人
の
休
拍
御
用
宿
な
ら
び
に
人
馬
継
立
役
を
も
勤
め
て
き
て

822 3江米の社会第五章
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い
る
が
、
最
近
は
と
く
に
人
馬
の
継
立
て
業
務
が
増
加
し
、
加
え
て
大
名
役
人
の
往
来
も
激
し
く
、

役

御
用
宿
・
人
馬
継
立
て
・
役
船
御
用
な
ど
ま
で
嶋
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
に
最
近
は
江
戸
・
大
坂

近

か
ら
の
御
用
荷
物
も
兵
庫
津
が
積
み
替
え
場
所
に
な
っ
て
い
て
、
何
か
に
つ
け
て
臨
時
御
用
の
出
費

日歪史編頂

も
か
さ
ん
で
き
て
い
る
た
め
に
難
渋
し
て
い
る
。

そ
こ
で
新
規
に
大
坂
表
と
同
様
兵
路
津
に
お
い
て

兵庫洋風景〔γーボノレト r日本心

も
諸
指
物
江
戸
詰
仲
間
株
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
株
を
酪
人
に
貸
し
付
け
て
株
料
を
と
り
、
仕
送

り
荷
物
口
銭
の
な
か
か
ら
相
応
の
歩
合
銀
を
徴
収
し
て
、
臨
時
制
御
用
入
授
の
備
え
に
し
た
い
。
さ
ら

に
兵
庫
津
で
江
戸
積
諾
荷
物
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
瀬
取
費
用
や
そ
の
ほ
か
の
手
数
料
・
諾

掛
り
も
の
が
節
約
で
き
、
一
万
付
値
段
も
下
落
す
る
の
で
、
公
儀
の
物
師
引
下
げ
取
締
り
の
趣
出
向
に
も

合
致
し
、
御
府
内
へ
の
廻
着
荷
物
も
増
加
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
兵
路
津
の
要
望
に
対
し
て
、
大
坂
ニ
十
四
組
江
戸
店
問
屋
は
も
ち
ろ
ん
反
対
し
た
。

そ
の
理

出
は
、
兵
路
津
は
も
と
も
と
地
元
で
物
を
生
産
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
多
く
は
他
地
方
の
商
品
を

写真 168

仕
込
ん
で
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
柄
で
あ
る
、
な
か
で
も
間
関
筋
か
ら
廼
着
す
る
諸
荷
物
を
主

と
し
て
引
き
受
け
、
そ
れ
を
御
府
内
は
じ
め
諸
国
へ
廼
送
す
る
と
い
っ
た
仲
継
商
売
を
し
て
い
る
の

で
、
兵
庫
津
に
お
い
て
江
戸
積
株
が
免
許
さ
れ
て
は
、

た
ち
ま
ち
蒔
口
問
の
せ
り
合
い
と
値
引
き
続
争

が
激
し
く
な
っ
て
、
大
坂
へ
の
想
世
一
夜
間
口
聞
が
減
少
し
、
ニ
十
四
組
問
屋

同
が
差
し
支
え
難
渋
す
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
、
そ
れ
に
江
戸
廻
送
を
業
務
と
す
る
荷
諮
問
麗
や
諸
商
人
な
ら
び
に
下
職
運
送

人
潟
や
川
内
土
持
・
茶
船
そ
の
ほ
か
小
前
の
者
、

823 

日
稼
ぎ
の
者
に
い
た
る
ま
で
、

一
一
阿
波
肢
に
差
し



z
t
J
P
1

’、

昨
ω
r
l
d

つ
ま
る
と
こ
ろ
「
土
地
一
体
の
表
敬
し
に
お
ち
い
る
こ
と
は
必
五
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

近
枇
を
通
じ
て
、
大
坂
が
蔵
米
市
場
、
放
物
市
場
と
し
て
存
在
し
た
の
に
対
し
、
兵
時
凶
作
は
民
間
前
人
の
取
り
扱
う
納
屋
物

を
第
一
に
取
引
臨
売
し
て
き
で
い
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
、
兵
路
沖
は
山
内
じ
ふ
人
坂
湾
内
の
港
町
と
し
て
の
立
地
条
件
に
あ
り
な
が

ら
、
た
え
ず
大
坂
の
問
屋
仲
間
の
来
制
、
お
よ
び
そ
の
商
問
の
枠
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
菱
同
一
廻
船
問
屋
は
大

坂
、
得
廼
船
問
屋
は
大
坂
と
間
宮
に
公
認
さ
れ
て
も
、

つ
い
に

に
お
い
て
そ
の
廻
船
仕
建
て
の
つ
杭
所
の
特
権
L

を
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
近
陛
最
後
の
援
応

の
丘
（
路
沖
に
お
け
る
江
戸
杭
問
屋
株
取
立
て
の
要
求

も
、
つ
い
に
大
坂
問
屋
拘
人
の
前
に

し
く
出
折
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

2 

樽
廻
船
経
営
の
実
態

実
務
船
と

食
器
悦
紛

海
運
経
営
と
い
う
視
点
か
ら
近
世
海
運
を
み
た
場
合
、
他
の

般
諮
産
業
と
同
じ
よ
う
に
、
自
己
運
送
か
ら
他

人
運
送
へ
の
発
展
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
自
己
運
送
形
態
と
は
自
己
の
船
献
で
も
っ
て
稲
荷
の
売
買
を
行
う
賀

新
船
を
さ
し
、
他
人
運
送
と
は
荷
主
か
ら
依
願
さ
れ
て
運
賃
を
と
っ
て
積
荷
の
輸
送
業
務
に
従
事
す
る
民
積
船
の
こ
と
で
あ
る
。

前
者
の
代
表
的
な
怖
が
北
前
船
で
あ
り
、
後
者
が
菱
現
廻
船
・
枠
組
船
に
典
型
的
に
み
と
め
ら
れ
る
（
障
さ
。

近
世
に
お
い
て
運
賃
較
を
主
と
し
た
海
運
業
が
成
立
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
遠
問
地
問
商
業
取
引
に
お
い
て
、
臨
品
輸
送
業

務
・
商
品
保
管
業
務
と
商
品
売
買
業
務
が
機
能
的
に
分
化
し
、
取
引
が
荷
主
と
杭
出
産
・
荷
受
問
障
の
間
で
決
済
さ
れ
る
仕
組

み
が
必
要
で
、
海
上
輸
送
は
こ
の
商
業
取
引
に
付
随
し
て
、
安
定
的
に
そ
の
機
能
な
果
た
ぜ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

824 幕式ミの社会会fDii＇主



事
実
前
述
の
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
お
け
る
江
戸
十
組
問
屋
の
成
立
も
、
上
方
・
江
戸
間
の
識
人
荷
物
を
運
搬
す
る
廻
船
業

の
横
暴
に
対
し
て
、
荷
主
仲
間
た
る
江
戸
間
毘
仲
間
が
磁
械
的
に
海
上
輸
送
の
掌
握
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
そ
れ

自
体
元
掠
期
の
間
麗
商
人
の
成
長
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
菱
垣
廻
船
問
屋
に
よ
る
菱
垣
廻
船
の
運
営
を
十
組
問
屋

幕末期の海運

送り

第五節

〔資積船〕
(A:t也）

ー代

廻船
艇；：t.＝荷主

で
掌
握
し
、
安
定
化
、
を
滋
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

も
い
え
る
。

商品輸送と取引形態（公約船とZ碕f船〉

さ
ら
に
運
賃
艇
が
成
立
す
る
条
件
と
し
て
、
海
損
の
処

理
が
商
人
間
で
、
ま
た
は
問
屋
間
で
決
済
さ
れ
る
仕
組
み

の
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
菱
垣

廻
船
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
種
々
雑
多
な
商
品
が
混
載
さ
れ

て
い
る
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、

廻
船
が
江
戸
問
屋
の
仕
入
れ
荷
物
（
注
文
荷
物
）
、

樽
廻
船

が
上
方
酒
造
家
の
送
り
荷
物
（
委
託
荷
物
）
と
い
う
違
い
は

あ
る
に
せ
よ
、

い
ず
れ
も
江
戸
十
組
問
屋
も
し
く
は
江
戸

!Zl 57 

積
摂
泉
十
ニ
郷
酒
造
仲
間
と
廻
船
間
監
と
の
間
で
の
海
難

処
理
を
め
ぐ
る
規
定
が
法
制
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
後
に
述
べ
る
買
取
船
と
し
て
の
北
前
’
船
の
場

iJl: 近E査史審議m825 



合
は
、
商
業
取
引
機
能
と
運
送
機
能
と
が
未
分
化
の
状
態
に
あ
り
、
遠
隔
地
問
の
価
格
差
に
基
づ
い
て
商
業
利
潤
が
取
得
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
船
主
自
ら
が
船
に
乗
る
直
乗
り
船
践
に
し
ろ
、
船
主
が
加
に
船
頭
、
を
雇
う
沖
船
頭
（
こ

の
場
合
船
主
ム
が
船
頭
に
託
し
て
税
荷
購
入
資
金
を
激
過
す
る
）
に
し
ろ
、
積
荷
の
売
買

切
の
業
務
は
こ
の
船
践
が
取
り
仕
切
っ
た
。

し
た
が
っ
て
累
積
船
の
特
徴
は
、
自
己
運
送
形
態
に
あ
り
、
安
く
買
っ
て
高
く
売
る
と
い
う
一
般
商
品
取
引
が
中
心
で
あ
っ
て
、

運
送
業
務
は
こ
の
売
買
取
引
に
付
随
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
放
に
た
と
え
海
難
事
故
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
荷
主

で
も
あ
る
船
主
の
つ
船
損
、
荷
損
」
の
単
独
海
損
と
な
る
。

鏡
穣
船
と

廻
船
加
入

運
賃
積
を
主
体
と
す
る
菱
垣
廻
船
や
得
廼
船
の
場
合
は
、
廻
船
を
所
有
す
る
船
主
は
臼
呂
の

存
で
廻
船
を
仕

建
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
廻
船
は
必
ず
仕
建
問
屋
と
し
て
の
業
務
を
専
業
と
す
る
廻
船
湖
底
へ
付
船
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
船
主
は
積
荷
の
集
荷
か
ら
船
付
、
仕
建
業
務
に
い
た
る
ま
で
を
、
す
べ
て
廻
船
問
屋
に
委
託

し
、
こ
れ
ら

切
の
廻
船
運
営
の
業
務
は
こ
の
廻
船
問
屋
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。

し
か
し
海
難
事
故
に
よ
る
損
害
は
結
局
再

主
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
荷
主
側
か
ら
も
安
定
し
た
海
上
輸
送
を
確
保
す
る
方
策
が
採
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
荷
主
側
で
海
上
輸
送
に
責
任
を
負
い
、
そ
の
輸
送
体
制
を
強
化
し
て
ゆ
く
方
法
と
し
て
次
の
ニ
つ
の
形
態
が
あ

っ
た
。
第
一
は
、
荷
主
た
と
え
ば
酒
荷
の
場
合
な
ら
酒
造
家
自
身
が
手
船
を
持
っ
て
船
主
と
な
り
、
そ
の
廻
船
を
樽
廻
船
仕
建

と
し
て
廻
船
問
屋
に
付
船
し
て
ゆ
く
形
態
で
、

い
わ
ば
荷
主
の
直
接
的
支
配
形
態
で
あ
る
。
荷
主
と
し
て
の
酒
造
家
が
、
そ
の

蓄
積
利
潤
の
な
か
か
ら
あ
え
て
銀
八

O
貫
目
か
ら
一

O
O寅
日
を
投
じ
、
廻
船
を
新
造
・
購
入
す
る
の
も
、
江
戸
積
を
本
命
と

す
る
下
り
澗
の
場
合
は
、
特
に
輸
送
部
門
の
強
化
が
生
産
部
門
と
並
ん
で
重
要
な
投
資
対
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

第
ニ
は
、
廻
船
の
建
造
費
や
廻
船
仕
建
の
資
金
の
一
部
を
荷
主
同
士
で
共
同
出
資
し
て
負
担
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
が
廻

826 第五m幕末の社会



船
加
入
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、

寸
加
入
」
と
は
単
な
る
参
加
で
は
な
く
て
、
資
本
参
加
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

し
た
が

っ
て
廻
船
加
入
す
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
荷
主
が
摺
造
家
の
場
合
は
、
共
同
し
て
樽
廻
船
を
新
造
し
、
開
業
者
の
必
要
と
す
る

樗
廻
船
に
資
金
援
助
し
、
あ
わ
せ
て
酒
荷
輸
送
の
た
め
に
確
実
な
船
腹
を
磯
保
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
酒
造
家
側
か
ら

み
る
と
、
先
の
縛
廻
船
の
直
接
的
支
配
形
態
に
対
し
、
こ
れ
は
隣
接
的
な
支
配
形
態
な
い
し
加
入
形
態
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
よ

;-
ノ。

こ
の
よ
う
な
荷
主
に
よ
る
廻
船
支
配
の
形
態
は
、
樽
廻
船
に
探
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
菱
壇
廻
船
の
場
合
で
も
、
江
戸
十
組

問
屋
仲
間
の
「
荷
主
共
手
船
定
一
路
」
と
か
「
十
組
問
毘
共
有
船
」
の
形
止
を
と
っ
て
、
江
戸
関
屋
商
人
が
廻
船
支
配
に
積
極
的
に

参
加
し
た
。
そ
れ
も
潜
損
を
荷
主
側
が
一
方
的
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
当
時
の
運
賃
積
の
実
清
で
は
、
当
然

取
ら
れ
る
べ
き
措
置
で
あ
っ
た
。

廻
船
加
入

の
ニ
類
型

さ
て
廼
船
加
入
に
も
、
①
徳
用
配
分
型
と
②
年
賦
償
還
型
の
こ
類
型
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
廻
船
加
入
証
文
に
よ

っ
て
例
示
し
て
み
よ
う
（
図
犯
－
mw
）。

①
徳
用
配
分
型
は
、
次
の
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
川
加
入
歩
方
銀
に
対
し
て
、
毎
年
徳
用
銀
を
そ
の
加
入
歩
方
に
応
じ
て

幕末期の海運

配
当
割
賦
す
る
、
例
も
し
買
積
の
と
き
に
は
、
定
運
賃
を
も
っ
て
勘
定
す
る
、
同
作
事
（
修
理
修
復
）
・
船
具
類
の
購
入
の
と
き

に
は
、
加
入
歩
方
に
応
じ
て
出
銀
ず
る
の
一
一
一
点
が
基
本
骨
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
何
加
入
銀
の
返
済
を
請
求
し
た
と
き

に
は
、
そ
の
時
の
廻
船
の
時
価
に
応
じ
て
受
け
取
る
、
開
損
銀
の
と
き
に
は
そ
の
損
銀
績
を
加
入
歩
方
に
応
じ
て
負
担
す
る
、

第五節

川

w船
主
が
勝
手
に
廻
船
を
売
却
し
た
り
質
物
に
差
し
入
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
、
な
ど
を
敢
り
決
め
た
証
文
も
あ
る
。

ま
た
＠
年
賦
償
還
一
型
に
つ
い
て
は
、

ω加
入
歩
方
銀
は
年
五
朱
（
五
%
）
の
利
息
で
一

0
ヵ
年
賦
返
済
と
す
る
、
仰
そ
の
一
カ

世近E霊史講話盗827 



」申警長 匁よ喜候右

弐ままじ凡 長は候 五り 夏正叫 は ー守 、 分宛拾七 千

覇 可御豊作年尤為は は毎積年年拾迄市 匁五 悦子船事丸 代銀百 七百
衛 何韓ケ、県六積石 書
殿 月候法 荷耀運限！年！武元、上ルへ拾五

持後 二て 貨ニ 返済壱合利 は 盟壱貢日 貫但し説嘉丸 入

方引 も て ニ 〆 年五 也目惣乗出 立証事文

間 船主 之日｛見卸弐拾、差御相立弐百朱之加御 一六
藤居間 加理船送 引、七利入 し郎乗
問 弁 り太可壱拾五相立足被成 俊

｛兵芦 屋 入被可下無ツ、被成年ニ匁也 下

街 助 証的主候、相語下候、盟 、拾ヶ怯ー

印 印 実てH海勿論入御百弐姶担亥年此年分合 前ー
内可詰七 草

年
の
返
済
額
は
、
毎
年
運
賃
銀
を
も
っ
て
援
し
引
き
決

済
す
る
、
例
手
酒
の
松
方
に
つ
い
て
、

い
か
ほ
ど
荷
ぜ

り
で
あ
っ
て
も

と
し
て

仕
挫
に
一
一

O
駄
ず

つ
は
顧
み
入
れ
る
、

の
一
一
一
点
を
骨
子
と
す
る
が
、
他
に

~船加l 入註文（徳府配分裂〕

川
刊
作
事
の
年
に
は
返
済
を
見
送
る
と
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
。廻

船
加
入
証
文
の
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
亭
保
十

九
（
一
七
三
郎
）
年
に
、
西
宮
の
座
古
屋
万
一
一
一
郎
船
（
九
五

O
石
積
の
相
生
丸
）
の
新
造
代
銀
一
一
五
貫
聞
に
対
し
、
伊

丹
酒
造
家
の
紙
屋
八
在
衛
門
が

歩
（
一

C
M月
）
加
入
し

た
証
文
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
類
型
で
い
え

際.I 58 

ば
、
①
徳
用
配
分
型
で
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
天
保

期
以
前
ま
で
は
こ
の
形
態
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
が
②
年
賦
償
還
型
の
廻
船
加
入
に
移
つ

て
ゆ
く
の
は
幕
末
期
で
、
特
に
安
政
期
以
降
に
顕
著
に

な
っ
て
い
る
。

」
の
点
に
つ
い
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

月
の

828 幕末のf士会空nヨ主￥ニ



幕末期の海運

し尤 f士然 右之 一

イ文ヒ銀出 候ル ヂ

殿 一、仕い勘定仕 よ貫一 廻方船自
月為後入た り也目式

証預船 儀等之し、 弐厘 乗出 入

自2 i ノ、~! 5五 し襲？
i古待I 主 主i町i士引f毛 廻I 
運丸 高 ヲ応入被候f 

て 以勘定 ピ帳面 ' 
立日楚 無
件又 相違 一
力日 可 f置~ 此

印印 入ニ候致寄符り 銀度

応、可時子

第五節

「
新
酒
番
船
積
方
市
中
ム
口
書
」
に
よ
る
と
、

一
般
の
積
荷

t立・

官
問
、
伊
｝

一
O
駄
と
し
て
、
そ
の
う
ち
八

O
O駄
は
摂

近

泉
十
一
一
郷
の
各
郷
平
等
の
積
方
の
原
則
に
基
づ
い
て
割

日霊災者詰Ill

り
付
け
る
が
、
残
り
一
一
一

O
O駄
は
と
く
に
手
船
を
樽
廻

廻船力II入証文（年賦役滋君主〉

船
と
し
て
付
船
し
て
い
る
船
主
や
、
廻
船
加
入
し
て
い

る
荷
主
に
、
鐙
先
的
に
割
り
付
け
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
③
年
賦
鍛
還
型
の
場
合
で
も
、

仕
建
ご
と
に

O
駄
の
「
定
積
」
を
認
め
て
い
る
の
と

対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
天
保

十

（
一
八
四
一
）
の
株
仲
間
停
止
を
契
機
に
問
廻
船

の
積
荷
区
分
が
な
く
な
り
、
加
え
て
菱
額
廼
船
の
没
落

!Zl 59 

に
よ
る
廻
船
総
数
の
減
少
と
い
う
幕
末
期
の
海
運
事
情

止
を
背
景
に
、
荷
ぜ
り
現
象
が
は
げ
し
く
な
っ
て
ゆ
く
な

か
で
、
廻
船
加
入
形
態
も
、
そ
れ
ま
で
の
単
な
る
共
同

出
資
型
の
①
徳
用
配
分
型
か
ら
、
む
し
ろ
一
仕
建
ご
と

の
つ
定
積
」
を
保
証
す
る
②
年
賦
償
還
型
に
移
っ
て
い

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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樽
廻
船
経
営

と
帳
簿
組
織

得
廻
船
経
営
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
輸
送
と
取
引
の
流
れ
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
荷
主
か
ら
の
稲
荷

を
集
め
て
廻
船
仕
建
業
務
会
｝
行
う
の
が
、
大
坂
伝
法
八
軒
・
西
宮
六
析
の
樽
廻
船
問
屋
で
あ
る
。
杭
問
屋
と

か
仕
建
問
同
僚
と
も
い
わ
れ
た
。
集
め
た
荷
を
手
船
も
し
く
は
船
主
か
ら
付
け
ら
れ
た
付
船
に
和
む
。
そ
の
時
積
荷
は
摂
泉
十
二

郷
で
の
各
郷
平
等
の
積
方
の
原
則
を
は
じ
め
と
す
る
中
合
せ
な
ど
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
荷
主
よ
り
運
賃
を
徴

収
す
る
。

無
事
江
戸
へ
到
着
し
た
積
荷
は
、
品
川
沖
か
ら
瀬
取
船
で
新
川
下
り
瀬
間
農
の
放
に
納
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
瀬
取
と
水
揚
の

業
務
を
請
け
負
っ
た
の
が
江
戸
樗
廻
船
間
監
一
一
一
軒
で
、
神
廻
船
問
屋
は
上
方
・
江
戸
間
で
の
十
分
な
連
繋
の
も
と
に
運
営
さ
れ

て
い
た
。
下
り
酒
間
口
肢
は
、
こ
の
到
着
し
た
荷
を
販
売
し
て
代
金
を
荷
主
に
送
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
下
り
酒
の
流
通
機
構
は
、
瀬
造
家
と
し
て
の
荷
主
と
そ
の
澗
荷
を
販
売
す
る
酒
問
屋
と
の
間
に
、
廼
紛

仕
建
の
権
利
を
有
す
る
廻
船
問
屋
が
上
方
と
江
戸
と
に
介
在
し
て
輸
送
業
務
に
従
事
す
る
形
で
成
立
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、

た
と
え
荷
主
と
し
て
の
沼
造
家
が
船
主
と
し
て
待
廻
船
を
所
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
手
船
に
手
澗
を
積
み
込
ん
で
勝
手

に
出
帆
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
廻
船
は
必
ず
廻
船
問
屋
へ
付
船
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
樽
廻
船
全
体
の

運
営
や
積
荷
た
る
酒
荷
運
賃
は
、
こ
の
荷
主
連
合
と
し
て
の
摂
雨
水
十
二
郷
酒
造
家
仲
間
の
規
制
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
廻
船
積
荷
仕
法
や
廻
船
仕
建
定
法
が
仲
間
法
規
と
し
て
確
立
し
て
く
る
の
が
宋
燃
か
ら
明
和
・
安
、
氷
別
に
か
け

て
で
あ
り
、
こ
れ
ら
仲
間
法
規
の
確
立
を
前
提
に
、
運
賃
抑
制
仕
法
も
定
着
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
船
主
と
荷
主
と
狙
船
問
展
と
消
防
毘
が
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
的
に
分
化
し
、

し
か
も
仲
間
仕
法
と
し
て
一
貫
性
を

830 幕予｜ミのれ会第五ホ



も
っ
て
く
る
と
こ
ろ
に
、
同
氏
穂
船
と
は
異
な
る
運
賃
顧
の
廻
船
経
営
の
特
患
が
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
樽
廻
船
経
営
の
実
態
を
史
料
に
そ
く
し
て
整
理
し
、
図
示
し
た
の
が
関

ω
で
あ
る
。
樽
廻
船
の
経
営
主
体
は
船
主

で
あ
り
、
廻
船
経
営
の
収
支
計
算
は
、
船
主
の
も
と
で
「
惣
勘
定
帳
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
の
主
な
も
の
は
、
廻

幕末期の海巡第五節

(A）ー（B）＝徳用銀（利主主）

船
問
屋
を
通
じ
て
入
っ
て
く
る
運
賃
収

入
、
廻
船
の
運
航
に
必
要
な
諸
経
費
、

送
付
先
で
の
間
送
そ
の
他
に
要
す
る
費

用
に
か
か
わ
る
「
下
り
銀
」
の
過
不
足

持廻船経営の実態と~·長簿組織

尻
、
さ
ら
に
は
廻
輸
の
修
理
費
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
実
態
に
即
し
て
み
て

み
よ
う
。
ま
ず
廻
船
の
運
営
と
い
う
間
で
は
組

船
間
庭
に
権
限
と
し
て
そ
の
業
務
が
任

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
廼
船
問
屋
は
ま

｜苅 60

ず
依
頼
さ
れ
た
結
花
の
運
賃
を
荷
主
か

ら
徴
収
す
る
。

」
の
運
賃
は
一
部
江
戸
で
の
流
通
貨

に
占
め
て
る

「山下

り
銀
」

（

一

O
駄
に
つ
き

近世歴史謀議頂831 



「藤田常之助船荷物絞手

板J （表紙）

抑制一

O
匁
）
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

目
、
ノ

P
A品
川
川
‘
ぺ
／
、

」

U
4／
ふ

μ
ふ

μ
パレ
v

廻
船
問
箆
r
け
’
山
河
の
手
数
料
と
し
て
の
間
口
既
日
銭
と
小
廻
し
託

な
ど
が
差
し
引
か
れ
て
船
主
に
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
収
支
明

細
書
が
っ
仕
切
状
」
で
、

年
間
の
決
済
を
し
た
の
が
つ
仕

切
目
録
」
で
あ
る
。

写真 169

な
お
問
屋
口
銭
は
安
、
氷
凶
年
（
一
七
七
五
）
に
は
酒
裕
一

O

駄
に
つ
き
銀
ニ
匁
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
銀
三
匁
八

0
0駄
と
す
れ
ば
、
問
屋
日
銭
は
五
七

O
匁
で
、
こ
れ
が
樽
廻
船
間
監
の
収
入
と
な
る
。

分
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
持
廻
船
一
般
の
積
荷
高
一
一
ム

「
道
中
諸
遺
帳
」
は
上
方
か
ら
江
戸
ま
で
の
海
上
輸
送
途
上
に
要
し
た
費
用
で
、
実
際
に
は
沖
船
頭
が
記
帳
し
、
そ
れ
に
水
主

賃
銀
な
ど
も
加
え
た
も
の
が
「
道
中
諮
遺
賃
銀
諾
入
用
帳
」
で
、
も
ち
ろ
ん
船
主
が
惣
勘
定
帳
の
な
か
で
決
済
す
る
。
道
中
遣
い

の
ま
な
も
の
は
、
船
頭
・
水
主
な
ど
の
乗
組
員
の
食
費
と
寄
港
地
で
の
宿
質
、
付
船
の
祝
犠
、
神
社
へ
の
初
穂
料
な
ど
で
あ
る
。

寸
船
荷
物
積
手
板
」
は
、
廻
船
問
患
が
酒
荷
の
銘
柄
、
荷
主
と
そ
の
送
り
先
（
酒
問
屋
）
、

駄
数
、
下
り
銀
を
明
記
し
て
船
頭

に
託
す
積
手
板
（
一
種
の
船
荷
証
券
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
江
戸
の
樽
廻
船
問
屋
で
は
こ
れ
を
点
検
し
た
う
え
で
、
消
荷

を
酒
問
屋
へ
蔵
入
れ
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
廻
船
問
屋
は
酒
関
屋
よ
り
つ
下
り
銀
」
を
受
け
取
り
、
こ
れ
は
歳
前
改
め
な
ど
の

費
用
に
あ
て
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
樽
代
（
樽
を
取
り
か
え
る
）
、
持
痛
み
、
問
屋
口
一
銭
（
江
戸
樽
廻
船
問
屋
の
口
銭
で
、
一

O
駄
に
つ

き
銀
一
匁
）
、
取
次
料
（
一

O
駄
に
つ
き
銀
一
分
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
費
用
が
問
屋
よ
り
受
け
取
る
下
り
銀
よ
り
多
い
と
き

832 幕末の社会第五主主



グ
」
十
i
h

、

ム
ル
沖
船
頭
が
立
て
替
え
て
、
帰
国
後
に
船
主
よ
り
受
け
取
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
船
頭
支
払
超
過
の
と
き
に
は
、
船
主

の
惣
勘
定
帳
で
は
「
江
戸
手
板
尻
不
足
」
と
し
て
支
出
項
目
に
、
船
頭
の
手
元
に
残
金
が
あ
れ
ば
「
江
戸
手
板
尻
受
取
」
と
し

て
収
入
項
目
に
記
載
さ
れ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
船
主
は
廼
船
問
屋
よ
り
受
け
取
る
「
仕
切
目
録
」
と
、
沖
船
頭
よ
り
の
「
道
中
諸
遺
資
銀
諾
入
用
帳
L

、

そ
れ
に
江
戸
樽
廻
船
問
屋
が
沖
船
頭
に
託
し
て
手
渡
さ
れ
る
寸
船
荷
物
積
手
板
」
に
よ
っ
て
、

一
仕
建
ご
と
の
収
支
計
算
が
な

さ
れ
、
徳
用
銀
（
利
益
）
が
算
出
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
船
主
は

カ
年
と
か
一
一
、
一
一
一
年
分
な
ま
と
め
て
、
徳
用
銀
を

集
計
し
、
そ
こ
か
ら
廻
船
小
道
具
購
入
費
や
修
繕
・
諸
入
用
な
ど
の
雑
費
な
差
し
引
い
て
、
当
該
期
間
の
正
味
徳
用
銀
を
算
定

す
る
。
こ
の
正
味
徳
用
銀
が
船
主
の
純
利
益
で
あ
る
が
、
も
し
廻
船
加
入
契
約
が
あ
れ
ば
、
こ
の
中
か
ら
加
入
歩
方
に
応
じ
て

利
益
が
配
分
さ
れ
た
。

本
嘉
納
家
の
持
船

と
船
頭
・
水
、
支

御
影
村
の
有
力
江
戸
街
酒
造
家
で
あ
る
嘉
納

統
の
う
ち
、
本
嘉
納
家
に
あ
た
る
嘉
納
治
郎
右
衛
門
は
、

天
保
年
間
に
は

O
蔵
の
瀬
造
蔵
を
も
っ
て
酒
造
経
営
止
を
行
う
と
開
時
に
、
廻
船
を
も
所
有
し
、
樽
廻

船
経
営
へ
の
進
出
に
も
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

幕末期の海運

た
だ
そ
の
場
合
、
本
家
治
郎
右
衛
門
は
経
営
主
体
を
専
ら
酒
造
部
門
に
お
き
、
輸
送
部
門
は
そ
の
分
家
筋
に
あ
た
る
嘉
納
治

作
な
ど
の
名
義
で
廻
船
を
所
有
し
、
海
運
業
に
も
活
躍
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
嘉
、
氷
四
年
（
一
八
五

）
の
「
持
趨
船
名
前
帳
」

に
よ
れ
ば
、
待
廻
船
八

O
般
の
う
ち
、
嘉
納
治
作
持
船
は
住
徳
丸
、
嘉
mm丸
、
依
光
丸
、
嘉
納
丸
の
山
般
、
嘉
納
装
古
持
船
と

第：ぶ節

し
て
、
嘉
照
丸
、
高
正
丸
の
二
娘
、
嘉
納
弥
兵
衛
持
船
と
し
て
は
嘉
通
丸
、
弁
才
丸
の
二
般
が
樽
廻
船
稼
働
船
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
。
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嘉納治「F船の乗組員とそのIL¥身地

名｜年齢｜

やl

山川hAfl， 

や11船頭 安蔵 46 安芸悶，It'；三三ツ庄村

続取 夜兵衛 43 安芸図/ii；特；1詰11
水 ~J:. 竹次郎 28 安芸悶，I~）；：：三ツ庄村

II 伊兵衛｜ 28 ，， 

II 音蔵 26 ／／ 

／／ 定 吉 26 出家美保関

II ＇！§；＇作 30 安芸悶王寺担~t打ll
／／ 喜代蔵 22 安芸国為ゴ二生評！？

II f色蔵 23 安芸国，F.：；三ツ庄村

／／ 安兵衛 30 安芸瀬戸間王寺中松

II 伊勢8'I 26 安芸図鳥鋭む11
／／ 次兵衛 30 長fllj下関

／／ rl! 蔵 24 安芸悶尚三ツ庄村

炊 松蔵 14 安芸悶j誌鋭i!II
員有 岩松

林蔵

」きIL¥ 

表 227

名｜氏役

資料： eic~チI＇家文:t~~ 上主主（市Hll泰行口lf]'J:_:jSf, I ) 

ま
た
慶
応
三
年
三
八
六
七
）
に

の
船
大

工
・
大
松
屋
武
兵
衛
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
菱
誼
廻

船
の
倣
見
丸
も
嘉
納
治
作
の
持
船
で
、
そ
の
規
模
は

船
長
五
丈
一
尺
五
寸
、
船
幅

一
尺
、
深
さ
二
人

一
一
パ
五
寸
、
実
結
石
数
二
一
一
一

O
O石
の
大
型
廻
船
で
、

そ
の
建
造
費
も
殺
人
に
八
五

O
阿
と
い
う
当
時
と
し
て

は
校
目
さ
れ
た
大
型
船
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
次
に
述
べ
る
屯
徳
丸
は
直
接
木
嘉
納
家
の

持
船
で
あ
る
が
、
石
見
浜
国
外
ノ
油
の
廻
船
問
屋
清

（
一
八
四
八
）
九
月
二
十
五
日
に
箱
館
登
り
の
と
き
に
入
港
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

水
産
の
「
諸
国
御
客
船
帳
」
に
よ
る
と
、
嘉
、
水
一
万
年

さ
て
、
嘉
納
治
作
の
持
船
（
お
そ
ら
く
敏
光
丸
と
思
わ
れ
る
）
が
、
嘉
、
氷
五
年
十
一
月
八
日
に
酒
を
は
じ
め
水
油
・
綿
・
藍
玉
・

茶
・
鰹
節
な
ど
の
荒
荷
を
積
み
込
み
、
江
戸
へ
廻
送
中
の
と
こ
ろ
、
同
月
十
凶
日
志
摩
大
王
崎
で
難
船
し
、
荷
打
ち
を
し
て
そ

の
ま
ま
伊
豆
の
下
回
捺
へ
た
ど
り
つ
い
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
乗
組
員
は
紳
船
頭
以
下
二
ハ
人
、
沖
船

頭
保
蔵
（
安
蔵
）
は
安
芸
悶
島
出
身
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
判
明
す
る
乗
組
員
の
出
身
地
は
、
表
仰
の
通
り
で
あ
る
が
船
頭
と
向
じ

悶
島
出
身
者
が
多
い
。
こ
れ
は
荷
打
ち
で
下
回
湊
へ
入
港
し
た
と
き
、
積
荷
を
不
正
売
却
し
た
か
ど
で
取
調
べ
を
受
け
、
出
身

か
し
ι
ぎ

と
年
齢
が
明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
船
頭
・
梓
取
と
炊
以
外
は
、
大
体
二
一
一
歳
か
ら
一
一
一

O
歳
ま
で
の
若
者
で
占
め
ら

834 千年;f~の社会第五主主



れ
て
い
る
。
ま
た
一
般
に
乗
組
員
は
船
頭
と
同
村
な
い
し
近
隣
府
住
者
で
い
ー
は
め
ら
れ
て
い
る
例
が
多
く
、
持
明
治
船
や
上
方
廼
船

の
沖
船
頭
や
水
主
は
、
安
芸
悶
島
・
瀬
戸
田
や
納
な
ど
、
瀬
戸
内
海
地
域
の
出
’
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
IJIJ 
述

菱
国
廻
船
紋
晃
丸
の
場
合
は
一
七
人
乗
り
で
沖
船
頭
は
砂
太
郎
と
い
い
、
や
は
り
安
芸
閥
均
出
身
で
あ
っ
た
っ

役
名
と
し
て
の
沖
船
頭
は
、
船
主
に
よ
っ
て
一
服
わ
れ
た
も
の
で
、
航
海
上
ま
た
取
引
上
の

お
も
て
し

と
で
あ
る
。
持
取
は
北
前
船
で
い
う
表
仕
の
こ
と
で
、
水
路
お
よ
び
航
海
に
関
す
る
任
務
担
当
者
で
あ
る
3

怖
は
「
問
廻
り
」

と
か
北
前
船
で
は
「
知
工
」
と
よ
ば
れ
、
船
内
の
会
計
事
務
を
担
当
し
た
。
そ
れ
以
外
の
水
主
は
一
級
乗
紹
口
氏
で

切
の
責
任
を
も
っ
た
船
長
の
こ

、山
t

t
v
d手
」

と
も
よ
ば
れ
、
炊
は
見
習
水
夫
で
、
炊
事
・
掃
除
な
ど
一
切
の
雑
務
を
約
一
当
し
、
船
内
で
の
最
年
少
者
で
あ
っ
た
。

鐘
徳
丸
の
新
造
・

作
率
と
稼
働
状
況

亀
徳
丸
の
稼
働
期
間
は
、
天
保
十
四
年
の
新
造
よ
り
、
万
延
一
万
年
（
一
八
六
O
）
一
一
一
月
の
破
船
に
い
た
る

七
年
間
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
天
保
十
四
年
五
月
よ
り
嘉
永
七
年
九
月
ま
で
は
松
前
・
エ
ト
ロ
ブ
へ
の

同
氏
積
船
と
し
て
活
躍
し
、

し
か
も
そ
の
コ

I
ス
も
凶
廻
り
の
み
な
ら
ず
、
主
と
し
て
東
廻
り
航
路
な
と
っ
て
い
る
。

そ
の
後
大

作
事
を
し
て
安
政
二
年
四
月
か
ら
万
延
一
万
年
一
一
一
月
ま
で
は
掛
川
廻
船
と
し
て
運
賃
積
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
前
半
は
買
積
船

と
し
て
、
後
半
は
博
廻
船
仕
建
と
な
っ
て
運
賃
較
の
廻
船
経
営
を
行
っ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

;flj;;jミ期の海運

そ
こ
で
ま
ず
亀
徳
丸
の
新
造
・
作
事
修
復
を
一
覧
し
た
の
が
、

別
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
に
こ
の
千
二
百
石
積
廻
船
が
出

帆
で
き
る
ま
で
に
要
し
た
作
事
道
具
代
は
合
計
銀
七
五
質
問
余
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
新
し
く
廻
船
経
営
が
始
ま
る
。

7FC
円
J
h
q

交
笠
削

J

L

4
官
三
プ

永
三
年
に
松
前
登
り
の
節
難
船
し
、
仮
本
的
な
大
作
事
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
じ
カ
年
間
に
あ
げ
た
廻
船
徳
用
銀
総
計
は
、
表

第五節

間

ωに
示
し
た
よ
う
に
六
五
貫
匁
余
で
あ
る
の
で
、
差
引
き
約
一

O
投
匁
が
未
償
還
の
ま
ま
と
な
る
。

笈
加
、
氷

作
事
は
五
月
六
日
の
針
初
め
か
ら
六
月
二
十
日
の
船
却
し
ま
で
約
一
カ
月
半
を
裂
し
、
作
事
に
要
し
た
技
用
は

世近総92議長！競83ラ



嘉納治郎右衛門手船i~徳丸の新造・作事：修復一覧表 228

量チ
ザ

用入廿可
H
γ
l
 

具道

日
L

足

吋

不．， 

山

城

t

梁

η
叫
引

繍

暗

部

4
咽

4品
T

』
は
げ

妬
批
”
附
計

nv
一
げ
は
関
与
－

一
日
…
出
酌
合

術全長

E空匁
50.993. 27 

代

天保14年4月

月年

4丈3尺

7尺2寸

2丈 2尺9寸

元船小直し造替代（松前行の節難船のため）

棟梁安右衛門

5月6日新初

5月181ヨ航鋸

6月11日筒立

6月20日船卸

航長さ

深さ

腰当

38.376.03 嘉永3年 5月

諸材木代・大工木引・諸釘・銭代その他

梢の部

梶の音G

＊答・なんば類

足し道具の部

合計

熊野屋勘兵衛別段IH情持参
差引

元船より持来り諸道具代

合計

79.275.54 

16.909.30 

5.508.50 

1. 161. 58 

525. 11 

113. 380. 03 

84 

112.627.19 

00 

127.627.19 

芸評永7年10月

安政2年4月

より策廻りの途中松前にて破船万延元年3月

一
一
一
入
賞
匁
余
で
あ
る
。
先
の

投
下
資
本
は
米
関
収
の
ま
ま
、

さ
ら
に
新
た
な
追
加
投
資
な

迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
表
問
∞
の
徳
用

銀
を
み
て
み
る
と
、
嘉
永
七

年
十
月
の
阿
波
塩
仕
建
ま
で

資料：天保13年 rt島徳丸勘定帳」〈「木嘉納家ぅ主主？」〉

の
四
カ
年
間
に
松
前
・
択
捉

交
易
に
よ
っ
て
凹
八
貫
自
余

の
徳
用
銀
を
あ
げ
て
い
る
の

で
、
こ
の
段
階
で
よ
う
や
く

ほ
ぽ
収
支
相
償
な
う
状
態
に

達
し
た
が
、
結
局
徳
用
銀
な

計
上
で
き
な
い
ま
ま
の
赤
字

経
営
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
嘉
、
氷
七
年
（
新

造
後
一
一
年
経
過
）
に
な
っ
て

836 幕末の社会第五苦手



第五節幕末期の海運

表 229 1'.fi!.徳丸の稼働状況と徳用銀（1)

イ土建年月

天保14年5月2日出帆
グ 12月上旬笠9
天保15年 1月28臼！封i悦
グ 5月19日登り

天保15年 5月27日出帆
弘化2年3月27日勘定

第 i弘化2年4月！日机
4よ；二2月

弘イ七4年4月18日出i汎
I I グ 5年2月23自主主り

嘉永1年6月登り（初建）

期｜ 嘉永1年2番建

系永 1年11月

嘉永2年5月出i汎。3年3月主まり

嘉永3年6月25日出事fL

嘉永3年10月1813tl:l帆
グ 4年4月19日江戸主主り

嘉永4年5月

嘉永5年

~永 Hf-4 月
第！

6月
／／ 10刃

][ 

か 11月

期

系永7年10月

嘉永7年2月27臼出i汎
か 9月1513I芝り

837 

行

松前行

庄内行

択捉

先

松前・択捉・根室・場所
3建淫主主

南部七戸・松前・択捉

松前行

松前行

江戸下り
仙台行
仙台行弁に江戸絞り

松前行登りの節，難渋に
て荷物例捨，般主無事

7カ年会計

松前行

酒荷物江戸下し，南部宮
古賀積

松前・箱館より択捉

択捉・箱館より秋主主り東
廻り

ヤム夕、ンナイ

択捉より越後新潟高内

越後新潟より松前・箱館
まで米E記者支
松前・箱館にて賀入来廻
り江戸にて売物弁に兵庫
にて売物差51勘定
以上4口合計より諮入用
．道中滋養ヲi
阿波塩｛土建

松前行

4カ年合計

正味徳用銀

主f 匁
9. 073. 25 

632.41 

6.308.87 

34.054. 78 

30.619.26 

1. 597. 28 

ム6.343.91

2.967.38 
3.335.63 
2.233.54 

ム19.016.36

65.462. 13 

3. 749.09 

1. 862. 25 

517.33 

20.363.21 

(3. 335. 7ヲ）

( 4. 992. 90) 

(11. 109. 05) 

(19. 550. 25) 

21. 939. 16 

ム905.42

980.58 

48.506.20 

音量史編湿近世



表 229 ffil,徳詳しの稼働状況と徳用銀（2)

仕建年月 仕建の穏類 徳用銀 正!Jiミ徳用銀

民匁 n 匁
安政2年4月 樽廻船仕建 5.235.29 

// 5月 ，， 4. 104.02 

// 7月 ／／ 2.484. 17 

// 9月 ／／ 1. 839. 93 

// 12月 // 4.084.21 

安政3年2月 ，， （合酒税切建） 3. 449. 78 I 20. 137.00 

安政3年？
柳（今原日庁様t'御1・城沼米海:fil江f戸）

14.930. 55 

，， 7月 j伶廻船イI：主主 3.303.92 

／／ 8月 // 3.273.91 

ノノ 10月 ’F 1. 270. 16 

第｜ // 12月 ／／ 3.306.54 

安政4年2月 金！河様御城米ft1 4.329. 75 

手酒運賃＊ 2. 590. oo I 30.876.44 

安政Hl三4月 持廻船f上建 1. 441. 66 

// 6月 ’F 787. 13 
III I 

// 9月 // 4.346.91 
，， 11月 兵庫滅米:fl'i 2. 122. 53 

手瀬運賃・噌運賃料 12. 678. 70 I 12. 121. 94 

安政5年2月 荒荷｛:I：建 2.904.60 

期｜
// 4月 J部防廻街！船仕米建および南 9.058.44 

趨，東廻り
// 10月 樽廻船｛：！：建 ム1.263. 22 

// 11月 // 2.906.38 

安政6年 l月 // （英語事） 5. 545.58 18.035. 28 

安政61手4月 越後新潟街l減米積 14.070.04 14.070.04 

安政6年10月 栂廻船｛:I:~ 2.279.97 

安政7年 1月 // （番船仕建） 1. 559. 38 

万延元1i:j::3月 ノY ム294.80

3月 越後江中初l城米東'll'.1廻みのた ム7.852.03

め戸1公より りの
途 前にて破船 ム4.624.23 

90.616.47 

（注） ムは主l:Jミ。
資料．

第五：［（＞： A年米のti：会 838 



幕末期の海運第五節

1'.(1徳丸の榔｛土建勘定（安政2年12月）表 230

支入収

金

i難i問1,279駄運賃
大坂 100.！駄差ヲl正味

官賞

1. 608. 77 

391. 30 

1. 771. 43 

日

7~主賃銭，飯米他

送中諸入用，

問屋庭仕舞

小廻しi之首長仕入物

項在自

m: 匁
9. 091. 13 

760 

金日項

5. 766.92 er－－ 
日一一日

メL
I二39. 851. 13 Z込

仁1

4質84匁21援引徳用銀

こ
の
船
を
解
体
し
、
新
た
に
銀
…
一
一
七
貫
余
を
投
入
し
て
新
造
船
を
建
造
し
て

い
る
こ
と
が
、

「
元
船
よ
り
持
米
り
諸
道
具
代
一
と
し
て
一
五
貫
目

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
す
る
（
表

mて
こ
の
建
造
期
間
が
嘉
、
氷
七
年
十
月

か
ら
安
政
二
年
四
月
ま
で
で
、
約
半
年
を
姿
し
て
い
る
。

そ
し
て
安
政
二
年
間
月
以
降
は
、

間
仰
に
示
し
た
よ
う
に
、
間
酒
船
と
し

て
嫁
働
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
元
船
の
解
体
に
よ
る
新
造
船
の
建
造
後
、
従
来

の
東
廻
り
松
前
・
択
捉
へ
の
貿
積
船
経
営
か
ら
榊
廻
船
仕
建
へ
の
転
換
が
な
さ

れ
て
い
る
点
に
注
目
し
よ
う
。
こ
れ
は
新
た
に

二
七
投
闘
を
投
入
し
て
枠
組

船
を
建
造
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
保
十
間
年
の
買
積
船
の
新
造

費
七
五
貫
目
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
の
投
資
で
あ
っ
た
。

檎
加
出
船
幌
地
徳
丸

の
廻
船
経
営

問
問
に
ぶ
し
た
亀
徳
丸
第
目
別
の
活
躍
は
、
持
廻
船
仕

建
の
そ
れ
で
、
若
突
に
徳
用
銀
を
上
げ
始
め
て
い
る
こ
と

資料： γ本嘉納家文殻J

が
わ
か
る
。
当
時
こ
う
し
た
大
型
廻
船
は
、
幕
府
か
ら
年
に

度
は
御
城
米
の

運
送
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、

hm
氾
徳
丸
も
例
外
で
は
な
く
、
城
米
の
愉
送

に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
安
政
一
一
一
年
の
今
町
（
越
後
磁
江
津
）
郡
御
滅
米
仕

建
の
時
は
問
廻
り
航
路
を
と
り
、
そ
れ
以
外
の
越
後
新
潟
磁
の
場
合
に
は
東
想

り
航
路
を
と
っ
て
い
る
。

世

し

近立を5た続llll839 



こ
の
伶
廻
船
経
営
と
し
て
の
見
地
か
ら
、
安
政
ニ
年
十
二
月
の
待
廻
船
仕
建
に
よ
る
徳
用
銀
が
算
出
さ
れ
て
く
る
過
程
を
、

亀
徳
丸
勘
定
帳
の
な
か
か
ら
整
理
し
て
、
前
述
「
樽
廻
船
経
営
と
帳
簿
組
織
」
で
示
し
た
図

ωに
よ
っ
て
整
理
し
た
の
が
、
表

問
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
徳
用
銀
は
銀
問
貫
匁
余
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
安
政
二
年
四
月
よ
り
万
延
元
年
三
月
ま
で
の
五
カ
年

間
は
、
年
一
平
均
五
仕
建
の
稼
働
を
続
け
、
そ
の
正
味
徳
用
銀
も
平
均

入
賞
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
し
て
万
延
元
年
一
一
一
月
、

い
っ
た
ん
櫓
廻
船
仕
建
と
し
て
江
戸
へ
酒
荷
を
廻
送
し
、
そ
の
後
越
後
御
城
米
輸
送
の
た
め
、
そ

の
ま
ま
北
上
し
て
東
廻
り
で
航
行
の
途
中
、
松
前
沖
に
て
遭
難
、
破
船
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

安
政
ニ
年
か
ら
こ
の
時
ま
で
の
五
カ
年
間
の
正
味
徳
用
銀
は
銀
九

O
貫
匁
余
と
な
る
が
、
嘉
、
氷
七
年
の
樽
廻
船
へ
の
新
造
建

替
え
費
用

二
七
貫
匁
余
の
投
下
資
本
は
完
全
に
償
還
で
き
な
い
ま
ま
、
再
び
破
船
の
浮
き
間
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
般
に
廼
船
経
常
に
お
け
る
収
益
率
は
、

か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
廼
船
の
新
建
造
貨
に
は
莫
大
な
悶
定
資
本
へ
の
投

資
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
も
多
額
の
作
事
費
・
維
持
費
が
か
か
り
、
そ
の
う
え
難
船
の
場
合
に

は
補
修
費
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
追
加
投
資
が
必
要
と
な
る
。

し
か
も
最
悪
の
場
合
、
破
船
の
危
機
に
も
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を

考
慮
し
て
み
る
と
、
廻
船
経
営
も
決
し
て
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
酒
造
家
す
な
わ
ち
荷
主
の
側
で
、
海
上
輸
送
の
円
滑
化
の
た
め
に
積
綴
的
に
廻
船
を

所
持
し
、
下
り
酒
の
輸
送
体
制
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
他
聞
海
上
輸
送
に
よ
っ
て
生
ず
る
危
険
分
散

の
上
か
ら
も
、
廻
船
経
営
に
お
け
る
共
同
出
資
と
し
て
の
廻
船
加
入
の
形
態
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

840 幕末の社会第五主主



3 

海
上
交
通
の
諸
相

神
戸
村
浜
の
鉛

た
で
場
新
設

木
造
船
の
船
底
防
護
に
は
、
当
時
普
通
に
は
直
接
底
を
焼
い
て
、
船
虫
や
腐
食
か
ら
船
体
を
守
っ
た
。
そ

の
た
め
の
工
事
場
を
船
た
で
場
（
船
焼
き
場
）
と
呼
ん
で
い
て
、
兵
庫
西
出
浜
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
廻

船
の
多
く
は
讃
岐
や
備
後
の
辺
り
ま
で
出
か
け
て
実
絡
し
て
い
た
と
い
う
。

神
戸
村
の
網
屋
吉
兵
衛
は
、
そ
う
し
た
遠
稿
地
へ
出
向
く
不
便
を
解
消
す
る
た
め
、
生
田
川
の
河
口
西
側
に
堆
積
し
た
洲
浜

幕末期の海運第五節

に
着
目
し
て
、

そ
こ
に
新
し
く
船
た
で
場
を
建
設
す
る
計
画
を
た
て
、

J
バv
h

二五’

一一rプ
ニ
ヌ
1
1
4工

兵庫洋造船場（務林秀岳函）

（
一
八
去
四
）
悶
七
月
代
官
一
併
に
出
願
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
廻
船
所
有
者
は
も
ち

ろ
ん
、
地
元
の
神
戸
村
も
稼
ぎ
場
が
地
え
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
積
極
的
に
支
援
し

た
。
堆
積
洲
浜
の
内
側
に
船
入
場
を
建
設
し
、
船
止
を
導
入
し
て
底
焼
き
を
行
う
と
い

う
設
計
で
、
船
た
で
場
の
広
さ
は
東
部
六

O
間
・
南
北
五
五
？
一
ニ

O
開
で
あ
っ
た
と

い
う
。
翌
安
政

（
一
八
五
五
）
一
一
一
月
工
事
は
完
了
し
、
間
二
十
八
日
幕
府
儲
船
の

う
ち
西
岡
源
十
郎
船
の
J

初
焼
き
を
実
施
し
た
。

写亥 170

し
か
し
こ
の
時
の
平
焼
き
の
方
法
で
は
、
不
十
分
な
点
が
残
る
と
わ
か
っ
て
、
輪

木
焼
き
の
方
法
に
改
め
る
こ
と
に
な
り
、
同
九
月
そ
の
工
事
も
終
了
し
、
神
戸
村
五

郎
兵
衛
の
持
ち
船
で
試
し
焼
き
を
行
っ
て
成
功
し
た
と
い
う
。
冥
加
銀
は
年
一

0
0
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匁
と
定
め
ら
れ
た
が
、
吉
兵
衛
は
、
幕
府
備
船
の
た
で
場
と
し
て
の
指
定
や
、
付
近
に
問
様
な
船
た
で
間
切
を
認
可
し
な
い
よ
う

中
請
し
て
い
る
。

吉
兵
衛
は
私
財
を
も
っ
て
こ
の
工
事
に
努
力
し
た
が
、
後
に
は
資
金
が
尽
き
、
神
戸
村
が
引
き
継
い
で
い
た
が
、
一
万
治
元
年

（
一
八
六
閉
）
幕
府
が
海
軍
操
練
所
を
こ
の
洲
浜

市
に
設

mmし
た
捺
、
そ
の
一
部
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

主ド

慶
応

八
六
六
）
、

兵
庫
に
碇
泊
中
の
幕
府
軍
蹴
果
的
泌
丸
の
修
疎
開
題
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、

兵
賄
来
迎
十
芝
山
の
船
入
り
水
路
が
仮
の

ド
ッ
ク
に
想
定
さ
れ
た
が
、
船
入
り
を
工
事
期
間
中
議
ぐ
こ
と
は
日
常
の
船
稼
ぎ
に
支
障
な
き
た
す
の
で
、
地
元
か
ら
の
陳
情

も
あ
り
、
結
局
こ
の
船
た
で
場
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

潮
崎
難
と
潔
流

上
方
江
戸
間
を
航
行
し
て
い
た
符
廻
船
や
菱
釘
一
廻
船
は
、
船
倉
上
部
に
甲
板
が
な
く
、
舵
は
木
製
で
大
型
、

帆
は
主
柱

本
以
外
は
補
助
的
な
小
帆
が
あ
る
だ
け
と
い
う
和
船
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
激
し
い
風
雨
に
あ

う
と
、
荷
物
の
上
に
は
覆
い
が
あ
る
が
、
浸
水
も
多
く
、
お
荷
を
投
棄
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
し
、
舵
は
破
損
し
ゃ

す
く
、
舵
が
き
か
な
く
な
る
と
、
転
濯
を
避
け
る
た
め
に
帆
柱
を
切
り
倒
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
舵
や
机
を
失
う
と

漂
流
す
る
し
か
な
く
、
遭
難
や
漂
流
も
多
か
っ
た
。

当
時
で
は
い
っ
た
ん
遭
難
し
て
外
国
へ
深
若
し
た
り
、
外
悶
船
に
救
助
さ
れ
た
り
す
る
と
、
何
年
か
苦
労
を
重
ね
て
帰
国
で

き
た
と
し
て
も
、
ま
ず
厳
草
な
取
締
ベ
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
、
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
軟
禁
さ
れ
た
ま
ま
帰
郷
で
き
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
、
幕
府
が
日
本
人
の
海
外
へ
の
渡
航
や
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
て
い
た
た
め
で
、
外
国

の
土
を
踏
み
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
接
触
し
た
漂
流
者
と
い
う
の
は
、
と
に
か
く
法
に
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
入
牢
の
う
え
、
取
調
べ

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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御
影
村
嘉
納
屋

歓
喜
丸
の
潔
流

市
域
に
関
係
す
る
遭
難
船
の
う
ち
か
ら
、
外
交
問
題
と
係
わ
っ
た
例
を
一

Jコ

っ
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

は
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
十
二
月
、
紀
伊
半
2

品
沖
で
避
難
し
た
御
影
村
嘉
納
産
主
兵
衛
の
持
ち
船
欽
吾
丸

の
例
で
あ
る
。
歓
喜
丸
は
千
六
百
石
積
み
の
得
廻
船
で
、
梁
組
員
は
一
六
人
、
上
方
J
江
戸
間
に
就
航
し
て
い
た
。

そ
の
時
も
、
出
航
の
擦
は
通
常
の
ご
と
く
酒
・
砂
糖
な
ど
を
積
み
込
ん
で
、
文
化
七
年
十

iヨ

へ
向
け
て

月

机
を
あ
げ
て
い
る
。
途
中
紀
伊
大
島
へ
寄
港
し
、
十
二
月
五
日
大
お
な
出
航
し
た
後
暴
風
雨
に
あ
っ
て
遭
難
し
た
。

ま
ず
舵
が

折
れ
て
操
舵
不
能
と
な
り
、
沈
没
を
避
け
る
た
め
粧
荷
の
一
部
を
投
楽
し
、

つ
い
に
は
帆
柱
も
切
り
倒
し
て
し
ま
っ
た
の
で
転

覆
の
方
は
免
れ
た
が
、

rH航
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
漂
流
す
る
こ
と
お
よ

カ
月
、
は
る
か
北
方
の
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
に
漂
着
し
て
い
る
。
冬
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
自
然
は
厳
し
く
、
そ
れ
か
ら
上
陸
し
て
人
家
を
探
し
あ
て
る
ま
で
の
六
日
間
に
、

半
数
以
上
の
九
人
が
耐
火
、
さ
と
飢
え
で
死
亡
し
た
と
い
う
。

い
保
護
を
う
け
て
危
険

戸
シ
ア
人
と
接
触
で
き
た
残
り
七
人
は
、

は
税
し
た
が
、
身
柄
の
処
毘
に
つ
い
て
は
、
速
く
離
れ
た
ヨ

i
ロ
ッ
パ
に
あ
る
首
都
か
ら
政
府
の
指
令
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
が
紹
く
の
を
約
…
年
待
ち
暮
ら
し
た
。

こ
の
間
に
、
測
量
目
的
で
航
海
中
の
ロ
シ
ア

ゴ
ロ
！
ニ
ン
が
、
間
後
島
で
日
本
側
に
捕
ら
え
ら
れ
る

ィ
ア
ナ

幕末期の潟運

事
件
が
起
こ
る
の
で
あ
る
（
文
化
八
年
六
月
）
。
副
長
の
り
コ
ル
ド
は
、
い
っ
た
ん
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
引
き
返
し
、
対
策
を
検
討
し
た

給
果
、

日
本
側
と
の
折
衝
の
た
め
に
は
、
漂
流
民
送
還
の
名
目
止
を
た
て
る
の
が
よ
い
と
考
え
、
該
当
者
を
探
す
こ
と
に
し
た
と

い
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
、
こ
の
歓
喜
丸
の
漂
流
者
与
茂
吉
ら
が
、
政
府
の
送
還
指
示
に
よ
っ
て
、
カ
ム
チ
ッ
ツ
カ
か
ら
オ
ホ

第五節

ー
ツ
ク
へ
送
ら
れ
て
き
た
の
で
お
る
。

、、、こ

E
っ
と
、
ニ
。

ノ
I
j
b・
中
／

u
v
L
J
j

一
行
は
こ
の
時
、
凍
協
で
支
た

人
が
倒
れ
、

リ
コ
ル
ド
は
デ
ィ
ア
ナ
H
V
に
与
茂
吉
ら
六
人
と
ほ
か
に
五
郎
次
も
収
政
令
、
さ
ら
に

般
を
伴
っ
て
、
悶
後
に
米
航
し
た
の
が
、
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文
化
九
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
与
茂
吉
ら
六
人
を
土
陪
さ
せ
、
ゴ
ロ
l
ニ
ン
の
安
否
を
問
う

リ
コ
ル
ド
は
、

た
せ
、
な
お
こ
の
六
人
と
ゴ
ロ

1
一
一
ン
ら
と
の
交
換
を
口
頭
で
伝
え
る
よ
う
に
依
頼
し
た
と
い
う
。
六
人
は
も
ち
ろ
ん
番
所
に

向
山
め
ら
れ
て
、
取
調
べ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
返
答
は
な
さ
れ
な
か
っ

リ
ソ
コ
ル
ド
は
、

つ
い
で
五
郎
次
に
も
同
様
安
容
を
知
ら
せ
る
よ
う
依
頼
し
て
上
陸
さ
喰
た
と
こ
ろ
、

五
郎
次
は
帰
舵
し
て
、

一
行
は
す
で
に
落
命
し
た
と
告
げ
る
。

し
か
し
リ
コ
ル
ド
は
な
お
そ
の
確
か
な
証
拠
を
求
め
よ
う
と
し
て
、

か
れ
を
再
度
上
陸

さ
せ
た
が
、
結
局
帰
般
せ
ず
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
別
に
日
本
船
を
傘
捕
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

""'-、

た
ま
た
ま
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
乗
っ
た
観
役
丸
が
行
き
あ
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
歓
喜
丸
の
与
茂
吉
と
い
い
、

高
問
屋
嘉
兵
衛
と
い
い
、
こ
の
時
期
の
日
露
両
国
間
の
緊
張
し
た
場
面
に
、
神
戸
に
か
か
わ
る
船
乗
り
が
一
一
人
ま
で
奇
し
く
も

交
錯
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

与
茂
吉
ら
は
そ
の
後
松
前
に
移
さ
れ
（
十
月
十
七
日
着
て
さ
ら
に
江
戸
に
送
ら
れ
て
、
幕
府
の
厳
重
な
監
視
の
も
と
に
再
び
取

り
調
べ
ら
れ
た
。
取
調
べ
が
終
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
身
地
の
領
主
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
翌
十
年
五
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
与
茂
吉
は
御
影
村
を
領
す
る
代
官
辻
甚
太
郎
の
麗
数
に
い
っ
た
ん
預
け
ら
れ
、
同
月
二
十
五
日
江
戸
を

出
発
し
て
い
る
。

大
石
村
松
展
栄

力
丸
の
潔
流

も
う
一
一
例
は
、
偶
然
に
も
ペ
リ
l
来
航
の
端
緒
と
な
っ
た
、
嘉
永
三
年
十
月
志
摩
大
王
崎
沖
で
遭
難
し
た

大
石
村
松
屋
八
三
郎
所
有
の
栄
力
丸
で
あ
る
。
栄
力
丸
は
、
千
五
百
石
積
み
の
樽
廻
船
で
や
は
り
上
方
J

江
戸
間
の
航
路
に
就
い
て
い
た
。

嘉
永
一
一
一
年
十
月
相
模
浦
賀
を
出
帆
、
帰
航
に
つ
い
た
栄
力
丸
に
は
、
沖
船
頭
万
歳
ら
一
七
人
が
乗
り
組
ん
で
い
た
。
伊
勢
神
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ま
で
は
順
風
で
あ
っ
た
が
、
二
十
九
日
志
摩
半
島
大
王
崎
沖
ま
で
来
て
、
そ
の
夜
激
し
い
風
雨
に
み
ま
わ
れ
、
栄
力
丸
の
場
合

も
舵
を
損
じ
て
防
ぎ
き
れ
な
く
な
り
、
帆
柱
を
切
り
倒
し
て
転
覆
た
防
い
だ
と
い
う
。
以
後
五

O
日
ほ
ど
太
平
洋
上
を
漂
流
し

て
、
折
よ
く
ア
メ
リ
カ
商
船
オ
i
グ
ラ
ン
ド
号
に
遭
遇
、
数
助
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ー
グ
ラ
ン
ド
号
は
、
砂
糖
・
茶
・

小
麦
粉
な
ど
を
積
ん
で
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
航
行
中
で
あ
っ
た
の
で
、
救
助
さ
れ
た
一
行
も
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
へ
護
送

さ
れ
た
。

翌
年
二
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
到
着
し
た

行
か
ら
、
帰
国
希
望
の
要
請
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、

弘
化
一
一
一
年
（

八
四
六
）
の
東
イ
ン
ド
蹴
隊
司
令
長
官
ビ
ッ
ド
ル
の
対
日
交
渉
不
成
功
以
来
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
の
に
、
こ

の
漂
流
者
の
送
還
こ
そ
好
機
会
と
考
え
て
、
漂
流
者
送
還
を
糸
口
に
日
本
へ
の
使
節
派
遣
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
命
を

受
け
た
の
が
東
イ
ン
ド
艦
隊
一
司
令
長
官
ペ
リ

i
で
あ
っ
た
。

日
本
行
き
の
艦
隊
編
成
は
中
間
到
着
後
と
し
て
、
サ
ン
プ
ラ
ン
シ

ス
コ
か
ら
は
、

セ
ン
ト
メ
リ
i
口
す
が
一
七
人
の
漂
流
者
を
乗
せ
て
、
嘉
、
氷
五
年
一
一
月
（

八
五
二
）
に
、
ベ
ヲ
l
自
身
は
大
関
洋

岸
の
ノ

i
フ
ォ
ー
ク
を
一
八
五
二
年
十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
出
航
し
て
中
国
に
向
か
っ
た
。

日
本
へ
送
還
さ
れ
る
と
聞
い
て
喜
び
の
う
ち
に
梁
離
し
た
一
行
の
う
ち
、
ま
ず
最
も
年
長
の
船
頭
万
蔵
が
、
途
中
ハ
ワ
イ
に

幕末期の海運

寄
港
し
た
と
き
死
亡
し
、
呑
港
に
到
着
し
た
あ
と
、
彦
太
部
（
後
の
ジ
ョ
セ
フ
日
ヒ
コ
）
・
治
作
・
亀
造
の

一
行
の
批
話

役
で
も
あ
っ
た
ト
！
？
ス
に
誘
わ
れ
て
ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
っ
て
い
っ
た
。
残
っ
た
一
行
は
、
容
港
で
た
ま
た
ま
力
松
と
い
う
間

じ
漂
流
民
で
、

モ
リ
ソ
ン
号
に
誘
わ
れ
て
帰
国
に
失
敗
し
た
日
本
人
に
会
い
、

ア
メ
リ
カ
家
般
で
の
帰
国
な
ど
は
と
て
も
不
可

第五節

能
だ
と
論
さ
れ
る
。

モ
リ
ソ
ン
号
と
い
う
の
は
イ
ギ
ヲ
ス
船
籍
で
、

ア
メ
リ
カ
人
チ
ャ
l
ル
ス
ロ
キ
ン
グ
が
漂
流
者
送
還
を
名
目
に
日
本
へ
の
来

位近日歪史議奇麗84ラ



航
を
試
み
た
船
で
あ
る
。

そ
の
米
航
が
天
保
八
年
（
一
八
一
一
一
七
）
で
、
さ
き
に
起
こ
っ
た
文
化
一
一
一
年
択
捉
へ
の
ロ
シ
ア
人
の
襲
撃

や
文
化
五
年
の
フ
ェ

1
ト
ン
号
事
件
な
ど
で
硬
化
し
た
幕
府
が
、

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
無
一
一
念
打
払
令
（
天
保
十
一
一
一
年
の
薪
水

給
与
令
で
廃
止
）
を
出
し
、
外
国
船
へ
の
発
砲
な
み
と
め
て
い
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
浦
賀
で
も
山
川
で
も
砲
撃
を
受

け
て
、
上
隙
は
お
ろ
か
入
港
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。

一
行
が
力
松
か
ら
話
を
開
い
た
頃
に
は
す
で
に
打
払
令
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
府
の
い
わ
ゆ
る
鎖
国
政
策
に
は
変
わ
り

は
な
く
、

ア
メ
リ
ノ
カ
と
日
本
に
は
ま
だ
国
交
が
関
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
一
行
の
乗
蹴
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
号
が
上
海
に
入

逃
し
た
と
き
、
問
じ
そ
リ
ソ
ン
号
に
乗
っ
て
い
た
音
古
か
ら
も
勧
め
ら
れ
、

一
行
は
つ
い

の
役
話
に
頼
っ
て
日
本
と
闘

交
の
あ
る
中
国
の
船
で
帰
国
す
る
こ
と
に
決
心
し
、
舵
長
の
説
得
に
対
し
て
も
、
日
本
へ
は
帰
ら
な
い
と
偽
っ
て
下
艦
し
て
し

ま
っ
た
。

行
の
う
ち
千
太
郎
だ
け
は
般
に
開
め
ら
れ
、
部
流
民
送
還
の
糸
口
に
す
る
は
ず
の
ベ
リ
i
舵
隊
に
は
、
予
定

角
｝
ご
－

J
i
，ナ
l

の
一
七
人
中
…
人
だ
け
が
残
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

嘉
永
六
年
六
月
、
ペ
リ
ー
は
浦
賀
に
笠
り
、
幕
府
に
対
し
て
大
統
領
の
親
書
を
受
領
す
る
よ
う
要
求
す
る
が
、
漂
流
民
送
還

の
こ
と
に
は
何
も
触
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
翌
年
再
来
の
時
、

よ
う
や
く
事
の
つ
い
で
の
よ
う
に
千
太
郎
の
こ
と
を
幕
府
側
役
人

に
知
ら
せ
、
引
き
合
わ
せ
た
が
、
千
太
郎
は
た
だ
平
伏
す
る
の
み
で
、
結
局
は
下
艇
す
る
こ
と
を
担
ん
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て

ベ
リ
l
般
隊
に
よ
る
日
本
漂
流
民
の
送
還
は
、
初
期
の
計
画
に
反
し
て
一
七
人
の
う
ち
の
た
だ
の
一
人
も
実
現
し
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。

上
海
に
残
っ
た
一
行
は
、
そ
の
後
官
官
の
役
話
で
日
本
へ
出
航
す
る
中
国
船
の
港
で
あ
る
乍
浦
に
移
り
、
便
船
を
待
つ
こ
と

お
よ
そ
一
年
数
カ
月
、
こ
の
間
に
岩
蔵
が
失
院
し
、

よ
う
や
く
嘉
、
氷
七
年
七
月
中
国
船
源
宝
に
乗
り
込
み
帰
国
の
途
に
つ
く
こ

846 幕末の社会'tfn王家



と
が
で
き
た
。
そ
し
て
九
州
の
山
容
を
お
の
あ
た
り
に
し
て
潮
待
ち
で
滞
船
す
る
う
ち
、
安
太
郎
が
病
死
、
同
年
七
月
二
十
六

日
長
崎
に
帰
り
つ
い
て
上
離
し
た
の
は
、
神
戸
村
の
長
介
・
幾
松
ら
九
人
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
長
崎
奉
行
所
で
取
鵠
ベ
を
受

け
、
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
宿
め
授
か
れ
た
と
い
う
。

去五米j拐の海五ii第五節
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第
六
節

交
政
年
間
の
兵

庫
劫
郷
村
争
論

陸
上
交
通
の
変
貌

宿
駅
制
の
破
綻

兵
庫
駅
に
助
郷
村
が
設
定
さ
れ
て
、
そ
の
指
定
五

O
カ
村
（
菟
原
・
入
部
問
郡
内
）
か
ら
の
人
馬
代
金
納
が
始

ま
っ
た
の
は
明
和
八
年
（
一
七
七

）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
賦
課
金
の
総
額
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

の
で
、
し
だ
い
に
増
加
す
る
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
兵
庫
駅
で
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十

月
、
助
郷
村
々
に
対

し
、
代
金
納
で
は
な
く
、
正
人
馬
の
提
供
に
切
り
換
え
る
よ
う
求
め
た
。

し
だ
い
に
継
立
て
人
馬
の
費
用
が
増
大
す
る
の
に
対
し
、
駄
賃
銭
は
幕
府
の
定
め
る

こ
れ
は
、
交
通
最
の
明
加
に
よ
っ
て
、

と
こ
ろ
で
、
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
差
額
分
が
訳
所
の
負
担
増
と
な
っ
た
こ
と
に
因
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
兵
庫

駅
所
の
試
算
に
よ
る
と
（
表
似
て
明
和
八
年
当
時
人
潟
の
費
用
は
、
人
足
一
人

五
二
文
・
馬

匹
七

O
O文
で
あ
っ
た
も
の

が
、
文
政
二
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
田

O
O文
・
一
貫
四

O
O文
に
値
上
が
り
し
て
い
る
の
に
、
駄
賃
銭
の
方
は
一

O
O文
－
二
ハ

五
文
六
分
（
本
馬
軽
尻
平
均
）
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
か
ら
赤
字
幅
は

倍
以
上
に
膨
張
し
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
要
請
を
受
け
た
助
郷
村
側
で
は
、
正
人
馬
の
提
供
は
、
駅
所
か
ら
離
れ
た
村
々
で
は
往
復
だ
け
で

ー
一
一
日
を
要
し
、
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一
日
の
提
供
が
実
質

サ一

一
日
に
な
り
、
農
繁
期
に
で
も
重
な
れ
ば
耕
作
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
し
て
容
易
に
承
引
し
な
か
っ

近

た
。
兵
庫
側
は
、
正
人
馬
が
不
可
能
な
ら
増
銭
で
で
も
と
、
繰
り
返
し
要
請
し
た
が
、
助
郷
村
側
は
こ
れ
を
拒
み
続
け
、
文
政

つ
い
に
翌
文
致
問
年
兵
庫
駅
側
は
大
坂
町
奉
行
所
に

E歪5た講話班

一
一
一
年
六
月
に
は
各
村
惣
代
が
会
合
し
て
お
互
い
の
結
束
を
関
め
て
い
る
。

出
顕
し
、
長
期
に
わ
た
る
争
論
が
始
ま
っ
た
。

奉
行
所
で
は
、
文
政
四
年
八
月
助
郷
村
々
を
召
喚
し
、
駅
所
へ
の
助
成
を
勧
め
た
が
、
村
側
は
、
通
常
の
年
賀
さ
え
納
め
か

ね
て
い
る
間
窮
の
状
況
で
、
正
人
馬
も
増
銭
も
今
以
上
の
負
担
増
は
と
て
も
悶
難
で
あ
る
と
、
全
村
一
致
の
返
答
書
を
提
出
し

（単位：文）

陸上．交通の変貌

兵隊駅人潟主主銭経費の推移

第六節

表 231

文政2年（1819)

400 

100 

300 

明和8年（1771)

152 

100 

52 

経授

受取賃銭

差号i不足

人
足
一
人

1, 400 

165.6 

1, 234.4 

700 

165.6 

534.4 

経型t
駄賃銭

差引不足

，草3

匹

て
い
る
。
確
か
に
助
郷
役
は
、
指
定
さ
れ
た
村
だ
け
が
余
分
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、

一
方
の
難
渋
を
救
う
た
め
に
他
方
に
難
渋
を
加
え
る
と
い
う

矛
窟
も
生
じ
て
く
る
。
こ
の
時
は
奉
行
も
無
理
押
し
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
事
態

は
謬
着
し
た
ま
ま
経
過
し
た
。
ま
る
一
年
以
上
お
い
て
文
政
六
年
に
入
る
と
、
奉
行
は

中
殺
と
夏
の
二
回
に
わ
た
っ
て
村
側
を
説
得
し
、

一
村
ご
と
の
返
答
書
提
出
を
命
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
村
々
の
意
向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
こ
の
年
の
秋
は
各
地
で

資料： r神戸市史」資料2

風
損
千
損
が
あ
り
、
こ
の
年
も
そ
の
ま
ま
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
文
政
七
年
、
幕
府
側
は
こ
の
間
題
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
と
み
え
、
同

年
七
月
江
戸
評
定
所
定
出
役
一
一
名
を
兵
庫
に
派
遣
し
た
。
評
定
所
定
出
役
二
名
は
、
直

接
村
慨
を
呼
び
出
し
て
、
正
人
馬
か
端
銭
か
の
選
択
を
勧
め
、
増
銭
の
場
合
は
と
く
に

一
O
O石
に
一
九
匁
五
分

849 

今
閥
、
こ
れ
ま
で
の
提
示
額
よ
り
さ
ら
に
五
分
を
減
じ
て
、



一
躍
と
す
る
、
も
し
も
こ
れ
を
桁
む
な
ら
そ
の
困
窮
の
程
度
に
つ
い
て
村
改
め
も
あ
り
得
る
と
し
て
返
容
を
求
め
た
と
い
う
。

村
改
め
と
い
う
強
硬
な
処
置
で
争
う
不
安
も
あ
っ
て
、
村
側
は
つ
い
に
増
銭
に
応
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
、
山
間
組
村

々
に
続
い
て
、
そ
の
他
の
村
々
も
同
月
一
一
十
五

い
の
う
え
、
駅
所
助
郷
村
双
方
述
名
の
対
談
落
着
の
口
上
山
散
を
作
成
、

こ
れ
を
奉
行
に
提
出
し
て
、

に
及
ん
だ
争
論
も
決
着
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
負
担
総
額
は
掛
り
尚
一

O
O石
に

っ
き
問

O
匁
一
一
一
分
余
と
な
り
、

お
よ
そ
二
倍
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
定
賃
銭
の
制
は
、
実
質
技
用
と
の

し
だ
い
に

大
き
く
な
っ
て
、
実
情
に
適
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
安
氷
山
間
年
（
一
じ
七
五
）
に
始
ま
っ
た
拝
借
銀
に
よ
る
駅
所
救
助
の
方
は
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
以
後
は

iii~ 

減
額
な
ど
を
み
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天
保
改
革
の
影
響
で
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
は
急
に
下
付
金
が

停
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
も
駅
所
維
持
の
悶
難
な
状
況
に
変
化
は
な
く
、
兵
庫
駅
所
で
は
そ
の
説
活
を
代
官
に
訴
え
た
。

こ
の
拝
借
銀
に
よ
る
仕
法
は
兵
庫
だ
け
で
な
く
、
西
宮
な
ど
他
駅
に
も
み
ら
れ
一
駅
所
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
利
金
滞
り
に
よ
る
一
卜
付
金
の
不
足
減
額
も
あ
り
、
代
官
所
で
は
駅
所
の
閤
窮
を
認
め
て
、
こ
れ
を
機
会
に
貸
付
金
の
整
県

を
進
め
た
う
え
で
、
こ
の
仕
法
の
継
続
を
悶
る
こ
と
に
し
、
よ
う
や
く
嘉
、
氷
六
年
（
一
八
五
一
一
じ
に
な
っ
て
下
付
金
が
復
活
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
以
後
も
金
額
は
し
だ
い
に
漸
減
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

六
甲
横
越
え
箆

逓
送
業
の
実
現

六
甲
山
地
を
横
切
っ
て
南
北
の
通
溜
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
は
早
く
か
ら
あ
っ
て
、
中
期
以
後
天
王
谷
越

え
の
通
路
は
確
立
し
て
い
た
が
、
菟
原
郡
灘
間
の
通
路
は
、
生
瀬
・
西
宮
・
見
開
問
・
小
浜
な
ど
往
還
駅
所

し
か
し
灘
地
域
で
酒
造
業
が
進
展
す
る
と
、
た
と
え
ば
南
方
か
ら
は
子
鰯
な
ど
肥
料
、
北

の
反
対
で
差
し
止
め
ら
れ
て
い
た
。

ガ
か
ら
は
酒
米
と
い
う
南
北
相
通
ず
る
指
袈
が
か
さ
な
っ
て
、
運
送
の
動
き
は
高
ま
っ
た
。
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こ
う
し
て
幕
末
期
、

し
止
め
ら
れ
て
い
た
灘
庶
椴
越
え
の
通
路
で
（
出
資
図
泌
）
、

ヱi
鰯
・
米
な
ど
の
運
送
が
行
わ
れ
始
め

た
。
そ
の
推
進
者
と
な
っ
た
の
が
、
菟
原
郡
東
羽
村
柴
最
初
一
一
一
郎
、
有
馬
部
切
畑
村
戎
屋
利
兵
衛
、
開
郡
西
尾
村
権
兵
衛
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
生
瀬
・
雨
宮
・
小
浜
な
ど
五
駅
は
、
万
延
元
年
ご
八
六
O
）
一
一
一
月
再
び
こ
の
通
路
で
の

め
を
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
、
こ
の
時
も
奉
行
所
は
賃
運
送
の
停
止
を
指
示
し
、

一
応
事
件
は
収
ま
っ
た
か
に
み
え
た
。

天
王
谷
越
え
の
通
路
の
方
は
、
駅
周
辺
で
の
賃
運
送
の
特
権
を
持
つ
兵
庫
駅
が
、
駅
所
以
外
の
村
々
で
も
口
銭
を
納
め
れ
ば

賃
運
送
を
行
う
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
、
通
路
の
停
止
な
ど
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
兵
隊
駅
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
起
こ
っ

た
亭
保
J
宝
謄
期
以
後
、
駅
周
辺
一
一
里
半
以
内
は
駅
所
の
賃
運
送
援
を
c
場
と
主
張
し
て
い
た
の
で
、
東
明
村
の
柴
鹿
初
一
二
郎
ら

は
、
こ
の
段
階
で
兵
路
駅
と
交
渉
し
、

口
銭
な
ど
を
納
付
す
る
と
い
う
条
件
で
賃
運
送
の
承
認
を
受
け
、
地
元
の
牛
を
利
用
す

る
灘
庶
州
間
同
地
え
荷
運
送
業
を
再
開
し
た
ら
し
い
。

そ
の
こ
と
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六

）
八
月
、
こ
の
灘
時
様
腿
え
通
路
で
の
設
運
送
が
再
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

生
瀬
・
河
宮
両
駅
か
ら
い
っ
た
ん
訴
訟
が
提
起
さ
れ
な
が
ら
、
十
一
月
に
な
っ
て
そ
の
取
下
げ
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
か
ら
も

推
量
さ
れ
る
。

陸上交通の変貌

ま
た
時
期
は
…
卜
る
が
、
明
治
則
年
（
一
八
七

）
の
兵
庫
駅
所
記
録
で
は
、
菟
原
郡
四
カ
村
で
賃
運
送
に
携
わ
る
一
七
三
回
一
の

牛
に
つ
い
て
は
、

カ

年

役
の
駅
所
助
成
を
勤
め
さ
せ
、
ま
た
繊
越
え
運
送
業
の
問
屋
か
ら
は
口
銭
と
し
て
一
カ
年
銭
四

O

武
文
を
納
付
す
る
と
い
う
条
件
で
営
業
し
て
き
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
条
件
に
つ
い
て
も
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第六illl

湯
山
i
灘
新
進
鐙

運
送
の
差
止
め

湯
山
と
生
瀬
な
ど
街
道
沿
い
駅
所
の
、
六
甲
越
え
新
道
賃
運
送
を
め
ぐ
る
争
論
は
、
同
じ
よ
う
な
六
甲

横
越
え
輸
送
で
あ
り
な
が
ら
兵
庫
駅
側
と

っ
た
悶
仕
法
問
一
世
守
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
連

トi
 
1
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の
争
論
が
起
こ
っ
た
の
は
、
文
政
四
年
で
、
湯
山
側
が
六
甲
越
え
で
菟
原
郡
北
畑
村
に
出
る
道
を
利
用
し
て
、
灘
向
け
も
し
く

は
灘
経
由
大
坂
向
け
の
荷
物
を
賃
運
送
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

生
瀬
・
小
浜
・
昆
揚
・
伊
丹
な
ど
大
坂
寄
り
街
道
沿
い
の
駅
側
は
、
湯
山
か
ら
荷
物
を
賞
、
送
す
る
場
合
は
、
当
然
生
瀬
・
小

浜
な
ど
在
来
の
柱
還
筋
を
通
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
の
道
を
利
用
し
て
こ
の
本
別
を
守
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、

そ
の
差
止
め
を
大
坂
町
奉
行
所
に
提
訴
し
た
。
こ
れ
ら
の
駅
所
は
互
い
に
接
近
し
て
お
り
、
浜
側
往
還
よ
り
交
通
量
も
少
な
く
、

稼
ぎ
場
確
保
の
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
奉
行
所
で
も
湯
山
側
に
再
考
を
求
め
た
の
で
、
結
局
、
湯
山
側
は
新
規
道

差
止
め
の
約
定
書
を
柏
手
駅
側
に
差
し
入
れ
て
解
決
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
万
延
元
年
再
び
同
様
の
争
論
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
時
は
六
甲
越
え
で
も
菟
原
郡
岡
本
村
へ
出
る
大
場
越
え
道
が

問
題
に
な
っ
た
。
湯
山
側
は
、
六
甲
越
え
の
利
点
と
し
て
、
小
浜
・
生
瀬
・
尼
崎
の
往
還
回
り
な
ら
一
駄
に
つ
き
一
一
貫
文
を
要

す
る
が
、
灘
間
り
で
は
一
貫
文
で
済
む
こ
と
を
あ
げ
、
地
元
産
物
の
出
荷
に
は
こ
の
通
路
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

く
に
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
火
災
以
後
入
湯
客
が
減
少
し
て
、
町
の
図
窮
も
深
ま
っ
て
お
り
、
湯
山
の
仲
仕
の
う
ち
で
、
地

元
産
物
に
限
っ
て
灘
方
面
へ
運
送
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
手
作
物
を
歩
行
荷
で
運
ぶ
の
と
同
じ
こ
と
で
、
湯
山
町
民
に
限
ら

-r 
般
の
「
銘
々
の
稼
ぎ
荷
」
に
当
た
り
、
も
と
も
と
駅
所
に
は
影
響
し
な
い
は
ず
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
奉
行
所
は
む
し
ろ
旧
例
踏
襲
の
立
場
で
湯
山
側
に
相
手
駅
側
と
対
談
す
る
よ
う
勧
め
、
こ
の
時
も
結
局
、
文
政
四

年
と
同
じ
く
新
規
道
差
止
め
と
い
う
結
末
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
問
題
は
こ
れ
で
解
決
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
直
後
に
生
瀬
・
小
浜
な
ど
田
駅
か
ら
、
湯
山
産
の
炭
が
六
甲
越

え
で
賃
運
送
さ
れ
て
い
る
現
場
を
押
さ
え
、
証
拠
と
し
て
「
炭
荷
物
送
り
之
通
L

を
没
収
し
た
と
い
う
引
合
惑
が
昂
け
ら
れ
て

8ラ2
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い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
上
必
要
と
な
る
運
送
や
通
路
は
、
す
で
に
駅

所
の
特
権
だ
け
で
は
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

宿
駅
制
の
矛
盾
は
す
で
に
深
く
、
そ
の
定
資
銭
の
商
か
ら
も
、
駅
所
の
賃
運
送
へ
の
特
権
の
商
か
ら
も
、
も
は
や
時
代
の
経

済
・
社
会
に
対
応
し
き
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

2 

湯
山
町
の
復
興

湯
山
町
の

町
政
刷
新

湯
山
町
で
は
文
政
十
一
二
（
天
保
元
）
年
（

八一一一
0
）
間
一
一
一
月
十
一
一
一
日
に
、
年
寄
役
の
退
役
・
交
替
に
伴
っ
て
、
庄

援
役
が
罷
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
年
寄
役
を
務
め
て
い
た
岸
下
問
郎
左
衛
門
と
、
河
内
一
一
一
郎
右
衛
門
お
よ
び
脇

年
寄
小
入
用
方
の
角
之
坊
伝
兵
衛
が
、
年
長
上
納
の
遅
延
と
村
入
用
の
噌
大
を
理
市
と
し
て
、
退
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

岸
下
叉
右
衛
門
と
川
崎
卯
之
助
と
に
年
寄
役
が
命
ぜ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
二
人
は
幼
少
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
年
寄
役

と
し
て
の
仕
事
は
、
神
事
・
仏
事
祭
式
、
湯
泉
場
定
例
等
の
年
寄
役
と
し
て
犠
礼
上
必
要
な
行
事
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ

｜漆上交通の変貌

し
て
、
年
貢
収
納
・
村
入
用
等
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
後
年
に
沙
汰
が
あ
る
ま
で
携
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
新
任
の
年
寄
役
か
ら
除
外
さ
れ
た
年
買
収
納
・
村
入
用
の
取
扱
い
の
た
め
に
、
新
し
く
庄
屋
役
、
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

り
、
米
屋
四
郎
兵
衛
が
任
命
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
庄
屋
役
を
補
助
す
る
年
行
司
惣
代
に
、
深
江
鹿
茂
兵
衛
と
平
野
康
源
兵

第六節

衡
の
二
人
が
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
湯
山
町
で
は
、
年
貢
収
納
・
町
入
用
の
管
理
等
の
町
一
行
政
を
新
規
に
設
註
さ
れ
た
庄

屋
役
や
年
行
司
が
行
い
、
町
の
開
発
町
人
に
連
な
る
年
寄
役
の
任
務
は
、
仏
事
・
神
事
等
の
儀
礼
的
な
任
務
に
限
ら
れ
る
こ
と

近歴史綴羽8ぅ3



こ
£
つ
ニ
〉
で
ち
る
o
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サ
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J
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A

Y

し
か
し
、
こ
の
新
体
制
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
不
正
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
天
保
二
年
十
一
月
に
庄
屋
米
屋
四
郎
兵
衛
、
年
役
（
年
行
司
か
）
深
江

現干Eの有i馬1見泉

屋
茂
兵
衛
が
、

支
た
間
四
年
五
月
に
岸

役
儀
取
り
放
ち
、

過
料
の
処
分
を
受
け
、

下
問
郎
左
衛
門
が
「
摂
河
両
悶
払
」
の
処
分
を
受
け
京
都
に
居
往
す
る
こ
と
に
な

った。」
れ
ら

連
の
町
年
寄
や
庄
屋
役
の
不
正
の
具
体
的
な
内
界
は
不
明
で
あ
る
が
、

'ZJ-J[, 171 

開
発
町
人
と
し
て
湯
山
町
の
行
政
を
担
っ
て
き
た
人
々
に
対
し
、
他
の
川
人
の
一
小

信
感
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

湯
山
町
の

窮
状

安
政
一
冗
年
（
一
八
五
回
）
附
月
十
三
日
に
湯
山
町
で
大
火
が
あ
り
、

類
焼
し
た
山
本
が
一
二
ハ
粁
を
数
え
た
と
い
う
（
万
延
一
五
年
（
一
八
六

O
）
の
願
書
で
は
八
O
軒
余
り
と
あ
る
）
。

（
一
八
五
O
）
の
家
数
が

じ

で
あ
っ
た
の
で
、
町
内
の
問

八
%
、
が
火
災
に
遭
っ
た
こ
と
に
な
る
。

又
イヒ
ノ＼

元
結
八
年
（
二
ハ
九
五
）
、
同
十
六
年
、

ー
何
潟
相
川
市
水
史
料
b

に
よ
れ
ば
、
湯
山
町
の
大
火
は
、

年
（
一
七
五
三
、
明
和
一
一
一
年
（

七
六
六
）
、

安
永
A

J

年
（
一
七
七
一
一
一
）
、

（一八
O
九
）
燃
す
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
保
飢
館
に
つ
づ
く
安
政
一
万
年
の
大
火
は
、
湯
山
町
に
大
き
な
打
準
を
与
え
た
。
支
加
に
、
弘
化
二
年
（
一
人
間
五
）
か
ら
元

治
A

J

（
政
広
川
）
年
（
一
八
六
衣
）
ま
で
の
家
数
・
人
口
の
変
還
を
示
し
た
。
こ
の

に
よ
る
と
、
謀
、
水

に
比
べ
安
政
A

・
年
で

854 
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第六日fij i汲j二交通の変貌

表 232 湯 ill日lJの家数・人 IJ(1) 
1;;1111.. .. 句 /-r~ ! ~. t .-・ -1 .. ., f寸ゴ I rナ？γL0 

J｝~ 日

言記
i高狩人
然活i人 30 32 J，、3戸 71 If 311① 

数
寺院.I夜空卒

｛、1、 267 271 258 313 311 

人 人 人 人 ／、
リj 692 671 616 637 619 

l勾jtと 685 I 658 616 598 576 

WI 21 18 16 15 

~R J己 2 2 2 2 

{¥' 1,402 1,352 1, 252 1, 253① 1, 212 

ll¥lJミ £Jl 14 7 4 4 29 

I/ {;..: 16 16 10 12 13 

人 It，，約 li婚似・養子等 10 2 。 9 11 

’P 女 8 4 2 。 7 

!111 I filH＼：・奉公ノJ身A サJ 9 。 10 。
ノ／ /J:. 6 3 2 。 。

ノM"' I ff'i！己努i 。 。 。 。 。
必仁h1 63 33 18 35 60 

病死 9 20 11 16 4 

11 I iグ火 16 16 ,) ” 19 11 

減婚却i；・3安二f等 クj 2 1 4 。
// iλ 11 7 。 。 。

少 l;;1H＼：・奉公，~等ヲJ 1 2 12 5 。
／／ i王 5 4 。 7 。

分 If的l己今子 。 。 。 。 。
lド〉1 44 50 30 47 16 

前年比 十19 -17 12 12 十44

（必） ① 60ili¥以上77人， 15歳以下348人。
R w数合計sssfHi品泉？を： I，家31l, :Iこ滋110,)c政 9，約五l28，守院ll, ＂~(fi[;JztJ:48，社家 l,

）！~ 2）。
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は
、
家
数
が

0
0人
減
少
し
て
い
る
。

五
年
後
の
文
久
一
一
年
（
一
八
六
二
）
に
は
、
人
数
は
ほ
ぼ
変
化
が
な

人
数
は

い
が
、
家
数
は
五
五
軒
増
加
し
、
火
災
の
跡
の
後
興
が
舶
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
万
延
元
年
に
減
免
な
願
い
出
た
文
書
に
よ
る
と
、
火
災
復
興
の
た
め
に
拝
借
し
た
銀
一

O
貨
匁
も
上
納
銀
に
充
て

た
た
め
、
復
興
が
進
ま
ず
、
類
焼
人
の
う
ち
五

O
軒
ば
か
り
が
空
地
の
ま
ま
で
、
山
本
を
再
建
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
の
で
、
本
年
か
ら
の
定
免
切
持
に
際
し
、
年
貢
率
を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
出
向
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の

の
た
め
か
、
こ

の
時
の
定
免
切
替
増
は
米
一
ニ
合
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
幕
米
の
位
情
不
安
が
影
響
し
て
米
価
が
高
騰
し
た
鐙
応
一
一
年
六
月
に
は
、
窮
乏
町
民
の
救
済
の
た
め
に
五

O
貫
匁
の

拝
借
銀
を
願
い
出
る
と
と
も
に
、
隣
領
の
一
一
一
回
藩
領
か
ら
米
を
買
え
る
よ
う
に
と
顕
い
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
山
町
は
、
有
馬
瓶
泉
の
向
と
し
て
復
興
へ
の
努
力
を
重
ね
て
い
た
が
、
火
災
の
影
響
や
舵
情
不
安
に
よ
っ

て
、
そ
の
歩
み
は
必
ず
し
も
順
調
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

溺
山
町
の

人
口

湯
山
町
の
家
・
人
口
に
つ
い
て
、

「
家
別
人
数
寄
訳
帳
L

と
い
う
史
料
に
よ
っ
て
、
文
政
十
二
年
か
ら
天
保
十

年
ま
で
の
変
遷
（
宝
永
七
年
・
天
閉
山
八
年
を
一
部
付
加
）
を
示
し
た
の
が
表
出
で
あ
る
。

ま
ず
文
政
十
二
年
の
状

況
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
家
数
は
回
二
七
軒
で
、
約
四

O
年
前
の
天
明
八
年
（
一
七
人
入
）
に
比
べ
、
ム
ハ
七
利
減
少
し
て
い
る
。

四

一
七
軒
の
内
訳
は
、
高
持
百
姓
が
一
二
六

O
軒
（
八
四
・
一
一
一
%
）
、
無
高
の
百
姓
は
問
。
軒
（
九
・
四
%
）
で
、
大
半
が
高
持
百
姓
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
の
湯
山
町
の
石
高
は
一
一
一
二
七
石
一
斗
八
升
一
合
で
、
諸
引
高
を
引
い
た
残
高
が
二
九
問
石
八

斗
一
一
升
一
一
合
余
で
、
そ
の
う
ち

七
六
石
九
斗
一
一
一
升
余
が
小
前
百
姓
の
持
高
で
、

残
り

一
七
石
八
斗
九
升

合
が
村
持
と
出

作
高
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
高
持
百
姓
一
一
一
六

O
人
で
小
前
百
姓
の
持
高
を
割
る
と
、

一
人
平
均
四
斗
九
升
…
合
余
と
非
常
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第六ilfj 段上交通の変貌

表 233 湯山 mrの議定数・人口（2)

入 人 人

ゲj 1, 312 866 804 613 

i I付If［立－ 1, 318 847 809 618 

29 26 22 

j己 コ 3 3 

その他 。 。 。
メz二t 2,630 1, 909 1, 747 1, 642 1, 256 

IH~l". リj 13 9 12 

人 l
努；

20 11 13 

持1 p詩Pill・3幸子等 23 20 10 

// Lζ 白 31 38 12 

方11j詳HI'.:・ 奉公人生事 :'TJ 2 9 20 

// 女 。 6 23 

分 If＇治JE¥等 3 。
lド』I 計ー 90 96 ! 90 

病死 !Jj 43 10 I 17 
数 i 31 17 18 

減婚姻・養子守： 5汚 7 14 

// t丈 11 17 16 

少i譜代・森公人等労 14 8 29 

// 女 21 8 26 

分｜｛曽f色等 5 4 

fごi- 計 132 I 75 ! 115 

前年比 -42 I 十21 I -25 

（注） ＊首童数
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に
零
細
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

ま
た
、
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
湯
山
町
の
家
数
・
人
数
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
政
十
二
年
か
ら
天
保
ム
ハ

年
の
間
に
、
家
数
で
七
四
軒
、
人
数
で

。
瓦
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
天
保
六
年
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
は
、

家
数

二
四
軒
、
人
数
一
一
一
八
六
人
が
減
少
し
、
文
政
十
二
年
に
比
べ
る
と
、
家
数
で
五
一
一
一
・
六
%
、
人
数
で
七
一
・
九
%
に
激

減
し
て
い
る
。
こ
の
急
激
な
家
数
・
人
数
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
極
楽
寺
に
あ
る
鍋
底
多
右
衛
門
の
碑
に
そ
の
理
由
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
天
保
七
・
八
年
に
全
開
的
に
飢
位
と
な
っ
た
が
、
有
馬
が
最
も
悲
惨
で
、
一
戸
口
が
半
減
す
る

ほ
ど
で
、
湯
山
町
の
年
寄
正
減
産
喜
右
衛
門
、
庄
屋
米
屋
嘉
蔵
・
一
平
野
屋
源
次
郎
等
が
、
府
稲
村
の
庇
康
鍋
畏
多
右
衛
門
と
相

談
し
て
、
そ
の
救
済
に
尽
力
し
、
飢
氏
、
が
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
府
池
田
市
の
「
林
出
家
雑
記
録
L

に
は
「
天
保
五
年
よ
り
、

不
作
が
つ
づ
き
（
中
略
）
、
湯
山
に
て
も
数
多
く
の
村
氏
が
、
渇
命
の
御
救
を
賜
っ
て
い
る
窮
状
と
な

り
、
よ
う
や
く
鼠
命
令
｝
つ
な
く
惨
苦
の
様
子
で
あ
る
。

よ
っ
て
湯
治
容
も
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
な
り
、
そ
の
た
め
湯
屋
も
休
業
す

る
山
本
が
多
く
、
借
財
の
た
め
に
、
大
坂
や
池
田
の
向
山
本
の
抵
当
と
な
り
、
十
二
坊
の
う
ち
九
坊
ま
で
が
廃
業
し
、
所
ム
仕
が
不
明

と
な
っ
て
い
る
。
誠
に
感
傷
の
級
み
で
あ
る
L

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
山
町
が
、
天
保
の
大
飢
餓
の
影
響
を
受
け
、
戸
数
・
人
口
が
半
減
し
、
休
業
す
る
湯
屋
が
続
出
す
る
状
強

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

町
役
人
の
不

正
を
訴
う

安
政
二
年
冬
に
湯
山
町
の
八
百
屋
新
九
郎
が
、
八
カ
条
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
、
代
官
川
上
金
吾
助
に
町
役
人

・
年
行
司
の
取
調
べ
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
の
疑
問
点
と
は
、

ω天
保
八
年
に
年
貢
高
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

の
に
、
自
分
の
持
高
に
つ
い
て
は
引
き
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
仰
天
保
一
万
年
に
町
年
寄
に
代
わ
っ
て
庄
毘
役
が
置
か
れ
た

8ラ8t:~米の主l：会!'J'.J王！.：！＇ii:



が
、
以
後
明
細
根
な
ど
を
小
前
に
見
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
川
門
町
支
配
の
山
林
売
払
い
代
銀
等
の
こ
と
、
仰
木
陣
は
、
神
式
で

あ
る
の
に
、
仏
容
を
勤
め
て
い
る
こ
と
、
伺
庄
屋
年
寄
役
席
に
碁
将
棋
繰
の
あ
る
こ
と
、
川
別
役
在
征
中
に
、

印
刷
等
の
池
田
な

勝
手
に
所
有
し
て
い
る
訳
、

mw湯
山
町
会
所
は
、
十
中
米
年
行
可
の
者
の
寄
合
場
で
あ
っ
た
の
に
、
庄
屋
年
寄
役
席
に
な
っ
て
い

る
訳
、
等
々
、
町
役
人
の
不
正
の
条
々
を
書
き
あ
げ
、
町
入
用
の
徴
収
に
も
疑
問
点
が
あ
る
こ
と
を
追
記
し
、
そ
の
是
正
を
顕

い
出
て
い
る
。

こ
の
頗
い
の
影
響
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
、
安
政
一
一
一
年
十
月
五
日
に
庄
屋
嘉
蔵
が
天
保
二
・
四
年
に
役
を
取
り
放
た
れ
た

そ
の
後
の
動
的
を
十
本
行
所
に
開
け
出
て
い
る
α

天
保
二
年
十
一
月
に
役
儀
取
り
放
ち
、
過
料
の
処
分
を
受
け
た
庄
屋
米
農
四
郎

兵
衛
に
つ
い
て
は
、

四
郎
兵
衛
義
、

四
郎
兵
衛
と
改
名
し
、
相
続

る
天
保
八
年
に
病
死
し
、
伴
喜
兵
衛
と
い
う
者
が
、

し
て
い
る
…
と
、
報
告
さ
れ
て
い
る
J

と
こ
ろ
が
そ
の
後
代
官
所
の
役
人
が
湯
山
町
に
出
張
し
、

万
端
取
調
べ
が
行
わ
れ
、

に
も
不
正
が
あ
っ
た
こ
と
等
が
発
覚
し
て
い
る
つ

そ
し
て
、
翌
年
四
月
に
は
庄
屋
嘉
蔵
・
年
寄
源
次
郎
が
退
役
し
た
あ
と
、
小
前
の
者
が
入
札
で
そ
の
後
任
を
決
め
て
い
る
。

従
米
の
町
年
寄
に
就
く
山
本
柄
の
者
の
互
選
で
役
を
決
め
て
い
た
の
で
は
、
同
じ
よ
う
な
不
正
が
横
行
す
る
体
質
に
あ
っ
た
た
め

陸上交通の変貌

で
占
め
ろ
う
か
。
町
人
に
よ
る
選
挙
に
よ
っ
て
、
山
比
屋
役
に
は
御
所
坊
四
郎
兵
衛
、
年
寄
役
に
米
屋
喜
兵
衛
・
織
屋
卯
兵
衛
を
選

び
、
こ
の
一
一
一
人
の
就
託
を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
に

村
残
ら
ず
述
印
し
て
願
い
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
山
町
の
町
役
人
慢
の
選
出
に
小
前
の
町
人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
町
行
政
も
明
朗
に
行
わ
れ
る
よ
う

第六i1r1

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
安
政

、
安
政
四
年
五
月
に
取
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

、ノ、

T
E
L－
－

Lυ
ハド、ノ

グーハ
f
E加
が
」
ノ
長
び
ャ

そ
し
て
、
同
年
十
月
一
日
に
代
官
白
石
忠
太
夫
か
ら
、
湯
山
町
の

四
郎
兵
衛
、
年
寄
卯
兵
衛
、
百
姓
代
仙
太
郎
、
沼
泉

制ト近i箆災者•llll

じっ

859 



取
締
庄
右
衛
門
・
九
兵
衛
、
年
行
司
惣
代
治
三
郎
た
ち
が
召
し
出
さ
れ
、
白
洲
に
お
い
て
先
役
人
と
の
勘
定
に
つ
い
て
の
争
論

が
あ
り
、
腐
植
村
太
右
衛
門
と
神
戸
村
田
良
太
夫
が
立
ち
会
い
勘
定
さ
せ
た
と
こ
ろ
不
正
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、

今
後
は
腹
蔵
な
く
談
合
し
、
我
意
を
立
て
な
い
よ
う
に
と
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
天
保
初
年
か
ら
続
い
た
町
役
人
に
つ
い
て
の
疑
義
は
解
消
さ
れ
、
町
人
が
町
投
入
を
選
出
す
る
な
ど
新
し
い
体

制
の
下
で
、
湯
山
町
の
町
政
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

湯
屋
の
申

合
せ

天
保
九
年
に
湯
屋
の
池
坊
治
一
一
一
郎
が
、
湯
毘
仲
間
の
改
革
仕
法
を
願
い
出
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
仲
間
内
で

十
分
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
湯
屋
仲
間

統
と
相
談
の
う
え
、
向
十
年
五
月
二
十
五
日

に
願
い
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
、
湯
料
・
席
料
一
人
前

廻
り
銀
一
一
一
匁
五
分
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
池
坊
の
改
準
案
が
山
山
さ
れ
た
背
景
に
は
、
天
保
飢
鑑
に
よ
っ
て
湯
山
町
が
荒
廃
し
、
入
湯
客
が
減
少
し
、
家
業
合
存
続
さ

ね

ぎ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
者
が
続
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
有
馬
温
泉
十
二
坊
の
一
つ
で
あ
っ
た
禰
宜
屋
が
、
安
政

四
年
一
一
一
月
に
谷
上
村
の
板
屋
越
一
一
一
郎
に
屋
敷
地
を
は
じ
め
名
代
客
麗
株
・
客
帳
間
・
湯
女
株
と
と
も
に
売
却
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
嘉
、
氷
七
年
四
月
に
大
火
が
あ
り
、
そ
の
蒋
建
に
あ
た
っ
て
、
古
例
に
背
い
て
建
て
替
え
る
者
が
あ
り
、

一
の
湯
係
り

の
宿
屋
は
裏
町
の
よ
う
に
な
り
、
二
の
湯
係
り
の
宿
屋
ば
か
り
が
繁
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

一
の
湯
係
り
の
宿

屋
が
、
一
一
の
湯
の
東
北
角
に
「

の
湯
」
と
い
う
目
印
を
建
て
た
い
と
安
政
四
年
四
月
に
願
い
出
て
い
る
。

こ
の
願
書
に
は
、

一一一一

O
軒
余
り
あ
っ
た
2

宿
屋
が
、
近
年
減
少
し
、

よ
う
や
く
一
一
一

O
軒
ば
か
り
と
な
り
、
そ
の
う
ち
宿
麗
を

専
業
に
し
て
い
る
の
は
四

1
五
軒
に
す
ぎ
な
い
と
、
有
馬
温
泉
の
衰
退
ぶ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
湯
鹿
と
と
も
に
宿
農
の
衰

退
も
甚
だ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
回
復
す
る
べ
く
、
客
産
仲
間
・
湯
山

六
町
の
年
行
可
、
祖
泉
取
締
・
百
姓
代
・
年
寄

86o 幕末の社会第五:lf:



・
庄
監
そ
し
て
郡
山
ヤ
惣
代
の
庶
椴
村
太
右
衛
門
も
立
ち
会
っ
て
、
山
中
合
設
が
安
致
問
年
四
月
に
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

）
 

4
3み（
 

は
、
全
文
一
一

O
カ
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。
主
要
な
も
の
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

ま
た
客
z
舗
で
料
理
茶
屋

の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と
。

質
素
倹
約
を
旨
と
し
、
入
湯
客
を
親
切
に
世
話
し
、
土
地
繁
践
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。

(2) 

遊
間
則
容
で
な
く
病
人
客
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

i法上交通の変貌第六節

(3) 

湯
女
は
、
遊
女
・
仲
居
の
よ
う
な
所
業
を
せ
ず
、
入
湯
客
の
陛
話

有馬滋泉の明事11祭 cwm~！t名所関会，）

を
す
る
こ
と
。

(4) 

客
宿
・
旅
人
宿
と
も
に
宿
娠
を
つ
く
り
、
宿
泊
人
の
住
所
・
氏
名

を
記
し
て
お
く
こ
と
。

(5) 

道
筋
の

茶
屋
や
駕
龍
人
足
に
頼
ん
で
、
客
引
き
を
し
な
い

こ
と
。
も
し
違
反
し
た
場
合
に
は
営
業
を
停
止
さ
れ
て
も
申
し
分
が

な
い
こ
と
。

(6) 

駕
龍
人
足
に
は
、
客
か
ら
頼
ま
れ
で
も
溜
飯
を
出
し
て
は
い
け
な

写友 172

い
こ
？
こ
。

入
湯
人
自
分
賄
、

一
人
に
つ
き
一
廻
り
分
、
座
料
・
湯
料
・
家
兵

(7) 

そ
の
ほ
か
道
具
損
料
と
し
て
、
銀
一
一
一
匁
五
分
と
す
る
。
蒲
田
一
一
帖
に

っ
き
一
廻
り
分
、
上
は
一
匁
八
分
、
中
は
一
匁
四
分
、
下
は
一
匁

叶…近百室史編目86r 



分
と
す
る
。

(8) 

旅
揺
は
、

一
人
に
つ
き
、
上
は
二
匁
五
分
、
中
は
二
匁
、
下
は
一
匁
八
分
（
た
だ
し
朝
夕

m皮
分
て
こ
の
ほ
か
に
一
日
に
つ

き
五
分
ず
つ
湯
料
を
申
し
受
け
る
こ
と
。

一
六
町
の
年
行
司
一
人
あ
て
、
前
々
の
通
り
決
め
る
こ
と
。

。ノ
円

U
4
2
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上
で
聞
き
入
れ
な
い
者
は
役
所
に
訴
え
出
る
こ
と
。

湯
泉
掛
り
・
神
事
会
式
・
客
宿
取
締
の
者
、
一
一
一
人
あ
て
決
め
る
こ
と

毎
月
二
日
に
、
会
所
に
て
町
役
人
と
混
泉
取
締
の
三
人
が
話
し
合
い
、
お
の
旨
に
背
く
者
が
あ
れ
ば
、
山
中
し
論
し
、
そ
の

こ
の
よ
う
に
、
湯
屋
同
士
が
共
存
共
栄
な
は
か
る
べ
く
山
中
合
告
が
作
成
さ
れ
、
有
馬
温
泉
の
復
興
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
文
久
一
一
一
年
十
一
月
に
は
、
宿
屋
出
入
の
商
人
た
ち
の
仲
間
が
山
中
合
せ
を
行
い
、
正
路
の
販
売
を
行
う
こ
と
、
仲
間
外

の
商
人
と
宿
屋
が
取
引
を
し
な
い
こ
と
、

一
カ
月
に
銀
二
ハ
匁
ず
つ
温
泉
家
作
手
伝
参
加
と
し
て
支
払
う
こ
と
を
祖
泉
客
麗
惣

中
に
約
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
し
ず
つ
湯
治
容
も
増
加
し
、
宿
屋
の
営
業
も
軌
道
に
梁
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
よ
う
。

ま
た
、
有
潟
温
泉
の
利
用
客
も
、
病
気
療
養
を
目
的
と
し
た
湯
治
家
の
ほ
か
に
、
現
代
の
祖
泉
地
観
光
的
な
人
々
も
増
加
し

て
き
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

有
馬
温
泉

の
効
能

近
世
後
期
に
出
版
さ
れ
た
有
馬
混
泉
関
係
の
版
本
類
を
、
成
立
年
代
不
明
の
も
の
も
含
め
て
表
示
す
る
と
、
表

加
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
附
期
に
は
、
実
学
の
発
展
に
よ
り
、
温
泉
を
科
学
的
に
調
査
し
た
も
の
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
投
目
さ
れ
る
。
大
和
高
取
藩
涯
の
柘
植
彰
常
は
、
有
馬
兵
衛
の
一
苅
式
等
の
依
頼
に
よ
り
、
泉
源
な
波
探
し
て
混
泉
の

862 tfj五策本来の社会
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表 234 有馬温泉関係の写本・版本等（3)

表 題 二イ民ヨ 成立年代 種別｜ 備 とぷ民ミシ

有馬節 ！問中久右衛門 寛政7(1795) 歌

ありまぶし混泉
限集

文化3(1806) ；欽

有馬温泉記 樹木敬勝 1 " 12c1s1s) ！地

温泉論・混泉論昨＇J~.f< J指摘彩常： ；。 13(1816)
新！仮ありまぶし 文政9(1826) 

務総有馬紀行 ；気宇3自主英 グ 10(1827)

有馬温泉功能器書記 宇津木益メミ 天保9(1838) 

有馬地誌 ；天｛来年間（1830～43)地

有潟の秋 i iJL化4(1847) 地

有馬温泉記 総続攻州 嘉永 1(1848) 医

有馬温泉紀行 間沢一鳳！Jil 。3(1850) 紀行

有馬出う｜そ記 月花楼楽関 文久3(1863) 地誌

i品i泉分本！？法 グ 3(1863) 医学

有馬入湯入J日記 ~Ill中六兵衛 1滋応2(1866) 紀行｜河内柏原の人

有潟温泉%・ 業f(g涼1会H取 グ 3(1867) 医

ヰ干潟入浴日記 す凶東洋 紀

有潟日記 無施主手石 幕末 品む

有馬懐鋭 :i1l1 
有馬道知辺 i也誌

ヰ討馬温泉号耳石滋之言己 :it包誌

有馬音量泉道之記迫力r1 地訟

有馬温泉記 松下見林 紀行

有馬温泉Eおう￥： 地誌

〈主主） 種別は， Wf盟主務総回 'JJ~ の分類をJ以主とした。

資料： r有，ITT,君主主主史料a上・下， r困惑総自然必
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勢
い
を
回
復
さ
せ
た
。
こ
の
時
に
苦
か
れ
た
の
が
文
化
十
三
年
の
「
抑
制
泉
論
し
お
よ
び
「
温
泉
論
附
録
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

泉
質
の
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
天
明
一
一
一
年
七
月
の
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
、
有
馬
温
泉
の
湯
の

温
度
が
下
が
り
水
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
安
永
七
年
の
姫
路
藩
主
酒
井
雅
楽
頭
忠
以
、
翌
八
年
の
高
取
藩
主
総
村
家
利
以
来
、

貴
顕
の
入
湯
の
な
い
こ
と
、
文
化
六
年
に
大
火
が
あ
っ
た
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
白
水
源
の
淡
諜
の
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
桁
納
の
指
導
に
よ
り
、
再
び
有
馬
温
泉
は
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
天
保
九
年
九
月
に
、
名
古
屋
の
際
家
宇
津
木
益
夫
が
、
有
馬
入
湯
の
節
、
兵
衛
治
郎
左
衛
門
等
の
要
請
に
よ
り
、

「
有
潟
祖
泉
功
能
略
記
L

を
著
し
て
い
る
。
前
記
の
桁
稿
彰
常
の
「
祖
泉
論
」
が
漢
文
体
で
あ
っ
た
の
で
、
広
く
庶
民
に
読
み

や
す
い
よ
う
に
入
湯
の
方
法
を
仮
名
書
き
で
や
さ
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
部
柘
植
と
の
見
解
の
相
違
も
記
さ
れ
て
い
て

興
味
深
い
。
例
え
ば
「
枕
湯
し
に
つ
い
て
、
桁
舶
は
、
初
め
に
杓
を
も
っ
て
湯
を
く
み
、
板
前
を
温
め
て
そ
の
処
に
康
し
、

い
で
湯
を
く
み
、
阿
将
一
よ
り
腹
、
背
中
に
そ
そ
ぎ
下
す
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
宇
津
木
は
、
入
湯
の
と
き
水
を
手

だ
ら
い
ま
た
は
金
だ
ら
い
に
て
側
に
く
み
置
き
、
時
々
一
間
部
を
洗
う
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、

一
浴
に
一
一

1
一
一
一
度
こ
れ
を
行

え
ば
の
ぼ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
、
自
ら
の
体
験
を
述
べ
て
い
る
。

柘
植
・
宇
津
木
の
両
人
は
、
医
師
で
あ
り
、
自
身
の
入
湯
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
入
湯
方
法
を
記
し
、
有
馬
槌
泉
の
効
能
の
優

れ
て
い
る
こ
と
を
、
人
々
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

祖
泉
場
と
い
え
ば
、
現
代
で
は
観
光
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
も
と
も
と
温
泉
場
に
行
く
目
的
は
、

湯
治
の
様
相

温
泉
に
入
っ
て
療
養
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
湯
治
の
間
に
温
泉
場
の
著
名
な
寺
社
や
名
所
旧
跡

を
訪
れ
た
り
も
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
も
湯
治
が
目
的
で
あ
っ
た
。

864 
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111. 

幕
末
の
慶
応
二
年
四
月
に
河
内
柏
原
（
大
阪
府
粉
原
市
）
の
畑
中
六
兵
衛
光
輝
が
、
有
潟
組
内
水
に
来
た
時
の
「
有
馬
入
湯
入
用

対E

記
L

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
よ
っ
て
、
湯
治
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。

問
月
十
三
日
に
畑
中
ら
一
一
一
人
は
、
自
宅
を
出
、
平
野
・
玉
造
・
心
斎
橋
・
十
一
一
一
の
渡
し
を
経
て
伊
丹
に
治
る
。
十
凶
行
、
中

ま
ず
、
宿
の
主
人
・
湯
女
や
下
女
に
着

日長史編UI

祝
犠
を
渡
し

山
寺
に
参
詣
し
、
米
谷
・
生
瀬
・
船
坂
を
経
て
有
潟
温
泉
に
着
き
、
兵
衛
に
若
い
た
。

入
湯
客
の
大
半
は
自
炊
で
あ
っ
た
が
、
到
着
後
の
一
回
目
の
食
事
だ
け
は
宿
屋
が
用
意
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

か
よ
い

こ
の
た
め
、
宿
か
ら
通
が
渡
さ
れ
、
米
・
瀬
・
味
噌
等
の
買
物
を
し
て
い
る
。

陸上交通の変貌第六節

ま
た
、

「
祖
泉
功
能
記
」
が
宿
の
縮
え
付
け
で
あ
り
、
そ
の
本
を
読
ん
で
か

（節分）

ら
入
湯
し
た
と
占
め
る
。
こ
の
本
は
、
前
述
の
宇
津
木
益
夫
の
つ
有
馬
温
泉
功

能
略
記
L

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
十
日
に
一
廻
り
と
な
っ
た
の
で
、
宿
の
主

F新板ありまぶし』

人
・
湯
女
等
に
心
付
け
を
渡
し
て
い
る
。
二
十
七
日
に
一
一
廻
り
を
済
ま
せ
、

一
得
び
、
宿
の
主
人
・
湯
女
等
に
心
付
け
を
渡
し
、
二
十
八
日
に
帰
路
に
つ
い

て
い
る
。
そ
の
問
、
湯
山
町
内
の
寺
社
を
参
詣
し
、
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
い

る
。
ま
た
、
同
時
期
に
湯
治
に
来
た
淡
路
島
の
稲
田
氏
の
後
室
の
入
湯
の
様

f手瓦 173

子
等
も
記
し
て
い
る
。
な
お
当
時
の
入
湯
の
様
子
を
知
る
た
め
に
、
文
化
四

年
五
月
に
京
都
の
三
井
家
五
代
目
高
英
の
安
静
が
、
城
崎
温
泉
に
湯
治
に
行

っ
た
時
の
こ
と
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
域
崎
瓶
泉
で
も
有
馬
温
泉
と
同
様
に
、

外
湯
に
入
り
、
宿
で
は
自
炊
を
し
、
域
崎
温
泉
内
の
寺
社
に
参
詣
し
た
り
し

865 



て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

一
行
七
人
は
、
瓦
月
九
日
の
朝
に
京
都
を
出
発
し
、
綾
部
・
福
知
山
・
宮
浮
か
｝
経

出
し
て
、
十
四
日
に
城
崎
に
着
、
会
＼
大
津
鹿
七
右
衛
門
方
に
投
稿
し
た
。
十
六
日
J
一
一
十
日
ま
で
に
一
廻
り
、
二
十
一
日
J
一一一

十
日
で
一
一
一
廻
り
、
六
月
二
十
一
日
に
五
廻
り
、
二
十
六
日
に
六
廻
り
し
（

旧
制
り
は
五
日
間
）
、
二
十
七
日
に
城
崎
を
出
発
し
、
切

石
・
錨
舛
子
・
兵
庫
を
経
て
、
七
月
六
日
に
京
都
に
帰
っ
て
い
る
。

3 

幕
末
の
海
陸
交
通

蒸
気
船
の

入
港
増
加

ペ
リ
！
の
米
航
に
よ
っ
て
、
急
速
に
外
国
船
へ
の
緊
張
は
高
ま
っ
た
が
、
外
洋
に
面
し
て
い
な
い
大
阪
湾
へ
留

交
の
な
い
外
隈
船
が
進
入
し
て
く
る
と
い
う
例
は
な
か
っ
た
。
嘉
、
氷
七
年
（
一
八
五
回
）
九
月
十
八
臼
の
朝
、
突

然
ロ
シ
ア
山
本
艦
デ
ィ
プ
ナ
号
が
紀
淡
海
峡
か
ら
進
入
し
、
兵
庫
沖
に
至
っ
た
と
き
も
、
人
々
は
驚
く
よ
り
か
え
っ
て
珍
し
が
り
、

兵
庫
の
人
々
小
渡
海
茶
船
に
乗
り
、
見
物
に
参
り
、
そ
の
船
へ
の
り
、
唐
人
は
腐
人
お
ど
り
な
ど
い
た
し
、
よ
ろ
こ
び
見

せ
供
、
そ
れ
よ
り
兵
庫
灘
梁
間
し
、
大
坂
川
口
伝
法
沖
に
碇
を
お
ろ
し
候
と
こ
ろ
、
御
番
所
様
よ
り
右
の
船
見
物
に
出
候

こ
と
厳
し
く
御
差
止
め
に
相
成
り
、
調
公
儀
様
こ
と
の
ほ
か
御
混
雑
に
相
成
り
（
「
上
問
家
文
書
」
）

と
い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
驚
い
た
の
は
む
し
ろ
幕
府
側
で
あ
っ
た
ろ
う
。
急
逮
明
石
、
尼
崎
を
は
じ
め
近
在
の

藩
を
動
員
し
て
瞥
戒
に
あ
た
っ
た
。

つ
い
で
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
月
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
l
ル
コ
ッ
ク
ら
は
梁
艦
で
兵
庫
に
来
航
し
、
そ
の
臼
は
薬
仙

の
普
照
院
・
隣
松
院
に
宿
泊
、
翌
日
津
中
を
見
物
し
た
し
、
ま
た
同
年
イ
ギ
リ
ス
船
リ
ン
グ
ダ
ブ
号
は
兵
庫
沖
の
測
量
を
突

866 幕末のi'！：司会首'lliJ:立



施
す
る
な
ど
、
海
上
の
情
勢
は
よ
う
や
く
幕
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
を
増
し
始
め
た

幕
府
は
ベ
リ
i
米
航
後
、
こ
れ
ま
で
の
大
船
建
造
の
禁
止
を
解
い
て
海
坊
に
備
え
る
よ
う
指
示
し
た
の
で
、

し
だ
い
に
幕
府

や
大
藩
で
は
四
洋
型
船
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
文
久
二
、
一
一
一
年
と
朝
幕
開
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
頃
に
は
、
幕
府

世
間
宮
の
上
京
や
摂
海
検
分
に
は
、

し
ば
し
ば
蒸
気
船
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
兵
路
へ
の
入
港
も
頻
繁
に
な
っ
た
J

と
く

に
間
四
年
一
月
の
将
軍
上
洛
の
時
は
、

一
行
は
幕
府
般
隊
を
も
っ
て
海
銘
大
坂
に
至
っ
て
お
り
、
一
五
治
と
元
日
ツ
が
変
わ
っ
た
ニ

月
前
後
は
、
兵
庫
に
、
朔
鶴
丸
、
朝
関
丸
、
願
動
丸
、
幡
詑
丸
な
ど
幕
府
の
艦
船
を
は
じ
め
、
際
殿
、
福
岡
、
佐
賀
な
ど
諸
滞

の
船
を
含
め
、
常
時
一

O
般
ほ
ど
が
、
時
に
出
入
も
あ
っ
た
が
、
停
泊
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
兵
庫
は
、
京
坂
に
お
け

る
大
型
蒸
気
船
を
利
用
す
る
海
際
交
通
の
接
点
と
な
り
、
陵
上
で
の
通
行
も
増
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
蒸
気
船
が
従
来
の

和
船
ほ
ど
風
待
ち
の
必
要
も
な
く
、
海
上
で
の
大
人
数
の
移
動
を
も
容
易
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
う
し

た
交
通
体
係
の
変
化
を
挺
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
兵
庫
で
の
蒸
気
船
用
石
炭
の
需
要
が
高
ま
り
、
肥
前
一
一
一
池
・
長
門
元

山
な
ど
か
ら
搬
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
沿
岸
航
路
の
う
ち
で
は
東
海
・
山
山
陽
の
尚
道
沿
い
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。

陸上交通の変貌

海
陸
交
通
の
接
点

と
し
て
の
兵
庫
津

こ
の
通
行
体
系
の
変
化
を
端
的
に
一
一
小
し
た
の
が
長
州
再
征
軍
の
両
行
で
あ
る
。
大
波
に
集
結
し
た
幕
府

は
、
慶
応

年
（
一
八
六
六
）
に
入
っ
て
し
だ
い
に
進
発
し
始
め
た
が
、
そ
の
様
子
を
兵
庫
に
入
っ
て

き
た
情
報
で
み
る
と
、
「
御
大
砲
組
六
拾
人
ば
か
り
mm
七
日
大
坂
御
発
足
、
当
津
御
一
泊
、
加
古
川
御
泊
L

っ
間
百
人
ば
か
り
十

五
日
間
宮
御
立
、
当
津
御
一
一
泊
、
御
軍
隊
へ
御
乗
組
し
「
歩
兵
組
百
弐
拾
人
明
七
日
西
宮
立
に
て
御
越
、
当
津
小
休
、
夕
食
の
上
、

第六節

八
一
望
丸
御
船
へ
劉
乗
組
一
（
北
浜
会
所
記
録
二
月
七
日
付
）
、
「
御
持
小
筒
組
（
…
七
六
人
）
井
に
御
歩
兵
方
（
一
間
人
）
当
月
十
一
日
未

上
刻
当
津
へ
州
問
中
涯
、
御
滞
留
の
上
、
昨
十
六
日
午
中
刻
当
津
御
碇
泊
大
江
御
’
蹴
へ
御
一
栄
込
み
L

1

大
砲
総
高
尾
惣
十
郎
様
そ
の
外

uμ
…
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御
支
配
向
様
（
一
四
五
人
）
当
月
十
五
日
午

868 

上
刻
当
津
へ
御
着
、
御
滞
留
の
上
、
今
炭
下

刻
当
港
御
碇
泊
脳
動
御
舵
へ
御
乗
込
み
L

（
間
二
月
十
日
付
）
と
い
っ
た
形
で
、
陸
銘
を

回
行
す
る
部
隊
も
あ
っ
た
が
、
兵
庫
で
幕

府
艦
船
に
乗
り
込
む
場
合
も
多
か
っ
た
。

の

一
月
は
、
少
な
く
と
も
脳
動
丸
・
大

江
丸
・
八
雲
丸
が
問
問
、
朔
鶴
丸
・
長
崎

丸
が
一
一
一
回
、
明
光
丸
が
二
回
入
出
港
を
繰

り
返
し
て
、
兵
員
の
輸
送
に
あ
た
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
八
雲
丸
は
親
濯
の
松
江
帯
、

明
光
丸
は
御
三
家
の
’
紀
州
藩
持
船
で
、

し、

ず
れ
も
幕
軍
の
輸
送
に
提
供
さ
れ
た
も
の

（夜間伎滋付主主道）

で
あ
ろ
う
。

幕末の社会

時
に
は
乗
船
待
ち
で
兵
庫
に
滞
在
す
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
陸
上
交
通
の

第五'fji:

宿
場
と
し
て
の
宿
泊
施
設
で
は
、
旅
宿
不



第六百［1 陸上交通の変貌

日月 お 震日
ヘ一戸E’d・ノ

妙
j¥ 

... 
2ミ取山

ヨ ミミ _) /./ ，ー’”..
ilJi r・ ＼ 。

口f言
f旬王、 官室

主喜~i也方i誼

一・－－－－－－－ ffi自 界
】『』』ー時四四山由

iヌ161 ~＆＼ Jll 道

。〉 はを る 淘関j徳川 古JI 制のい路のつ顔宿衛藷きl ｝と
発 、 ）ill. 四 分が接変を特たも；｛：§ の
惣兵る 国 i護 と磯点化利兵のこ勤 司態王
に路 よ 往 の な立がは用なもれめ相
よ 泰 う 1、!If っす字~ 、す -WU 当有が成に
る行にを開「てる戸以るで然りたりも

もにイナ避港兵理し障 いまに後とはで く候附
の けけ場 つで移もいああと、てり
て、任命替、を たはつ続き うるつい尤はか
、さえ六縦： 0 ::J::. て 交がたつも、ね
むれる甲断 裂い、 j曲、。た街i五な
ろ T、こ と 山すに なく間体系 ここ混用ケい
ん裂をし、地る あ 交が港後 の Ac 雑長 Jllf
外国 う の形た j語 、 の沿岸 はが持に
国側計北に ~~ の鉄は新 i決起火薬 て追「
人中画仮ij な て 一道そし航 i時こ 御々、

869 j後fl.:縦Ill 近 jll:



と
の
衝
突
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
幕
府
が
諸
外
国
と
折
衝
の
結
果
、
ま
と
め
た
開
港
の
実
施
案
で
は
、
店
惚
地
は

生
田
川
寄
り
の
一
角
（
神
戸
）
に
造
成
し
、
居
沼
地
以
外
に
も
、
外
国
人
は
神
戸
の
町
で
家
屋
・
土
地
を
借
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
綿
陪
地
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
外
国
人
と
の
接
触
を
避
け
て
こ
れ
を
迂
問
す
る
と
す
れ
ば
、
六
甲
山
地
の
北
側
な
通

る
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

兵
庫
奉
行
柴
田
問
中
は
か
つ
て
横
浜
開
港
に
も
関
係
し
、
洋
行
の
経
験
も
あ
り
、
開
港
準
備
の
事
業
に
は
ま
さ
に
適
任
者
で

あ
っ
た
ろ
う
。
慶
応
三
年
五
月
に
任
命
さ
れ
る
と
、
江
戸
出
発
前
に
早
く
も
賠
留
地
を
中
心
と
す
る
運
上
所
・
番
所
・
遊
所
な

ど
一
連
の
施
設
建
設
を
幕
閣
に
上
申
し
て
い
る
が
、
こ
の
西
国
住
還
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
道
阪
の
狭
い
所
も
あ
り
、
行
き

交
い
に
も
不
便
で
、
開
港
後
外
閑
人
が
通
行
す
れ
ば
、
筋
肉
火
事
件
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
、
大
坂
か
ら
六
甲
山
地
の
北
側
を

通
っ
て
航
路
に
至
る
古
道
を
利
用
す
る
の
が
よ
い
と
、

い
ち
早
く
そ
の
付
従
築
を
建
議
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
と
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
。
こ
の
建
議
が
幕
開
の
承
認
を
受
け
た
の
は
燦
応
一
一
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
間
開
港
（
一
八
六
八
年
一
月

河
川
、
阪
応
一
一
一
年
十
二

月
七
日
）
ま
で
に
、
そ
の
準
備
期
聞
は
わ
ず
か
五
カ
月
に
も
満
た
な
か
っ
た
。

こ
の
準
備
期
間
の
短
さ
は
、
開
港
の
勅
許
降
下
、
が
延
引
し
て
慶
応
三
年
五
月
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
間
印
刷
地

の
造
成
を
は
じ
め
訴
事
業
を
い
っ
せ
い
に
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
奉
行

人
で
は
さ
ば
き
き
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ

た
。
柴
田
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
幕
開
で
は
、
往
還
付
待
の
事
業
を
加
に
大
坂
谷
町
代
官
斎
藤
六
放
と
勘
定
役
松
野
銑
十
郎

に
分
担
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

付
替
事
業
を
羽
一
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
斎
藤
・
松
野
ら
は
、
実
地
を
検
分
し
た
う
え
向
九
月
、
当
初
の
計
略
を
変
更
し
て
、

菟
原
郡
石
屋
川
で
詑
還
か
ら
分
か
れ
、
柏
谷
・
摩
耶
山
を
経
て
東
小
部
村
、
監
那
村
、
白
川
村
と
た
ど
り
、
さ
ら
に
摂
婿
闘
境
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第六節陰i二交通の変貌

表 235 間関往還付怒道と工事分担 （単位： I悶）

通過村

石屋村

;fi屋村徳井村5工会

1if!.H村
平野村

徳共二村

徳井村il'~i羽村立会

済i羽村
八幡村

篠原村

篠E武村など13カ村立会
w小fffl村間小部村立会
j1§1J、f潟村
産者E村
東尻池など4カ村立会

白川村

布施畑村

奥~III村

門前村

下皆発村

小寺村

長坂村

淡111村

ンミ絞谷村

メ丸 三1-
l二l 阿i

hlli 高t

32 

52 

353.5 

37 

27 

57. 5 

274 

405.5 

629 

3,878.5 

2, 197 

1,267 

1, 269 

730 

1,353 

1, 162 

310 

40 

256 

891 

1, 283 

ネ628
(1,606) 

799 

18,909 

( 8 Hl,27田J9伺）

工区 下請負者 阪潟i

1 i伎台村など7カ村lヨ滋ー訪 437.5 

2 ：住台村藤左衛11~ ・清八 428. s 
3 1住吉村新平 268 

4 ；｛隊原村弥兵i俗 624 

5 ！新宅E家村儀三良il・主討：太虫fl 198 

6 ；火坂片自！了卯之EりJ 40 0 

7 ；伎古村石：仁太虫II布f釘門tまか 331 
8 ；鍛；合屋村庄段111・左f街11リ 14 

9 ；白三予雪村石工イ

10 ；よ毛)ljt永沢U!J宇Zヨご仁茂助 450 

11 i明石石工プミ兵衛 372 

12 1兵郎事11明Ill］明石康惣友衛門
iまカミ 184 

13 ！？定問村庄屋銀j三郎ほか 250 

14 i熊内村年寄宗兵衛・7官邸村
I±屋劫三虫日 1, 254.5 

15 ；三木郡前泊開1古E古 610 

16 ：石ヲJ二村菊蔵 1, 06 

17：潔1J部村庄競{jl太犬 2, 195 

18 i 1ぱ:Ji二村手IJ兵街 804 

19 ；政那村J±g設儀太夫 813.S 

20 ；奥平野村j陛下IJド日 1, 18 

21 : I当JI！村I±墜｛占r:t三111111司 944

22 ；プミ絞谷村惣代I±箆伊勢屋茂
ff-Iまか 6,464.5 

合計 19, 764 

(/1＇・） ＊ 仕様車ミなどからみてとくにj立し（ ）は史料記i依合5「から逆録したもの。
ヱB:路線には岩切取延長なども合む。
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の
山
地
を
通
っ
て
、
明
石
大
蔵
谷
で
再
び
往
還
に
合
流
す
る
ん
k
八
盟
余
の
新
道
を
開
削

す
る
ほ
う
が
、
航
路
ま
で
二

O
思
余
の
長
距
離
を
整
備
す
る
よ
り
、
期
間
、
費
用
と
も

徳川道（村｜谷1h~付近）

に
節
約
で
き
る
と
し
て
、
こ
の
新
進
付
替
案
を
上
申
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
道
で
は

新
し
く
宿
駅
を
住
吉
村
（
御
影
村
を
合
宿
）
、
東
小
部
村
（
合
宿
は
間
小
部
・
政
那
村
な
ど
て

白
川
村
（
令
指
は
山
本
・
布
施
焔
村
な
ど
）
に
股
き
、
兵
庫
は
廃
止
さ
れ
る
計
闘
で
あ
っ
た
。

結
局
幕
開
も
こ
れ
を
認
め
た
の
で
、
六
甲
山
地
に
分
け
入
る
新
路
線
に
変
更
さ
れ
、

の
入
札
が
実
施
さ
れ
て
、
入
部
郡
石
井
村
の
谷
勘
兵
衛
が

万
九

j苛

月
に
は

写真 174

一O
O
mで
落
札
、

工
事
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
工
期
を
妓
縮
す
る

方
法
と
し
て
採
ら
れ
た
の
が
、

工
区
を
分
担
し
て
岡
崎
並
行
的
に
施
工
す
る
と
い
う
方

い
」
司
、
〉
r

J

。

一エて

2
7一
そ
の
た
め
分
訓
し
た
工
区
の
下
請
負
者
が
募
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
道

徳
井
・
東
切
・
新
在
家
・
大
石
の
七
カ
村
が
、
こ
の
新
道
に
よ
っ
て
、
酒
造
米
や
山
か
ら
切
り
出
し
た
石
の
愉
送
と
い
っ
た
而

の
東
端
石
康
川
堤
か
ら
徳
井
村
に
五
る
八
丁
余
に
つ
い
て
は
、
住
吉
・
御
影
・
石
屋
・

の
道
程

で
、
村
と
し
て
も
利
便
を
受
け
る
と
い
う
斑
出
で
、

FH費
を
も
っ
て
自
ら
工
事
を
実
施
し
た
い
と
申
請
し
た
。
そ
の
た
め
残
り

た
と
え
ば
摩
耶
山
へ
か
か
る
柏
谷
の
部
分
に
は
岩
切
り
開
き
の
工
程
が
あ
り
、
こ

一
区
が
下
読
者
に
分
川
刑
さ
れ
た
。

の
広
間
で
は
石
工
仲
間
の
請
負
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
東
小
部
・
拡
那
・
白
川
な
ど
沿
道
村
々
で
は
、

負
う
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
（
表
郎
）
0

村
が
そ
の
一
部
を
請
け

仕
様
帳
に
よ
れ
ば
、
道
幅
は
平
均
二
問
、
道
路
中
央
部
を
一
尺
ほ
ど
高
く
す
る
蒲
鉾
製
に
つ
く
り
、
法
問
は
一
割
法
と
し
、
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そ
れ
よ
り
い
沿
い
場
合
は
留
め
芝
・
筋
粗
菜
を
入
れ
て
踏
み
閥
め
る
、
橋
は
幅
一
間
土
橋
作
り
と
す
る
と
あ
り
一
四
カ
所
、
そ
の

ほ
か
に
流
れ
に
配
置
し
た
石
を
踏
ん
で
渡
る
飛
び
石
渡
り
が

カ
所
、
石
置
渡
し
が
一
カ
所
あ
っ
た
。

工
事
施
行
中
に
大
蔵

谷
な
ど
一
部
路
線
で
変
更
も
あ
っ
て
、
完
成
時
の
道
程
は
八
里
二
七
了
九
間
と
な
っ
て
い
る
。

慶
応
三
年
十
二
月
七
日
開
港
の
そ
の
日
は
曇
り
空
で
、
朝
方
か
ら
強
か
っ
た
風
は
巌
ご
ろ
に
は
凪
い
だ
と
い
う
。
代
官
斎
藤

六
歳
ら
は
道
路
工
事
の
完
成
状
況
を
検
分
す
る
た
め
、
同
日
朝
篠
原
村
宏
出
発
し
、
柏
谷
を
設
っ
て
い
た
か
ら
、
あ
る
い
は
神

戸
沖
に
整
列
し
た
外
国
中
平
総
が
正
午
に
放
っ
た
祝
砲
と
、
そ
れ
に
応
え
た
幕
府
軍
艦
の
応
臨
の
響
き
が
、
山
道
の
途
中
で
聞
こ

え
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
道
路
の
工
事
だ
け
は
一
応
完
成
し
た
が
、
往
還
と
し
て
人
々
が
利
用
で
き
る
宿
駅
の
施

設
ま
で
と
い
う
と
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
鳥
羽
・
伏
見
で
倒
幕
戦
が
始
ま
る
ま
で
、
わ
ず
か

一
月
た
ら
ず
の
聞
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
混
乱
で
、
こ
の
往
還
完
成
の
こ
と
は
つ
い
に
公
的
に
は
触
れ
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

慶
応
四
年
一
月
、

い
わ
ゆ
る
神
戸
事
件
を
起
こ
し
た
関
山
務
の
部
隊
も
、

お
そ
ら
く
こ
の
住
還
付
替
の
こ
と
に
は
あ
ま
り
注

意
を
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
幕
府
崩
壊
後
の
慶
応
四
年
三
月
、
新
政
権
の
も
と
で
神
戸
居
留
地
付
近
だ
け
を
小

迂
回
す
る
新
道
が
造
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
付
替
道
は
廃
止
と
な
っ
て
、
付
替
え
で
田
畑
を
潰
し
た
所
な
ど
は
も
と
の

陸上交通の変貌

そ
の
全
貌
は
早
く
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

よ
う
に
起
こ
し
返
さ
れ
、

た
だ
部
分
的
に
柏
谷
や
摩
耶
山
一
一
の
桜
谷
な
ど
で
は
、
そ
の

後
「
徳
川
道
」
の
名
で
登
山
道
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
に
も
な
お
そ
の
間
影
を
残
し
て
い
る
。

後
日
の
こ
と
に
な
る
が
、
倒
幕
戦
が
始
ま
っ
て
進
駐
し
て
き
た
長
州
奇
兵
隊
第
二
中
践
は
、
幕
府
方
金
殺
を
接
収
す
る
と
し

第六節

て
、
谷
家
か
ら
こ
の
工
事
請
負
代
金
な
ど
の
入
っ
て
い
た
箱
四
個
を
持
ち
去
っ
て
い
る
。
谷
家
で
は
後
年
兵
庫
県
に
こ
の
返
還

を
要
請
し
た
が
、

つ
い
に
採
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
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第
七
節

幕
末
か
ら
維
新
へ

外
在
へ
の
対
応

ペ
リ
｜
来
航

ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
離
隊
可
令
長
官
マ
シ
ュ
ウ
日
ベ
リ
！
の

い
る
四
隻
の
「
黒
船
L

が
伊
豆
半
島
沖
に
姿

を
現
し
た
の
は
、
嘉
永
六
年
（

八
五
一
一
一
）
六
月
三
日
の
朝
で
あ
っ
た
。
ベ
リ
i
の
差
し
当
た
っ
て
の
目
的
は
、

友
好
と
通
商
を
求
め
る
大
統
領
、
、
こ
フ
i
ド
日
フ
ィ
ル
モ
プ
か
ら
の
図
書
を
、

日
本
政
府
に
手
渡
す
こ
と
で
あ
る
。
や
が
て
浦
賀

奉
行
所
の
役
人
を
乗
せ
た
小
船
が
、
沖
の
ペ
リ
l
般
隊
に
向
か
っ
て
こ
ぎ
寄
せ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
ペ
リ
ー
が
極
東
の
島
国
に
や
っ
て
き
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
が
成
長
し
つ
つ
あ
る
自
闘
の
産
業
資
本
の
要
求
に
答
え
、

他
の
列
強
に
さ
き
が
け
て
日
本
な
海
外
市
場
と
し
て
開
拓
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
西
欧
列
強
に

と
っ
て
日
本
は
束
ア
ジ
ア
に
残
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
最
後
の
市
場
で
あ
っ
た
。

一
人
世
紀
後
半
に
い
ち
は
や
く
産
業
革
命
を
な
し

と
げ
た
イ
ギ
リ
ノ
ス
を
先
頭
に
、
海
外
市
場
を
求
め
る
部
欧
列
強
の

は
世
界
中
を
く
ま
な
く
覆
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
イ

ン
ド
・
中
国
を
経
て
一
九
世
紀
半
ば
、
よ
う
や
く
日
本
に
及
び
始
め
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
列
強
側
の
目
的
は
基
本
的
に
貿
易
に
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
一
平
和
の
う
ち
に
行
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
か
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3年米から維新へ第七節

っ
た
。
列
強
は
自
閣
に
有
利
な
形
で
の
貿
易
を
実
現
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
不
平
等

条
約
を
押
し
付
け
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
武
力
に

訴
え
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
。
事
実
、
中
閣
は
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
O
i四

一
一
）
に
よ
っ
て
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
の
半
植
民
地
に
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
海
外
市
場
の
獲
得
を
基
本
と
し
、
武
力
を
背
景
と
し
た
列
強
の
動
向

ベリー上段応援図

宏
、
そ
れ
を
受
け
る
側
か
ら
み
て
一
般
に
つ
外
圧
L

と
呼
ぶ
。
幕
末
の
臼
木
に
お
い

て
、
そ
の
外
庇
は
社
会
の
一
相
広
い
層
に
強
い
危
機
意
識
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、

そ
れ
に
耐
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
進
ん
で
列
強
と
潟
を
並
べ
る
こ
と
の
で
き

る
強
力
な
国
家
な
つ
く
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ベ
リ
i
米
航
は
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船
い
の
異
様
な
イ
メ
ー
ジ
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ペ
リ
ー
と
の
最
初
の
折
衝
に
あ
た
っ
た
浦
賀
奉
行
所
の
報
告
は
当
日
の
深
夜
、
江

の
森
川
闘
の
も
と
に
届
い
た
。

ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
近
く
来
航
す
る
と
い
う
情
報
は
、

前
年
の
う
ち
に
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
を
通
じ
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
主
席
者
中
間

部
正
弘
を
中
心
と
す
る
幕
閣
は
、
事
前
に
何
の
対
策
も
た
て
ら
れ
ず
に
い
た
。

ア
メ

リ
カ
側
の
具
体
的
な
意
簡
が
不
明
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

阿
部
は
と
り
あ
え
ず
、
処
践
を
浦
賀
泰
行
に
任
せ
、
な
る
べ
く
穏
や
か
に
引
き
あ

げ
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。

し
か
し
ベ
リ
！
が
、
そ
の
よ
う
な
指
示
に
応
ず
る
は
ず
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は
な
か
っ
た
。
ベ
ヮ
ー
は
幕
府
が
問
書
を
受
け
取
り
、
た
だ
ち
に
そ
れ
に
回
答
す
る
こ
と
を
強
硬
に
主
張
し
て
談
ら
な
か
っ
た
。

幕
閣
で
は
や
む
を
得
ず
悶
認
を
受
け
敢
る
こ
と
に
決
し
、
六
月
九
日
、
浦
賀
に
ほ
ど
近
い
久
里
浜
に
設
け
ら
れ
た
応
接
所
で
、

の
授
受
が
お
ご
そ
か
に
行
わ
れ
た
。
こ
の

に
対
し
、
幕
府
は
ベ
リ
！
の
要
求
す
る
回
答
舎
に
か
え
て
、

「
諭
地
ど
を

交
付
し
た
。
そ
れ
に
は
、
今
聞
は
使
節
の
苦
労
を
察
し
て
原
則
を
破
っ
て
書
簡
を
受
け
取
る
が
、
こ
こ
は
も
と
も
と
外
国
使
節

と
応
接
す
る
土
地
で
も
な
い
の
で
、
内
術
研
に
つ
い
て
は
応
答
し
な
い
と
書
か
れ
て
い
た
。

「仙剛議
L

の
内
務
は
、
こ
の
よ
う
に
ペ
ワ
l
の
希
望
に
ほ
ど
速
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
低
限
の
目
的
を
迷
し
た
ベ
リ
i
は、

幕
府
側
に
対
応
を
検
討
す
る
時
間
の
余
裕
を
与
え
る
と
し
て
、
米
年
の
春
に
再
び
米
る
こ
と
を
告
げ
、
交
渉
を
打
ち
切
っ
た
。

ペ
リ
l
艦
隊
は
翠
十
日
、
江
戸
湾
の
奥
深
く
侵
入
し
て
蒸
気
軍
艇
の
威
力
を
見
せ
つ
け
た
後
、
十
二
日
に
浦
賀
を
去
っ
て
根
拠

地
の
香
港
に
向
け
て
一
反
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
日
本
と
近
代
欧
米
列
強
と
の
最
初
の
公
式
折
衝
は
、
表
而
上
は
大
き
な
波
乱
も
な
く
終
わ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は

日
本
が
列
強
と
の
新
た
な
対
外
関
係
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
過
程
の
始
ま
り
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
し
て
何
時
に
、
後
に

き
ら
ゅ
う

「
葵
丑
以
来
」
（
焚
設
は
ー
誠
永
六
年
の
干
支
）
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
る
幕
末
の
政
治
変
動
の
幕
開
け
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

考
中
阿
部

の
対
策

ペ
リ
ー
が
い
っ
た
ん
引
き
あ
げ
た
あ
と
六
月
下
旬
か
ら
七
月
は
じ
め
に
か
け
、
老
中
阿
部
正
弘
は
、
諸
大
名
・

幕
臣
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
図
書
を
公
開
し
、
自
由
に
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
求
め
た
。

ま
た
同
時
に
、
御
三
家

の
一
つ
水
戸
藩
の
前
藩
主
で
、
対
外
問
題
に
も
深
い
見
識
を
持
つ
と
み
ら
れ
て
い
た
徳
川
斉
昭
を
海
防
参
与
に
任
命
し
て
、
幕

政
に
あ
ず
か
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
将
軍
を
中
心
と
し
て
譜
代
大
名
か
ら
任
ぜ
ら
れ
た
数
人
の
老
中
が
、

も
っ
ぱ
ら
政
治
を
取
り
し
き
る
と
い
う
幕
府
政
治
の
原
則
を
大
き
く
絞
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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阿
部
が
こ
う
し
た
措
置
を
と
っ
た
わ
け
は
、
幕
府
が
ベ
リ
！
の
も
た
ら
し
た
国
蓄
を
受
け
取
っ
た
こ
と
そ
の
も
の
に
あ
る
。

ベ
リ
！
が
来
る
ま
で
日
本
の
対
外
関
係
の
基
本
は
、
い
わ
ゆ
る
鎖
間
に
あ
っ
た
。
そ
の
も
と
で
は
対
外
関
係
は
朝
鮮
・
琉
球
と

の
つ
通
信
」
、
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
と
の
「
通
商
」
に
限
ら
れ
、
そ
れ
を
幕
府
が
独
占
的
に
管
潔
し
て
い
た
。

「
通
信
」
と
は
近

代
的
な
意
味
で
の
間
交
に
あ
た
り
、

「
通
商
」
と
は
国
交
友
含
ま
な
い
商
業
貿
易
の
み
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、

九
世
紀
前
半
に
西
欧
諸
国
と
の
接
触
が
次
第
に
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
、

「
祖
法
」
つ
ま
り
動
か
し
難
い
昔
か
ら
の
定
め
と
し
て
、
幕
府
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
領
主
階
級
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
幕
府
が
、
ベ
ワ
！
の
要
求
に
屈
し
て
問
書
を
受
け
・
取
っ
た
こ
と
は
、

「
祖
法
」
が
崩
れ
始
め
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
阿
部
を
中
心
と
す
る
幕
開
は
、
そ
れ
が
幕
府
と
諸
大
名
と
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
国
家
の
体
制
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
を
的
確
に
認
識
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
事
態
へ
の
対
応
を
考
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
幕
府
だ
け
の
判
断
で
済
む
こ
と
で
は

な
い
。
御
三
家
を
は
じ
め
諸
大
名
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
は
、
そ
の
限
り
で
は
必
然
な
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
意
見
を
求
め
ら
れ
た
諸
大
名
や
幕
医
た
ち
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
直
ち
に
有
効
な
対
策
を
示
ぜ
た
わ
け
で
は
な
い
。
諸

主主米から維新へ

大
名
の
回
答
の
大
部
分
は
、
大
き
く
い
っ
て
戦
争
に
な
る
こ
と
を
避
け
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
は
穏
や
か
な

対
応
策
会
｝
採
る
べ
き
こ
と
を
唱
え
て
い
た
。
幕
府
内
部
で
は
、
寺
社
・
町
・
勘
定
の
一
一
一
奉
行
が
期
隈
付
き
で
貿
易
を
許
可
す
ベ

き
で
あ
る
と
い
う
論
を
主
張
し
、
海
助
掛
り

g
付
は
断
図
と
し
て
拒
絶
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
る
と
い
う
対
立
が
み
ら
れ
た
。

第七節

ず
れ
に
し
て
も
確
か
な
見
通
し
に
立
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

ま
た
一
部
の
下
級
幕
臣
の
中
に
は
勝
海
市
対
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
積
極
貿
易
論
を
唱
え
る
者
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
貿
易
に
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つ
い
て
の
認
識
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
簡
単
に
い
え
ば
自
国
産
の
余
っ
た
品
物
な
輸
出
し
、
外
国
産
で
日
本
に
な
い
品
物
を
輪

入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
が
列
強
側
の
考
え
て
い
る
貿
易
は
、
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

無
限
の
市
場
鉱
大
を
要
求
す
る
資
本
制
生
産
の
原
理
に
絞
ざ
し
た
列
強
の
怠
凶
を
、
正
し
く
醗
解
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
場
合
に
よ
っ
て
は
、
中
国
の
ふ
や
例
を
念
頭
に
領
土
侵
略
な
ど
に
対
す
る
危
機
感
ば
か
り
が
現
実
以
上
に

膨
れ
あ
が
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

月
十
日
、
幕
府
は
翠
年
の
内
へ
リ
i
再
来
航
に
向
け
た
方
針
な
表
現
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
側
の
要
求
に
対

す
る
間
容
は
保
印
し
た
ま
ま
、
で
き
る
だ
け
穏
や
か
に
対
処
す
る
と
い
う
、
極
め
て
あ
い
ま
い
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
「
祖

法
L

が
崩
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
認
識
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
代
わ
る
べ
き
新
た
な
対
外
関
係
は
、
よ
う
や
く
模
潔
さ
れ
始
め
た

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

和
親
条
約

の
締
結

現
安
政
元
年
（
一
八
五
回
）
一
月
十
六
日
、
ベ
リ
i
は
約
束
通
り
七
隻
の
軍
艇
を
率
い
て
再
び
浦
賀
川
仰
に
現
れ
た
。

幕
府
は
大
学
頭
林
仙
川
・
江
戸
町
奉
行
井
戸
党
弘
ら
を
委
員
と
し
て
、
横
浜
で
応
接
に
当
た
ら
ぜ
た
。
ペ
リ
ー
は

む
ろ
ん
貿
易
の
開
始
を
要
求
し
、
福
井
藩
の
記
録
っ
昨
夢
紀
事
L

に
よ
れ
ば
、
貿
易
を
許
可
し
な
け
れ
ば
開
戦
す
る
と
い
う
勢

い
を
示
し
た
と
い
う
。
林
ら
か
ら
こ
の
情
勢
を
叩
い
た
幕
開
は
貿
易
許
可
論
に
傾
い
た
が
、
海
防
参
与
徳
川
斉
昭
は
強
硬
に
反

対
し
、
結
局
老
中
阿
部
は
二
月
六
日
に
い
た
っ
て
貿
易
拒
否
の
決
断
な
下
し
た
。
こ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
開
戦
と
の
決
意
を

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は

一
九
年
後
の
貿
易
開
始
を
約
束
し
た
談
歩
案
を
ひ
そ
か
に
用
意
し
て
い
た
と
い
う
。

二
月
十
日
正
式
交
渉
が
行
わ
れ
、
林
は
前
年
の
問
書
が
求
め
て
い
た
条
項
の
う
ち
、
寄
港
船
に
対
す
る
石
炭
・
食
糧
の
供
給
、

難
破
船
漂
流
民
の
救
助
は
認
め
る
が
、
貿
易
は
拒
絶
す
る
こ
と
な
述
べ
た
。
寄
港
船
・
難
破
船
に
対
す
る
処
刑
悦
は
人
道
問
題
で
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あ
る
が
、
貿
易
は
そ
れ
と
は
別
問
題
だ
と
い
う
論
法
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
は
案
外
た
や
す
く
こ
れ
に
間
意
し
た
。
ベ
ヮ
ー
に
し
て

足
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

み
れ
ば
、
最
終
的
な
ア
メ
リ
カ
側
の
目
的
が
貿
易
開
始
に
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
た
め
の
手
掛
か
り
を
得
た
こ
と
で
ひ
と
ま
ず
満

幕末から維新へ第七節

」
の
合
意
の
線
に
沿
っ
て
、
そ
の
後

十
日
ま
で
計
四
回
に
わ
た
る
会
談
が
行

神奈川街はずれ明石務松平兵部大和ll会場の図

わ
れ、

目
、
日
米
和
親
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
下
回
・
絡
館
両
港

を
寄
港
地
と
し
て
開
く
こ
と
、
そ
こ
で
の
薪
水
・
石
炭
・
食
料
の
供
給
、
さ
ら
に
漂
流

民
の
救
助
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
貿
易
に
関
す
る
規
定
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、

領
事
駐
在
の
条
項
が
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
側
に
と
っ
て
そ
れ
は
後
に
通
商
条
約
締
結
交
渉

に
入
る
た
め
の
布
石
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ア
メ
ワ
カ
側
か
ら
み
れ
ば
、

こ
の
和
親
条
約
は
通
商
条
約
の
前
段
階
に
あ
た
る
も
の
と
位
寵
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で

セ
川
町
ヲ
心
。一

方
幕
府
か
ら
み
れ
ば
「
和
親
L

は
、
そ
れ
ま
で
の
「
通
信
」
と
も
「
通
商
」
と
も

田
列
な
る
、

い
う
な
れ
ば
人
道
的
な
レ
ベ
ル
に
限
定
し
た
対
外
関
係
の
在
り
方
の
一
っ
と

し
て
、
永
久
に
保
た
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

「
祖
法
」
は
わ
ず
か
の
修
正
を
経
な

写真 176

が
ら
も
維
持
さ
れ
る
か
に
み
え
た
。
幕
府
が
続
い
て
、
安
政
一
一
年
末
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
・

ロ
シ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
と
の
閥
に
、
同
様
の
和
親
条
約
を
結
ん
だ
の
は
、
そ
う
し
た
見
通

し
に
立
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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ハ
リ
ス
の
来
日
と

通
商
条
約
の
締
結

し
か
し
い
や
態
は
幕
府
の
思
惑
を
こ
え
て
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
第
一
歩
は
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
総
領
事
と

し
て
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
日
ハ
リ
ス
が
米
日
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
目
的
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
和
親
条

約
の
改
定
で
あ
り
、

つ
ま
り
通
商
条
約
の
締
結
で
あ
っ
た
。

安
政
一
一
一
年
七
月
二
十
一
日
ハ
リ
ス
が
下
回
に
着
い
た
時
、
幕
府
は
、
そ
の
来
日
を
ま
っ
た
く
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
に
和
親
条
約
に
は
領
事
駐
在
の
条
項
が
あ
る
が
、
幕
府
側
の
解
釈
で
は
、
そ
れ
は
両
闘
が
必
要
と
認
め
、
合
意
し
た
時
に

眠
ら
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
側
は
一
方
の
闘
が
必
要
と
認
め
れ
ば
駐
在
で
き
る
と
し
て
い
た
。

リ

ス
が
上
睦
し
よ
う
と
し
た
時
、
応
対
に
あ
た
っ
た
下
問
奉
行
は
、
領
事
駐
在
の
必
要
を
認
め
な
い
と
し
て
帰
閣
を
求
め
た
が
、

ハ
リ
ス
は
む
ろ
ん
こ
れ
を
拒
一
合
し
た
。
結
局
幕
府
は
ハ
リ
ス
の
強
硬
姿
勢
に
押
し
切
ら
れ
た
形
で
、
そ
の
下
回
駐
在
を
認
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

下
回
郊
外
の
玉
泉
寺
を
領
事
館
と
し
た
ハ
リ
ス
は
、
九
月
に
な
っ
て
幕
閣
に
あ
て
、

に
出
府
し
幕
府
当
局
者
と
会
見
し

た
い
と
申
し
入
れ
た
。
幕
府
は
そ
れ
な
認
め
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
条
約
改
定
交
渉
に
つ
い
て
は
態
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
ず

ザ」、ニ
o

f
L
J
j
 

し
か
し
ハ
リ
ス
の
粘
り
強
い
要
求
に
あ
っ
て
、
幕
府
は
や
や
対
応
の
姿
勢
を
変
え
、
交
渉
に
つ
い
て
下
回
奉
行
に
一
定
の
自

出
裁
量
権
を
認
め
た
。
そ
の
結
果
、
安
政
問
年
五
月
二
十
六
日
付
で
下
回
協
定
が
結
ば
れ
、

ア
メ
リ
カ
人
の
下
回
・
箱
舘
に
お

け
る
、
氷
久
居
住
権
、
領
事
裁
判
権
、
総
領
事
の
国
内
旅
行
機
な
ど
が
新
た
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ハ
リ
ス
は
そ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
も
出
府
の
許
可
を
要
求
し
続
け
た
。
向
年
七
月
ア
メ
リ
カ
軍
艦
が
下

回
に
入
港
す
る
と
、

に
行
く
と
い
う
強
硬
な
態
度
を
示
し
た
。

ハ
リ
ス
は
出
府
を
許
可
し
な
い
な
ら
こ
れ
に
乗
っ
て
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た

』：~＊の祉会211J:U¥'i: 



も
と
も
と
幕
府
内
部
で
は
、
出
府
許
可
論
と
拒
否
論
と
が
対
立
し
て
い
た
が
、
こ
の
ハ
リ
ス
の
強
硬
態
度
に
夜
間
し
て
、

い
に
出
府
を
許
可
し
、
将
軍
が
謁
見
す
る
こ
と
を
決
し
た
。
許
可
論
者
の
中
心
は
、
海
防
掛
り
目
付
の
清
瀬
忠
震
だ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
幕
府
は
、
も
は
や
人
道
的
な
レ
ベ
ル
の
つ
和
親
L

で
は
な
く
、
貿
易
を
前
提
と
す
る
新
た
な
関
係

を
欧
米
列
強
と
の
間
に
結
ば
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
立
場
に
傾
い
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

十
月
七
日
下
回
を
出
発
し
た
ハ
リ
ス
は
、
十
問
日
江
戸
に
入
っ
た
。

つ
い
で
二

一
日
、
江
戸
城
中
で
将
軍
徳
川
家
定
に
よ

る
謁
見
の
能
式
が
行
わ
れ
た
。
江
戸
幕
府
の
将
軍
が
、
近
代
欽
米
諸
国
の
使
節
を
公
式
に
謁
見
す
る
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
え
て
二
十
六
日
ハ
リ
ス
は
首
席
老
中
期
間
正
睦
と
会
見
し
、
通
商
条
約
締
結
交
渉
に
入
る
た
め
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

席
上
ハ
リ
ス
は
、
ま
ず
関
欧
諸
国
に
お
け
る
産
業
や
航
海
技
術
の
発
達
を
説
き
、
今
や
海
外
各
悶
と
貿
易
を
行
う
こ
と
は
陛
界

の
大
勢
で
あ
る
と
演
説
し
た
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
が
臼
本
の
領
土
を
侵
略
す
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
る
が
、

ア
メ

リ
ツ
カ
は
そ
の
よ
う
な
野
心
を
持
た
な
い
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
ア
メ
リ
カ
と
条
約
を
結
ん
で
お
く
こ
と
は
日
本
の
安
全
に
役
立
つ

と
強
調
し
た
。

幕末から維新へ

堀
田
は
ハ
リ
ス
と
の
会
見
内
容
を
幕
府
内
部
に
示
し
、
さ
ら
に
諾
大
名
に
公
開
し
て
意
見
を
求
め
た
。
大
名
の
問
答
で
は
容

認
論
が
半
数
を
超
え
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
幕
府
は
条
約
締
結
の
基
本
方
針
を
決
定
し
、
十
二
月
一

日
そ
の
出
向
を
ハ
リ
ス
に
伝

え
た
。
理
一
一
一
日
、
井
上
清
政
・
岩
瀬
忠
震
の
二
名
が
全
権
に
任
ぜ
ら
れ
、
本
格
的
な
締
結
交
渉
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第七節

交
渉
は
翌
安
政
五
年
一
月
に
妥
結
す
る
ま
で
、
十
数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。

そ
の
過
程
で
最
大
の
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

開
港
場
・
関
市
場
の
規
定
を
含
む
条
約
第
一
一
一
条
の
検
討
で
あ
っ
た
。

ペコ
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ハ
リ
ス
は
開
港
場
と
し
て
江
戸
・
大
奴
を
希
望
し
た
。
江
戸
は
日
本
最
大
の
消

882 

費
都
市
で
あ
り
、
大
坂
は
流
通
の
中
心
地
で
あ
る
。
条
約
締
結
の
目
的
が
貿
易
に

あ
る
以
上
、
両
都
市
の
開
港
な
望
む
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
幕
府
側
は
そ

れ
を
拒
否
し
、
江
戸
の
代
わ
り
に
神
奈
川
を
、
大
坂
の
代
わ
り
に
兵
庫
を
開
港
す

る
こ
と
を
主
張
し
た
。
江
戸
に
つ
い
て
は
品
川
沖
が
遠
浅
で
大
型
船
の
入
港
停
泊

日シア寧般の大阪湾進入

に
不
向
き
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

ま
た
大
坂
に
つ
い
て
は
、
京
都

に
近
く
朝
廷
の
反
対
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
蔵
屋
敷
を
持
つ
多
く
の
諸
藩

が
貿
易
に
参
加
し
て
、
幕
府
か
ら
み
れ
ば
貿
易
の
利
援
を
独
占
し
難
く
な
る
こ
と

を
恐
れ
た
た
め
と
い
う
。

結
局
ハ
リ
ス
は
、

大
坂
は
開
港
場
で
は
な
く
、
関
市
場
と
す
る
こ
と
で

写真 177

幕
府
の
主
張
に
同
意
し
た
。
関
市
場
と
は
、
外
国
商
人
が
商
取
引
の
た
め

時
的

な
滞
在
を
認
め
ら
れ
る
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
定
め
ら
れ
た
兵
庫

j
i
：
 

間
限
措
カ

の
ち
の
盟
内
政
争
に
お
い
て
一
つ
の
焦
点
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ハ
リ
ス
と
の
開
で
交
渉
を
進
め
た
幕
府
は
、
そ
れ
が
煮
詰
ま
っ
た
安

終末のi'liミ

政
四
年
十
二
月
末
、
江
戸
城
に
諸
大
名
な
集
め
、
条
約
締
結
に
い
た
っ
た
事
情
を

説
明
し
た
。
そ
の
場
で
の
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
徳
川
斉
昭
な
ど

第五本

は
強
い
不
満
を
示
し
た
。
こ
の
斉
昭
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
一
部
大
名
の
反
対
を



押
え
る
た
め
、
堀
田
は
条
約
の
調
印
を
延
期
し
、
や
が
て
朝
廷
の
勅
許
を
求
め
て
上
京
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

将
軍
継
悶
問
題
と

条
約
勅
許
申
誇

と
こ
ろ
で
条
約
調
印
と
い
う
対
外
問
題
に
か
ら
ん
で
、
幕
開
と
一
部
大
名
と
の
問
に
対
立
が
表
開
化
す

る
の
は
、
そ
の
背
去
に
対
外
政
策
決
定
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
ば
さ
ら

に
将
軍
継
問
問
題
と
い
う
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

時
の
将
軍
家
定
は

れ
っ
き
成
弱
な
体
質
で
、
政
権
担
当
の
能
力
が
な
い
ば
か
り
か
、
桁
M
A
叩
が
予
想
さ
れ
る
う
え
、
後
継

ぎ
に
恵
ま
れ
る
可
能
性
も
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
家
定
が
十
三
代
将
軍
と
な
っ

ハ
年
十
月
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
次
代
将

軍
の
人
選
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
ひ

そ
の
候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
の
は
、
御
三
家
の
一
つ
紀
伊
徳
川
家
の
少
年
当
主
慶
一
指
（
の
ち
家
茂
）
と
、
も
う

人
は
水
戸
徳

川
家
斉
昭
の
子
で
一
橋
中
放
を
継
い
で
い
た
慶
喜
で
あ
っ
た
。
鹿
福
を
役
す
の
は
譜
代
大
名
で
あ
り
、
そ
の
代
表
が
議
代
大
名
筆

頭
の
彦
根
藩
主
井
伊
庇
弼
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
年
長
で
人
望
も
あ
る
慶
喜
こ
そ
将
軍
に
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
の
は
、
徳
川

斉
昭
・
栴
弁
務
主
松
平
底
、
水
・
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
・
宇
和
島
海
主
伊
達
宗
域
・
土
佐
藩
主
山
内
容
堂
ら
で
あ
っ
た
。

前
者
の
い
わ
ゆ
る
荷
紀
派
は
、
そ
れ
ま
で
の
幕
府
政
治
を
担
っ
て
き
た
幕
府
体
制
の
基
燥
を
な
す
勢
力
で
あ
る
。
後
者
の
一

幕末から維新へ

矯
派
は
、
親
藩
（
徳
川
将
軍
家
の
親
戚
）
ま
た
は
外
様
の
大
濯
で
、
い
ず
れ
も
幕
政
か
ら
除
か
れ
て
い
た
大
名
で
あ
っ

つ
ま
り

将
軍
継
嗣
問
題
と
い
う
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
河
派
の
対
立
は
、
幕
政
か
ら
除
か
れ
て
い
た
大
名
勢
力
が
、
対
外
関
係
と
い

う
岡
山
本
の
成
り
立
ち
の
も
っ
と
も
広
い
枠
組
が
変
化
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
国
家
を
構
成
し
て
い
る
一
口
氏
と
し
て
直
接
そ
の

2誇，七j'{fi

政
策
決
定
に
参
加
で
き
る
よ
う
要
求
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
対
立
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
一
橋
派
の
動
き
は
、
対
外
的
危
機
の
予
想
さ
れ
る
も
と
で
、
徳
川
将
軍
家
と
譜
代
大
名
の
利
害
を
最
優
先
さ
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せ
て
き
た
そ
れ
ま
で
の

J
林
政
」
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
、
す
べ
て
の
領
主
階
級
の
利
害
を
第
一
義
と
す
る
「
悶
政
」
の
成
立

を
要
求
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
幕
府
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
要
求
を
完
全
に
認
め
る
こ
と
は
、
み
ず
か
ら
を
否
定

す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
譜
代
大
名
勢
力
、
が
南
紀
派
に
結
集
し
て
鋭
く
反
発
し
た
所
以
で
あ
る
。
幕
米
に
お
け
る
幕
府
と

諸
大
名
と
の
政
治
対
立
の
基
本
的
構
造
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
条
約
調
印
を
め
ぐ
る
幕
府
と
諸
大
名
と
の
対
立
は
、
将
軍
継
嗣
問
題
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
が
、

幕
府
は
そ
の
解
決
策
を
朝
廷
の
勅
許
に
求
め
よ
う
と
し
た
。
朝
廷
は
近
泣
か
一
通
じ
て
、
形
式
的
に
は
徳
川
将
軍
家
を
こ
え
る
権

威
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
征
夷
大
将
軍
と
い
う
職
自
体
が
、
朝
廷
か
ら
任
命
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か

ら
す
れ
ば
、
朝
廷
に
よ
る
勅
許
は
だ
れ
か
｝
も
間
服
さ
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

安
政
五
年
一
月
二
十
一
日
、
老
中
期
慣
は
江
戸
を
立
っ
て
上
京
の
途
に
つ
い
た
。
堀
田
は
当
初
、
勅
許
を
得
る
こ
と
に
つ
い

て
か
な
り
楽
観
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
朝
廷
内
部
で
は
開
港
・
関
市
場
に
兵
庫
・
大
坂
と
い
う
畿
内
の
地
が
合

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

一
月
半
ば
か
ら
下
旬
に
か
け
、
孝
明
天
皇
は
主
な
廷
症
に
対
し
、
条
約

勅
許
に
関
す
る
諮
問
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
答
え
た
上
官
官
で
大
納
言
久
我
建
通
は
、
畿
内
に
お
い
て
開
港
・
関
市
を
認
め

る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
と
強
く
反
発
し
て
い
る
。

ま
た
、
孝
明
天
皇
自
身
も
関
白
九
条
尚
忠
に
あ
て
た
一
月
二
十
六
日
付

け
の
書
簡
で
、
開
港
・
関
市
の
こ
と
は
畿
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

い
く
ら
老
中
が
上
京
し
て
き
で
も
絶
対
に
許
可
し
な
い
よ

う
に
と
述
べ
て
い
た
。

し
か
し
、
朝
廷
に
し
て
も
最
初
か
ら
頭
ご
な
し
に
勅
許
を
拒
否
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
一
一
月
一
一
十
日
期
間
に
下
さ
れ
た
勅
書

の
内
容
は
、
一
一
一
家
以
下
諸
大
名
へ
将
家
か
ら
命
令
を
下
し
、
く
り
返
し
衆
議
を
尽
く
し
た
う
え
、
改
め
て

せ
よ
と
い
う
も
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の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
だ
け
の
要
請
で
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

朝
廷
が
こ
う
し
た
反
応
を
示
し
た
背
景
に
は
、

一
橋
派
に
よ
る
政
治
工
作
の
影
響
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
期
間
の
上
京
に

前
後
し
て
松
平
鹿
、
氷
は
、
腹
心
の
橋
本
左
内
を
京
都
に
送
り
込
み
、
将
軍
継
嗣
と
し
て
事
実
上
慶
喜
を
指
名
す
る
意
味
の
勅
書

が
出
さ
れ
る
よ
う
、
朝
廷
側
に
働
き
か
け
て
い
た
。
南
紀
派
の
ほ
う
も
井
伊
直
弼
の
謀
直
長
野
主
騰
が
、
左
内
の
意
図
を
く
じ

こ
う
と
盛
ん
に
活
動
し
、
将
軍
継
嗣
問
題
に
関
し
て
は
一
橋
派
の
工
作
を
失
敗
に
終
わ
ら
せ
た
。

こ
の
よ
う
な
京
都
で
の
両
派
の
抗
争
は
、
そ
れ
ま
で
政
治
の
関
外
に
院
か
れ
て
い
た
朝
廷
を
、
政
治
の
表
舞
台
に
引
き
出
す

結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
後
、
天
患
や
公
家
が
政
治
の
場
で
大
き
な
発
言
力
を
ふ
る
う
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
す
ベ

て
の
僚
主
階
級
が
総
結
集
し
て
「
悶
政
i

一
に
当
た
る
べ
き
だ
と
す
る
観
念
が
、
先
の
一
一
一
月
二
十
日
の
勅
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

朝
廷
の
意
向
を
契
機
と
し
て
、
次
第
に
定
義
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

井
伊
の
大
老
就

任
と
条
約
調
印

勅
許
を
得
る
こ
と
に
失
敗
し
た
堀
田
は
、

一十一一一日、

四
月
二
十
日
江
戸
に
帰
り
着
い
た
。
そ
の
一
一
一
日
後
の

突
然
井
伊
南
弼
が
大
老
に
任
ぜ
ら
れ
、

五
月
一
日
に
は
将
筆
家
定
か
ら
大
老
・
老
中
に
対
し
、
紀
伊
慶
福

を
縦
嗣
と
す
る
国
間
が
告
げ
ら
れ
た
。
こ
の
井
伊
の
大
老
就
任
と
継
嗣
決
定
は
、
続
滞
・
外
様
に
よ
る
つ
国
政
」
成
交
嬰
求
に
対

幕末から維新へ

し
、
そ
れ
ま
で
の
幕
府
の
体
制
を
守
り
抜
こ
う
と
す
る
譜
代
大
名
側
の
巻
き
返
し
が
、
ひ
と
ま
ず
勝
利
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

、拘－
o

l
v
ふ
れ堀
田
を
押
え
て
幕
開
の
実
権
を
握
っ
た
井
伊
は
、
条
約
調
印
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
も
朝
廷
の
勅
許
が
必
要
と
す
る
方
針
を

第七節

と
り
、

四
月
二
十
七
日
か
ら
起
算
し
て
二
一
カ
月
間
の
調
印
延
期
を
了
承
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
六
月
十
三
日
、

ハ
リ
ス
に
対
し
、

ア
メ
叶
ノ
カ
軍
難
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
、

ア
p
i
号
事
件
で
中
国
と
戦
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
本
が
勝
利
し
た
と
い

トi
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品伴走；
i
z
J
2
5

長
J

持

母

”

の

…

新

潟

市

υ
2
7
2
4
i

う
こ
と
を
知
っ
た
ハ
リ
ス
は
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
も
し
日
本

が
ア
メ
リ
カ
と
の
条
約
調
印
な
引
き
延
ば
す
よ
う
な
ら
、
戦
勝
の

『耳目訴IJ力日間条約波税呉甘 さな』（郎分）

余
勢
を
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
本
が
押
し
得
せ
、
家
事
的

な
庄
力
の
も
と
で
間
際
的
な
条
約
を
結
ば
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
と
幕
府
に
脅
し
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

ハ
月
十
九
日
江
戸
域
中
で
幕
府
の
評
議
が
問
か
れ

大
多
数

の
意
見
は
直
ち
に
調
印
す
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
井
伊

は
ほ
と
ん
ど
た
だ

人
勅
許
を
得
る
ま
で
調
印
延
期
を
主
張
し
た
。

だ
が
、
大
勢
に
押
さ
れ
た
井
伊
は
、
全
権
井
上
市
降
・
岩
瀬
忠
良

写真 178

に
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
調
印
に
応
じ
て
も
仕
方
が
な
い
と
の

一
一
一
日
質
な
与
え
た
。
そ
の
日
の
午
後
直
ち
に
ハ
リ
ス
の
も
と
に
赴
い

た
井
上
・
岩
瀬
は
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
条
約
に
調
印
し
た
の
で

こ
う
し
て
結
ぼ
れ
た
日
米
修
好
通
商
条
約
で
は
、
現
年
六
月
か
ら
箱
館
・
神
奈
川
・
長
崎
の
一
一
一
階
を
貿
易
港
と
し
て
開
港
す

あ
る
。

る
こ
1
／
六
兵
庫
・
新
潟
開
港
お
よ
び
江
戸
・
大
坂
開
市
は
、
そ
の
半
年
な
い
し
問
年
後
ま
で
に
順
次
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、
貿

易
の
方
法
は
官
憲
の
予
を
介
さ
な
い
白
山
町
初
日
初
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
同
内
容
の
通
商
条
約
が
、

オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
も
結
ぼ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

886 ii~米のn：会第五対



幕
府
ば
六
月
二
十
二
日
、
諸
大
名
に
総
投
城
を
命
じ
、
条
約
調
印
を
公
表
し
た
。

一
橋
派
舗
が
こ
れ
に
反
発
し
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
二
十
四
日
徳
川
斉
昭
・
水
戸
藩
主
鹿
篤
・
尾
張
帯
主
徳
川
慶
恕
（
の
ち
腿
勝
）
の
一
一
一
人
は
、
定
例
の
登
城
日
で

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
江
戸
城
に
の
ぼ
り
、
大
老
た
ふ
り
を
詰
問
し
、
あ
わ
せ
て
松
平
襲
、
氷
を
大
老
に
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

か
し
、
井
伊
に
よ
る
反
撃
は
索
早
く
、
七
月
一
九
日
斉
昭
は
諜
慎
、
麗
恕
・
腹
、
氷
は
隠
陪
謹
慎
、
鹿
篤
そ
し
て
一
橋
慶
喜
に
は
登

域
停
止
と
い
う
処
分
が
下
さ
れ
た
。

方
条
約
調
印
の
綴
告
を
受
け
た
朝
廷
は
、
八
月
八
日
幕
府
お
よ
び
水
戸
滞
に
勅
誌
な
下
し
、
調
印
を
軽
率
の
取
り
計
ら
い

と
責
め
、
大
老
・
老
中
ほ
か
外
様
・
詳
代
の
す
べ
て
の
大
名
が
評
議
し
て
商
家
の
長
久
を
図
れ
と
命
じ
た
。
こ
の
勅
誌
の
下
付

は
、
水
戸
・
薩
療
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
諸
藩
士
や
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
浪
士
た
ち
が
、
朝
廷
を
擁
し
て
幕
府
に
対
抗
す
る
動

ぎ
を
強
め
る
新
た
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
み
た
幕
府
は
、
大
名
・
公
家
・
帯
十
一
・
浪
士
を
関
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
反
対
勢
力
に
対
し
、
徹
底
的
な
弾

－市品ノ－
n
H
H
P

明一、，
e
ー、ノ、－
o

nμ
主
計
N
Aハ
’
知
山
ぷ
よ

7

い
わ
ゆ
る
安
政
の
大
獄
で
あ
り
、
い
似
弁
務
土
橋
本
左
内
・
浪
士
頼
三
樹
一
一
一
郎
ら
死
刑
に
な
っ
た
者
を
含
め
、

そ
の
処
分
者
は
膨
大
な
数
に
上
る
J

五日ミから級新へ

こ
う
し
た
幕
府
の
強
圧
的
な
姿
勢
は
、
大
き
な
反
動
を
呼
び
起
こ
さ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
関
激
し
た
水
戸
藩
士
ら
は
井
伊

JZ
付
け
ね
ら
い
、
万
延
一
万
年
（

八
六

O）

三
日
、
脱
藩
し
た
そ
の
一
部
は
桜
閉
門
外
に
設
城
の
行
列
な
襲
っ
て
、

つ
い
に

井
伊
を
暗
殺
し
た
。

第七節

こ
の
版
関
門
外
の
変
は
、
も
は
や
幕
府
が
消
代
大
名
を
基
盤
と
す
る
体
制
仰
を
、
そ
の
ま
ま
で
は
保
持
し
得
な
く
な
っ
た
こ
と

を
満
天
下
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ペ
リ
i
米
航
を
き
っ
か
け
と
す
る
外
任
へ
の
対
応
は
、
隠
内
体
制
の
現
実
的
な
変
化
止
を
も

ti!・ゆ、必

し

J絞31ミ綴日i887 



た
ら
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

2 

機
夷
運
動
と
対
外
問
題

久
世
・
安
綴
政
権
と

兵
庫
開
港
の
延
期

井
伊
の
暗
殺
後
、
国
内
に
は
撰
夷
の
風
潮
が
広
ま
り
、

が
感
ん
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
、
条
約
調
印
を

中
心
と
す
る
幕
府
の
政
策
方
針
に
対
す
る
閣
内
各
層
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
。

井
伊
な
き
あ
と
の
幕
閣
を
引
き
継
い
だ
老
中
の
久
世
広
腐
と
安
藤
信
正
は
、

井
伊
の
路
線
を
修
正
し
、
こ
う
し
た
動
き
を
押
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
久
位
・
安
藤
は
、
朝
廷
と
の
関
係
を
修
復
し
、
幕
府
に
反
対
す

る
勢
力
の
名
分
を
奪
お
う
と
、

の
妹
に
あ
た
る
和
宮
な
、
十
四
代
将
軍

家
茂
の
正
案
に
迎
え
よ
う
と
し
た
。

こ
の
和
宮
降
嫁
は
、
翌
文
久
元
年
（

八
六
一
）
十
月
に
実
現
す
る
が
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
場
限
り
の
対
策
で
あ
り
、

事
実
ほ
と
ん
ど
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
条
約
内
容
の
履
行
に
つ
い
て
も
、
文
久
二
年
十
一
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
兵
庫
開
港
に
反
対
す
る
朝
廷
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
文
久
元
年
末
竹
内
保

徳
を
全
権
と
す
る
使
節
閉
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
し
、
開
港
・
関
市
期
日
の

「
夷
人
斬
り
L

な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
譲
英
運
動写真 179 竹内使節の一行 c•イリュストラジオγρ
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延
期
交
渉
に
当
た
ら
せ
た
。
そ
の
結
果
、
翌
年
五
月
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
に
結
ん
だ
ロ
ン
ド
ン
覚
書
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
と
の

覚
書
交
換
に
よ
っ
て
、
兵
庫
・
新
潟
開
港
、
江
戸
・
大
坂
関
市
の
期
日
は
、
す
べ
て

日
（
段
応
一
一
一
年
十
二
月

八
六
八
年
一
月

七
日
）
ま
で
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

航
海
途
略

策
の
提
起

こ
の
よ
う
に
久
世
・
安
藤
政
権
の
政
策
は
、
朝
廷
な
い
し
模
夷
派
に
対
し
、
妥
協
的
な
聞
を
持
っ
て
い
た
が
、

肝
心
の
国
内
体
制
の
あ
り
方
に
は
大
局
的
な
見
通
し
ゃ
｝
立
て
ら
れ
ず
に
い
た
。
そ
の
状
況
に
波
紋
を
投
げ
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
郎
氏
井
雅
楽
の
唱
え
る
航
海
遠
略
策
に
基
づ
く
長
州
藩
の
周
旋
活
動
で
あ
る
。

航
海
遠
略
策
の
内
容
は
、
長
井
が
文
久
一
万
年
五
月
に
粉
延
あ
て
に
差
し
出
し
た
上
官
官
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
鎖
国
と
い
っ
て
も
た
か
だ
か
三
百
年
米
の
徒
に
す
ぎ
ず
、
日
本
古
来
の
法
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て

こ
の
際
、
朝
廷
に
し
て
も
鎖
国
の
考
え
を
改
め
て
、
む
し
ろ
阜
威
を
海
外
に
振
る
い
、
西
欧
各
闘
が
日
本
に
朝
貢
し
て
来
る
よ

う
に
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
急
速
に
航
海
を
開
き
、
武
威
を
海
外
に
振
る
う
よ
う
に
せ
よ
と
の
勅
書
を
幕
府
に

下
せ
ば
、
幕
府
は
そ
れ
を
実
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
国
是
遠
略
は
朝
廷
よ
り
出
て
、
幕
府
が
そ
れ
を
実
行
す
る
体
制

が
整
い
、
た
ち
ま
ち
国
内
一
致
し
て
、
や
が
て
日
本
は
海
外
諮
問
を
圧
倒
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

幕末から維新へ

口
火
州
藩
で
は
、
こ
の
長
井
の
方
策
を
文
久
元
年
一
一
一
月
以
来
、
落
論
と
し
て
い
た
。
藩
主
の
命
を
受
け
た
長
井
は
、
そ
の
年
の

五
月
京
都
に
上
り
、

っ
て
を
た
ど
っ
て
公
ゆ
が
た
ち
の
間
を
説
い
て
回
り
、
議
奏
正
親
町
一
一
一
条
実
愛
を
通
じ
て
、
天
皇
の
も
と
に

先
の
よ
う
な
上
書
を
差
し
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
六
月
二
日
正
親
町
三
条
か
ら
長
井
に
低
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ

第七郊

の
上
蓄
を
熟
読
し
た
天
皇
は
深
く
感
じ
入
り
、
胸
の
中
の
揚
が
初
め
て
晴
れ
た
心
地
が
す
る
と
い
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
朝

廷
側
の
了
解
を
取
り
つ
け
た
長
井
は
、
さ
ら
に

に
下
り
、
幕
閣
を
説
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

担司1
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そ
れ
ま
で
擁
夷
を
主
張
し
て
い
た
は
ず
の
天
皇
や
公
家
が
、
航
海
迷
略
策
に
賛
成
す
る
の
は
一
見
奇
妙
に
み
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
棲
夷
論
も
、
欧
米
諮
問
問
と
の
関
係
を
ま
っ
た
く
拒
否
し
よ
う
と
い
う
論
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
安
政
の
大
獄
で
処
刑
さ
れ
た
、
代
表
的
接
英
論
者
の

人
で
あ
る
士
口
問
松
陰
は
、
安
政
支
年
（
一
八
五
人
）
五
月
、

朝
廷
あ
て
の
建
自
に
お
い
て
、
連
問
し
の
言
い
方
な
が
ら
朝
廷
の
態
度
を
鎖
国
に
こ
だ
わ
る
も
の
と
批
判
し
、
万
閣
に
航
海
し
、

自
問
強
兵
の
大
策
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
条
約
勅
許
問
題
に
か
か
わ
っ
て
朝
廷
内
部
で
頭
角
を
現
し
つ

つ
あ
っ
た
岩
倉
具
視
も
、
向
じ
こ
ろ
の

で
、
い
ず
れ
十
分
に
武
備
を
整
え
た
後
は
、
こ
ち
ら
か
ら
進
ん
で
交
易
を
聞
き
、

同
欧
諮
問
へ
も
使
節
を
一
派
泣
す
る
よ
う
建
策
し
て
い
た
。

つ
ま
り
問
題
は
、
あ
く
ま
で
も
関
係
の
結
び
方
な
の
で
あ
る
。
幕
府
に
よ
っ
て
現
実
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
関
係
は
、
武
力

に
よ
る
威
圧
に
屈
し
、
日
本
の
独
立
を
損
な
い
か
ね
な
い
知
一
一
時
的
な
も
の
と
…
般
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
蝶
夷
識
と
は
、

そ
う
し
た
あ
り
方
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、

日
本
側
が
主
体
性
と
主
導
権
を
持
ち
、
間
欧
列
強
を
圧
倒
で
き
る
よ
う
な
関
係
を

結
ぶ
こ
と
を
主
張
し
た
論
で
あ
っ
た
。
長
井
の
航
潟
遠
略
策
も
、
広
く
は
そ
の
範
隔
に
入
る
議
論
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
関
係

止
な
実
現
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
提
起
し
た
も
の
と
い
え
る
。
朝
廷
側
が
賛
成
す
る
の
は
む
し
ろ
当
然
な
の
で
あ
る
。

江
戸
に
下
っ
た
長
井
は
、
七
月
か
ら
久
世
・
安
藤
に
会
っ
て
、
幕
府
側
の
対
応
を
要
請
し
た
。
大
局
的
な
政
策
に
窮
し
て
い

た
久
世
ら
は
、
長
井
の
献
策
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
、
具
体
化
に
つ
い
て
は
長
州
藩
の
周
旋
に
ゆ
だ
ね
る
と
し
た
。
型
文
久
二
年

二
月
、
幕
府
は
長
井
止
を
江
戸
域
中
に
招
き
、
公
式
に
…
長
州
藩
主
毛
利
慶
殺
に
周
旋
を
依
頼
す
る
旨
を
告
げ
た
。
長
井
は

京
都
に
入
り
、
い
よ
い
よ
最
終
的
な
活
動
に
取
り
か
か
っ
た
。

890 員＇Di＇京~；~米の主i：会



島
津
久
光
の

幕
政
改
革

政
局
が
…
い
た
州
滞
の
主
導
で
進
む
か
に
み
え
た
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
文
久
一

j丘

月
十
六
日
、
島
津
久
光
は
千

i止

人
余
り
の
藩
兵
を
率
い
て
上
京
の
途
に
つ
い
た
。
ん
大
政
五
年
七
月
に
急
死
し
た
斉
彬
の
弟
久
光
は
、
少
年
藩

る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

主
茂
久
の
実
父
と
し
て
務
政
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
が
、
無
位
無
官
の
身
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
兵
を
率
い
て
上
京
す

j並史総出

久
光
上
京
の
目
的
は
朝
廷
を
協
慨
し
て
、
幕
府
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
改
革
要
求
を
突
き
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

安
政
の
大
獄
以
来
ま
だ
解
か
れ
て
い
な
い
公
家
・
大
名
ら
の
処
分
を
解
く
こ
と
、
松
平
慶
、
氷
を
大
老
に
、

橋
慶
喜
を
将
家
後

見
職
に
そ
れ
ぞ
れ
就
け
る
こ
と
、
対
外
問
題
に
つ
い
て
は
天
下
の
公
論
を
も
っ
て
決
定
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

四
月
十
六
日
、
近
衛
忠
麗
ら
に
謁
し
た
久
光
は
、
上
京
の
理
出
を
説
明
し
、
朝
廷
の
許
可
を
求
め
た
。
朝
廷
は
こ
れ
を
い
れ
、

六
月
七
日
勅
使
大
原
市
一
徳
は
久
光
…
行
と
と
も
に
江
戸
に
入
り
、
兵
力
を
背
景
と
し
て
改
革
を
強
硬
に
要
求
し
た
。
す
で
に
朝

幕末から維新へ第七節

廷
の
命
を
招
む
力
を
失
っ
て
い
た
幕
府
は
、
七
月

日
に
な
っ

I縫F罪法浜ヌj>:~！Jiの門

て
や
む
な
く
こ
れ
を
認
め
、

橋
慶
惑
が
将
軍
後
見
職
に
、
松

平
底
、
水
が
一
新
設
の
政
事
総
裁
職
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
久
光
の
目
的
は
と
り
あ
え
ず
述
せ
ら
れ
た
。
こ
れ

は
、
も
と
も
と
亡
兄
斉
彬
の
遺
士
山
を
継
ぐ
こ
と
を
掲
げ
て
い
た

！写真 180

久
光
自
’
身
に
よ
る

J
暴
政
」
へ
の
介
入
で
あ
り
、
そ
の
結
果
鹿

寄
ら
が
後
見
職
な
ど
に
在
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
っ
て

斉
彬
ら
が
め
ざ
し
た
体
制
が
ま
が
り
な
り
に
も
実
現
し
始
め
た
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よ
う
に
み
え
た
。

破
約
嬢
宙
開
議

へ
の
転
換

こ
の
よ
う
に
醸
摩
藩
の
力
で
政
局
が
二
九
に
け
y
l
ド
さ
れ
は
じ
め
る
と
、
そ
れ
ま
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た

口
火
州
藩
の
航
海
遠
略
策
は
、
逆
に
た
ら
ま
ち
影
が
薄
く
な
っ
た
。
兵
力
を
伴
わ
な
い
周
旋
活
動
は
、
し
ょ
せ

ん
影
響
力
が
弱
い
の
で
あ
る
。

こ
の
情
勢
を
み
た
久
坂
玄
瑞
・
桂
小
五
郎
ら
を
中
心
と
す
る
長
州
藩
内
の
擁
夷
派
は
、
長
井
雅
楽
を
「
好
物
L

と
し
て
激
し

く
攻
撃
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
久
坂
ら
に
よ
れ
ば
、
開
国
策
を
論
ず
る
前
に
、
国
内
体
制
を
そ
れ
に
耐
え
得
る
よ
う
強
閤
に
し

て
お
か
な
け
れ
ば
、
幕
府
の
や
り
方
に
迎
合
す
る
こ
と
に
な
る
ば
か
り
か
、
最
後
は
外
国
に
乗
ぜ
ら
れ
る
結
果
に
な
る
だ
ろ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。

七
月
六
日
、
京
都
長
州
藩
邸
に
お
い
て
世
子
毛
利
定
広
以
下
、
在
京
の
家
老
・
重
臣
ら
に
よ
る
大
会
議
が
賭
か
れ
た
。
そ
の

結
果
、
航
海
遠
略
策
を
一
転
し
て
投
げ
捨
て
、
条
約
を
破
っ
て
で
も
擁
夷
を
決
行
す
る
と
い
う
破
約
擁
夷
論
に
藩
論
を
大
転
換

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
長
井
は
や
が
て
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
長
州
藩
は
朝
廷
に
対
し
て
、
少
壮
公
家
の
一
一
一
条
実
美
ら
を
通
じ
て
猛
烈
な
働
き
か
け
を
行
い
、
朝
廷
を
も
破
約
按
策

論
で
統

つ
い
で
悶
八
月
二
十
七
日
、
藩
主
毛
利
慶
親
に
対
し
て
、
接
夷
実
行
に
向
け
、
幕
府
と
交
渉
に
当
た
れ
と
い

さ
せ
、

う
勅
一
請
が
発
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
九
月
二
十
一
日
、
一
一
一
条
実
美
・
姉
小
路
公
知
の
二
名
が
勅
使
と
し
て
江
戸
に
下
り
、
幕
府
に

擁
夷
実
行
な
督
促
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
間
八
月
七
日
、
大
原
重
徳
と
と
も
に
京
都
に
戻
っ
て
い
た
島
津
久
光
は
、
破
約
擁
夷
に
反
対
し
た
が
、
朝
廷
に
深

く
食
い
込
ん
だ
長
州
藩
の
力
に
対
抗
で
を
ず
、
同
月
二
十
一
日
不
満
を
抱
き
な
が
ら
鹿
児
島
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
長
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州
藩
は
、
政
局
の
主
導
権
を
薩
摩
溶
か
ら
奪
い
返
す
こ
と
に
も
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
長
州
藩
が
決
定
さ
せ
た
破
約
撰
夷
論
は
、
西
欧
列
強
会
｝
庄
僻
で
き
る
よ
う
な
関
係
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
幕
府
が
結
ん
だ
条
約
な
、
い
っ
た
ん
は
す
べ
て
取
り
消
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
列
強

と
の
戦
争
も
辞
さ
ず
、
む
し
ろ
戦
争
に
な
れ
ば
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
す
べ
て
の
領
主
階
級
が
結
集
で
き
る
よ
う
な
園
内

体
制
を
作
る
展
望
が
急
速
に
開
け
る
に
違
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
現
実
に
は
無
謀
と
も
い
え
る
が
、

列
強
に
対
す
る
な
か
ば
本
能
的
な
恐
怖
感
と
あ
い
ま
っ
て
、
公
家
や
武
士
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
各
関
の
人
々
の
心
を
広
く
と
ら

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

将
軍
上
洛
と
摂

海
防
衛
問
題

勅
使
一
ニ
ー
条
実
品
一
一
一
〈
・
姉
小
路
公
知
は
、
十
月
ニ
十
七

に
着
き
、
十
一
月
二
十
七
日
江
戸
城
大
広
間
で

将
軍
家
茂
に
接
夷
替
捉
の
勅
書
な
授
け
た
。
家
茂
は
十
二
月
五
日
、
勅
替
の
趣
を
か
し
こ
み
詳
細
に
つ
い

て
は
上
京
の
う
え
改
め
て
答
え
る
旨
を
回
答
し
た
。

あ
け
て
文
久
一
二
年
二

の
兵
力
を
率
い
て
江
戸
城
止
を

日
、
将
軍
家
茂
は
者
中
水
野
忠
結
・
板
倉
勝
静
ら
を
従
え
、

立
ち
、

日
入
京
し
た
。
将
軍
上
洛
は
寛
永
年
間
の
一
一
一
代
家
光
以
来
、
実
に
二
一
一
一

O
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
前

者五米から維新へ

後
し
、
朝
廷
か
ら
の
命
令
に
応
じ
て
語
大
名
が
続
々
と
入
京
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ム
マ
や
朝
廷
は
政
治
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
幕
ι
肘
が
恐
れ
て
い
た
の
は
、
将
軍
の
上
洛
を
機
会
に
、
朝
廷
が
諸
大
名
に
直
接
命
令
を
下
す
事
態
が
、

第七節

ま
す
ま
す
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
将
箪
よ
り
ひ
と
足
早
く
、
一
一
一
月
五
日
参
内
し
た
後
見

職
一
橋
慶
喜
は
、
擁
英
実
行
と
引
き
換
え
に
こ
れ
ま
で
通
り
将
軍
に
政
務
を
委
任
す
る
と
の
勅
書
を
取
り
つ
け
た
。
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そ
の
う
え
で
家
茂
は
同
七
日
に
参
内
し
、
政
務
委
任
の
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
掠
爽
の
実
行
つ
ま
り
国
交
断
絶
の
実
施
を

っ
た
。
朝
廷
は
さ
ら
に
そ
の
突
行
期
日
を
確
定
す
る
よ
う
求
め
、
幕
府
は
よ
う
や
く
凶
月
ニ
十
日
に
い
た
っ
て
、
そ
れ
を
五

月
十
日
と
答
え
、
そ
の
旨
を
諸
大
名
に
も
述
し
た
。

つ
い
で
家
茂
は
間
二
十
二
日
、
江
戸
に
残
っ
て
い
た
幕
府
者
中
に
あ
て
按
夷
実
行
の
具
体
化
と
し
て
、
条
約
す
べ
て
取
り
消

し
の
方
針
を
命
じ
た
。
朝
廷
の
命
に
よ
り
貿
易
を
中
止
す
る
か
ら
、
結
館
・
横
浜
・
長
崎
三
潜
に
在
問
中
の
外
国
商
人
ら
も
す

ベ
て
帰
悶
さ
せ
る
よ
う
に
、
各
悶
公
使
と
交
渉
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
命
を
受
け
た
江
戸
の
幕
開
は
騒
然
と
な
っ
た
。

そ
れ
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
の
は
、
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
へ
五
月
八
日
…
橋
臨
海
川
が
戻
っ
て
き
た
。
鹿
惑
は
京
都
の
情
勢
を
伝
え
、
貿
易
中
止
の
や
む
を
得
な
い
こ
と
を
力
説
し

た
。
仕
方
な
く
九
日
に
老
中
格
小
笠
原
長
行
が
横
浜
に
行
き
、
各
悶
公
使
ら
に
一
一
一
港
閉
鎖
・
貿
易
中
止
を
通
告
し
た
。
公
使
ら

は
む
ろ
ん
そ
れ
を
承
知
せ
ず
、
十
化
向
聞
外
国
人
の
強
制
退
去
を
図
る
よ
う
な
ら
、
実
力
を
も
っ
て
自
衛
行
動
に
出
る
と
答
え
た
。

幕
府
の
方
針
は
、
た
ち
ま
ち
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
六
月
に
は
よ
う
や
く
家
茂
が
江
戸
に
帰
っ
て
き
た
が
、
そ

れ
で
事
態
が
好
転
す
る
わ
け
も
な
か
っ
た
。

情
勢
が
こ
の
よ
う
に
進
ん
だ
こ
と
は
、
長
州
藩
か
ら
み
れ
ば
思
惑
通
り
で
あ
っ
た
。
期
日
の
五
月
十
日
長
州
薄
は
た
ま
た
ま

関
門
海
峡
を
通
り
か
か
っ
た
外
閏
船
に
砲
撃
を
浴
び
せ
、
そ
の
後
数
次
に
わ
た
る
擁
夷
戦
争
の
火
ぶ
た
を
切
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
破
約
接
夷
の
決
定
に
伴
っ
て
、
急
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
が
畿
内
の
防
備
す
な
わ
ち
摂
海
（
大
阪
湾
）
の
防
衛

問
題
で
あ
る
。
畿
内
は
台
代
以
来
、
朝
廷
の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
外
夷
に
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
論
で
あ
る
。
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こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
安
政
元
年
九
月
ロ
シ
ア
軍
艦
が
大
坂
沖
に
現
れ

た
と
き
以
来
、
幕
府
も
留
意
し
、
間
十
一
月
以
降
は
彦
根
藩
以
下
九
藩
に
命
じ
て
、

京
都
お
よ
び
摂
海
沿
岸
の
務
備
に
当
た
ら
せ
て
い

こ
の
的
明
石
藩
は
、
明
石
に

砲
台
を
築
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
幕
府
は
、
勘
定
奉
行
石
河
政
平
ら
一

行
を
、
現
地
調
査
の
た
め
翌
年

に
か
け
て
、
伊
勢
湾
な
ら
び
に
摂
海

月
か
ら

に
派
遣
し
、
砲
台
築
造
計
爾
な
ど
を
検
討
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
調
査
団
の

員
に
、
海
市
川
勝
麟
太
郎
、
が
い

海
舟
は
最
新
の
海
防
知
識
を

買
わ
れ
て
、
そ
の
直
前
に
海
防
関
係
担
当
の
下
級
役
人
に
設
用
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

ザコ

潟
市
対
は

に
知
人
に
出
し
た
手
紙
の
な
か
で
、
と
く
に
砲
台
を
設
け
る
場

一
所
に
つ
い
て
は
自
分
の
見
解
が
大
阪
に
採
用
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と
、

い
さ
さ
か

得
意
そ
う

、f
」、
7
h
J
v
o

y
h
v
v
B
V

－J
 

や
が
て
文
久
二
年
間
八
月
、
朝
廷
が
破
約
按
夷
を
決
し
よ
う
と
い
う
情
勢
の
も
と

者五五ミから維新へ

で
、
軍
艦
奉
行
設
に
あ
げ
ら
れ
た
海
市
川
は
、
そ
の
立
場
を
利
し
て
、
摂
海
防
衡
を
手

掛
か
り
に
独
自
の
構
想
に
基
づ
く
海
軍
の
建
設
な
目
指
す
の
で
あ
る
。

神
戸
海
翠
操

練
所
の
部
設

文
久
二
年
十
二
月
、
将
軍
上
洛
に
先
立
ち
軍
艦
顕
動
丸
（
鉄
製
外
輪
船
）
で
大
坂
に
向
か
っ
た
海
舟
は
、
摂
海

防
衛
の
具
体
策
を
た
て
、
新
た
に
兵
康
和
田
帥
・
湊
川
口
・
商
宮
な
ど
の
要
地
に
砲
台
の
築
造
が
進
め
ら
れ

第七節

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
、
海
舟
は
幕
府
と
朝
廷
双
方
の
中
招
に
自
身
の
海
軍
論
を
植
え
付
け
よ
う
と
し
た
。

－H
H
4
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主主

ヰヒ

西

海， 衛戸

海軍操練所略 Eまi

翌
文
久
一
一
一
年
四
月
二
十
五
日
、
将
軍
家
茂
は
順
動
丸
に
乗
り
、
み
ず
か
ら

摂
梅
を
巡
視
し
た
。
海
舟
は
船
上
で
、
海
防
は
海
軍
に
よ
る
し
か
な
い
と
家

茂
を
説
き
、
以
前
か
ら
構
想
し
て
い
た
神
戸
に
海
軍
操
練
所
を
置
く
件
に
つ

い
て
、
将
軍
か
ら
直
々
の
許
可
を
取
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に

二
十
五
日
に
は
、
さ
き
に
擁
夷
督
促
の
勅
使
を
つ
と
め
た
姉
小
路
公
知
を
、

大
坂
か
ら
兵
庫
ま
で
傾
動
丸
に
乗
せ
、
同
じ
よ
う
に
海
軍
の
必
要
性
と
、
接

一
炎
の
不
可
能
を
説
い
た
。

海
舟
は
む
ろ
ん
破
約
按
夷
を
空
論
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
列
強
と
対
等

関 62

の
関
係
に
立
つ
た
め
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
戦
争
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
点
で
は
、
嬢
一
災
論
と
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

抑－
r
－
J

、

ナ
I
ふ
J
y
l
、

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
何
よ
り
も
海
軍
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ

れ
は
幕
府
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

日
本
全
体
の
た
め
の
海
軍
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
海
市
対
の
構
想
で
あ
っ
た
。

解
と
協
力
を
得
て
い
た
。
長
州
議
は
そ
れ
ま
で
幕
府
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
兵
庫
の
警
衡
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
擁
夷
実
行
に
際
し

海
市
刈
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
長
州
薄
按
夷
派
と
も
接
触
し
、
彼
ら
の
理

て
そ
の
任
が
免
除
さ
れ
た
直
後
の
四
月
半
ば
、
朝
廷
に
差
し
出
し
た
建
議
書
の
中
で
、
兵
庫
港
に
つ
海
軍
局
し
を
建
て
、
海
岸

防
禦
の
策
を
検
討
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
い
と
い
う
項
目
を
掲
げ
て
い
た
。
こ
こ
に
そ
の
一
端
が
一
爪
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
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海
舟
の
行
動
は
、
接
夷
派
の
圧
力
を
巧
み
に
利
用
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
兵
庫
港
の
や
や
束
、
神
戸
村
の
船
惨
場
（
船
た
で
場
）
を
含
む
海
岸
に
海
軍
操
練
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

建
物
や
付
属
の
設
備
が
完
成
し
、
運
営
が
開
始
さ
れ
る
の
は
翌
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
で
あ
り
、
近
畿
地
方
に
住
む
旗
本
・

御
家
人
の
子
弟
は
も
ち
ろ
ん
、
西
日
本
の
諸
落
土
か
ら
も
修
行
の
希
盟
者
が
募
ら
れ
た
。
薩
摩
・
土
佐
・
紀
州
な
ど
を
は
じ
め

諸
藩
士
数
十
名
も
入
所
し
、
専
属
の
練
叩
明
日
船
を
用
い
て
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
。
海
舟
の
門
下
と
な
っ
て
い
た
生
佐
の
坂
本
龍
馬

も
、
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
。

海
市
対
の
計
回
で
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
運
営
の
費
用
も
諸
大
名
の
共
間
負
担
と
な
る
べ
き
も
の
で
、
海
市
川
の
後
の
こ
と
ば
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
は
「

大
共
有
之
海
局
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
が
完
全
に
実
現
し
、
さ
ら
に
発
践
し
て
ゆ
け
ば
、
や
が
て
は
国

家
体
制
の
転
換
に
つ
な
が
る
か
も
知
れ
な
か
っ

し
か
し
、
実
現
の
第
一
歩
が
歩
み
出
さ
れ
る
か
に
み
え
た
時
、
す
で
に
背

後
の
政
局
は
大
き
く
変
化
し
始
め
て
い
た
。

八
月
十
八

日
の
政
変

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
朝
廷
は
文
久
一
一
一
年
四
月
幕
府
に
強
要
し
、
擁
爽
期
日
を
五
月
十
日
と
答
え
さ
せ
て
い
た
。

し
か
し
朝
廷
を
そ
の
よ
う
に
誘
導
し
て
い
た
の
は
、
突
は
長
州
藩
嬢
夷
派
と
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
一
一
一
条
突
美
ら

幕末から維新へ

急
進
派
の
公
家
で
あ
り
、
品
不
明
天
皇
自
’
身
は
直
ち
に
按
夷
を
実
行
す
る
こ
と
に
必
ず
し
も
賛
成
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
天
皇

は
、
一
一
一
条
ら
急
進
派
の
行
動
に
よ
っ
て
朝
廷
内
の
秩
序
が
乱
さ
れ
て
い
る
状
況
の
方
を
、
危
険
な
こ
と
と
み
て
重
視
し
て
い
た
。

そ
れ
に
鰐
人
的
に
は
、
京
都
守
護
職
の
会
津
藩
主
松
平
容
保
守
｝
厚
く
…
信
任
し
て
も
い
た
。
京
都
守
護
職
は
前
年
間
八
月
、
京
都

第七ilJ)

の
治
安
維
持
の
目
的
で
幕
府
が
新
設
し
た
機
関
だ
が
、

面
で
は
朝
廷
直
属
に
近
い
性
絡
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
長
州
器
援
夷
派
は
、
天
皇
に
擦
夷
実
行
の
既
成
事
実
を
つ
く
ら
せ
る
た
め
、
大
和
行
幸
を
計
踊
し
た
。
天
皇
が

4
喜一i
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大
和
国
の
神
武
天
皇
陵
に
参
拝
し
て
擁
実
の
成
功
を
祈
願
し
、
あ
わ
せ
て
撰
夷
親
征
の
た
め
軍
議
な
聞
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

事
態
は
八
月
十
三
日
に
い
た
っ
て
、
そ
の
詔
が
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。

」
の
時
に
な
っ
て
も
、

は
大
和
行
幸
に
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。

は
も
っ
と
も
信
頼
す
る
朝
彦
親
王
（
中
川
守
口
）
に
、

一
橋
慶
喜
や
松
平
容
保
が
い
う
よ
う
に
、
軍
備
が
十
分
で
な
い
の
に
外
国
と
戦
争
す
る
の
は
時
期
が
早
い
よ
う
で
あ
る
、
ょ
っ

て
親
征
も
し
ば
ら
く
延
期
し
た
い
、
そ
な
た
は
私
の
考
え
を
体
し
て
よ
き
よ
う
に
事
な
図
れ
、
と
伝
え
た
と
い
う
。

一
方
様
英
派
に
対
し
て
反
繋
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
京
都
守
護
職
の
会
津
藩
は
、
大
和
行
幸
の
詔
が
出
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
陸
摩
藩
と
提
携
し
て
長
州
藩
の
追
放
を
計
調
し
た
。
こ
う
し
て
天
皇
・
朝
彦
親
壬
と
会
津
・
薩
2

版
印
珂
藩
の
狙
い

は
…
致
し
、
五
い
に
迎
絡
を
と
り
合
っ
て
大
が
か
り
な
ク
！
デ
タ
l
計
図
が
進
め
ら
れ
た
。

ヌ；
久

月
十
八
日
未
明
、
会
津
滞
・
薩
摩
藩
を
主
力
と
す
る
幕
府
側
兵
力
が
突
然
御
所
に
入
り
、
そ
の
各
門
を
照
め
て

許
可
者
以
外
の
通
行
を
蒸
し
止
め
た
。

ま
も
な
く
聞
か
れ
た
長
州
系
公
卿
を
除
く
朝
議
で
、
一
一
一
条
実
晴
天
ら
急
進
派
の
参
朝
禁
止

が
決
定
さ
れ

つ
い
で
長
州
法
に
対
し
て
も
、
す
べ
て
の
兵
力
を
藩
地
に
引
き
あ
げ
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。

長
州
務
保
は
ク
ー
デ
タ
ー
…
…
計
阿
を
ま
っ
た
く
察
す
る
こ
と
が
で
き
や
す
、
完
全
に
敗
北
し
た
。
二
六

O
O人
に
の
ぼ
る
長
州
藩

勢
は
十
九
日
、

三
条
ら
七
人
の
公
卿
と
と
も
に
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
を
官
民
州
め
ざ
し
て
落
ち
て
い
っ
た
。
大
和
行
幸
は
中
止

さ
れ
、
さ
ら
に
二
十
六
日
、

は
松
一
千
容
保
以
下
在
京
諸
大
名
を
呼
び
、

「
こ
れ
ま
で
は
か
れ
こ
れ
真
偽
一
小
分
切
の
儀
こ
れ

あ
り
候
え
ど
も
、
さ
る
十
八
日
以
後
中
し
い
で
候
儀
は
真
実
践
の
存
意
」
で
あ
る

局

叩

O

J
’れ

参
与
会
議
と

そ
の
解
体

ム
災
前
上
は
安
定
を
取
り
戻
し
た
か
に
み
え
る
京
都
で
は
、
薩
摩
薄
が
一
挙
に
勢
力
な
盛
り
返
し
た
。
朝
廷
か

ら
の
命
令
に
接
し
た
島
沖
久
光
は
、
直
ち
に
一
万
人
以
上
に
及
ぶ
兵
力
を
率
い
て
、
十
月

日
京
都
に
入
つ
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久
光
は
こ
の
機
会
に
有
力
大
名
な
京
都
に
集
め
、
国
政
を
合
議
す
る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
先
に

久
光
が
幕
府
に
要
求
し
て
実
現
さ
せ
た
改
革
の
内
容
を
さ
ら
に
発
燥
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
久
光
は
、

か
つ
て
の

雪
氏
こ

ふ
糸
川

v
w
V
1
f

あ
た
る
福
井
簿
松
一
千
産
、
氷
＊
土
佐
藩
山
内
容
堂
・
宇
和
島
薄
伊
達
宗
城
（
い
ず
れ
も
前
球
主
）
に
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
一
橋
慶
喜
、

さ
ら
に
将
京
家
茂
を
も
再
び
京
都
に
呼
び
寄
せ
よ
う
と
し
た
。

）
う
し
た
薩
摩
藩
の
工
作
の
結
果
、
十

日

躍
、
氷
・
終
堂
・
宗
城
お
よ
び
松
平
容
保
が
朝
廷
か
ら
参
与
と

い
う
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
久
光
は
翌
年
一
月
十
一
一
一
段
任
命
）
。

、
－
ヘ
ノ
ぷ
ふ

l
i
t
 

の
諮
問
機
関
で
あ
る
Q

）
の
参
与
会
議
は
擦
夷
は
到
底

不
可
能
と
す
る
点
で
、
お
お
む
ね

致
し
て
い

と
こ
ろ
が
、
翌
元
治
元
年

月
十
五
日
家
茂
が
上
京
し
て
き
た
頃
か
ら
、

一
橋
耐
従
事
が
窓
口
け
ん
を
変
え
、
横
浜
鎖
港
を
主
張
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
で
に
前
年
九
月
以
来
、
老
中
水
野
忠
精
・
紋
倉
勝
紛
ら
幕
閣
の
主
流
は
、

の
閉
鎖
に
か
え
て
横
浜

の
み
を
閉
鎖
す
る
こ
と
で
、
朝
廷
の
意
向
と
の
仰
に
妥
協
点
、
を
見
出
そ
う
と
す
る
方
針
な
採
っ
て
い
た
。
朝
廷
は
、
直
ち
に
戦

争
に
な
る
よ
う
な
形
で
の
擁
夷
実
行
こ
そ
あ
き
ら
め
た
が
、
一
ニ
港
閉
鎖
・
貿
易
中
止
の
要
求
は
あ
い
変
わ
ら
、
ず
続
け
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
政
局
の
主
導
権
を
取

薩
摩
藩
の
リ
i
ド
に
ば
か
り
任
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う

め
に
は
、

;f(~:;jミから維新へ

思
惑
も
あ
る
。
後
見
職
慶
喜
も
幕
府
の
一
員
と
し
て
、
幕
開
の
方
針
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
横
浜
鎖
措
を
め
ぐ
っ
て
、

ほ
か
の
参
与
が
対
立
し
た
結
果
、

一
月
上
旬
か
ら

月
半
ば
に
か
け
参
与
会
議
は
分

裂
し
、
あ
っ
け
な
く
解
体
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
政
治
運
動
に
お
い
て
、
大
名
個
人
レ
ベ
ル
の
合
議
と
い
う
形
式
が
持
つ
隈

第七jfjj

山
介
を
示
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
以
昨
、
薩
摩
藩
の
限
郷
降
燦
や
大
久
保
利
通
な
典
型
と
す
る
よ
う

な
家
百
レ
ベ
ル
の
動
き
が
、
そ
の
大
名
家
全
体
を
代
表
す
る
形
で
政
局
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
d
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i二台場で、の大砲試射（「制！な之友J)

破
約
援
策

論
の
破
綻

そ
の
頃
い
っ
た
ん
滞
地
に
追
い
落
と
さ
れ
て
い
た
長
州
藩
揺
夷
派
は
、
勢
力
説
回

の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
。
藩
内
で
は
前
年
以
来
の
接
英
戦
争
に
際
し
、
正
規

の
兵
力
を
補
う
た
め
、
武
士
だ
け
で
は
な
く
農
商
を
も
散
員
と
す
る
奇
兵
隊
・
遊
撃
隊
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
諮
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
こ
れ
ら
諸
践
が
中
心
と
な
っ
て
、
兵
力
を
も
っ
て

京
都
に
攻
め
上
ろ
う
と
い
う
進
発
論
が
、
滋
ん
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

桂
小
五
郎
・
久
坂
玄
瑞
・
高
杉
晋
作
ら
の
指
導
部
は
、
そ
う
し
た
進
発
論
を
時
期
が
適
当
で
な

い
と
し
て
、

か
ろ
う
じ
て
押
さ
え
込
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
元
治
元
年
六
月
五
日
、
京
都
の
旅
館

池
田
屋
で
ひ
そ
か
に
会
合
を
聞
い
て
い
た
長
州
藩
土
・
長
州
系
浪
士
が
、
一
新
選
組
を
主
力
と
す
る

'JJ-1＇〔 182

幕
府
方
に
襲
わ
れ
て
全
滅
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。

こ
の
却
械
を
う
け
た
長
州
藩
内
で
は
進
発
論
が
一
気
に
沸
騰
し
、
朝
廷
に
対
す
る
嘆
顕
を
名
目
と

諜
摩
帯
を
退
け
て
、
京
都
で
の
勢
力
を
回
復
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
て
、

つ
い
に
家
老
悶
司
信
濃
ら
が
兵
を
率
い
て
上
京
を
開
始
し
た
。
真
の
目
的
は
、
会
津
滞
・

七
月
十
八
臼
夜
半
、
待
ち
か
ま
え
て
い
た
会
津
・
藤
摩
両
落
を
は
じ
め
と
す
る
幕
府
側
と
の
問
に
、
戦
端
が

mmか
れ
た
。
御

所
の
近
辺
で
激
し
い
戦
協
が
行
わ
れ
た
す
え
、
十
九
日
に
は
長
州
勢
の
敗
北
が
は
っ
き
り
し
た
。
敗
北
を
悩
っ
た
久
坂
は
、
燃

え
あ
が
る
臆
司
邸
の
庭
で
寺
島
忠
三
郎
と
刺
し
違
え
て
死
ん
だ
。

い
わ
ゆ
る
禁
門
の
変
で
あ
る
。

率
兵
上
京
が
完
全
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
長
州
藩
を
、
さ
ら
に
新
た
な
衝
撃
が
襲
っ
た
。
様
夷
行
動
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
・
フ

一
フ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
凹
カ
悶
州
連
合
艇
隊
の
下
関
報
復
攻
撃
で
あ
る
。
八
月
五
J
六
日
に
戦
わ
れ
た
こ
の
戦
闘
も
、
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長
州
側
の
完
敗
に
終
わ
り
、

間
カ
国
側
と
の
聞
に
下
関
海
峡
通
過
保
障
な
ど
の
条
項
を
含
む
講
和
協
定
が
結
ば
れ
た
。
そ
の
後
、

長
州
藩
は
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
点
は
前
年
七
月
、
鹿
児
島
湾
で
イ
ギ
リ
ス
般
践
と
戦

っ
た
薩
摩
藩
も
同
様
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
長
州
藩
は
、
対
内
・
対
外
の
戦
い
に
と
も
に
敗
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
長
州
議
が

て
き
た
破
約
接
夷
論
の

最
終
的
な
破
綻
を
意
味
し
、
そ
の
後
の
政
問
仰
は
、
別
の
原
理
を
軸
と
し
て
、
新
た
な
展
開
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

3 

幕
府
の
倒
壊
と
兵
庫
開
港

等
権
強
化
の
動
き

と
第
一
次
征
長

参
与
会
議
の
解
体
と
長
州
藩
撰
夷
派
の
壊
滅
に
よ
っ
て
、
幕
府
は
大
老
弁
伊
の
暗
殺
以
来
押
さ
れ
る
一

方
だ
っ
た
体
勢
を
や
や
持
ち
夜
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
と
と
も
に
幕
府
内
部
で
は
、
こ
の
機
会
に
幕

府
の
権
力
を
一
舟
び
強
化
し
、
あ
く
ま
で
も
徳
川
家
を
中
心
と
す
る
新
た
な
国
家
体
制
を
築
き
あ
げ
よ
う
と
す
る
勤
き
が
次
第
に

明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

幕末から維新へ

そ
の
動
き
を
代
表
す
る
の
は
、

一
方
で
は
一
橋
慶
喜
で
あ
り
、
ま
た
他
方
で
は
勘
定
奉
行
小
栗
忠
瓶
ら
で
あ
る
。
慶
喜
は
参

与
会
議
の
の
ち
、
将
軍
後
見
職
を
辞
任
し
、
州
制
径
か
ら
禁
裏
守
衛
総
督
兼
撰
海
防
禦
指
揮
と
い
う
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

ま
り
慶
喜
ば
、
事
実
上
朝
廷
の
阻
下
に
近
い
立
場
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
以
前
に
も
ま
し
て
朝
廷
内
部
の
意
思
決
定
に
強
い
力

第七節

を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
小
栗
は
、

フ
ラ
ン
ス
公
使
レ
オ
ン
日
ロ
ッ
シ
ュ
と
結
ん
で
、
横
須
賀
製
鉄
所
（
造
船
所
）
の
建

設
な
ど
軍
事
力
の
強
化
を
通
じ
て
幕
権
の
閥
復
を
目
指
そ
う
と
す
る
親
仏
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。

口
ッ
シ
ュ
は
元
治
元
年

Ut 近Eを§I::縦割
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も
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

海E衣；討の｛内c(Jl初段JiJ・撲さ主）

（
一
八
六
四
）

両
躍
に
接
近
を
関
る
イ
ギ

に
着
任
し
て
以
来
、

リ
ス
に
対
抗
し
て
、
対
日
外
交
の
主
導
権
を
掘
る
た
め
、
幕
府
に
協
力

す
る
方
針
を
採
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
幕
権
強
化
派
が
幕
府
内
部
で
力
を
持
ち
は
じ
め
る
と
、
さ

き
の
勝
海
舟
に
み
ら
れ
た
ご
大
共
有
之
海
局
L

の
よ
う
な
構
想
が
欽

'q:n 1s3 

迎
さ
れ
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
海
’
舟
は
禁
門
の
変
の
閲
カ
月
後

の
一
万
治
元
年
十
一
月
、
急
に
江
戸
に
呼
び
戻
さ
れ
、
軍
艦
奉
行
の
役
を

召
し
あ
げ
ら
れ
た
う
え
謹
慎
さ
せ
ら
れ
、
ま
も
な
く
神
戸
海
軍
操
練
所

禁
門
の
変
の
肉
一
後
、
朝
廷
は
長
州
務
を
「
朝
敵
し
と
し
、
長
州
藩
主
父
子
の
官
位
を
奪
い
、
幕
府
に
そ
の
討
伐
を
命
じ
た
。

幕
府
は
問
問
A

二
滞
に
出
戸
川
（
を
命
じ
、
こ
こ
に
第
一
次
征
長
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
征
長
訴
に
あ
っ
て
大
き
な
影
響
力
を
ふ
る
っ
た
の
は
、
征
長
総
省
府
の
参
謀
と
な
っ
た
薩
a

停
滞
の
凶
郷
降
盛
で
あ
る
。

西
郷
は
当
初
、
本
気
で
庶
民
州
藩
を
壊
滅
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
九
月
十
一
日
、
失
脚
寸
前
の
勝
海
市
川
と
会

改
め
て
つ
共
和
政
治
」

（諮

大
名
令
議
）
の
必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

見
し
た
西
郷
は
そ
の
考
え
を
改
め
た
。
海
市
刈
は
幕
府
の
内
情
を
洗
い
ざ
ら
い
同
郷
に
打
ち
明
け
、
つ
い
つ
ま
で
も
共
和
政
治
な
や

暗
4
W
川叩土、

；
i
f
 
海
舟
の
構
想
の
深
さ
に
感
銘
を
う
け
、

幕
府
を
助
け
る
こ
と
に
な
り
、

り
通
し
中
さ
ず
で
は
相
済
み
申
す
ま
じ
く
L

と
大
久
保
に
あ
て
て
書
い
て
い
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
長
州
漆
を
つ
ぶ
す
こ
と
は

っ
共
和
政
治
L

の
実
現
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
な
ら
な
い
。
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西
郷
は
そ
の
後
、
征
長
を
妥
協
的
に
終
わ
ら
せ
よ
う
と
事
を
運
ん
だ
。
一
い
災
州
藩
側
は
、
禁
門
の
変
の
支
任
者
と
し
て

人
心つ

家
者
を
防
抱
さ
せ
、
征
自
民
軍
巡
見
使
の
領
内
巡
見
を
受
け
入
れ
て
、
こ
れ
に
応
じ
た
。
元
治
元
年
十
二
月
二
十
七
日
、
征
長
総

督
徳
川
底
勝
（
も
と
尾
町
筑
波
主
）
は
長
川
器
の
降
伏
を
見
届
け
た
と
し
て
、
従
家
諮
藩
に
兵
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ

う
し
て
今
閉
の
征
長
は
、
戦
火
を
交
え
る
こ
と
な
く
ひ
と
ま
ず
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
長
州
藩
内
で
は
、
幕
府
に
対
処
す
る
方
針
を
め
ぐ
っ
て
、
諸
時
体
な
基
盤
と
す
る
政
派
と
藩
政
府
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す

る
政
派
と
の
開
で
抗
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ

し
か
し
怒
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
一
一
一
月
に
は
、
そ
れ
も
ひ
と
と
お
り
決
着
が
つ

き
、
武
備
を
整
え
て
待
機
す
る
と
い
う
っ
武
備
恭
順
」
の
方
針
が
確
定
し
た
。

五
月
に
は
、
禁
門
の
変
以
来
藩
外
に
港
ん
で
い

た
怯
小
五
郎
が
帰
藩
し
て
事
実
上
の
指
導
者
の
地
位
に
つ
き
、
さ
ら
に
藩
内
を
溜
め
て
い
っ
た
Q

征
長
が
こ
う
し
た
形
で
終
わ
り
、
口
火
州
藩
が
そ
の
後
も
対
抗
の
姿
勢
な
強
め
て
い
た
こ
と
は
、
幕
府
に
と
っ
て

将
翠
進
発

望
ま
し
い
事
態
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
幕
藩
体
制
下
で
は
、
大
名
の
領
地
を
増
減
し
た
り
、
所
替
え
を
し

た
り
、
お
る
い
は
改
易
し
た
り
す
る
こ
と
は
幕
府
の
主
要
な
権
限
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
長
州
藩
に
つ
い
て
も
、
ど

の
よ
う
な
処
分
に
付
す
る
か
は
、
幕
府
が
自
由
に
決
定
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

;fJ;;jミから総:mへ

と
こ
ろ
が
っ
共
和
政
治
し
を
め
ざ
す
磁
摩
藩
な
ど
は
、
そ
の
長
州
処
分
を
諸
大
名
の
合
議
で
決
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
幕
府
は
主
嬰
な
権
限
な
失
っ
て
、

た
だ
の
一
大
名
徳
川
家
に
近
く
な
り
、

っ
共
和
政
治
」
進
展
の

第
一
歩
に
な
る
だ
ろ
う
。
対
外
問
題
へ
の
対
処
に
端
を
発
し
た
体
制
変
革
の
動
き
は
、
口
火
州
処
分
を
て
こ
と
し
て
、
問
問
一
八
体
的
な

第七i治

国
内
体
制
の
問
題
に
及
び
始
め
た
。

幕
府
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
諜
2

序
簿
な
ど
の
動
き
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
対
抗
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る

111: j校隊長~j稲邸903 



の
は
、
現
実
の
政
治
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
京
都
に
、
と
に
か
く
将
市
・
老
中
以
下
の
幕
府
中
枢
が
、
兵
力
を
率
い
て
梁
り

込
む
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
は
そ
の
名
目
を
作
る
た
め
、
長
州
藩
に
つ
容
易
な
ら
ざ
る
企
て
」
が
あ
る
と
し
て
、
慶
応
一
五
年
四
月

長
州
再
彼
の
た
め
将
軍
み
ず
か
ら
進
発
す
る
こ
と
を
触
れ
出
し
た
。

そ
し
て
間
五
月
将
軍
家
茂
は
一
一
一
度
目
の
上
洛
を
は
た
し
、

つ
い
で
大
坂
城
に
入
り
、
こ
こ
を
征
交
の
前
進
基
地
と
し
た
。

か
し
、
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
動
き
は
、
再
征
の
名
分
が
明
ら
か
で
な
い
と
す
る
誇
大
名
側
の
反
発
を
呼
ん
だ
。
幕
権
強
化
派
の

小
栗
ら
は
、
こ
の
長
州
征
討
を
手
は
じ
め
に
、

い
ず
れ
は
議
摩
以
下
の
諸
大
名
を
も
滅
ぼ
し
、
徳
川
家
を
中
心
と
す
る
中
央
集

権
体
制
を
樹
立
す
る
と
い
う
構
想
さ
え
も
っ
て
い
た
と
い
う
。
公
然
た
る
名
分
が
立
た
な
い
の
は
、
当
然
な
の
で
あ
る
。

防
災
州
問
題
に
か
か
わ
る
幕
府
と
薩
摩
藩
と
の
攻
防
は
、
ま
ず
一
長
州
再
征
の
勅
許
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
西
郷
・
大
久
保

ら
は
、
名
分
の
な
い
河
征
に
勅
許
を
下
す
べ
き
で
は
な
い
と
朝
廷
側
に
働
き
か
け
た
。
九
月
二
十
一
日
、
幕
府
が
一
一
樹
皮
惑
の

活
眼
で
勅
許
を
得
る
こ
と
に
成
功
す
る
と
、
激
怒
し
た
大
久
保
は
朝
彦
親
王
に
向
か
っ
て
、

「
朝
廷
も
こ
れ
か
ぎ
り
」

放
ち
、
ま
た
同
郷
に
あ
て
た
手
紙
で
、
こ
の
よ
う
な
っ
非
義
の
勅
命
し
は
勅
命
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
従
う
必
要
は
な
い
と
諜

き
送
っ
た
。
彼
ら
の
問
で
は
、
す
で
に
朝
廷
の
命
令
と
は
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
論
理
が
生
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

幕
府
が
長
州
蒋
征
の
勅
許
を
得
る
前
後
、
も
う
一
つ
の
新
た
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
九
月
十
六
日
、
イ
ギ
リ

条
約
勅
許

ス
公
使
ハ
リ
！
日
パ

i
グ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ
シ
ュ
は
じ
め
プ
メ
ワ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
を
含
む
四
カ
国
代
表

が
、
九
隻
の
軍
献
を
つ
ら
ね
て
兵
庫
沖
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
将
軍
が
大
坂
に
滞
在
す
る
機
会
に
、
京
都
に
も

箪
率
的
な
圧
力
を
加
え
て
、
懸
案
の
条
約
勅
許
を
一
挙
に
実
現
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

904 
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外
国
艦
誌
に
兵
庫
沖
ま
で
侵
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
朝
廷
に
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
恐

怖
を
与
え
た
。
十
月
一
日
将
軍
家
茂
は
、
今
防
戦
と
な
っ
て
は
と
て
も
勝
利
は
お
ぼ
つ

か
な
い
と
し
、
速
や
か
に
勅
許
を
下
さ
れ
る
よ
う
に
願
い
出
た
。

橋
陵
高

引
日
か
ら

松
平
容
保
・
小
笠
原
長
行
ら
の
幕
府
方
、
そ
れ
に
招
集
さ
れ
た
在
京
諸
藩
代
表
を
交
え

て
朝
議
が
聞
か
れ
た
。

こ
の
時
も
礎
摩
藩
の
大
久
保
ら
は
、
現
在
の
条
約
は
幕
府
が
勝
手
に
結
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
公
議
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
な
い
以
上
勅
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し

た
。
し
か
し
慶
喜
は
関
白
ニ
条
斉
敬
ら
朝
廷
側
に
対
し
、
戦
ゃ
に
な
っ
て
敗
れ
た
場
合

の
責
任
が
取
れ
る
の
か
と
迫
っ
た
。
五
日
夜
孝
明
天
皐
は
つ
い
に
条
約
勅
許
を
決
断
し

た
。
た
だ
し
、
こ
の
勅
許
に
際
し
て
も
、
兵
庫
開
港
だ
け
は
依
然
と
し
て
差
し
止
め
ら

れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
幕
府
は
長
州
市
汁
征
に
続
き
、
安
政
五
年
（
一
八
五
人
）
以
米
悩
ま
さ
れ
続
け

幕末から維新へ

批

鹿児島沖の外国軍総erイラストレイテッド・
ロンドγ ．ニューズ」〉

近歴史総理

写真 184

て
き
た
条
約
の
勅
許
を
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
将
軍
進
発
す
な
わ
ち
幕
府
中
枢
の
京
都
移
転
も
、
そ
れ
な
り
に
成
果

を
あ
げ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
朝
廷
の
命
と
は
い
っ
て
も
必
ず
し
も
絶
対
で
は
な
い
と
す
る
薩
，
摩
藩
を
は
じ
め
、
諸
大

第七節

て
い
く
の
で
あ
る
。

名
勢
力
は
も
う
引
き
下
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
く
に
藤
摩
藩
は
、
以
後
幕
府
と
対
決
す
る
姿
勢
を
ま
す
ま
す
切
ら
か
に
し

905 



薩
長
盟
約
と

第
一
一
次
征
長

薩
摩
務
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
反
附
で
い
い
に
州
機
と
の
提
携
を
凶
る
こ
と
で
あ
っ
た
9

州
民
ム
郎
元
年
十
一
月
頃
か
ら
、

幕
府
が
よ
う
や
く
長
州
処
分
の
決
定
に
む
け
て
動
き
だ
し
た
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の
都
合
の
よ
い
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
幕
府
の
方
針
に
よ
れ
ば
、
長
州
の
処
分
は
、
落
主
の
塾
蹄
隠
居
・
佐
子
の
督
府
・
領
地
の
う
ち
十
万
石
没
収
と
い

う
内
容
で
、
長
州
藩
が
そ
の
処
分
な
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
理
由
に
一
丹
征
の
軍
を
向
け
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
情
勢
を
み
て
四
郷
ら
は
、
長
州
蒋
の
中
心
人
物
と
京
都
で
斑
接
会
談
す
る
こ
と
を
計
闘
し
た
。
十
二
月
、
薩
摩
藩
の
使

者
と
し
て
閉
山
間
清
隆
が
山
口
に
赴
き
、
代
表
の
上
京
を
求
め
た
。
長
州
寵
内
は
紛
糾
し
た
。
薩
摩
藩
は
会
津
落
と
と
も
に
、
文

久

（
一
八
六
一
一
一
）
以
米
、
長
州
を
痛
め
つ
け
て
き
た
当
の
相
手
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
年
後
半
に
は
藤
摩
務
も
土
佐
浪
士
坂

本
龍
馬
・
中
岡
慎
太
郎
の
仲
介
を
通
じ
て
、
長
州
市
消
が
外
国
製
の
軍
舵
や
小
銃
を
買
い
入
れ
る
た
め
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
。

こ
の
切
所
で
藤
勝
側
を
信
じ
た
木
一
戸
孝
允
（
校
小
五
郎
）
は
、
み
や
す
か
ら
上
京
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

木
戸
は
あ
け
て
慶
応
二
年
一
月
八
日
、
京
都
薩
摩
辞
邸
に
着
き
、
山
間
郷
ら
と
交
渉
に
入
つ

間
郷
は
木
戸
に
対
し
、
幕
府

に
よ
る
処
分
を
い
っ
た
ん
は
受
け
入
れ
る
よ
う
に
求
め
た
り
耐
郷
は
、
征
長
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
全
国
的
な
内
乱
に
発
展
し
か

ね
な
い
と
み
て
、
で
き
る
こ
と
な
ら
開
戦
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
木
戸
は
そ
の
要
求
を
断
わ
っ
た
。
長
州

藩
で
は
、
す
で
に
つ
武
備
恭
順
L

の
方
針
を
叫
制
定
し
て
お
り
、
幕
府
が
攻
め
て
く
る
な
ら
戦
う
覚
悟
を
決
め
て
い
た
。
結
局
間

郷
は
木
一
戸
の
言
い
分
を
認
め
、
一
回
目
州
藩
の
た
め
に
、

「
朝
敵
」
が
取
り
消
さ
れ
て
中
央
政
局
に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
尽
力
す
る

」
と
か
｝
約
束
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
薩
長
盟
約
の
内
容
で
あ
る
。

一
方
幕
府
は
、
処
分
を
長
州
務
に
伝
え
た
が
応
じ
た
い
と
し
て
、
す
で
に
配
置
に
着
い
て
い
た
従
翠
諸
大
名
に
開
戦
を
命
じ
、

六
月
七
日
か
ら
長
州
務
境
で
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
一
部
の
譜
代
大
名
な
除
い
て
は
、
諸
大
名
勢
は
進
ん
で
戦
闘
仰
に
加
わ
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ろ
う
と
は
せ
ず
、
薩
摩
寵
や
広
島
溶
の
よ
う
に
出
兵
命
令
に
応
じ
な
い
大
名
も
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
幕
府
堺
は
各
戦
線
で
次

々
と
敗
れ
さ
っ
た
っ
加
え
て
七
月
二
十
日
将
軍
家
茂
が
大
坂
城
で
病
死
し
た
。

徳
川
慶
審
政

権
の
成
立

が
へ
恥
iu
つ
浅
川
d

紅
白
こ
土
、

t
｛
C
4
3
I
l
 
一
橋
陵
高
以
外
に
考
え
ら
れ
る
人
物
は
い
な
か
っ
た
。

は
こ
の
附
、
征
長
戦
争
を

一
停
戦
さ
せ
、

八
月
二
十
日
に
は
徳
川
宗
家
を
相
続
し
た
が
、
将
軍
職
に
つ
く
こ
と
は
断
わ
り
続
け
た
の
で
あ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
将
箪
死
去
な
機
会
と
し
た
稲
井
議
・
臨
摩
滞
を
中
心
と
す
る
体
制
変
革
へ
の
動
き
が
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
上
京
中
の
福
井
落
松
平
底
、
氷
は
、
薩
浮
薄
の
向
調
を
得
て
、
将
軍
の
選
在
・
日
以
州
処
分
・
兵
庫
開
港
な
ど
の
弔
問
中
要
問
題

に
つ
い
て
諸
大
名
の
合
議
で
決
定
す
る
こ
と
を
慶
喜
に
提
案
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
底
、
氷
の
構
想
は
、
幕
府
を
廃
止
し
、

朝
廷
を
頭
部
に
据
え
、
そ
の
も
と
に
す
べ
て
の
領
主
階
級
を
結
集
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

陵
高
は
、
慶
永
の
提
案
を
逆
に
利
用
し
、
大
名
会
議
で
自
分
が
将
軍
に
選
任
さ
れ
る
形
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
慶

永
ら
の
狙
い
を
か
わ
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
十
一
月
七
、

八
日
わ
ず
か
七
名
の
大
名
ら
に
よ
る
形
式
的
な
会
議
を
関
長
＼

さ
ら
に
朝
姪
工
作
を
進
め
て
、
孝
明
天
皇
か
ら
も
、
a
腿
在
を
将
軍
に
就
け
よ
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
い
泣
思
表
示
な
取
り
付
け

た
。
そ
し
て
十
二
月
五
日
に
は
慶
喜
に
将
軍
宣
下
が
下
さ
れ
、
徳
川
幕
府
第
十
五
代
将
軍
に
就
在
す
る
の
で
あ
る
。

五i~Jlミから維新へ

こ
う
し
て
成
立
し
た
徳
川
慶
喜
政
権
の
特
散
は
、
慶
喜
朗
四
人
の
リ
て
れ
ま
で
の
経
際
や
孝
明
天
皇
と
の
関
係
か
ら
い
っ
て
、
朝

廷
内
部
と
の
強
い
つ
な
が
り
を
保
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
以
前
の
幕
府
で
は
な
く
、
朝
廷
と
幕
府
を
一
体
に

し
た
よ
う
な
織
造
を
持
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
慶
喜
は
、

ロ
ッ
シ
ェ
を
？
っ
じ
た
フ
ラ
ン
ス
の
援

第七島ill

助
を
受
け
て
、
軍
制
改
革
な
は
じ
め
と
す
る
幕
府
の
建
て
政
し
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
っ
た
。
学
研
天
皇
と
ロ
ッ
シ
ュ
に
背

後
か
ら
支
え
ら
れ
た
慶
喜
は
、
薩
摩
滞
な
ど
に
と
っ
て
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
強
力
な
相
手
と
た
っ
て
い
た
。
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そ
の
意
味
で
十
二
月
二
十
五
日
、
孝
明
天
皇
が
急
死
し
た
こ
と
は
護
摩
務
に
反
撃
の
機
会

を
与
え
た
。
あ
と
を
継
い
だ
明
治
天
皇
は
ま
だ
幼
く
、
自
身
の
政
治
判
断
を
下
せ
る
年
齢
で

明治郊の川崎砲台c•ファー・イースト」）

は
な
か
っ
た
。
西
郷
・
大
久
保
は
、
こ
れ
を
好
機
と
み
て
、
島
津
久
光
の
上
京
を
決
定
し
、

さ
ら
に
福
井
落
松
平
底
、
氷
・
土
佐
滞
山
内
容
堂
・
宇
和
島
藩
伊
逮
京
城
の

上
京
を
働

き
か
け
た
。
鹿
芯
三
年
四
月
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
、
あ
い
つ
い
で
京
に
入
っ
た
四
人
は

時
局
対
策
の
会
議
を
重
ね
た
。

い
わ
ゆ
る
閉
侯
会
議
で
あ
る
。

こ
の
会
議
を
企
て
た
西
郷
・
大
久
保
は
、

四
侯
を
通
し
て
幕
府
に
対
し
、
棚
上
げ
に
さ
れ

た
ま
ま
の
長
州
処
分
と
兵
路
開
港
勅
許
と
い
う
二
大
問
題
の
解
決
を
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

最
終
的
に
は
外
交
権
を
軸
と
し
た
政
策
決
定
権
を
幕
府
か
ら
奪
い
取
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
狙
い
を
持
つ
四
侯
会
議
に
は
、
長
州
滞
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

写真 185

て
、
処
分
が
軽
く
済
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
長
州
藩
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
公
然
と
政
局
に
復

婦
で
き
る
の
で
あ
る
。

兵
庫
開
港

の
勅
許

間
侯
側
と
幕
府
側
陵
高
と
の
対
抗
は
、
慶
喜
が
孝
明
天
皇
な
き
あ
と
の
朝
廷

か
ら
兵
庫
開
港
の
勅
許
を
獲
得
で
き
る
か
ど
う
か
に
勝
敗
の
鍵
が
あ
っ
た
。

兵
庫
開
港
の
期
日
は
、

ロ
ン
ド
ン
覚
書
な
ど
に
よ
っ
て
こ
の
年
の
十
二
月
七
日
と
定
ま
っ
て
い
た
し
、
そ
の
期
日
の
六
カ
月
前

つ
ま
り
、
そ
の
日
ま
で
に
勅

す
な
わ
ち
六
月
七
日
に
は
、
開
港
、
が
公
に
・
布
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

許
が
下
り
な
け
れ
ば
、
慶
喜
の
負
け
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
焦
点
を
定
め
た
攻
撃
が
、
西
郷
・
大
久
保
に
残
さ
れ
た
最
後
の
切
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り
札
で
あ
っ
た
。

慶
喜
は
執
よ
う
に
勅
許
を
求
め
、
商
郷
・
大
久
保
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
勅
許
が
下
さ
れ
る
の
を
妨
樹
一
訓
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
、
徹
夜
で
行
わ
れ
た
朝
議
で
慶
喜
は
奮
闘
し
、

つ
い
に
兵
庫
開
港
勅
許

を
獲
得
し
た
。
同
時
に
長
州
処
分
に
つ
い
て
の
勅
許
も
下
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
た
だ
寛
大
に
処
置
せ
よ
と
あ
る
だ
け
で
、
実

質
上
は
幕
府
に
任
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
四
侯
側
の
敗
北
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

西
郷
・
大
久
保
は
、
慶
喜
が
ど
れ
ほ
ど
深
く
朝
廷
に
食
い
入
っ
て
い
る
か
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
六
月
半
ば
大
久
保

は
、
藩
地
鹿
児
島
に
あ
て
「
つ
い
に
幕
府
、
朝
廷
を
掌
握
L

と
書
き
送
り
、
長
州
藩
内
で
も
広
沢
真
臣
が
前
涼
一
一
誠
に
あ
て
た

手
紙
で
、

寸
恐
れ
な
が
ら
朝
権
も
こ
と
ご
と
く
出
向
、
彼
（
援
姦
）
が
手
中
に
こ
れ
あ
る
勢
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
打

開
し
、
体
制
の
転
換
を
目
指
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
武
力
に
よ
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
薩
長
雨

藩
に
よ
る
武
力
挙
兵
が
急
速
に
具
体
化
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

兵
庫
商
社
と

貿
易
構
想

こ
の
よ
う
に
兵
庫
開
港
は
幕
府
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
が
、
幕
府
は
開
港
後
の
貿
易
に
お
い
て
も
貿
易
商
人

の
統
制
を
通
じ
て
、
兵
庫
港
貿
易
の
利
益
を
独
占
し
よ
う
と
い
う
構
結
合
立
て
て
い
た
。

幕末から維新へ

す
な
わ
ち
慶
応
三
年
四
月
、
幕
府
勘
定
奉
行
は
老
中
に
あ
て
「
兵
庫
御
開
港
に
付
き
商
社
取
建
方
弁
に
榔
用
途
金
見
込
之
儀

申
上
候
番
付
」
と
題
す
る
建
一
言
蓄
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
横
浜
・
長
崎
両
港
で
行
わ
れ
て
い
た
貿
易

の
や
り
方
で
は
、

日
本
商
人
の
資
金
力
が
弱
く
、

外
国
商
人
に
対
抗
で
き
な
い
た
め
、

日
本
側
の
損
失
に
な
る
ば
か
り
で
あ

第七節

っ
た
と
し
、

日
本
側
商
人
の
資
金
力
を
結
集
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
大
坂
町
人
の
う
ち
有
力
な
者
を
二

O
人
ほ
ど
選
ん
で

J
向
社
」
を
結
成
さ
せ
、
独
占
的
に
貿
易
に
当
た
ら
せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
「
商
社
」
に
居
留
地
の
造
成
費
を
は
じ
め
と
す
る
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制
措
に
必
要
な
費
用
を
、

二
附
立
替
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

幕
府
は
こ
の

に
そ
っ
て
、
六
月
五
日
、
鴻
池
屋
善
治
衛
門
・
加
賀
屋
久
右
衛
門
・

加
島
屋
作
兵
衛
ら
一
一

O
名
の
大
坂
の
張
中
間
を
京
都
に
呼
び
寄
せ
、
商
社
の
結
成
を
命
じ
た
。

い
わ
ゆ
る
兵
時
陣
痛
社
が
大
波
中
之
’
品
に
設
立
さ
れ
た
。

の
ち
商
社
員
に
は
灘

こ
う
し
て
、

の
酒
造
家
嘉
納
治
兵
衛
・
木
村
喜
兵
衛
・
雀
部
市
郎
右
衛
門
ら
や
、
兵
庫
の
北
風
荘
右
衛

門
・
神
間
兵
右
衛
門
・
塩
屋
安
兵
衛
な
ど
も
加
え
ら
れ
た
。

だ
が
、
こ
う
し
た
幕
府
の
方
針
は
、
こ
の
函
で
も
諸
大
名
の
反
発
を
呼
び
、
対
立
の
姿

勢
を
強
め
さ
せ
る
要
素
と
な
っ
た
。

た
と
え
ば
薩
摩
藩
で
は
、
大
坂
商
人
の
金
で
国
々
の

！手r'i1s6 

物
品
を
引
き
出
さ
ぜ
、
幕
府
が
…
手
で
外
人
に
直
渡
し
す
る
よ
う
な
悪
ど
い
方
策
で
あ
り
、

諸
藩
の
苦
し
み
は
必
然
の
五
り
と
と
ら
え
て
い
た
。

つ
ま
り
、
幕
府
は
あ
い
か
わ
ら
ず
自

身
の
利
刊
紙
し
か
考
え
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
て
し
ま
っ
た
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
兵
庫
商
社
は
、
貿
易
が
始
ま
る
前
に
幕
府
が
倒
れ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
何
も
し
な
い
ま
ま
自
然
消
滅

い
わ
ゆ
る
つ
悶
産
会
所
」
方
式
に
よ
る
貿
易
統
制
構
想
は
、
や
が
て
形
を
変
え

し
か
し
そ
こ
で
示
さ
れ
た
、

な
が
ら
も
新
政
府
の
政
策
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
兵
庫
商
社
は
体
系
立
っ
た
貿
易
政
策

の
端
緒
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

兵
庫
（
神
戸
）

開
港
の
準
備

と
こ
ろ
で
、
兵
庫
開
港
に
つ
い
て
、
条
約
に
そ
の
地
名
は
は
っ
き
り
コ
江
ハ
庫
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
政
治
の
場

し
か
し
、

の
ち
に
実
際
の
貿
易
港
と
な
っ
た
の
は
厳
筏
な

で
も
つ
ね
に
つ
円
以
ハ
庫
開
港
L

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
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て
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

意
味
で
の
兵
庫
港
（
和
印
刷
川
と
淡
川
先
の
間
）
で
は
な
く
、
そ
の
東
側
の
神
戸
村
の
海
岸
で
あ
っ
た
。
こ
の
違
い
は
ど
の
よ
う
に
し

近 i役

し
ば
ら
く
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

通
商
条
約
の
締
結
後
、
外
国
側
で
最
初
に
兵
庫
を
訪
問
し
た
の
は
、
初
代
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
日
オ
l
ル
コ

ッ
ク
で
あ
っ
た
。
文
久
元
年
五
月
、
所
用
で
出
張
し
て
い
た

際究者請盟

幕末から維新へ第七節

呑
港
か
ら
横
浜
に
一
反
る
途
中
、
兵
庫
に
立
ち
寄
っ
て
港
の
近

辺
を
視
察
し
た
オ
l
ル
コ
ッ
ク
は
、
当
然
そ
の
港
が
開
港
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
居
留
地
の
場
所
に
つ
い
て

殿様地関係図

も
兵
庫
市
内
か
、
和
田
岬
付
近
の
海
岸
を
想
定
し
て
お
り
、

付
添
い
の
首
都
府
側
役
人
も
そ
れ
に
同
意
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る。
と
こ
ろ
が
慶
応
元
年
九
月
、
外
国
公
使
間
が
条
約
勅
許
を

｜京l63 

求
め
て
兵
庫
沖
に
来
た
壌
か
ら
、
む
し
ろ
兵
庫
港
よ
り
神
戸

村
の
海
岸
の
方
が
適
地
と
し
て
注
同
対
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
勅
許
が
下
り
る
の
を
待
た
ず
、
幕

府
は
兵
庫
開
港
に
向
け
て
具
体
的
な
準
備
に
取
り
か
か
る
が
、

7, 〈ご
0) 

は
じ
め
が
、
兵
庫
と
大
援
に
設
け
ら
れ
る
予
定
の
居

留
地
の
場
所
を
定
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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そ
の
結
果
、
慶
応
一
一
一
年
間
月
十
三
日
、
外
国
公
使
間
と
の
間
で
、

「
兵
庫
港
及
び
大
坂
へ
外
国
人
居
留
地
の
犠
に
付
き
し
取

決
め
が
結
ば
れ
た
。
そ
れ
に
は
「
兵
庫
に
居
留
地
を
神
一
戸
町
と
生
田
川
と
の
聞
に
取
り
き
め
（
中
略
）
海
岸
よ
り
次
第
に
高
く
、

水
は
け
の
よ
ろ
し
き
よ
う
に
築
き
立
て
、
海
岸
に
一
い
択
さ
四
百
間
余
の
石
垣
を
設
け
、
な
お
以
後
決
定
の
う
え
、
往
来
筋
を
開
き
、

下
水
を
掘
る
べ
し
し
と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
よ
う
に
兵
庫
跨
留
地
は
、
兵
庫
で
は
な
く
神
戸
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
史
料
的
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
兵
時
開
港
近
辺
は
人
家
が
多
く
、
適
当
な
土
地
が
得
難
い
の
に
ひ
き
か
え
、
神

戸
な
ら
土
地
に
余
裕
が
あ
る
う
え
、
か
つ
て
の
海
軍
操
練
所
の
跡
地
や
付
属
の
船
着
き
場
な
ど
の
施
設
を
利
用
で
き
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
最
終
的
に
は
こ
の
時
点
で
、
旧
来
の
兵
庫
港
で
あ
る
な
し
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
賠
留
地
前
の
海
岸
を
港
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
幕
府
と
外
国
側
と
の
間
に
了
解
が
成
立
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
海
岸
は
和
田
岬
に
よ

っ
て
商
風
か
ら
遮
ら
れ
、
水
深
も
あ
っ
て
、
港
と
し
て
の
好
適
な
条
件
を
備
え
て
い
た
。

つ
い
で
期
日
当
日
の
十
二
月
七
日
付
け
で
定
め
ら
れ
た
開
港
関
係
規
則
に
よ
る
と
、
大
坂
で
貿
易
取
引
を
行
う
場
合
で
も
、

大
坂
港
へ
の
外
聞
船
の
入
浴
は
禁
止
さ
れ
、
輸
出
入
口
仰
は
す
べ
て
つ
兵
庫
運
上
所
L

で
改
め
を
受
け
、
関
税
な
納
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
兵
庫
運
上
所
（
後
の
神
戸
税
関
）
は
、
居
留
地
前
の
海
岸
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら

か
に
そ
の
海
岸
を
事
実
上
の
「
兵
庫
浴
」
と
し
て
、
そ
こ
で
輸
出
入
口
問
を
積
み
降
ろ
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
兵
庫
開
港
」
は
、
旧
来
の
兵
庫
港
そ
の
も
の
を
開
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
東
側
の
海
岸
に
新
た
に
海
外
貿
易

港
を
開
設
す
る
と
い
う
結
果
を
み
た
の
で
あ
り
、
そ
の
区
域
が
神
戸
港
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
至
り
、
貿
易
量
の
増
大
に
伴
っ
て
神
戸
港
の
潜
域
が
拡
大
さ
れ
、
兵
庫
港
も
そ
の
内
に
含
ま
れ
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る
よ
う
に
な
っ
た
。

実
際
的
な
開
港
準
備
に
つ
い
て
は
、
開
港
勅
許
が
下
り
る
直
前
の
慶
応

市
ず
に
当
た
っ
た
（
七
月
一
向
設
の
兵
隊
奉
行

月
十
三
日
、
外
調
奉
行
柴
凶
剛
中
が
大
坂
町

山
本
行
兼
任
と
な
り
つ
兵
庫
井
に
大
坂
表
外
国
入
居
留
地
御
用
取
扱
」
を
命
、
せ
ら
れ
て
、

幕末から維新へ第七節

も
兼
任
）
。
六
月
に
入
っ
て
柴
田
が
立
て
た
計
闘
で
は
、
開
港
に
伴
っ
て
通
行
量
の
増
加

開港神戸の風景erイラストレイテッド・ロ γ ドγ ・
エユース」）

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
神
戸
付
近
の
西
国
往
還
道
筋
を
付
け
替
え
る
こ
と
、
運
上
所
・

波
止
場
荷
改
所
・
貸
し
倉
庫
・
関
門
番
所
な
ど
諸
建
物
の
建
設
、
旅
寵
屋
の
設
援
、
外

国
人
の
食
料
を
確
保
す
る
た
め
の
属
牛
場
や
慰
安
施
設
と
し
て
の
遊
女
産
の
開
設
、
開

港
場
取
締
り
体
制
の
整
街
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

つ
い
で
八
月
末
に
は
、
賠
留
地
造
成
請
負
の
入
札
が
一
一
一
口
に
分
け
て
行
わ
れ
、
神
戸

村
山
比
屋
生
島
四
郎
太
夫
が
海
岸
石
垣
築
立
金
八
ニ

O
O雨
、
波
止
場
築
出
金
九

0
0
0

時
、
地
平
均
金
六
万
九
八
五

O
雨
、
総
額
八
万
七

O
五
O
両
で
一
一
一
口
と
も
務
札
し
た
。

造
成
は
そ
の
後
寵
ち
に
開
始
さ
れ
た
が
、
開
滋
期
臼
ま
で
に
は
完
成
し
な
か
っ
た
。
結

局
、
柴
田
の
立
て
た
計
画
の
う
ち
実
現
し
た
の
は
、
運
上
所
お
よ
び
番
所
の
建
設
と
商

国
往
還
付
替
え
道
の
一
部
（
い
わ
ゆ
る
徳
川
道
）
程
度
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

写真 187

そ
れ
で
も
期
日
の
十
二
月
七
日
（
一
八
六
八
年
一
月
一
日
）
、
造
成
途
中
の
賠
留
地
脇
に

よ
う
や
く
完
成
し
た
ば
か
り
の
運
上
所
で
、
兵
庫
奉
行
柴
田
ら
幕
府
側
当
局
者
は
も
と

よ
り
、
外
国
代
表
も
列
席
し
て
開
港
式
典
が
行
わ
れ
た
。
仮
の
領
事
館
に
あ
て
ら
れ
た

令i
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建
物
に
は
各
国
旗
が
翻
り
、
沖
に
整
然
と
波
ん
で
停
泊
す
る
一
八
隻
の
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
箪
離
か
ら
祝
砲
が
放
た
れ
た
。

そ
の
一
見
華
や
か
な
光
景
は
、
貿
易
の
鹿
ん
な
前
途
を
精
一
吊
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
だ
が
そ
の
頃
、
幕
府
は
す
で
に

倒
壊
寸
前
で
あ
っ
た
。
兵
庫
港
な
ら
ぬ
神
戸
港
で
の
本
格
的
な
貿
易
の
開
始
は
、
新
政
府
の
成
立
と
そ
の
も
と
で
の
新
た
な
政

策
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

大
政
泰
遼
論

と
国
家
構
想

薩
長
両
藩
が
武
力
挙
兵
の
決
意
を
闘
め
つ
つ
あ
る
こ
ろ
、
慶
応
一
一
一
年
六
月
十
一
一
一
日
、
土
佐
滞
の
後
藤
象
二
郎

が
大
政
奉
還
論
を
携
え
て
上
京
し
て
き
た
。
大
政
す
な
わ
ち
幕
府
の
政
治
的
権
眼
が
、
朝
廷
か
ら
将
軍
に
委

任
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
観
念
は
、
寛
政
州
知
に
み
ら
れ
始
め
る
が
、
近
く
は
文
久
一
一
一
年
の
最
初
の
将
軍
上
洛
の
際
、
擁
英
実
行

と
引
換
え
に
つ
政
務
委
任
」
の
勅
書
が
出
さ
れ
て
以
来
、

一
般
化
し
て
い
た
。
土
佐
藩
の
大
政
奉
還
論
は
、
こ
の
観
念
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
、
将
軍
か
ら
朝
廷
に
大
政
を
自
発
的
に
返
還
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
和
的
に
体
制
の
変
革
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

後
藤
は
、
山
内
容
堂
に
こ
れ
を
挫
言
し
よ
う
と
上
京
し
て
き
た
の
だ
が
、
容
堂
は
入
れ
違
い
に
高
知
に
知
っ
た
後
で
あ
っ
た
。

後
藤
は
悶
郷
な
説
き
、
薩
摩
簿
を
味
方
に
引
き
入
れ
た
。
こ
れ
に
広
島
（
装
州
）
藩
も
加
わ
り
、
七
月
初
め
に
は
薩
土
芸
一
一
一
藩
盟

約
が
成
立
し
、
長
州
藩
も
そ
れ
を
承
認
し
た
。
薩
長
側
に
は
、
将
軍
慶
喜
が
大
政
奉
還
に
応
ず
る
は
ず
が
な
く
、
米
還
を
拒
否

す
れ
ば
、
そ
れ
を
名
分
に
挙
兵
し
や
す
く
な
る
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
し
、
土
佐
滞
に
し
て
も
、
武
力
挙
兵
を
一
剤
師
の
う
ち
に

Am
ん
で
い
た
Q

後
藤
は
そ
の
あ
と
高
知
に
と
っ
て
返
し
、
容
堂
に
建
言
し
た
。
容
堂
は
こ
れ
を
名
案
と
し
て
受
け
入
れ
た
が
、
武
力
を
背
景

に
奉
還
を
迫
る
こ
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
十
月

日
、
土
佐
簿
は
山
内
容
堂
の
名
で
慶
喜
に
対
し
、
大
政
奉
還
を
勧
め
る
建
出
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者
を
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は
づ
天
下
の
大
政
令
｝
議
定
す
る
権
限
は
、
抑
制
廷
に
あ
り
」
と
し
た
う
え
で
、
国
政
を
運
営
す
る
制
度

と
し
て
、
上
下
の
勺
議
政
所
」
（
議
会
）
を
設
け
、

は
公
卿
か
ら
一
般
の
武
土
・
庶
民
に
い
た
る
ま
で
つ
公
明

そ
oコ

純
良
の
土
な
選
挙
す
べ
し
し
と
う
た
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
安
政
期
以
来
の
隣
家
構
想
な
集
大
成
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

武
力
挙
兵
を
決
意
し
て
い
た
藤
長
が
、
土
佐
簿
の
構
想
を
否
定
し
な
か
っ
た
の
は
、
実
現
の
手
段
は
と
も
あ
れ
、
そ
の
内
容
に

お
い
て
－
瓦
い
に
矛
蔵
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

最
後
の
激
突

こ
の
建
向
を
受
け
た
慶
喜
は
お
お
か
た
の
予
想
を
裏
切
っ
て
、
十
月
十
問
日
朝
廷
に
あ
て
大
政
奉
還
の
上
表

を
提
出
し
た
。
慶
喜
の
判
断
は
さ
す
が
に
鋭
か
っ
た
。
議
長
が
共
関
し
て
挙
兵
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

察
知
し
、
そ
の
名
分
を
奪
う
た
め
、
あ
え
て
先
手
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
朝
廷
は
翌
十
五
日
こ
れ
を
聞
き
届
け
、

つ
い
で
今
後

の
対
策
を
協
議
す
る
た
め
、
全
大
名
の
上
京
を
命
じ
た
。
慶
喜
の
見
通
し
は
、

い
ず
れ
開
催
さ
れ
る
は
ず
の
大
名
会
議
で

権
な
と
り
、
再
び
政
権
の
座
に
着
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

も
く
ろ
み
を
は
ず
さ
れ
た
謎
庶
民
側
で
は
、
間
郷
・
大
久
保
が
朝
廷
内
の
穀
倉
具
視
ら
と
結
ん
で
、
朝
廷
を
乗
っ
取
る
ク
l
デ

タ
ー
を
一
計
画
し
た
。
慶
喜
の
見
通
し
な
朝
廷
州
閣
の
立
場
か
ら
打
ち
砕
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
十
二
月
九
日
、
際
協
昨
・
広
島
・

者L求から維新へ

土
佐
・
尾
張
・
福
井
五
藩
の
勢
力
に
よ
っ
て
王
政
復
古
ク
ー
デ
タ
ー
が
決
行
さ
れ
、
王
政
復
十
日
の

に
、
摂
政
・
関

自
な
ど
朝
廷
内
の
旧
制
度
お
よ
び
幕
府
の
正
式
廃
絶
、
総
裁
・
議
定
・
参
与
の
一
一
一
職
の
新
設
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
ω

し
か
し
薩

摩
以
外
の
間
藩
は
、
政
治
的
な
影
響
力
を
失
わ
な
い
た
め
、
う
わ
ベ
だ
け
臨
ぃ
摩
藩
に
向
調
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
簡

第七節

仲
介
藩
の
松
平
鹿
永
は
事
前
に
麗
喜
一
と
連
絡
を
と
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
の
夜
、
小
御
所
に
お
い
て
、
天
皇
を
前
に
し
た
会
議
が
開
か
れ
た
。
席
上
、
岩
倉
・
大
久
保
は
、
徳
川
家
領
地
な
す
べ
て

I!上;[: ！援史綴酪915 



返
上
す
る
よ
う
に
慶
喜
に
対
し
て
命
ず
る
べ
き
と
主
張
し
た
。
慶
喜
に
無
理
難
題

を
突
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
反
発
を
呼
び
起
こ
し
、
あ
く
ま
で
も
挙
兵

の
き
っ
か
け
な
つ
か
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
山
内
容
堂
・
松
平
慶
、
氷
の

反
対
に
あ
っ
て
、
結
局
、
領
地
返
上
は
慶
喜
の
方
か
ら
搬
い
出
る
よ
う
、
慶
永
と

明治初期の蔚留地付近図

尾
張
藩
の
徳
川
慶
勝
を
通
じ
て
周
旋
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
な
っ
て
は
岩
倉
・
大
久
保
の
失
敗
で
あ
る
。
事
実
、
翌
日
か
ら
周
旋
が
進

め
ら
れ
る
う
ち
に
、
徳
川
家
に
よ
る
領
地
返
上
は
み
る
み
る
う
ち
に
骨
抜
き
に
さ

れ
、
や
が
て
全
大
名
が
石
高
に
応
じ
て
朝
廷
の
費
用
を
献
上
す
る
と
い
う
話
に
す

り
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
年
末
に
は
岩
倉
ま
で
が
態
度
を
軟
化
さ

写真 188

せ
、
慶
喜
を
議
定
に
登
用
す
る
こ
と
が
内
定
し
か
か
る
ま
で
に
な
っ
た
。

こ
の
間
に
、
十
一
一
月
八
日
の
朝
議
で
よ
う
や
く
「
朝
敵
L

を
許
さ
れ
、
入
京
を

許
可
さ
れ
て
い
た
長
州
藩
は
、
す
で
に
西
宮
に
帯
兵
を
よ
陵
さ
せ
て
い
た
Q

追
い

つ
め
ら
れ
た
薩
長
側
は
、
西
郷
の
策
略
で

で
浪
士
た
ち
に
乱
暴
を
働
か
せ
る

と
い
う
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
挑
発
に
出
た
。
こ
の
挑
発
に
た
ま
り
か
ね
た
徳
川

方
は
、

つ
い
に

を
掲
げ
て
、
大
坂
か
ら
京
都
に
向
け
箪
勢
を
出
発
さ
せ

薩
長
率
と
徳
川
箪
は
、
明
治
元
年

た
。
さ
す
が
の
慶
喜
も
、
家
陪
た
ち
の
突
き
上
げ
を
押
さ
え
き
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

目
、
京
都
郊
外
の
鳥
羽
・
伏
見
で
激
突
し
た
。
こ
の
戦
い
に
お
け
る
薩
長
側
の
勝
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阿
川
争
点
、

i
t
 

づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

の
政
権
奪
回
の
望
み
を
絶
ち
切
る
と
と
も
に
、
朝
廷
を
頭
部
と
す
る
新
た
な
政
治
体
制
の
樹
立
を
最
終
的
に
決
定

幕末から維新へ第七百ii
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